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平成4年度国立環境研究所年報の発刊に当たって  

地球環境問題の深刻化が懸念され，世界各国の首脳がブラジルのリオデジャネイロに集  

まり，二十一世紀へ向け環境の保全と持続可能な開発のための戦略が協議されてから約1  

年が立ちました。この間，我が国を含め世界各国では多くの政治的経済的問題を抱えつつ  

も，環境保全のための努力を行ってきました。   

環境問題解決のために，環境の変化の機構の解明，環境への負荷の低減など科学的な知  

見の集積が必要なこと，国際的な連携の重安性なことはいうまでもありません。二十一世  

紀の環境政策の基本構想となるべき環境基本法案にはこのような考え方が示されておりま  

す。国立環境研究所としましても，同法案の制定，施行に備え，その基本的理念を，二十  

一世紀の環境研究の方向を模索する為の指針としたいと考えています。   

国立環境研究所は，環境研究の世界的動向を先取りして平成2年度大規模な組織改革を  

行い，未解決の環境汚染に関する研究を引き続き実施するとともに，地球環境問題や自然  

環境保全等の研究に本格的に取り組むことを目指してきました。新しい組織は，目的研究  

を実施する総合研究部門とシーズ創出等の研究を行う基盤研究部門，さらに，環境情報セ  

ンター，地球環境研究センター及び環境研修センターを擁したものとなっています。   

平成4年度は組織改革の効果を着実に拡大するとともに，平成3年度末に導入したスー  

パーコンピュータシステムを地球環境研究推進のため一層活用し，建設後約20年が経過し  

老朽化した施設の改修に着手した年であります。   

この年報は，平成4年度の国立環境研究所の研究活動の大綱をお示しするためにまとめ  

たものです。別途「国立環境研究所特別研究年報」及び「国立環境研究所地球環境研究年  

報」も刊行していますのでご参照いただければ有り難く存じます。   

本研究所が良い成果をあげるためには，多くの方々のご理解とご支援が不可欠でありま  

す。．この年報についての率直なご意見をお寄せ下さり，ご指導とご鞭捷を賜ることができ  

れば幸いであります。  

平成5年8月  

国立環境研究所  

所長 市 川 惇 信   
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2．1概 要  

2．1．1総合研究部門  

（1）地球環境研究グルニプ  

（2）地域環境研究グループ  

2．1．2 基盤研究部門  

（1）社会環境システム部  

（2）化学環境部  

（3）環境健康部  

（4）大気圏環境部  

（5）水土壌国環境部  

（6ト生物圏環境部  

2．2 プロジェクト研究  

2．2．1地球環境研究総合推進費による研究  

2．2．2 特別研究  

2．3 経常研究  

2．3．1地球環境研究グループ  

2．3．2 地域環境研究グループ  

2．3．3 社会環境システム部  

2．3．4 化学環境部  

Z．3．5 環境健康部  

2．3．6 大気圏環境部  

2．3．7 水土壌圏環境部  

2．3．8 生物圏環境部  

2．3．9 地球環境研究センター  

2．4 環境保全総合調査研究促進調整費による研究  

2．4．1臭化メチルによる成層圏オゾン層への影響に関する調査  

2，4．2 釧路湿原の火災に係る生態影響等調査  

2．5 国立機関原子力試験研究∃削二よる研究  

2．5．1標識化合物利f引こよる環境汚染のモニタリング手法の開発に関する研究  

（1）植物関係  

（2）微生物関係  

2．5．Z 遺伝子レベルでの環境汚染の生体影響の高感度検出法の開発に関する研究  

（1）植物影響関係  

（2）動物影響関係  

2．5．3 有毒アオコが生産する毒物貿の標識化とその生体影響作用機構に関する研究  

2．6 科学技術振興調整費による研究  

2．6．1掛合研究  

（一1）生体の分子レベルにおける高感度・高分解能非破壊計測技術の開発に関する研究  

（2）砂漠化傑構の解明に関する国際共同研究  

①半乾燥地での生態系維持機構および回復機構の解明  

②砂漠化機構解明のためのシミュレーションの検討  

（3）新しい植物実験系開発のための基盤技術に閲する研究  



（4）北極域における気圏・水圏・生物圏の変動およびそれらの相互作剛二関する国際共同研究  Z
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（5）ファジィシステムとその人間・自然系への適用に関する研究  

（6）′創造的研究開発支援のための自己組織型情磯ベースシステムの構築に関する研究・・＝  

（7）マイクロ波センサデータ利用等によるリモートセンシング高度化のための基盤技術開発  
G）リモートセンシングデータの複合利用技術の開発  

②熱帯地域の環境変動に関する国際共同研究  

2．6．2 国際流動基礎研究（省際基礎研究）  

（1）微′ト試料中の元素の存在量および同位体比の精密測定法の開発と応用  

（2）海洋円石藻の炭酸塩鉱物形成と海洋炭素循環機能に関する基礎研究  

2．6．3 重点基礎研究  

＝）微生物機能を利用した先端有害化学物質分解に関する基礎的研究  

（2）大気汚染物質による肺の傷害過程を探るための肺胞上皮モデルの開発  

2．6．4 個別重要国際共同研究  

（l）中国における大気汚染による健康リスクと公害防止に関する日中共同調査研究  

（2）コケ植物を指標とする地球環境酸性化過程の解明  

2．6．5 生活・地域流動研究  

（1）生物ラジカル計測とその応用技術に関する研究  

（2）植物の耐乾機能解明と砂漠緑化への応用に関する研究  

（3）先琶湖を場とする湖沼環境観測および水質改善技術の高度化に関する研究  

（4）富山の自然生態からのバイオテクノロジーを用いた有用資源開発等に関する研究  

（5）生活用水等を中心とした都市環境の浄化に関する研究  

①水分離剤の有効性及び安全性の研究  

Q）生物膜法による水質浄化技術の研究  

2．7 海洋開発および地球科学技術調査研究促進費による研究  

2・7 

（1）サンゴ礁生態系モニタリングにおける遠隔探査技術の研究  

（2）大気微量成分の高精度観測に関する研究  

Z．7．2 地球科学技術特定調査研究  

（1）地球温暖化の原因物質の仝球的挙動とその影響等に関する観測研究  

（∋大気微量気体とエアロゾルの濃度・組成の変動に関する観測的研究  

②大気微量気体とエアロゾル濃度の将来予測および，それらが地球温暖化に及ぼす影響解明のための  

モデル開発研究  

3 環境情報センター  

4 地球環境研究センター  

5 環境研修センター  

6 研究施設・設備  
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6．1大型研究施設  

6．1．1大気化学実験棟（光化学チャンバー）  

6．1．2 大気拡散美顔棟（風洞）  

6．1．3 大気汚染質実験棟（エアロドーム）  

6．1．4 大気共同実験棟（大気フリースペース）  

6．1．5 大気モニター棟  

6．ユ．6 ラジオアイソトープ実験棟（別棟）  

6．1．7 水生生物実験棟（アクアトロン）  

6．1．8 水理実験棟  



6・1．9 土壌環境実験棟（ペドトロン）  

6．1．10 動物実験棟（ズートロン）  7
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6．1．11植物実験棟（ファイトトロン）  

6．1．12 微生物系統保存棟  

6．1．13 騒音・保健研究棟  

6．1．14 共通機器  

6．1．15 情報関連施設  

6．1．16 実験ほ場  

6．1．17 霞ヶ浦臨湖実験施設  

6．1．18 奥日光環境観測所  

6．1．19 波照間一地球環境モニタリングステーション  

6．1．20 研究本館Ⅰ（計測棟）  

6．1．21研究本館］（共同利用棟及び共同研究棟）  

6．2 共通施設  

6．Z．1エネルギー供給施設  

6．Z．2 廃棄物処理施設  

6．2．3 工作室  

7 成果発表一覧  

7．1研究所出版物  
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7．2 国立環境研究所研究発表会  

7二3 誌＿1二発表  

7．4 口頭発表  
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1 予算  

2 組織及び定員  

3 文部省科学研究費補助金等による研究一覧  

4 地方公共団体公害研究機閲との共同研究課題  

5 外国人受け入れ状況  

6 職員海外出張等  

7 委員会への出席等  

8 研究所日誌  

9 研究所構成員  

10 平成4年度研究発表会，セミナー等活動記録  

11施設の整備状況－・覧  

12 国立環境研究所施設配置計画図  



し 概   況  

たほか，原子力研究利用に必要な経費及び海洋開発調査  

研究に必要な経費（いずれも科学技術庁一括計上）とし  

てそれぞれ2，313万円及び2，776万円が計上された。また，  

新たに施設整備に必要な経費として1惜600万「j．年度  

途中に老朽化対策補正予算として7佑2，633万円が計上  

された。   

さらに，年度途中の移し替え経費として地球環境研究  

総合推進費8惜5，931万円，科学技術振興調整費2億  

2，244万円，環境保全総合調査研究促進調整糞1，334万円  

が計上された。  

（3）施 設   

施設については，国立忍鳶研究所発単車備段階以来順  

次拡充に努めている。平成4年度には，老朽化対策とし  

て大型電子計算機を配置している部屋の補助電源の改善  

を行ったほか，バイオテクノロジーを用いた環境浄化生  

物の開発や遺伝子観換え生物の環境影響を評価するため  

の環境遺伝子⊥学実験棟の建設を行っている（平成5年  

10月完成予定）。  

（4）研究活動   

地球環境研究グループ及び地域環境研究グループが中  

心となって．社会ニーズに対応したプロジュクト研究を  

実施している。また，主として基態研究部門において，  

新しい研究手法の開発等研究所の基盤となる科学・技術  

的知見の蓄積を図っている。さらに，科学技術全般から  

みて重要と考えられる共通基盤的研究についても環境分  

野と関連の深いものについて，他省庁や大学等の研究機  

関との連携のもとに積極的に参画している。   

①プロジェクト研究としては，地球環境研究総合推進  

費及び特別研究費による研究を実施した。地球環境研究  

総合推進費による研究としては，オゾン層の破壊，地球  

温暖化の現象解明・影響・対策，酸性雨，海洋汚染，熱  

帯林の減少，野壬l三生物の種の減少，砂漠化等の研究を行っ  

た。地球環境研究総合推進費の課題別研究及び総合化研  

究課題総数45課題のうち40課題の研究に参画した。特別  

研究としては，「湖沼環境指標の開発と新たな湖沼環境  

閑適の解明に関する研究」，「環境中の有機塩素化合物の  

暴露量評価と複合健康影響に関する研究」，「都市型環境  

騒音・大気汚染による環境ストレスと健康影響に関する  

国立環境研究所は，昭和49年3月15日に国立公害研究  

所として筑波研究学園都市に設立された。本研究所の特  

色は，研究者の専門分野が，理工学，生物，医学，さら  

に人文・社会科学分野と幅広い構成となっており，大学  

の研究者や地方公害研究所の研究者等所外の専門家の参  

加も得て，研究を学際的に実施していること及び第一級  

の環境研究を実施するために必要な大型実験施設を駆使  

し，野外の実験調査研究と併せ，研究をプロジェクト化  

して総合的に実施していることにある。   

創立以来，組織の充実，施設の整備を進めつつ，研究  

体別の強化に努め，多くの研究成果を蓄稽してきたとこ  

ろであるが，①人間の健康保護や自然生態系保全のため  

の目的指向型研究の充実，②環境研究の中核的機関とし  

ての役割の発揮，③環境データ等の蓄積と提供のための  

研究・業務の充実，①国際的な貢献度の向上と国際研究  

交流の推進，⑤大型実験施設及びフィールド施設の活用  

という役割を果たすため，①総合研究部門の創設等研究  

体制の充実，②複合的な研究機構への発展，③国際研究  

交流の促進．④研究員流動性の確保方策の整備，（9研究  

運営の改善を基本的方向として組織・運営を進めていく  

こととし，平成2年7月，大幅な組織改編を行い，名称  

も「匡】立環境研究所」と改め，現在，新体制のもと研究  

業務活動の充実に努めている。   

国立環境研究所の平成4年度における主な活動は次の  

とおりである。  

（1）組織・定員   

平成2年度に機構改革を実施し，研究部門として，社  

会こ－ズに対応したプロジェクト研究を行う総合研究部  

門（地球環境研究グループ及び地域環境研究グループ）  

とシーズ創出や総合研究部門の支援のための研究を行う  

基盤研究部門（6部）右設置した。また同時に，環境情  

報センター．地球環境研究センター及び環境研修セン  

ターの3センターを設置し．幅広い活動を行っている。   

また，定員については，研究部門で1名，研究支援部  

門で2名の増員を図り，平成4年度末で274名となって  

いる。（平成3年度末：274名，定員削減：3名）  

（2）予 算   

研究所の運営に必要な経費として，60億円が計上され  

1 1   



環境保健研究」を新規に開始するとともに，9課題につ  

いて継続実施した。   

②奄常研究とし七は，各研究部・グループ等において，  

シーズ創札 プロジェクト研究に対する支援等の観点か  

ら研究を実施した。   

③環境保全総合調査研究促進調整費による研究とし  

て，1課題の研究を行った。   

④国立機関原子力試験研究費による研究として，3課  

題の研究を行った。   

⑤科学技術振興調整費による研究のうち，総合研究と  

して，新たにマイクロ波センサデータ利用等によるリ  

モートセンシングの高度化のための基盤技術開発研究と  

して「リモートセンシングデータの複合利用技術の開発  

影響」，「熱帯地域の環境変動に関する国際共同研究」の  

2課題を開始するとともに，8課題を継続実施した。ま  

た．国際流動基礎研究（省際基礎研究）として，2課題  

を継続実施した。地域流動研究は「富山の自然生態から  

のバイオテクノロジーを用いた有用資源開発等に関する  

研究」，「生活用水等を中心とした都市環境の浄化に関す  

る研究一流動床法ばっ気ろ過法の基礎的応用的研究一」  

及び「生活用水等を中心とした都市環境の浄化に関する  

研究，水分醒剤の有効性及び安全性の研究－」の3課題  

を開始するとともに，3課題について継続実施した。さ  

らに，単年度の課題としては，重点基礎研究2課題，個  

別重要国際共同研究2課題を尖施した。   

⑥海洋開発及び，地球科学技術調査研究促進費による  

研究については，地球環境遠瀾探査技術等の研究として  

2課題，地球温暖化の原凶物質の仝球的挙動とその影響  

等に関する紺別研究として2課題をそれぞれ継続実施し  

た。  

（5）環矧背報センター   

環塊情報センターは，環境の保全に関する国内及び国  

外の資料の収集，整理及び提供並びに電子計算機及びそ  

の間連システムの適用を行うため，組織改編に伴い設置  

された。平成4年度においては，引き続き，自然環境保  

全総合データベースの構築，環境情報センターと地方環  

境試験研究機閲との間のパソコン通信システムの逆用．  

各種研究報告薔の刊行等を実施したほか，新たに環境憫  

報源情報の整備調査，環境データベースの取扱徽閥を通  

じた外部提供，図書室における電動書架の増強等を実施  

するとともに，スーパコンピュータシステム及び国立環  

境研究所ネットワークの本格的運用t管理を開始した。  

（6）地球環境研究センター   

地球環境研究センターは，地球環境の保全に閲し，国  

際的な協力のもと学際的，省際的な地球環境研究の総合  

化を回るとともに，データベース等の研究支援体制を充  

実させ，また，地球環境の長期的モニタリングを行う等，  

地球環境研究の推進に幅広〈貢献していくことを目的と  

して，平成2年10月に設置された。平成4年度において  

は，地球環境研究者交流会議の開催，総合化研究の推進，  

スーパーコンピュータシステムの導入及び利用の開始，  

UNEI）（国連環境計画）／GRID（地球資源惰潮データベー  

ス）ネットワークへの加入及びサービス提供，地球環境  

モニタリング業劇等を実施した。  

（7）環境研修センター   

環境研佗センターは，環境庁所管行政に関する職員等  

の養成及び訓練を行っている。平成4年度は，行政関係  

研修18コース，分析関係研修7コース等を実施した。   



2．調査研究   

2．1概  要  

2．ト1総合研究部門  

（1）地球環境研究グループ   

当研究グループに属する温暖化現象解明，温暖化影  

響・対策．オゾン層，酸胴乱海洋，森林減少・砂漠化，  

野生∠t二物保全，衛星観測の8つの研究チームは，それぞ  

れの課題をプロジェクトとして推進する役割を担ってい  

る。   

平成4年産も環境庁予算としての地球環境研究総合推  

進費による課遺を中心に，以‾Fのような研究を各チーム  

が遂行した。   

温暖化現象解明研究チームでは，温室効果気体の動態  

と放出源，海洋・陸上生態系における炭素循環にかかわ  

る研究を，また温暖化影響一対策研究チームでは，対策  

オプションのモデル評価研究を中心におき，気候変動に1  

伴う植物分布の推移予測を取り上げ，研究を行った。   

オゾン層研究チームでは，オゾンライダーによる日本  

上空での成層圏オゾン濃度変動の観測に加え，オゾン層  

破壊に関するラジカル反応等に閲する研究が中心的に行  

われた。   

酸性閏研究チームでは，大気の了折からは東アジア地域  

における大気汚染物質の輸送・沈新現象解明のための航  

空機・地上観測を，また，影響面では，スギの枯死の原  

因解明，湖沼・土壌の酸性化予測の研究を継続して行っ  

た。   

海洋研究チームでは，さ衝羊における炭素の循環をメソ  

コスム内の動植物プランクトンを用いて研究を行った。  

また，近海をフィールドとした野外観測を行った。   

森林減少・砂漠化研究チーム，野生生物保全研究チー  

ムでは，マレーシアの熱茄＝林をフィールドとした野生生  

物棟の多様性の解明のための現地調査を継続して行っ  

た。砂漠化の研究がインド1蛍部のタール砂i兵で閲始づれ  

た。   

衛星観測研究チームでは，1996年に牛‘〔if閲発事三尉う刃が  

打ち上げ予定の人コニ衛乳 Al）EOSに搭賊子定のセン  

サーILASおよび，RISの開発研究を引き続き行った。  

（2）地域環境研究グループ   

地域環境研究グループは‘‘保全対策’’と“リスク評価’’  

の2分野について以降に紹介する12課題の特別研究を実  

施した。それら成果の質点を研究チームごとにまとめる  

と以下のようである。   

まず．‘‘保全対策”分野の5チームでは次の7課題に  

ついて研究を実施した。海域保全研究チームは東京湾に  

おける貧酸素水塊の動態調査および気象データを用いて  

青潮発生の予察手法を提供し，また，内湾の内部生産に  

亜要なピコプランクトンの消長の定量化を試みた。湖沼  

保全研究チームは近年の急激な生態系の変化に鑑み，新  

たな湖沼環傾指標の開発と湖沼間眉の解決をめぎした研  

究を開始し，本年度はアオコの増殖に及ぼす窒素／リン  

比の関係を中てL、にいくつかの知見を得た。また．ピコプ  

ランクトンに関して，桂の同定と共に毒性物質の検出を  

試みた。有害廃棄物対策研究チームは2課題からなる特  

別研究の最終年度を迎え，稚舟性有機塩素化合物に汚染  

された土壌・地下水の浄化対策マニュアルの作成を目的  

として，汚染物質の挙動解明，表層土壌ガス調査法や浄  

化対策技術の開発・評価を行った。また，有室蘭乗物に  

よるリスクを適切に管理するために必要な廃棄物の処  

理・処分に伴うモニタリング手法の開発を行った。水改  

善手法研究チームは有用微生物を清川した王1二活系，事磯  

城系の小規模排水処理法の高度化を‖指した検討を行  

い，主として窒素を効率的に除去できる流品調整廉潔風  

気循環型の高度合併処理浄化槽の開発を有った。都市大  

気保全研究チームは本年度は主に市街地における大気拡  

散推定のための風洞実験，都市域に出ける広域大気汚染  

機構解明のためのフィールド観測，汚染干潮のための計  

算機シュミレーション等の研究を行った。交通公＃l坊止  

研究チームについては，次年度以降の新たな展閲に仙ナ  

てこれまでの成果を韮大成し．フィージビ リテイ・スタ  

ディを行った。なお，地域の研究チームとしての組織は  

まだ存在しないが，特別研究として“湿J名ミの環境変化に  

伴う生物群落の変遷と∠t二態系の安定化維持機構に関する  

研究’’を実施し，宮床湿原と亦井谷地湿原を対虜に，（■ll】  

原生態系の調査手法の検討と生態系構造の解明を行っ  
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スが住民に及ぼす健康影響を評価し，管理システムを体  

系化する社会医学的研究に新たに着手している。化学物  

質生態影響評価研究チームでは，農薬などの化学物質の  

複合での生態影響や化学物質に対する水生生物の感受性  

を評価する研究を進め多くの有用な知見を得ている。新  

生生物評価研究チームは，環境保全に有用な遺伝子の探  

索と遺伝子組換え生物の挙動について検討し興味深い成  

果が得られている。   

以上の成果は，学術的な業績として内外から評価を得  

ているが，同時に環境行政の閉篭解決に種々の形で貢献  

している。  

た。   

環境リスク評価を対象としている分野で軋 5つの特  

別研究が行われた。研究内容は，健康リスク評価と生態  

系リスク評価とに大別できる。大気影響評価研究チーム  

は，硫酸ミストの吸人暴露とディーゼル排気粒子の気管  

内投与を実験動物に行い呼吸器疾患との関連性を明らか  

にしてきたが，最終年度としてさらにディーゼル排気粒  

辛が気管支ぜん息ヤアレJレギー性呼吸器疾患と関連する  

ことを明らかにした。化学物質健康リスク評価研究チー  

ムでは，有機塩射ヒ合物の暴露評価手法と混合物の毒性  

評価手法の開発に関する研究を開始した。都市環境影響  

評価研究チームは，大気汚染や騒音などの都市型ストレ  

ー 4一   



開発を行ってきた。奨励研究課題】1は，導入されたスー  

パーコンピュータによる大規模環境シミュレーション  

データをコンピュータグラフィックスによる可視化・表  

示システムを開発したものである。   

一方，当部における上記の経常および奨励研究課題の  

多くは，総合部門の地球・地域環境研究グループで行わ  

れている多くのプロジェクト研究課題の一一部や地球環境  

研究センターの研究課題とも関連している。このため，  

二l二記の個別の研究課題の実施にあたっては，これを十分  

配慮して方向づけを行っている。  

2．1．2 基盤研究部門  

（l）社会環境システム部  

・環境問題は，すべて人l肛活動が原因であり，人の自然  

外囲である大気．水，土，生物等の環境を介して，ふた  

たび人間の生存，生活，社会経済活動等に回帰してくる  

問題であるとい■ぇる。それゆえ，環境問題は一面すぐれ  

て社会的な問題でもある。社会環境システム部では，こ  

うした問題意識のもとに，環境保全に関する政策利ギ的  

および情報科学的な基礎研究をシステム分析等の手法に  

より行うことにしている。   

本年度は，環境経済，資源儀理，環境計画および惰報  

解析の4研究室において，一部の奨励研究を含む経常研  

究として，それぞれ基幹となる合計8つの経常研究課題  

を選定し実施した。同時に，これに加えて，環境経済お  

よび情報解析研究室で合計3つの課題を特に奨励研究と  

して実施した。   

環境経済研究室で行う経常研究課題lでは，いくつか  

の事例をとりあげることにより，環境†甘題の社会経済的  

側面の解析と環境政策の分析評価を行って基礎的知見を  

蓄積した。奨励研究課題9は，このうち燃料等エネルギー  

利用の業種における費用関数を推計する課題について分  

析を行ったものである。また．奨励研究課遺10では，環  

境保全を指向する消費者行動を明らかにするため行動要  

因等の調査を行った。資源管理研究室で行う徒常研究課  

題2および3では，主に環境資瀾として水資源をとりあ  

げ，その基盤情報の整備や環境影響との関連を解析した。  

また，リサイクル等を進め廃棄物の滅蓑化を凶るための  

施策に蒐婁な製品ライフサイクル・アセスメント（LCA）  

の基礎的検討を行った。一般に都市計画等の環境計画で  

は，地域住民がどのように環境を意識しているかから始  

まって広範な知見や計画手法が必安となるが，環境計画  

研究で行う経常研究課題4および5は，こうした問題の  

構造づけに関する研究と環境意識・評価に係る手法開発  

に閲する基礎的研究である。経常研究課題6は，このう  

ち特に景観等の環境評価を被験者の心理的嫁応と物理的  

環境要素との対応づけを明確にしようとするものであ  

る。種々の環境システムのデータヤ情報を的確に解析し，  

その構造や変化に関する有用な新たな科学的知見を得る  

ためには，効率的な解析手法の開発が不可欠である。情  

報解析研究室で実施している経常研究課題7および8で  

は，前者が地理・画†象データの解析手法の開発を，後者  

は環境評価に賛するモデル化ヤシミュレーション手法の  

（2）化学環境部   

環境問題の解明と対策は，汚染物質を始め関与する因  

子の正確，かつ信敵性ある計測なくしては成り立たない。  

また計測値の持つ生物学的意味についても知る必要があ  

る。このような立場から，化学環境部は環境中の各棟汚  

染物質の化学計測法の確立を始めとして，環境計測，監  

視技彿の開発を行うとともに，生物検定手法に関する研  

究も行うことを目的として，13課題の研究を行った。   

計測技術研究室では．新しい発想に基づく計測機器の  

開発研究として，超音速自由噴流の利用を進め，また窒  

素マイクロ波プラズマを用いた発光分析法および1Cl）質  

量分析法を用いた安定同位体比の精密測定法の検討を  

行った。計測管理研究室では，環境計測の精度管群手法，  

分析法の標準化，高精度化，スペクトル情報のデ」夕べー  

ス化等の研究を行うとともにダイオキシンおよびAOX  

に関する調査研究を行った。また，環境標準試料に関す  

る研究を行い毛髪試料を作製した。動態化学研究室では，  

環境中の元素，分子の存在状態とその変化に関する研究  

として，状態分析法の開発と応用を主として行い，粘土  

鉱物表面の元繁の動態や，アスベストの新分析法の検討  

を行った。化学赦性研究室では，fI川iTノ0のバイオアッセ  

イ系での毒性評価システムに関する研究を行らた。特に  

変異牒津＝こ克点をおき，その評価手法とともに，DNA  

傷害メカニズムに関する研究を行った。また富栄養化に  

伴う藻類の毒素の化学構造の解明に関する研究を行っ  

た。   

部門横断的研究として，環境汚染の時系列的変化を知  

るためのスペシメンバンキングに関する研究，我が国の  

環境汚染のバックグラウンドレベルの長期的変動を知る  

ための，摩周湖の調査研究を継続的にしてきた。地方公  

共団体公害研究機閲との共同研究も3課題について研究  
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を行い，計測手法を中心として研究を実施した。また科  

学技術庁の省際基礎研究として「微小試料中の元素の存  

在違および悍‖立体比の精密測定法の開発と応用」を実施  

した。  

が行われた。  

（4）大気圏環境部   

大気圏環境部では，地球温暖化，成層圏オゾン層破壊，  

酸性雨といった地球規模の環境問題や，郡市の二酸化窒  

素閃遇に代表される地域的な環境問題を解決するための  

基礎となる研究を推進している。本年度は14課題の経常  

研究とZ課題の奨励研究が行われたほか，地球環境研究  

グループ（温暖化現象解明，■オゾン層，酸性雨各研究チー  

ム），地域環境研究グループ（都市大気保全研究チーム）  

の準構成員として，さらには地球環境研究センターの併  

任または協力研究者としてプロジェクト研究の推進への  

協力も行われた。  

・火気物理研究室では、流体力学を基礎とした大気連動  

の研究がその中心であり，熱帯域における積雲対流活動  

と大気循環に関する研究，成層や回転流の基礎方程式の  

数値解析法の研究，水循環や積雲活動の大気大循環モデ  

ルヘの導入の研究が行われた。   

大気反応研究室では，気相の化学反応諭せ基従とした  

大気圏での物質の反応の研究が中心であり，気相の反応  

では光イオン化質屋分析計を用いたフリーラジカル反応  

の研究，レーザー吸収法やケイ光法を用いた化学反応の  

研究が行われた。またエアロゾル化学に関連して，多粕  

大気化学モデルの作成に関する研究，微粒子の動力学・  

光学的性質の研究が行われた。またHO2，CH30ヱとNO  

の反応速度の決定の研究が奨励研究として行われた。   

高層大気研究室では，高層大気を対象とした遠隔計測  

の手法の開発が研究され，レーザーヘテロダイン介光法，  

ミ一散乱レーザーレーダーの高度化とそれらのデータ解  

析手法，衛星搭載用の大気計測光学センサーの開発など  

の基礎研究が行われた。   

大気動態研究室では，分光や化学分析を手法とした大  

気中成分の循環の解明を目的にして，大気中の不均一一反  

応や大気中微量化学成分の長期観測のための基礎研究が  

行われた。  

（3）環境健康部   

環境健康部では，成層圏オゾン層の破壊による紫外線  

の増加，地球温暖化といった地球規模の問題や都市大気  

汚染，有害化学物質よる汚染など地域規模の環境問題に  

づいて環境因子の健脚こ及ぼす影響を解明し，悪影響を  

予防するための基礎研究を推進している。   

本年度は，3課題の奨励研究と15課題の経常研究が行  

われた。それらの研究は，環境生理学．環境中毒草，環  

境疫学，環境保健学，人類生態学などの各分野．あるい  

は多分野にまたがるものも多く，健康影響評価法の確立  

を目的とした基礎的な実験研究が多い。さらに，地球環  

境研究グループや地域環境研究グループの準構成員とし  

て研究推進に向けた協力も行われた。   

環境生理学・環境中毒学の分野からの基礎的研究とし  

ては，分離した肺標本を用いた循環一換気系と交感神経  

機能との関連，ラット肝を標的とした血ひ油状態での  

NMRによる機能測定法の開猟 ならびに銅イオンの肝  

臓における異常蓄積機構について検討が行われた。毒性  

発現機構を細胞レベルで解明しようとする試みとして，  

気管平治筋細胞のヒスタミンによるカルシムレベルヘの  

影響，オゾン暴露の肺胞マクロファー一ジ亜集悶の機能へ  

の影響，肥満細胞の機能の修飾因子による影響，免疫担  

当細胞に特異的な糖脂質の構造決定 神碇毒性を細胞レ  

ベルで桧山する系の開発など興味深い知見が得られてい  

る。さらに，毒性発現を遺伝子レベルで解明しようとす  

る試みも行われ，亜金風 二酸化窒素や有機塩素化合物  

により各々特異的に発現する遺伝了▲の検出が試みられ，  

一定の成果が得られた。   

環境保健学の分野の研究としては，ヒト剖検肺を用い  

た粒子状物質吸入による一リスク園子について興味ある知  

見を得ており，環境汚射二よる疾病を監視する新たな指  

標の開発も行われた。   

環境疫学の研究においては，アレルギー性鼻炎とスギ  

花粉との関連，粒子状物質の個人暴露評価法についての  

検討が行われたほか，ボリビアアンデス高地での低酸素  

ストレスとセレンの生体内での役割およぴザンビアにお  

ける家畜と野生動物間での伝染病のリスクに関する検討  

（5）水土壌圏環境部   

水土壌国環境部は霞ヶ浦を中心とする湖沼簸境研究，  

水環境中での環境汚染物質の挙動研究，河川経由の汚染  

物貫流出研究，リモートセンシング利用研究，土壌中で  

の物質循環研究，地下環境の物理特性研究，海糾仁態系  

を通しての物質循御井究等広範な領域において基涯研究  
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に取り組んだ。  

科学技術庁関連の研究においては標準化合物を用いた  

モニタリング（原子力試験研究費），情報ベースシステ  

ムの構築研究（科技庁振興調整費），海洋lり石凍による  

炭素循環（省際基礎），微生物による有害化学物質分解（重  

点基礎），都市環境の浄化（地域流動）の研究を行った。  

環境微生物研究室では，カドミウム存在下で重金属耐  

性藻類に誘導されるメタロチオネイン類似のペプチドに  

ついての分析，環境分野で重要な微細藻類の分離培養お  

よび分類，それらの色素組成や形態的特徴のデータベー  

ス化に関する研究を一層推進しており，新種の記載や新  

色素を同定するなどの成果が得られ，さらに霞ヶ浦で発  

生している有毒アオコの毒物質ミクロシスチンが湖水中  

に溶出していること及び動物プランクトンに蓄積してい  

ることを世界に先駆けて明らかにした。   

生態機構研究室では，湿原∠ト態系の調査手法の検討を  

行い，宮床湿原では気象・土壌水分環境，植生，水生生  

物札訪花昆虫祁等を明らかにした。さらに源流域河川・  

森林，富栄養湖，腐食栄養湖．汽水域など異なる環境下  

での特徴的な水生生物相を明らかにした。実験環境下で  

はハス等の水生植物を用いて水位や風速等の環境因子が  

生育に及ぼす影響を明らかにした。また環境指標生物の  

ホタルの保護・飼育法の検討を行った。   

分子生物学研究室では，植物の水欠乏（乾燥）時の障  

害発現に過酸化水素ヤフリーラジカル種が関係している  

ことを実証した。また，乾燥，紫外線，種々のイオン欠  

乏等の環境ストレス耐性にかかわっているグルタチオン  

還元酵素遺伝子を世界に先駆けて植物から単離し，構還  

解析した。  

（6）生物圏環境部   

生物圏環境部が主体となって行っている自然環境研究  

は湿原生態系に関する特別研究として2年目を終了し，  

高層滝原生態系の構造と維持機構の解明．を進めた。また，  

奥日光環境観測所における研究も続けられた。さらに，  

湖沼問題の特別研究でピコプランクトンの発生機構に関  

する研究を行った。地球環境研究総合推進費による研究  

の－・端として，温暖化，紫外線影響，酸性雨などの生物  

への影響に関する研究も当研究部において行われた。－科  

学技術庁の地域流動研究においても乾燥への耐性機構，  

およびオゾンに暴露された植物の反応の研究が行われ   

た。   

環境植物研究室では，経常研究で環境の評価および浄  

化を目的とした植物の保存と利用に関する研究を行っ  

′た。また．砂漠化関連の研究として，中国科学院と共同  

で砂漠化地域で姓育している植物の耐乾性，耐塩1射こ関   

する研究や，その計測手法に関する研究を行った。  
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2．2 プロジェクト研究  

2．2．1地球環境研究総合推進費による研究  

（l）オゾン層の破壊に関する研究  

〔研究担当〕オゾン層研究チーム  

衛星観測研究チーム  

〔研究概要）成層圏オゾン濃度変動の動態把超．衛星利  

用長光路吸収法による大気微量分子の測定手法の開発，  

衛星搭載レーザーレーダーによる地球大気環境の評価，  

大気物理的および大気化学的手法によるオゾン層変動機  

構の解明，オゾン層変動のモデル予測，オゾン濃度の減  

少によるオゾン層変動機構の解乳 オゾン層のモデル予  

測，オゾン濃度の減少による地上紫外線の増加が人体と  

生物に及ぼす影響，フロン代替物質の環境影響，フロン  

等対策技術の環境影響評価に関する研究を行っている。   

本年度は，エアロゾルがオゾンレーザーレーダー観測  

に及ぼす影響の補正手法の開発．ピナツポ火山噴火によ  

る成層圏エアロゾルの高度分札 粒径分布の観測，オゾ  

ン層変動の解析手法の高度化，オゾン層破壊に関連する  

ラジカル反応等に関する実験，UVB黒鯛寸による発ガン，  

免疫低下に関する研究，植物に対する波長城の異なる紫  

外線の作用に関する研究、代替フロンのOIiラジカルと  

の反応速度に関する研究，フロン等対策技術に関する環  

境挙動モデルを用いた研究を行った。  

〔発 表〕 K－33，ユユ5．A－ユ6－19，3卜37．48，49，  

E－32，33，F－2，3，5，6，13”15，17，H14，a－32、  

34．35，37，38，40”42，54～64、e－36．38，39，42，  

46，f1”3．5 －】4，27，38－40．44－46  

空間的変動の動態解明に関する研究，（2）メタン・亜  

酸化窒楽の放舶掠およびその放出量の解明に関する研  

究，（3）温室効果気体等の大気化学反応過程の解印‖ニ  

関する研究，（4）海洋における炭素の循環と固定に関  

する研究，（5）陸上生態系における炭素循環機構の解  

明に関する研究，（6）シベリア凍土地i了嗣二おける温暖  

化フィードバックの評価に関する研究，（7）気候モデ  

ルによる気候変動評価に関する研究，の課題で構成され  

ている。   

本年度は特に，メタン・非メタン炭化水素・有機硫黄  

化合物の時聞・空間分布の測定（課題（1），以下同様），  

バイオマス燃焼・湖沼からのメタンの発生是評価（2），  

光化学チャンバーを用いた模擬大気反応実験により植物  

起源炭化水素からの】酸化炭素生成収率の見積もり及び  

代替フロンの大気分解反応樺構の検討（3），大型培養  

装置を用いた植物プランクトンによる炭素固定案験，海  

洋沈降粒子の化学分析手法の開発（4），奥日光広葉樹  

林を調査区として冷温帯林における有機物存在量の推定  

（5），ロシアとの共同研究によるシベリアでの二酸化  

炭素・メタンの放出・吸収の観測（6），気候モデル開  

発のために簡単な大気物理過程を記述した大気モデルの  

開発とテスト・改良、衛星デニタを用いた雲の大気物理  

現象の解析と大気モデルを用いた数値実験（7）．を行っ  

た。  

〔発 表】A－1、2，44，81，F12，17，。21，23．26  

～30，68～70，d15，34，35，仁17．20～22，24，25、  

36，41～46  

＿（2）温室効果気体の増加による地球温暖化現象の横構  

解明に関する研究  

〔研究担当〕温暖化現象解明研究チーム  

【研究概要〕本研究では，大気・海洋・生物圏を含めた  

地球環境中での二酸化炭鼠 メタン等の温室効果気体お  

よぴその他の徴星成分気体の動態の解明と，気候変動の  

定量的評価を行うための気候モデルの開発，を目的とし  

ている。本年度は，平成2年度より開始した研究課題お  

よび平成3年度より開始したシベリアを対象とする温暖  

化フィードバックに関する研究および気候変動の定量的  

評価のための気候モデル開発の研究を継続した。   

研究は，（1）温窒効果気体等の組成・濃度の時間的・  

（3）地球温暖化の影響と防止対策に関する研究  

〔研究担当】温暖化影響・対策研究チ▼ム  

〔研究概要〕本研究は，温暖化を防1上二するための政策や  

技術の評価に閲する研究と，温暖化がl軌l二できなかった  

場合に生ずる自然環境や社会礎済への影響に関する研究  

から構成されている。   

地球温暖化の防ll二対策についての研究については，5  

つの研究プロジェクトを実施している。まず，各種の政  

策や対策技術の効果をアジア太平洋地域の諸国を中心に  

分析することを目的として，計算搾シミュレーションモ  

デル（AIM）をl対発する「予測モデル開発研究」，及び，  
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温暖化防止の効果を総合的に評価する手法を開発して，  

民生部門を中心に各種技術の有効性を分析する「対策技  

術評価研究」，の2つを平成2年度から実施している。  

これに加えて，平成3年度および4年度から温暖化対策  

に有効な3つの分野の托術をとりあげて．その普及のた  

めの研究を開始している。電気自動車導入の効果を総合  

的に評価して，普及促進のための各種方策を検討する「電  

気自動車普及研究」．断熱材，太陽エネルギー等の普及  

促進のための各種方策を検討する「家庭等の対策技術普  

及研究」，それに，廃棄物・汚泥処理・処分システムの  

構築および対策手法の開発を目指した「汚水・廃棄物処  

理システム評価研究」である。   

一▲方，地球温暖化の影響に関する研究については平成  

2年度より3つの研究を継続中である。施設実験および  

予測モデルにより植物個体や自然植生への影響を解明す  

る「柏物影響研究」．施設やフィールド調査などにより  

人の健康や生存環境への影響を解明する「健康影響研  

究」，それに．郡市のエネルギー利用，水利凧大気汚染，  

防災等への影響と適応策を分析する「都市影響研究」で  

ある。このうち，健康影響研究においては平成3年度か  

ら，マラリア等の動物媒介感染症の拡大予測に閲する研  

究を開娃した。   

以上の研究のうち，都市影響研究は平成4年度で一応  

の終了をするが，他の研究については平成5年度も引き  

続き実施して，地球温暖化の影響および対策に関する基  

礎的知見を得るとともに，政策の具体的展開に資する知  

見を提供する予定である。   

〔発 表）A－65－79，B1～4，58－64，77”84，1Z5～  

127，137，C－2，3，E－9～11，；「7ん9，107－124，bl  

－4，108，159～166，C－2－5，10－12，e12  

た。  

1）東アジアにおける酸性，酸化性物質の動態解明に  

関する研究  

（D乗アジアにおける酸性雨及び関連物質の動態解明の  

ための地＿ヒモニタリング及び某アジアからの酸性輔  

の影響を的確に評価するための地上モニタリング   

②東シナ海及び日本海上空での航空機観測とデータの  

解析   

③地上モニタリング及び航空機観測のための微量酸  

．性，酸化性物質計測システム及び構成システムの開  

発   

亘）酸性霧の生成と汚染物質の取り込みプロセスの研究   

⑤酸性物質の吸着プロセスの研究   

2）自然植物群集に及ぼす酸性，酸化物質の影響に関  

する研究  

（訓酢水の外樹皮，内樹鼠 形成層，木質部に含まれる  

生元素及び汚染元素の分布に関する研究   

②樹木尭耐寸着エアロゾルに関する研究  

（釘酸性霧及びガス状汚染物質の植物影響に閲する実験  

的研究及びフィールド調査 ・   

3）土壌の駿性化予測に関する研究  

（訓吸性降下物量の計測と降水域酸性化予測のためのモ  

ニタリング   

①酸性化しやすいと推定される湖沼や河川の調査と解  

析   

③土壌中和能推定のための研究   

④降雨流出水質に及ぼす酸性雨の影響の研究   

①湖沼や河川の慣性化が水生生物相に与える影響の研  

4）束アジアにおける酸性朝原因物質の制御対策とそ  

の評価に閲する研究  

〔発表〕A7，8、11，20，21，45”47，49、5p，58，  

59，61－64．G28，H－14．a－9．11”16，73～82、90，  

96、101．102．105，106，d11，13，卜13，h－11，14  

1
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畑
 
立
 
 

（4）酸性雨に関する研究  

〔研究担当〕酸性雨研究チーム  

〔研究概要〕酸性物質の放出（生成）－移流一降下・沈  

着の諸過程は，大気，森林，水，土壌などの自然生態系  

を構成する諸要素ならびにそこで行われる物質循環（代  

謝）に深く関係している。したがって，平成4年度では  

前年に引き続き主として■‘大気’’に関係して放出（生成）  

－移流一陣下・沈着の過程を課題（1）で取り上げ，植  

物への影響を課題（2）で，また，水・土壌への影響を  

課題（3）で取り上げた。また，前年度に引き続き酸性  

物質の発生および対策について課題（4）で研究を行っ  

（5）海洋汚染に関する研究  

【研究担当〕海洋研究チーム  

〔研究概要〕  

1）海洋物質循環の変動機構に関する研究   

海洋メゾコズムを用いて海洋生態系を適しての撫機態  

▲炭素および有機態炭素の物質循環経路と循環速度の計測  

実験を行った。0．5m層では光合成活性が非常に高く無  

－ 9 －   



機態炭素利用綽路の方が優勢であるが，10m層では無機  

態炭素経路より有機態炭素経路の方が條勢になりうるこ  

とが判明した。   

2）海底堆積物の化学組成を用いた長期海洋環境の変  

動に関する研究   

南極海域のユングピー神海域ケルゲレン海台にて採集  

した柱状試料GClOO2について中性子放射化分析および  

有孔虫分画を行った。有孔虫個体数の鉛直分布はCa濃  

度分布をよく説明していた。希土類元素の鉛直分布は相  

互に高い相関を示し，Fe，Al，Cr，Se，Co，Rb，Na，  

Mnなども相関がよい。Caはほとんどすべての元素と負  

の相関を示し．Caが生物遺骸由来を示唆した。   

3）海洋汚染物質の海洋生態系への取り込み，生物濃  

縮と物質循環に関する研究   

海洋の食物連鎖で重要な位置を占める動物プランクト  

ンは，海洋での汚染物質の循環に重要な役割を果たすと  

ともに．局所的海域の汚染状況もよ〈反映する。1986－  

1992年の夏に日本近海で採取した動物プランクトンの元  

素組成（最大3Z元素）を中性放射化，lCPおよび原子吸  

光で分析した。その結果，外洋の試料では，海水中濃度  

を基準にした元素のプランクトンヘの濃縮係数（CFs仇）  

と外洋での元素滞留時間（■R）の積がCFs“．に関係なく  

ほほ一定となり，元素が海水から除去される過程でプラ  

ンクトンが重要な役割を果たしていることが示唆され  

た。一方，内湾の試料では，て㍉×CFsⅥ．がcFswの増加  

と共に増加し，これらの海域では亜鉛などがプランクト  

ンの組織または消化管に苗積していることが示唆され  

た。   

4）衛星可視域のグローバルマッピングによる広域環  

境変動に関する研究   

平成2，3年度に引き続き，日韓フェリー航路の常時  

モニタリングと並行して，夏季と冬季の2臥 乗船調査  

を行い，プランクトンの属レベルまでの分類．グラスファ  

イバーを経由したレーザーによる植物プランクトン粒子  
サイズ組成，海水浴存CO2の計測を石った。この結取  

植物プランクトンバイオマスの組成の概要を把捉し，  

seawiFS衛郡家働時の衛星によるクロロフィル分布把  

握のための基礎データとした。また，海水溶存COzとター  

ナー蛍光光度計によるクロロフィルが，春季には顕著な  

逆相関を示すことが分かった。夏季には，ブルーミング  

が終了するため，この道相関は顕著でなくなった。また，  

夏季には，瀬戸内海でpIlの低い海域が明らかにされ，  

しかもこの海域で海水潜在CO2分圧が高くなっているこ  

とが分かった。以上のことから，地球環境研究総合推進  

費課題D－3の他のサブテーマ（遠洋水産研究所による  

マッピングおよび水中光学的係留観測，資源環境技術総  

合研究所による生物・物理モデリング，気象研究所によ  

る大洋スケールの表層混合層モデリング）との成果とも  

合わせ，衛星とフェリーによるクロロフィル他の計測が，  

海洋環境の把掛ことって重要な手段となることが分かっ  

た。  

〔発 表〕k－117，A50～53，Gr44，ar19－22．85－  

92，100  

（6）熱帯林の減少に関する研究  

〔研究担当〕森林減少・砂漠化研究チーム  

野生生物保全研究チーム  

〔研究概要〕近年における世界各地での森林の急速な減  

少は，森林資源の枯渇のみではなく，そこに生息する生  

物種の減少を招き，回復不可能の段階にあると危惧され  

ている。特に，地球上に生存している生物の50－80％が  

生息するといわれている熱帯林の減少は大規模で，多く  

の野生生物種が消滅しているといわれている。現在のと  

ころ熱帯林伐採跡地への植林が試みられているが，過去  

に熱帯の各地で見られた熱帯林更生にはほど遠く，自然  

条件における熱帯林生態系の基本的な知識，特にその環  

境と構造に関しての知識が研究の基盤として必要であ  

る。そこで，複雑な階層構造で知られる熱帯林構成樹種  

の群集動態，成長様式，構造を決めるのに東要な役割を  

果たしている動物，昆虫の群集動態に関する基礎調査を  

行う。  

1）熱帯林生態系の環境および構造解析に関する研究   

複雑な構造の熱帯林生態系を理解するには，単なる記  

載的な研究や，特定の現象に注目した研究だけではなく，  

森林構造を作る森林動態のプロセスとしての相互に関連  

した，さまざまな過祥を対象として総合的な研究を行う  

必要がある。このために，マレーシア・セランゴール州  

のセマ■ンコック森林保護区の丘陵フタバガキ林に長期観  

察をめざして6ヘクタールの大和楕永久調査区を設定し  

て各種調査を実施した。   

調査区内に出現した直径5cm以上の個体数は19弧  

棟数は約300種であった。胸高断面積合計は48．3m2／ha  

に達した。優占棟は個体数で8％，胸高断面積合計で40ヲ右  

を占めたフタバガキ科の罰抑Ⅵ＝≠巾扇であった。  

一10－   



熱帯多開林の一つの特性に着生植物やつる植物の多い  

ことがあげられる。そこで，着生椎物の一つであるシダ  

植物の分布を調べた。シダの定着プロセスは背丈の低い  

樹幹に見られる樵から開始され，地上生の帰化シダもわ  

ずかに樹幹下部にみられた。若い樹では小型のシダが菓  

痕のすきまに多くみられ，樹高の高まりとともに上部に  

移動しシダも大型化することが確認された。パソー保護  

林は，FRIM自然林やフレーザーズ・ヒルの亜高山地域  

よりも着生シダが少なかった。   

2）熱帯林生態系における野生生物種の多様性に関す  

る研究   

熱帯雨林にみられる驚異的な種多様一性がどのようなメ  

カニズムで維持されているのか，また複維な柱間関係が  

森林生態系の動的平衡とどのように閲達しているかを明  

らかにすることは，熱帯雨林保全のための科学的な指針  

を与えるために不可欠な情報となる。さらに，生態学の  

分野で未解決の基本閃漣を解き明かすことにもなる。   

東南アジアの熱帯林を構成する樹梯を代表するのはフ  

タバガキ科の植物である。マレー名でカブールとよばれ  

る桝両前跡小用仰仙血 Gaertn．F．もフタバガキ科の高  

木である。そこで，我々はカプールの種子が落ちた後の  

椎樹の定着過程の調査をマレーシア森林研究所内の保護  

林l畑二あるカブールの植林と，その近くのカブールを全  

く含まない植林地で行った。林床においた桂子や移植し  

た芽生えの死亡率はきわめて高く3週間以内にすべての  

種子が牝亡し，芽生えの死亡率はHあたり約3％であっ  

た。詔歯類とシロアリによる被食が主な死亡要因であっ  

た。   

3）熱帯林の環境形成作用の解明に関する研究   

シロアリは低地熱帯雨林でその生息茹が大き〈，桂組  

成ヤ分解能力について重点的に研究がなされている。し  

かしながら，他の種類の枯葉・枯木分解者とどのように  

競争し，その過程から分解がどのような影響を受けてい  

るかについての研究は少ない。ここでは，材の分解につ  

いて重点的に研究を行っている。   

木材片をシロアリが近づける状態と近づけない状態と  

で森林内に放記した。木材片にはシロアリの他にキクイ  

ムシ・菌類・樹木根の佳人が認められた。木材片の重量  

減少は1年で2剤程度であったが，シロアリが分解に閲  

与しているかいないかで減少に差はなく，分解初期にお  

ける影響は認められなかった。   

4）自然更新機構の解析に関する研究   

熱帯林生態系を修後していく＿1二で，熱帯林樹木の開  

花・結実過程に関する生物季節学的および生理生態学的  

解析は，熱苛林の天然更新とも関係するので極めて重要  

である。そこで．本研究では，熱帯樹大の一つである  

助川わ扇如拙れ那Murray種子の生長バターンを測定し，  

生命経済表解析を行った。その結果，転流速度は成長と  

ともに増加し，支持器官との関係は種子の成長に伴って  

変化するものと考えられた。  

5）NOAAAVrIRR（LAC）画像データを用いた東南  

アジア地域の植生指数国及び植生分布図作成に関す   

る研究   

本研究は，人1衛星NOAA搭載のセンサAVHRf（（地  

上分解能1knl）からの画像を用いて，東南アジア地域  

の植生分布の現況及びその変化を調査することを目的と  

すD   

本年度は，前年度に引き続き，1990年1－3月に収集  

したAVllRR LAC画像から対象地域（東経66－1100，  

北緯0－350）のモザイク画像を作成し，さらに植生指  

数分布図を完成した。また，1985年，1987年，1989年の  

各4時期に収集したマレー半島，インド西部地域におけ  

るAVllRR LAC画像を基に，各地域の植生改変状況を  

調査する手法について検討を行った。  

〔発 表〕K1，A4”7．10－12．a－5，11－】3．18．  

53  

（7）野生生物種の減少に関する研究  

〔研究担当）野生生物保全研究チーム  

〔研究概要〕  

1）森林破壊が野生生物杜の減少に及ぼす影響に閲す  

る研究   

野生生物柾の減少は熱帯地域をはじめとして地球上の  

あらゆる場所で生じている。そして，狩猟対象となる種  

の乱獲や環境汚染をl尉ナば，野生生物種の減少の三i三な原  

因は開発による森林∴温他 市原などの生息地の破壊に  

あるといわれている。この研究では森林破壊に伴う野生  

生物種の減少の機構解明をめぎす。研究はマレーシア半  

島部の熱帯雨林で行っている。   

本研究は，森林総合研究所，自然環境研究センター，  

鹿児島経済大学と共同して行っている。マレーシア側の  

共同研究機関としてマレーシア森林研究所（ForestRe－  

searchlnsLitute Malaysia）．マレー大学（Universityof  

ーll 一   



Malaya），マレーシア国立大学（Universi（jKebangsaan  

Malaysia）が本研究に参画している。  

・研究調査地点はクアラルンプールの北方約10kmに位  

置するウルゴンバック（HuluGombak），東方約15kmの  

ウルランガット（Ilulu Langat），南東約70kmのパソ  

（Pasoh）である。それぞれの地域は，森林の規模や標  

高，植生タイプなどが異なり，ウルランガット，ウルゴ  

ンバック，パソの順に自然植生が残存している。野生動  

物の群集は自然植生の残存度が高いほと：その多様性が高  

くなることが明らかになりつつある。繁殖状況や食性の  

調査などによって群集構造の維持機構を解析する予定で  

ある。  

〔発 表〕a－11，12  

対象として，それぞれの地域において，人間活動が砂漠  

化進行に及ぼす影響を調査すると共に，砂漠化の遊行が  

人間活動に及ぼす影響を明らかにし，砂漠化進行と人間  

活動の相互影響評価に関する国際比較研究を行った。  

〔発 表〕A－56，57，G－Z7  

（9）ペルシャ湾岸の原油汚染等が地球環境に及ぼす影  

響の評価に関する研究  

〔研究担当〕社会環境システム部  

水上壊欄環境部  

【研究概要〕  

1）ペルシャ湾の海水流動解析に関する研究   

潮汐流・吹送流・密度流を再現できる3次元海域循環  

モデルをさらに党展させ，流速（u，V，W），塩分（s）の  

みならず海表面での熱収支を含む熱方程式を連立させ  

た。ペルシャ湾全表面からの水分蒸発量を積分計算した  

結果，水分蒸発量はチグリス・ユーフラテス川淡水供給  

量より少なくとも数倍以上となり，不足分はホルムズ海  

峡の表層を通ってインド洋から海水が流人していること  

が示唆された。   

2）衛星リモートセンシングによる沿岸生態系のモニ  

タリングに関する研究   

クウェートからの？売出原油や7由田からの火災煙がペル  

シャ湾岸域の生態系にどのような影響を及ぼすかを評価  

することを目的として．人工衛星からのリモートセンシ  

ングデータを用いて，影響の範囲と程度を計測すること  

を試みる。   

平成4年度は人二1二衛星NOAAからの画像データを収  

集し，火災煙の拡散範囲および影響地域の評価を行った。  

また，地上でのグランドトルースにより収集した沿岸域  

の砂，土壌．植生等のスペクトルデータから流出油ヤ火  

災煙による影響評価の可能性について検討を行った。  

（8）砂漠化と人間活動の相互影啓評価に関する研究  

〔研究担当〕森林減少・砂漠化研究チーム  

〔研究概要〕人為的な要因による砂漠化現象を制御し砂  

漠化に伴う環境への影響を予測するためには－，これらの  

地域の生態系の現状とその変化，土壌，水文特性等の環  

境容量を算出する手法の開発を行い，人間活動と砂漠化  

危険地域の環境客義の観一古から人為的要因による砂漠化  

進行機構を解明し砂漠化危険地域を予測，抽出すること  

が急務である。このため，本研究ではインド西部のター  

ル砂漠を研究対象として，l）乾燥・半乾燥地域におけ  

る砂漠化に及ぼす人間活動の影響評価に関する研究を  

行った。ここでは，（む乾燥地および半乾燥地の植生を構  

成する植物の種組成や現存量，およびその変化量を調査  

し，植生に関する環境容量の算出と植生回復手法の解明，  

②研究対象地域の水循環を流域水収支法およびエネル  

ギー収支法により明らかにし，水資源の適正な利用可能  

量の推定．（∋人工衛星リモートセンシングによる乾燥・  

半乾燥地域の土地利用，植生，土壌分類とその変化状況  

の抽出を行い，砂漠化進行を面的に把捉する手法の開発，  

（む研究対象地域の社会システムおよび経済活劇ほ調査  

し，砂漠化進行における人為的な要因を明らかにする研  

究を行った。また，気象状況，地理的付二置，芋．】二会システ  

ム，経済活動等の遠いによる砂漠イヒ進行要因の国際比較  

研究を行うため，世界の代表的な砂漠および土壌荒廃地  

域（アフリれ インド，中国，タイ等）を複数筒所選定  

し，砂漠化進行要因の比較研究を行った。この研究では，  

2）砂漠化と人間活動の相互影響評価に関する国際比較  

研究を行い，世界の代表的な砂漠および土壌荒廃地域を  

（10）総合化研究  

〔研究担当〕地球環境研究センター  

〔研究概要〕総合化研究は，個々の分野にまたがる研究  

領域ヤ共通する研究領域を張中的に解析する「横断的研  

究」，個々の研究プロジェクトの成果を総合的に集約し  

て政策の具体的な展開に資する「政策研究」，個々の研  

究領域の重要性を地球環境問題の解決という観点から総  

合的に評価する「リサーチ・オン・リサーチ」の，3つ  

の役割を担って，現在までに3つの研究プロジェクトを  
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実施している。第一・に，総合的な世界モデルの開発をめ  

ざした「持続的発展のための世界モデルの開発に関する  

研究」（世界モデル研究），第二に，地球環境閃掛こ共通  

する社会縦蘭システムの変革方向を探る「地球環境保全  

のための社会経済システムのあり方に関する国際比較研  

究」（社会システム研究），第三に，環境と経済を統合す  

る評価体系づくりをめざした「環境資源物定体系の確立  

に関する研究」（環境勘定研究），である。   

「世界モデル研究（平成2年度－）」では，個々の研  

究プロジェクトの成果を清川しながら地球環境の変化を  

総合的に予測する「環境総合モデル」と，この環境変化  

に影響を及ぼす経済活動を分析する「世界経済モデル」  

の2つを開発中である。「社会システム研究（平成3年  

度”）」では，各種の地球環境問題の原剛こなっている  

社会経済活動をより体系的に解明するため，これらの活  

動の基礎となる社会経済システムの基本構造を国際比較  

により明らかにしようとしている。さらに，「環境勘定  

研究（平成4年度－）」は，環境資源や環境汚染物質の  

フローとストックに着目して，個々の地球環境問題を横  

断的に解析し，従来の国民辞活計算体系に環境の大切さ  

を反映することをねらっている。  

〔発 表〕K80～92，K－118～128，K－129～169，A－65，  

73，74，77～79．R124，C－24．卜1－14，a－6，10，C¶Z，  

卜1－9   

者による住民検診を行うために不可欠な問診票の統一・  

標準化のための検討を行？た。そして，上記調査方法の  

妥当性を検討するため，石川県門前町および沖縄県与那  

城村において予備調査を実施した。   

本年度の実験的研究は，まず，ラットの水晶体を摘出  

し，この水晶体で混濁のないものを用いての器官培養条  

件を確立した。次に310nmの紫外線を5J／cmZになるよ  

うに照射した後，器官培養を72時間にわたって行い，混  

濁状態の観察，還元型グルタチオンの定量等を行い，さ  

らに2次元電気泳動法によるタンパク質の解析を行っ  

た。  

〔発 表〕e－39  

（12）地球大気環境問題の相互関係の解明に関する予備  

的研究  

〔研究担当〕地球環境研究グループ  

〔研究概要〕地球環境変動については通常これをオゾン  

層減少，地球温暖化，酸性雨，森林減少などの「問題」  

別に整理する見方が一般的になされてきたが，グローバ  

ルチェンジの特徴はこれがたった一つの間趨であること  

であって，Ⅶ】題」別の腰理はあるところまでは便利で  

あるが，ある場合には非常に不正確な予測を与えること  

になり．適切な対策を立てる＿1二での大きな落とし穴に落  

ちることになりかねない。本研究は今後の地球環境研究  

課題抽出のための指針とすることを目的として地球火気  

環境閃退の事象間柄関，および陸域ヱト態系の炭素循環モ  

デル，炭素循環モデルの大気循環モデルヘの取り込みな  

どに関する予備的検討を行った。  

（11）紫外線の増加がヒトの白内障発症に及ぼす影響に  

関する予備的研究   

〔研究担当〕環境健康部病態機構研究蓋  

環境疫学研究室  

〔研究概要〕本研究は，オゾン層の破壊による紫外線の   

増加がヒト水晶体に及ぼす影響，特に白内障について，  

、紫外線暴露と白内障発症との関連を疫学的に明らかにす   

ること，ならびに，紫外線照射に伴う白内障混濁の発生   

メカニズムを実験的に解明する目的で行った予備的研究   

である。  

本年度の疫学的研究は，風†勺外複数地域において疫学   

調査（地域性民の紫外線暴届量測定と住民検診）を実施   

するための諸条件の検討である。まず．これまで報告さ   

れているいくつかの簡易測定装置について性能評価を行   

うとともに．予備的な暴露量調査を実施した。次に，白   

内障の客観的な嫡型分類を行うため，前眼部画像解析シ   

ステムの開発を行った。第3に，複数の研究機閲の研究  

（13）有害廃棄物の越境移動に係る社会経済的・技術的   

評価に関する予備的研究  

〔研究担当）有害廃棄物対策研究チーム  

社会環境システム部  

〔研究概要〕有害廃棄物の管理の英態およびその将来方  

向について，わが国を含む先進臥 アフリカ等の途上国  

およびUNEP，OECD等の国際機関別に，文献調査，専  

門家ヒヤリング等により調査を行い必要な情報を収集し  

た。さらに，1989年3月のバーゼル条約採択のきっかけ  

となった掛二先進届から途上国への越境移動について詳  

細な事例約100件の調査を行った。   

これらの調査結果をもとに，越境移動を引き起こす経  

済的，法規制等の社会制度的，処理技術に係る技術的要  
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困の抽出を行い，各国における環境規制のレベル・－－→  

処理処分技術レベル→移動国障‖こおける処理処分コス  

トの格差，という図式を明確にした。同時に，各国で規  

制対象となっている廃棄物の定義や，上記の越境移動の  

図式にもとづく今後の検討課題を明らかにした。   

今後はこれにより，各国の規制基準，有害廃棄物の管  

理案態，および処理技術水準等の要因およびその輩因間  

の関連を明確にすることがさらに望まれる。  

周パネル）でも採用されている大気大循環モデル（GCM）  

を用いた作成手法について，手法・適用上の問題点を整  

理した。   

この成果を踏まえ，GCMの開発を実施している研究  

機開からGCMモデルの出力で公開されているものにつ  

いで①co2のユ陪時，2倍時の条件における平衡実験と  

②cozが徐々に増加する影響を考慮した漸増実験の出力  

データを人手した。それらをシナリオ作成に利用しヤす  

い形式に加工し，データベース化した。   

併せて，気候変動シナリオ作成に必須の気象データも  

収集したが，観測地点ごとの月単位の気候変数データに  

比べて，GCM出力データと直接重ね合わせることがで  

きるメッシュデータ（気象の客観解析データ）は限られ  

ており，現在のものでは，メッシュがまだ粗いので，気  

象関連データを早急に整備する必要がある。   

GC隠気象関連データを統一一的に扱うために地理情  

報システム（GIS）の適用についても検討した結果，ア  

ジ7・太平洋地域の抽出や結果の表示など，気候変動シ  

ナリオ作成・利用上有効であることが分かった。  

（14）アジア・太平洋地域における気候変動シナリオの  

作成に関する研究  

〔研究担当〕地球環境研究センター  

化苧環境部  
〔研究概要〕温暖化の影響およびその対策を評価・検討  

するためには，標準的な気候変動シナリオを設定するこ  

とが必要である。標準シナリオを用いることにより，地  

球規模，地域，国レベルでの影響の比較ヤ対応策の順位  

づけが可能となる。   

本研究では，気候変動シナリオの作成手法を広範囲に  

文献調査を行い，とくにIPCC（気候変動に関する政府  

－14 一   



2－2．2 特別研究  

（1）粒子状物層を主体とした大気汚染物質の生体影普  

評価に関する実験的研究  

〔研究担当〕大気影響評価研究チーム  

〔研究期間〕昭和63年度一半成4年度（1988～1992年度）  

〔研究概要〕ディーゼル排気が発ガンや気管支ぜん息等  

の慢性閉塞性肺疾患の発症にかかわっている可能性は  

様々な疫学的研究から示唆されている。このうち，発ガ  

ンについては実験的にもその発症は証明され，両者の因  

果関係が認められている。しかし，気管支ぜん息等にっ  

いての実験的研究は棒めて少なく，その因果関係につい  

てはいまだ異論も多いところである。   

本年度は，ディーゼル排気の主成分であるデイーーゼル  

排気鱒粒子（DEP）が上記の気管支ぜん息を引き起こし  

得るかどうかを実験的に検討した。0．1mgあるいは  

0．2mgのDEPをマウスに1週間に1回ずつ，繰り返し  

16回投与したところ，ぜん息の基本病態の①血管透過性  

の克進，②粘液質の過剰分泌，③好酸球の浸潤を伴う気  

管支周囲の炎症，等が明確に認められ，DEPがマウス  

においてぜん息様の病態を起こし得ることが明らかに  

なった。なお，ぜん息の基本病態には，（む気迫の過敏性  

も証明されなければならないが，近年のぜん息の定義に  

よると「ぜん息とは慢性剥落性好酸球性気管支炎である」  

とされるほど，好硬球の浸潤が重視され，それが認めら  

れれば気道の過敏性も起こり得るとされていることか  

ら，垣）の証明は今後の課題として残されてはいるが，主  

要な部分の証明はできたことから，DllPが気管支ぜん  

息の発症に関与している可能性が示されたものと考えら  

れる。さらに，DEPがIL／4を介してIgE族生を高める  

メカニズムやアレルギー性鼻炎を引き起こすことも調べ  

た。  

〔発 表〕B卜7，53～57，E－14，b－卜8，95⊥105，  

e－16，17，19  

本年度は環境庁や自治体の調査結果の解析から，土  

壌・地下水から検出されるジクロロエチレン類の起源を  

明らかにした。特に，1，1ジクロロエチレンはトリクロ  

ロエチレンやテトラクロロエチレンよりも1，1，1トリク  

ロロエタンとの相関が高く，1，1，トトリクロロエタンの  

分解生成物であることを見いだした。また，各種土壌ガ  

ス調査法を汚染現地に適用し，それぞれの適用限界を評  

価するとともに，ボーリング調査と組み合わせて効率よ  

く土壌・地下水中の汚染物質の存在状況を把握する手法  

を提案した。浄化対策技術については，汚染土壌の除去，  

土壌ガス吸引および地下水揚水の物理的な除去技術を状  

涙の異なる汚染現地に適用し，個々の技術の削ヒ効率を  

評価した。土壌ガス吸引によるトリクロロエチレン除去  
率は，対策実施の初期には】kg／hrにもなり，地‾F‘水揚  

水の除去率を1桁上回ること，浄化対策が進むにつれて  

土塊ガス吸引の除去率はかなり急速に低下するため，両  

者の除去率は逆転すること，など個々の浄化技術の特性  

を明らかにした。  

〔発 表）B－86、110、112－114、b－127．128、130～  

132，147，149，150  

く3）有害廃棄物のモニタリングに関する研究  

〔研究担当〕有害廃棄物対策研究チーム  

〔研究期間〕平成2～4年度（1990－1992年度）  

〔研究楓要〕有害廃棄物によるリスクを適切に管理する  

ために必要な廃棄物の処理・処分に伴うモニタリング手  

法の開発を行った。   

本年度は，室内実験および実施設を用いた燃焼実験で，  

塩素系廃溶剤とプラスチックの焼却による有害化学物質  

の生成状況を調べた。その結果，廃プラスチックの焼却  

では，プラスチック添加剤起源と考えられるものまで，  

多様な化学物質が生成しているが，非意図的な有害化学  

物質の生成は少ないことが明らかになった。次に，埋立  

処分地の浸出水の分析からは，多様な有機成分が検Jhさ  

れ，とくにプラスチック添加剤が相対的に高濃度で検川  

されることを明らかにした。また，指定化学物質である  

1、4－ジオキサンを浸出水から高濃度で検出し，その起源  

を明らかにし，適切な対策を実施する必安があることを  

指摘した。－・方，蛍光バクテリアを利用するマイクロトッ  

クス試験，動物細胞を用いた試験，変異原性を調べるエー  

ムス試験を浸出水に適用し．浸出水の毒性評価へのバイ  

オアッセイ手法の利用可能性の検討を行った。  

（2）トリクロロエチレン等の地下水汚染の防止に関す  

る研究  

〔研究担当〕有害廃棄物対策研究チーム  

〔研究期間〕平成2”4年度（1990～1992年寵）  

〔研究概要〕トリクロロエチレンなどの揮発性有機塩素  

化合物に汚染された土壌・地下水の浄化対策マニュアル  

の作成を目的として，汚染物質の挙動解明，表層土壌ガ  

ス調査法や浄化対策技術の開発・評価を行った。  
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〔発 表〕B－87，93，1Z8，131，D－27，29，30．b－124  

－ユ26．d42”44，e－2l  

解明のためのフィールド観測データの解析，大気汚染予  

測のための計算機シミュレーション等の研究を行い，都  

市域における棟々の形態の大気汚染の予測と大気汚染対  

策のための検討を行った。風洞を用いた研究においては，  

交差点内部および市街地における大気汚染濃度分布を，  

各棟の建物と風向の組み合わせに対して求めた。－・方，  

光化学ボックスモデルおよびグリソトモデルを用いて冬  

期のNO2汚染の予測を行った。計算結米とフィールド観  

測結果とは良い一致を示した。  

（発 表】K－49，B38．39，133～136，b62－72，170  

～177  

（4）有用微生物を活用した小規模排水処理技術の開発  

－ と高度化に関する研究  

〔研究担当）水改善手法研究チーム  

〔研究期間〕平成2－4年度（1990～1992年度）  

〔研究概要〕本研究は公共用水域への汚濁負荷源の高い  

割合を占めている未規制小規模排水を高度に処理し水質  

改善を図ることを目的としているが，本年度得られた成  

果は次のとおりである。小規模未規制事業場として旅鉱  

業を対象として排水特性の調査を行い，負荷削減のため  

に，特に油分処理を効果的に行うことが重要であること  

が明らかとなった。小規模合併処理浄化槽に循環を組み  

込むことによりC／N比が変動しても硝化脱窒に及ぼす  

影響を小さくできること，処理の安定化・効率化が行わ  

れることを実施設等において実証することができた。高  

濃度の有機性排水の高度処理法としての循環式嫌気・好  

気自己造粒生物膜【司定化法は，従来法に比べ反応容積当  

たりの脱窒活性が約40倍高まることが明らかとなった。  

上記の排水処理の反応槽で重要な役割を演じている有用  

微小動物輪虫類門Ⅲ摘血＝叩摘呵勅伽血相を大量定着化  

させるためには洗米排水中の成分が効果的であることを  

実証できた。また安産生態系マイクロコズムを用いて処  

理水の構成生物への影響について検討を加え，より安定  

した生態系を維持するためには高度処理は必須であるこ  

とを明らかqこできた。  

〔発 表〕B－26－29，31－33，36，b22，28，32、34，  

37，38，42，43  

（6）水環境における化学物質の長期暴露による相乗的  

生態系影響に関する研究  

〔研究組織〕化学物質！I三態影響評価研究チーム  

〔研究期間〕平成元年～5年度（1989－1993年度）  

〔研究概要〕河川の藻類生産に及ほす除草剤の影響を調  

べるため本年度は人工河川基物上に発生する藻類量を測  

定した。5月中旬に致種の除草剤の複合影響により藻類  

発生量の低下が認められた。東北地方4河川の調査にお  

いても，緑藻セレナス．トルムの増殖試験から数種類の除  

草剤による藻類生産のl阻害が示唆された。また河川に  

よっては下流に向かうほど掛殖阻害率が高まる傾向を示  

した。殺虫剤のヌカエビに対する総合毒性の経年変化を  

′j、貝川において1989年から調べてきたが，死亡率は概し  

て年々減少する傾向を示し，それは数種類の殺虫剤の濃  

度の減少と一致していた。   

水生昆虫の殺虫剤感受性の種間差を検討し，カゲロウ  

類ではマダラカゲロウの仲澤引こ薬剤耐性樺が多いが，そ  

の他は概して高感受性であることが示された。またトビ  

ケラの仲間にも高い耐性を示す棟が多かった。農薬汚染  

環境に僚占するユスリカ類のうち数種潜は著しい殺虫剤  

耐性を示した。また同じ種類でも生息地の殺虫剤汚染の  

有無により薬剤耐性が著しく異なり，それらの薬剤耐性  

機構もほほ明らかにされた。   

実験水槽に除草剤と殺虫剤を複合投与することによっ  

て，摂食者の影響を除いた条件‾Fで柄物プランクトンの  

増殖に対する除草剤の影響を評価できた。また，高濃戚  

の除草剤（シメトリン）を投与し縦けた災験生態系の榔  

物プランクトン群集は，利明伯とは異なり除草剤に対し  

耐性の高い系統に置き換わることが分かった。殺虫剤は  

ミジンコの捕食者（フサガ幼虫）が放川するカイロモン  

（5）都市域における冬期を中心とした高濃度大気汚染  

の予測と制御に関する研究  

〔研究担当〕都市大気保全研究チーム  

〔研究期間〕平成2～4年度（1990－1992年度）  

f研究概要〕都市スケールの窒緊酸化物．炭化水素，硫  

黄酸化物、光化学オキシダント，粒子状物質等による大  

気汚染を物質間の反／芯も含めた一連の現象として取り扱  

い，発生源と環境濃度との関連性を解明し，特に都市域  

における冬期を中心とした高濃度大気汚染の予測と制御  

の方法を明らかにすることを目的として研究を行った。   

本年度は主に市街地に去ける大気汚染研究のための風  

洞を用いた妄内実験，都市域における広域大気汚染機構  
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と相乗的に働いて，・ミジンコの成長速度を憤下させるこ  

とが明らかにされた。また貧酸素条件はミジンコに及ぼ  

す殺虫剤影響を増長させることが示された。殺虫剤に暴  

露されたミジンコは異常な行動を示し，それが魚の注意  

を引き付けて喰われやすくなることを見いだした。この  

ことは，野外において殺虫剤がミジンコの行動を変化さ  

せて聞接的に北亡宰をとげる可能性を示唆している。野  

外で季節的に・形態を変化させる4棟のミジンコを用い，  

殺虫剤（カルバリル）もそれらの形態変化を引き起こす  

ことを実験的に明らかにした。  

〔発 表〕B－43，44，105，107－109，b－80，81，112，  

】40－146  

【研究概要〕親換えDN八技術を川いて汚染環境の沖化  

などに有用な生物を作成すること，縦換え体の環境中で  

の挙動および環境への．影響を解明すること∴あるいはこ  

れらの手法を開発することを目的に研究を進めた。本年  

度に得られた威光は以下のとおりである。（l）大腸牒  

のグルタチオンレダクターゼ退伝計を木本椀物のヤマナ  

ラシに導入して，幼植物体を税l二した。免疫化学的手法  

lごよi）遺伝子祖換えヤマナラシが作成できたことを確認  

／ した。（2）水銀化合物分解酵素逓伝子（水釦マーカー）  

を糾み込んだ親換えプラスミドⅠ）Sli】34の電気パルス法  

によるJ）5Clfd脚lのlαぶか招d〃Pl）Yユ0ユヘの導入の最適条件  

を検討した。非常に高い効率（1．11×105形即ヱ；換菌数／  

／‘gDNA）で組換えプラスミドを＃人することができた。  

また，水鎚マーカーのメンブランフィルター上での伝達  

性試験を行い，雄射では伝達は認められなかったが，伝  

達性プラスミドの共存下では5．2～7．1×10′】（伝達牒／  

受容菌）の頻度で伝達することが認められた。（3）水  

銀マーカーをJl．画鋲毎Ppl■川1．1）RS20帆J）．ル柑別冊那  

LB303，J）．〃ビγ1棚減朋 PAOl，JごぶrJlどれc／lfrlCOH HBlOl、  

〟有畑扇ふ情1仇n直紀〟f16に導人して得られた各棟糸L換え体  

は，いずれも塩化水銀およびテトラサイクリンの耐性能  

が高まった。（4）水銀マーカーを導入した組換え微生  

物の環境水中ヤ圭．1三ポク土中での挙動について検討した。  

光照射（環境水）や■．㌧■石温－トー（二t二様）などにおいて組換え  

体と非如換え体のあいだで，∠‡二枚lで＝二大きな追いは認め  

られなかった。（5）水銀化合物分解親換え体．非組換  

え体およびBIIC分脈掬沌ライシメータに接種し，ライ  

シメータ土壌中の－一般細胤 グラム陰性蘭，糸状瀾およ  

びノヲーグルコシダーゼ等の土壌酵素活性への影響を調べ  

たところ，いずれもニヒ塊微生物および酵棄活性への影響  

は認められなかった。（6）大腸菌のIIB】01株を川いて  

追†云子組換え細菌と親株剤＝顎は生態系において同様の挙  

動を示すことを示した。また，HBlOl株の他にS17－1株  

の糾換え細菌の増醜に対するマイクロコズム構成微丑物  

の代謝綻物の影響を検討し，藻頸の代謝産物は遺伝子組  

換え細菌の埠ほ勘こ抑制的に働くことを明らかにした。  

（7）BaciLlttsLhllr”1gie71Sissubsp．aiz；lWaiKI7（BT菌）  

のマイクロコズムにおける消長に及ぼす温度の去を三響を検  

討した。その結軋 温度により微小動物の捕食作用の影  

響が異なり，Ⅰ汀僻ま低混では生托性が■‡≡ゎく，■．甘温では  

捕食作用により急激に減少することが分かった。  

〔発 表〕G32，35，36．38－43，b－59〝61，106．107，  

（7）閉領性海域における水界生態系機構の解明及び保  

全に関する研究  

〔研究担当〕海域保全研究チーム  

〔研究期間〕平成3．－6年度（199l～・1994年度）  

〔研究概要〕l粧粗性海域における水質汚濁と水淋生態系  

の構造・機構との閲連を明らかにし，望ましい内湾環境  

の保全を図ることを目的としてフィールド間査ルびに室  

内実験を行った。本年度は，昨年と同様の弛京溝奥北東  

部における微生物・水質お親朋灘（毎月1回）に加え，  

9ノ1．10什に4回の水質集中調査を行って賛酸素水塊の  

鉛取分和・水平分布特性と，水温・塩分成層の発達・崩  

壊期との俣1連を明らかにした。また，当海域における気  

候変動と音潮発狂との閑適を統計的に解析した結果，（D  

溶存酸繁濃度，②胤Irり，Q）口さ‡り妖気温のl樺下度の3条件  

によって菅潮発生が特定され′ることが分かった。   

一方，淘叔の内部生庄有機物量の評価には微小乙‡二物群  

集の動態把朋が梯めて重安であることから本年度は．ラ  

ン漠についてその消長を瀬戸l句海の現場海．域のモニタリ  

ングと培養実験によって調べた。その結果，現場海域に  

おけるラン藻の増殖は鉄イオン濃度に律速されているこ  

とが示唆されたこと及び従属栄養性ベン毛山によるバク  

テリア捕食連座藩刃め，内湾城において微生物食物連鎖  

が活発に機能していることを確認した。  

〔発 表〕K－5ユ，74，ロー95，b－92．122，123  

（8）‘環境保全のための／くイオテクノロジーの活用とそ   

の環境影響評価に関する研究  

（研究担当〕臨日工耳勿評価研究チーム  

〔研究期間〕平成3－7年比（1991～1995年度）  
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溝の水∴狛t†入水の水質の水平分布を調べ，電気伝導度  

と全有機炭素濃度の値で滝原由来か農地由来かを分類す  

ることができた。湿原内の水の挙動と栄養塩環境の解明  

も今後の課題の一つである。  

〔発 表〕K2，h1，2，4～6，37  

g－11，44，45，47－50，52，57，58  

（9）湿原わ環境変化に伴う生物群集の変遷と生態系の  

安定化維持横構に関する研究  

〔研究担当〕生物圏環境部生態機構研究室  

〔研究期間）平成3－7年度（1991－1995年度）  

〔研究概要〕本研究は，澗原の生態系のモニタリング手  

法の開発を行い，湿原生態系の特性と生物群薬の変動特  

性を把握することにより，渥原生態系の安定化維持機構  

を明らかにすることを目的としている。前年度に引き続  
き福島県の宮床i湿原と赤井谷地瀾原の調査と室内実験を  

行い，湿原生態系の特性，特に渥原生態系構造を明らか  

にした。   

宮床湿原では湿原全体の地形と他姓の関係を調べ，閑  

水面の有無等の水分条件が湿原内の柄物の分布を決定す  

る要因であることが分かった。これが栄養塩環境と関連  

しているかについては現在検討中である。一方，高層湿  

原特有の数mピッチで分布を繰り返す凹凸の徴地形と植  

生，微環境の関係も調べた。凹地，凸地とも夏季に毛管  

ポテンシャルは最大値を示Lたが降雨後すぐに低下し  

た。この低下妥と1匝【の降水量は比例していた。巴】地は  

湿潤・乾燥の変化が大きく，輌が少ない時には水が抜け  

やすい場所であることが分かった。ミズゴケ類は凸地と  

凹地で棟組成が異なっていた。土壌表層の水分変化が大  

きいのに比べ，土壌中1nl以深の地‾ド水位は安定してい  

た。しかし地下水のpHや水質には季節変動が見られた  

ため，今後地下水の流動を明らかにする必要がある。   

湿原植物の開花・結実の状況は，自動撮影された毎日  

の写真から解析した。受粉に寄与する訪花昆虫村を調べ，  

開花植物の組み合わせと結実率を調べた。室内では湿原  

植物種子の発芽試験を行い水分・温度特性を明らかにし  

た。宮床渦原で採取した胞子から，数種ミズゴケの培養  

に成功し，凸地に生育しているチャミズゴケは10℃以上  

で生育することが確認された。   

泥炭層におけるセルロース分解耐生および泥炭の分解  

度を定量化する手法の検討を行い，宮床湿原の泥炭表層  

の土壌微生物棚を明らかにした。未分解のミズゴケ泥炭  

ではセルロース分解菌より糸状菌類が多〈，分朋の進ん  

だ泥炭では逆にセルロース分解閥が多いことなどが分  

かった。地培および水路では藻類札 卸脊椎動物相およ  

び生産還の測定三を行った。   

赤井谷地湿原では湿原周囲の農地も含め，河川水，側  

（10）環境中の有機塩素化合物の暴露量評価と複合健康  

影響に関する研究  

〔研究担当〕化学物質健康リスク評価研究チwム  

〔研究期間〕平成4～8年度（1992～1996年度）  

〔研究概要〕化学物質の中でも塩素を含む有機化合物，  

有機塩素化合物は，化合物としての安定性，化学合成中  

l王iJ体としでの有用性から，化学二1二業製品の中でもその種  

晩 割合はきわだって多い。一プ∴ 化審法に基づいて規  

制がなされている化学物質のうち，第一種特定化学物質  

9種類中8種が塩素の入っているなど，化合物の安定性，  

殺菌殺虫作用とい●った有機塩素化合物の有J朴性が維分解  

性，有毒性といった環境汚染につながっていると考えら  

れる。本研究では，環境に存在する化学物質，特に有機  

塩素化合物の健康影響を体系的に評価するための研究を  

行う。   

本年度は都市河川底質中の有機塩素化合物を取り上  

げ，その総量，地域による特性，毒性（変異肘生，神経  

細胞与別注，～1ICHOllOX）と有機塩繋化合物の閲係を調  

べた。尿素系除葦剤の分解生成物が多くの河川底質で検  

出された。また，二【1業地域の抑l＝責質で特徴的な有粍塩  

素化合物はPCBやプラスチック難燃剤のTCliPであった。  

〔発 表〕K－3，3l，k－3，B－9，132，D19，22，E2，  

44，b－109”111，114，169，d33，e2，49  

（＝）湖沼環境指標の開発と新たな湖沼環境問題の解明  

に関する研究  

〔研究担当〕㈱沼保全研究チーム  

〔研究期間〕三l城4－8年度（1992～1996年度）  

〔研究概要〕湖沼環叔は近年急激な勢いで変化してお  

り，特に藻類組成を含む生態系の変化が著しい。このよ  

うな変化は従来のCODを中心とする水質項【‡1では的確  

に表現できないため，新たな湖沼環境相標のl那己と湖沼  

環境関越の解決をめざ．して本研究を岸i輸した。本年度得  

られた成果は以下のとおりである。（1）霞ヶ浦臨湖炎  

験施設の屋外実験地を用いてアオコの増殖に及ほす窒素  

／リン比の検討を行い，その比が高いほど培養期間中最   
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大アオコ濃度か扇いことが分かった。また，こうした実  

験期間中に溶存態有機炭素濃度，その分解特性，ミニカー  

トリッジヘの捕捉量などを計測し，潜存策◆機物の動態に  

由して知見を得た。（2）目視によりアオコ量を推定す  

る指標を作成して，霞ヶ浦などの湖沼に適用し，アオコ  

量とそこの水に対する意識との関係を調べた。（3）2  

／Ⅷl以下の超微細儲であるピコプランクトンに関して，  

全国53湖沼を対象に現在量調脊を行い，質．中栄養瀾で  

富栄養湖を比べ．また窒素／リン比の高い湖沼で低い湖  

沼と比べその比辛が高くなることを明らかにした。また，  

その種の同定を行うと共に，毒性試験を行い毒性物質の  

検出を試みた。加えて，ピコプランクトン比率の高い野  

尻湖においてその動態ならびに他の生態系要素との閲連  

を継続的に調べた。  

〔発 表〕K－59，62，63，66－69，BJ17－119，C4，  

5，G－1－5．19，20，H－21，22，37，b155，156，g－1  

－4，20～22，51，h24，25，・43  

都市化の進行と相まって都市型汚染の傾向を強めてお  

り，そこでの盾住に伴う環境ストレスあるいは健康影  

響・リスクの評価・管理システムを体系化していく作業  

は，環境保健領域の研究として亜要となってきている。  

それは，都市部により強く急増傾向を示すといわれるス  

ギ花粉症などのアレルギー性疾患，あるいは，昼夜を関  

わない相乗な都市活動などを背景として発生する騒音に  

よる心理・生理的影響（特に自律神経・内分閥系への）  

などに代表される。これらの点を解明するために，（1）  

ストレス評価のための心理・生理学的実験研免（2）  

都市型大気汚染状況と呼吸器系アレルギー疾患の関連性  

に関する疫学的研究，（3）都市生活に伴う複合的環境  

ストレス評価のための調査研究を実施している。これま  

で，自律刊磯系機能検査として音刺激に対する指尖脈波  

反応，心拍変動の自己相関スペクトル解析および尿中カ  

テコールアミン排せつ速度等の有用性を明らかにした。  

また，スギ花粉症と大気汚染との関連性を検討するため  

の予備調査結果から，スギ花粉抗体陽性率およびスギ花  

粉症有症率は若年層（30歳台）で高いこと．これらの性・  

年齢分布は地域間で異なることなどが示されている。  

〔発 表〕K－5，7－Z8，30，k2，B37，41，42，47－  

52，96”98，C19，b－77～79，85～89，133－139，157，  

c－8，10，15，e－27  

（12）都市型環境騒音・大気汚染による環境ストレスと   

健康影響に関する環境保健研究  

〔研究担当〕都苗環境影響評価研究チーム  

〔研究期間〕平成4”7年度（1992－1995年檻）  

〔研究概要〕大気汚染，騒音などの環境汚染状況は，超  
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2．3 経常研究  

2，3．1地球環境研究グループ  

研究課題1）環境変動に関連する微量化学成分の天然  

水環境における挙動の研究  

〔担当者〕野尻幸宏  

〔期 間〕平成元年”5年度（1989【1993年度）  

〔内 容ブ 国内の各地の水域のメタン濃度の測定を行っ  

た。霞ヶ浦において1990年以来確認している濃度の季節  

変化が再現性があるものと分かった。夏の、濃度の高まり  

と，秋の終わりの極端な濃度の低‾ドが，底泥からのメタ  

ン放出長の変化と水中のメタン酸化速度の変化の結果で  

あることが明らかとなった。野尻湖において5－11月に  

かけての水中メタン濃度の変動を測定した。表層のメタ  

ン濃度と中層に見られる濃度極大値が同様に夏期に増大  

する現象が観測された。東京湾のメタン濃度測定では，  

1991年度に見られた夏の濃度増大が1992年は顕著ではな  

くなった。水平的な濃度分布を測定したところ，東京湾  

西部における陸からの供給による表層水メタン濃度の高  

まりと，東部における深層水由来のメタン濃度の高まり  

が認められた。   

メタンの同位体測定を行い，発生源による炭素同位体  

の変動を測定すると共に，湖底泥の環境変動に対応した  

メタンの炭素同位体変動を測定した。  

〔発 表】K－72，73，A－43，44、a－68～72  

研究課題 3）野生植物の形態と生態学的な挙動に関す  

る研究  

〔担当者〕竹中明夫  

〔期 間〕平成4～6年度（1992－1994年腔）  

〔内 容〕（1）木の成長をシミュ’レ「卜する計算機プ  

ログラムを開発した。このモデルの特徴は，枝のあいだ  

の庇陰を考促してそれぞれの枝の光環境を計算し，これ  

に基づいてその枝の生存，成長を決定しているノ．一丈である。  

これは，現実の樹木において，明るい微環掛二おかれた  

枝からは旺盛に千枝が分枝するが，暗い環境におかれた  

枝では子枝の致が少なく，さらには枯死する枝もあるこ  

とを踏まえた設定である。このモデルを用し1て，現実的  

な樹形及び葉の分布パターンを再現することができた。  

（2）雛箭林の林P」で撮影した林道部の写真を使って，  

林床での光の方向性を解析した。その結果，林床では天  

頂方向近辺からくる光の比率が，林外に比べて顕著に－ご云  

いことが明らかになった。そのような光環境のもとでく  

らす植物では；平面的な葉群構造を作ることが光合成壬1二  

産を効率よ〈行うllで重安なことを，計算機シミュレー  

ションにより確かめた。  

研究課題 4）中層大気構造のレーザーレーダー観測に  

関する基礎的研究  

〔担当声〕中根英昭  

〔期 間〕半丁友2－6年度（1990－1994年度）  

〔内 容〕オゾンレーザーレーダーの非共鳴波長の受信  

信号を用いて成層圏から中聞腰＝二部までの気混鉛匝力布  

を導損し，その構造と変動について解析を行う。本年度  

は1990年1年J2りのデータについて重力波のスペクトル解  

析を行い，その季節変動を検訂した。  

〔発 表〕八一34，a－58，59．64  

研究課鰯 2）大気中微量有横物質の測定に関する研究  

〔担当者〕横内陽子  

〔期 間〕平成2－6年度（1990～1994年度）  

〔内 容〕テナックスGCを用いた吸着濃縮法について  

サンプルの保存性の検討を行った。ボンベ詰め空気名  

2Jを数十本のテナックスGCトラップに添加して室温  

で放置し，一定期間ごとにトラッ70中サンプルを分析し  

て，ジメチルスルフィド（DMS），トリクロロエチレン，  

イソプレン，四塩化炭素他数成分の濃度変化を調べた。  

3ケ月後．最も大きな減少を示したのはDMSで，約30％  

の減少があった。匹け誼化炭素等には大きな変化は見られ  

なかった。  

〔発 表〕A－81  

研究課題 5）成層圏エアロゾル層の地球環境に及ぼす  

影響に関する基礎的研究  

〔担当者〕朴皿佐智子  

〔期 間〕平成3～6年度（199ト1994年度）  

〔内 容〕オゾン層破壊および地球捌丈支に重大な影響  

を及ぼすと考えられている成層圏エアロゾル層の動態お  

よび形成過程を明らかにし，地球環境への影響壕評佃ける。  
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本年度は，ピナツポ火山噴火（1991年6月）によって  

発生した火IlⅠ性エアロゾルの，つくば上空での観測デー  

タを解析し，その輸送過払 および時間的変化を明らか  

にした。また，後方散乱係数の高度積分値を求め，光学  

的厚さ（地球熱収支に与える指標）を評価した。光学的  

厚みは，1991年冬に，約0．02であった。エルチチョン火  

山を上回る地球熱収支への影響が予想される。   

また，オリオールメーターとの同時観測を行い，両者  

の結果を比較して，エアロゾルの表面積を求めることに  

成功した。オゾン破壊に閲与すると考えられている不均  

一▲反応の速度は，エアロゾル表面積に比例する。観測  

データから推定したエアロゾル表面積（高度20kmで約  

50〃m／cm3）では，中緯度でも，かなりのオゾン減少か  

起こり得ることを示している。  

〔発 表〕A－48，a－40  

区において，コウポウムギのシュートの増殖率を比較し  

たところ，チガヤの密度が拉も高い調査区ではコウボウ  

ムギのシュートの生長率の低下がみられた。   

（2）針広混交林域におけるシカの植生動態に及ぼす  

影響について，奥針光外山沢域で予備調査及び防護柵の  

設置を行った。その結果，この地域の主構成樹種である  

モミの多くが角こすりや摂食によって剥皮の被害を受け  

ていることが分かった。一方，シカの摂食が森林群落の  

天然更新に対してどのような影響を及ぼすかという点に  

ついて，構成樹稗の実丑のマーキングを行い現在調査を  

継続中である。  

〔発 表】A23  

研究課題 8）野生動物の個体群構造に関する基礎的研  

究  

〔担当者〕椿 ゴ】満・永田尚志  

〔期 間〕平成3－7年度（1991～1995年度）  

〔内 容〕茨城県中北部の河川でヒガシカワトンポの個  

体群構造の調査を行った。ヒガシカワトンポのオスには  

色彩多型があり，橙色麹のオスと透明麹のオスが一つの  

個体群内に共存する。この多型は遺伝的に支配され，そ  

の遺伝子頻度が頻度依存選択によって維持されていると  

考えられる。橙色型と透明型のオスの後班長を測定した  

ところ橙色聖！の方が大きいことが分かった。両タイプの  

麹長サイズにかかる自然選択の強さの指標として  

F】uctuこ1tingAsymmetry（左右対称性からの変動，FAと  

略す）を測定した。その結果，橙色型では小烈の個体ほ  

どFAが大きく．透明型では両極端（大型と小型）の個  

体で大きくなる傾向がみられた。このことは，橙色型に  

は大型化への方l叶性淘汰が働いており，透明塑には安定  

化淘汰が働いていることが示している。このように，二  

つの型に異なったタイプ0の淘汰が働くことにより多塑が  

維持されていることが示唆された。  

〔発 表〕a－51，52  

研究課題 6）自然動物群集における捕食者の役割に関  

する基礎的研究  

〔担当者〕高村健二  

〔期 間〕平成Z－6年皮（1990－1994年庇）  

〔内 容〕河川・池沼域の有力な捕食者であるトンボ目  

幼虫のうち，河川棲のハグロトンボの個体数変動・成長  

に注目し，その季節変化を追跡した。水生の幼虫は，成  

虫がH現する夏季におよそ3カ月問採集透れなかった。  

冬季もまた採集数が著し〈少なかったが，春季にはまた  

復活した。個体逓の増加量は秋季よりも春季に若しかっ  

た。このような捕食者側の変動に対して被捕食者の個体  

数・組成がどのように変化するかが注Ⅰ≡lされる。  

研究課題 7）野生植物個体群の保全に関する基礎的研  

究  

〔担当者〕可知直毅・奥田敏統・竹中明夫  

〔期 間〕平成元年～6年度（1989－1994年度）  

（内 容〕（1）1991年に茨城県阿字ケ揃の内陸砂丘に  

設指した永久方形区において，引き続きコウポウムギと  

チガヤのシュートをマーキングし，その位置を記録して  

1ケ月に・】・・・度の頻度でシュートの生存と成長を調査し  

た。また，7iて†年度の成育期終了時におけるシュートの大  

きさと，本年度の成育期初期における新しいシュートの  

数と成長是との関係を調べた。その結果 コウポウムギ  

においては前年度の成長量と本年度のシュートの致との  

剛こ正の相関が認められた。チガヤの密度の異なる調査  

研究課題 9）大気観測用新レーザーレーダー手法の開  

発に関する基礎的研究  

〔担当者〕杉本伸夫＊1・湊 淳＊l・笹野泰弘・  

松井一郎＊l（＊l大気圏環境部）  

〔期 間〕昭和63年度一平成4年度（1988－1992年度）  

〔内 容〕大気環境を総合的に把捉するための各種の情  

報を高密度かつ空l員川勺に連続して観測するための新しい  
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研究課題12）衛星搭載大気計測用光学センサー高度化  

の研究  

〔担当者〕鈴木 睦  

〔期 間〕平成元年－5年度（1989－1993年度）  

【内 容〕ADEOS衛星搭載大気センサーILASの検出  

能力を事前評価し，EM及びPFM開発に反映させるた  

め大気光学モデル計算による検討と，室内ガスセル実験  

による実験的評価を行った。その結果，Il．ASの基本仕  

様でオゾンについて5％より良い精度が期待できること  

が明らかとなった。感度解析の結果，時刻一観測位置，  

視線方向利子凱 大気温度密度プロフアイル決定精度が観  

測精度にセンサーSNRと同程度の影響があること，セ  

ンサーの分光感受特件の詳細決定手法の開発が必要であ  

ること，アレー検出器では避けることのできない素子間  

の信号干渉の精密決定手法の確立などが今後の1LASの  

精度確保のための研究課題であることが明らかとなっ  

た。  

〔発 表〕A－】4，a33，36，41，44－49，126，128－  

130  

レーザーレーダー手法の開発と，計測に係る大気の性状  

の研究を目的とする。本年度は前年度に引き続いて，都  

市大気環境モニタリング用レーザーレーダーの光源技術  

の評価を行うとともに，分光学的手法を利用したレー  

ザーレーダー技術の検討を行った。  

〔発 表〕F3，4，13．14，f－37－40  

研究課題10）人工衛星による大気計測データの情報処  

理に関する研究  

〔担当者】横田達也  

〔期 間〕平成2”6年度（1990－」994年度）  

〔内 容〕地球大気に関する広域の情報を的確に把握す  

るために，人工衛星に搭載されたセンサーによって観測  

されたデーダから，有用な情報を適切かつ有効に把握す  

るためのデータ処理手法を研究開発することを目的とし  

ている。   

本年度は，大気中微量成分の高精度推定手法として用  

いるスペクトルフィッティング法の，高速演算手法につ  

いての研究を行った。特に赤外波長領域におけるアルゴ  

リズムの妥当性について，計算機シミュレーションを用  

いて検討した。さらに，それを実現するための計算機シ  

ステムについての検討を行った。また，米国NASAが  

開発した衛星センサーHALOEのデータ処理運用システ  

ムを調査した。  

【発 表〕a126～130  

研究課題13）南極昭和基地及び「しらせ」船上での環  

境汚染成分の長期モニタリングに関する研  

究  

〔担当者〕秋元 肇・原島 省・酒巻史郎・林m佐智子・  

西川雅高＊1満水明＊2（＊リヒ苧環境臥  

＊2社会環境システム部）  

〔期 間〕平成元年”4年度（1989～1992年度）  

〔内 容〕「しらせ」船上において，ボトルサンプリン  

グ法（金属真空容器約2Jのものを使用）によって，大  

気中のガス状物質を捕集した。サンプルは，FII）ガ、ス  

クロマトグラフィーで軽炭化水素類の分析を行った。同  

一経度上では，北半球よりも南半球の方がどの炭化水素  

類の濃度とも低いことが分かった。   

昭和基地におけるメタン，一酸化炭素，オゾンの濃度  

を測定した。いずれのガス成分ともおおむね一雄」型の変  

動を行うことが観測されたが，その最大値の出現時期は．  

成分ごとに追っていた。南極での冬一春にかけてオゾン  

濃度，－′酸化炭素，メタン濃度が高くなる現象が見られ  

たが，そのピーク出現期間は，おのおの2－3週間ほど  

ずれていた。   

昭和基側における大気エアロゾル中の無機元素濃度の  

日変化と季節変化をPIXE法で測定した。サンプリング  

研究課題11）衛星搭載大気センサーによる大気観測手  

法に関する基礎的研究  

〔担当者〕笹野泰弘・鈴木 陣・横取達也  

〔期 間〕平成4”6年度（1992－1994年度）  

〔内 容〕地球規模の大気環境監視における衛星利用の  

有効性は高いが，今後のわが国に声いてどのような衛星  

観測を計画し実施して行くべきかについては十分な議論  

がなされていない。そこで将来の衛星大気観測計画の立  

案に必要な各種の情報を収集し，計画の検討を進める。  

衛星利用の地球大気観測計画についての各省庁での検討  

状況につし、て情報を収集するとともに，将来の観潮技術  

の発展動向の調査を行った。  

〔発 表〕A－17，18，ar31，33，37，39，41，43－45，  

48，126－130  
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は・12時間ごととし，おおむね昼夜に分けて行った。常   のレベルであり，ケイ素，塩素，硫黄が10ng／m3のレペ  

に検出できた元素種は，ケイ象塩素，軌亜鉛の4元   ルであった。  

素であり，硫黄，鉄，臭素，鉛の3元素が希に検出でき   〔発 表〕a－24，（∵13  

た。測定濃度範囲は，毒机 亜鉛，臭素，鉛が0．1ng／m3  
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2．3，2 地域環境研究グループ  

研究課題1）環境変化の遺伝子発現による評価手法の  

開発に関する研究  

〔担当者〕三浦 卓  

〔期 間〕平成2－4年度（1990～ユ992年度）  

〔内 容〕培義朝胞を用いた化学物質の毒性評価の研究  

について文献的に検討し，毒性評価法として有効な方法  

を明らかにした。また，有機塩素化合物について培養細  

胞系で遺伝子の発現を誘導させている研究を粕川し，誘  

導する化学物質の構造と毒性の強さの関連について検討  

し体系化した。  

【発 表〕B～120，123，b－158  

算条件に対する二次生成大気汚染物質の立体的な挙動を  

主に可視化の手法を用いて解析した。  

〔発 表】B39．133～136．b－72．172，175．176  

研究課題 4）－風洞実験および野外観測における計測の  

自動化に関する研究  

〔担当者】上原 清・若松伸司  

〔期 陶〕平成2～5年度（1990～1993年度）  

【内 容〕風洞実験における風速・温度・ 圧力・濃度と  

それらの変動量を－▲括して処理する汎用のデータ収録処  

理システム設計のための基礎的検討を行った。  

〔発 表〕K－49，b62，63  

研究課題 2）環境問題の変容に対応した新たな環境福  

標の開発に関する研究  

〔担当者〕森口祐一・内藤正明  

〔期 間〕平成2－6年度（1990”1994年度）  

〔内 容〕地域環境の質を主たる評価対象としてきた従  

来の環境指標に加え，持続的発展といった地球親模での  

課題に帥卜したマクロ指標，郡市の自然との調和や物質  

代謝構造を計量するエコロジー指標，局地汚染や人1空  

間に対応した精緻な汚染評価指標など，さまざまな空間  

スケールで新たな環境指標へのこ－ズが高まっている。  

本年度は，世界資源研究所（WRl）の地球環境指標ワー  

クショップおよびOECD環境政策委員会の環境指標  

ワニクショップに出席し．持続的発展に向けた地球規模  

の環境指標開発の国際的活動に参加して，その動向を調  

査した。また，地球環境問題の制約下で地域環境の評価  

を行うための枠組みについて検討し，その指標の具体例  

として，最終需要からみた地域のCO2排出量指標の試算  

を行った。さらに，首都圏を対象に大気汚染への暴露指  

標の計算を行った。  

〔発 表〕B78”81、】24，ト5、b－161，162．166  

研究課題 5）メソスケール気象モデルの都市大気汚染  

への応用に関する研究  

〔担当者〕鵜野伊津志・若松仲司  

【期 間〕平成4年度（1992年度）  

〔内 容〕メソスケール気象数値モデルを利用して都市  

域からの後背地を含む水平数iOOkmスケール，垂直数  

kmの大気拡散プロセスを追跡する。この水平スケール  

の拡散プロセスは，都市域のマイクロスケールの現象と  

それ以上のメソスケニルの大気汚染質の移流・拡散・変  

質の現象に対応しており，関東地域や閲酉・中部地域等  

を例とする大気汚染が依然として深刻な地域の汚染質の  

挙動の解明と制御の基礎を与えるものである。   

本年度ほ，2次元モデルを用いて都市域が海陸・山谷  

胤の影響下にある場合の局地気流のシミュレーションを  

行い，さらに，そこでの大気汚染物質の翰送・反応過程  

をシミュレートし∴紆乱酔大‰ノj染の発現の基礎的なメ  

カニズムを検討した。  

〔発 表〕B38，39，b－65－69  

研究課題 6）微小プランクトンによる植物プランクト  

ン摂食過程の研究  

〔担当者〕中村容夕巨木幡邦夕上竹下俊二  

〔期 間〕平成2～6年度（1990－1994年度）  

〔内 容〕海域において，従属栄養性調べン毛山（Hl）F）  

の柄物プランクトン捕食者としての武要性が近年指摘さ  

れている。しかしHDFは培養が排しいため，その捕食・  

増栖の動力学を実験室系で研究した例はきわめて少な  

い。本研究においては，llDFの一棟であるC叩rヱわーⅢ机  

doml一打〟托Sを瀬戸内池より単離し，赤潮生物Cんα情け柑侮  

研究課題 3）都市域における大気汚染現象のモデル化  

に関する研究  

【担当者〕若松仲司・鵜野伊津志  

〔期 間〕平成2－5年度（1990－1993年度）  

〔内 容〕都市域における二酸化窒素汚染，光化学大気  

汚敷，エアロゾル汚染などの二次生成大気汚染の生成機  

構を解明するために三次元予測モデルを用いた研究を  

行った。本年度は発生源条件，気象条件並びに各棟の計  
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た，人口，工業山荷街等について社会トレンドからその  

変化の基本シナリオ，バリエーションシナリオを作成し  

た。これらを組み合わせることから，20世紀初頭におけ  

る首都圏での水環境問題を予測して，その間題点を指摘  

した。  

〔発 表〕c6  

α†1壇祝αを餌とする培養を確立した。さらに，C．d脚It  

打αmぶの増殖速度の温度依在性 C．α｝旬1－α摂食速度，お  

よび増殖の効率を球めた。これらの結果と瀬戸内海での  

C．J朔f”。れざの現在義を併せると，太棟はC．α｝1的Mα赤  

潮を消滅させうる潜在能力を持つことが判明した。  

研究課題 7）水矧こおける物質移動・変換過程の物理，  

化学，生物学的評価に関する研究  

【担当者〕柏崎守弘・福島武彦  

〔期 間〕平成2～6年庶（1990－1994年度）  

t内 容〕霞ヶ浦（江戸崎人）とその流人数河川（清明  

川，恋瀬川，天の川）において水サンプルを定期的に採  

取し，それらにリンの放射性l司位体（1）04－P態）を涼加  

し，その懸濁物資への取り込み速度や平衡状態での懸濁  

態／溶存態比を測定した。また，水中の利用可能なリン  

品を推定するため，放射性のリンとあわせて．非放射性  

のリンを様々な濃度で添加し，懸濁態物質への取り込み  

速度の変化を調べた。この結果，①欄内でのリンのター  

ンノーバー町田＝ま致10介であるのに対して，河川では数  

一致10時間と長いこと，②平衡状態達成時の懸濁態／溶  

存態比は，汚濁した水域で高く，そうでない水城では′ト  

さいこと，③水中の利用可能なリン量は0．1mgハ以下と  

極めて少なく，オートアナライザーによる比色分析から  

得られたPO4－1｝濃度と比べ，数十分の1の■オーダーで  

あること，等が分かった。最後の（∋は．従来のように比  

色分析値から利用可能なリンう責二を推定すると大きな誤り  

を生じることを意味している。  

〔発 表〕、b154  

研究課題10）水中微量有機化学物質の分析法に関する  

研究  

〔担当者〕満水博夫・柏崎守弘  

【期 間〕平成4－5年度（1992－1993年度）  

〔内 容〕種々の農業，農菜分解物を分離濃縮するため  

の開梱の検討を行った結果，シリカ系の同相よりもポリ  

マー系同相の方が恒川又率が安定した。規軋 ガラスフィ  

ルターにてろ過した後【＃l粕抽出を行っているが，フィル  

ター型の固祁を用いて混濁物のろ過をせずに一括処理す  
る方法を検討する必要がある。  

研究課題11）廃棄物処堰に係る物質循環とその管理に  

関する基礎的研究  

〔担当者〕中杉修身  

t期 間〕昭和62年度一平成4年度（19S7－1992年度）  

〔内 容〕廃棄物排出長の増加は，適正処理を困難にす  

るとともに，地球規模の環境問題にも様々なj影響を及ぼ  

しており，廃棄物減炭化が緊急の課題となっている。本  

研究では，廃棄物の処酎二係る生産から廃寮に三三るまで  

の物質循環を適正に管理する方法の閲発を目的としてい  

る。   

本年度は，地球温暖化を含め，多方面への環境影響を  

考慮した廃棄物のライフサイクル・アセスメント手法の  

検討を，プラスチック廃棄物を例にとって行った。また，  

リサイクル社会を構築していくための間組勘こついて検  

討を加えた。  

〔発 表〕B－85，9Z  

研究課題 9）地域環境動態のモデリングと予測に関す  

る基礎的研究  

〔担当者〕福島武彦・内藤正明・天野耕二＊1  

原沢二炎夫＊2（＊l社会環境システム軋  

＊2地球環境研究センター）、  

〔期 間〕平成4～6年度（1992－1994竹重）  

〔内 容〕■首都圏を例に，20世紀拗掛二おける水環境問  

題を予測し，そのための対嵐 管理策を提案することを  

目標に，東京湾への汚濁負荷モデルと中小河川の水質予  

測モデルから構成される水環境管郡システムの構築を  

図った。まず，首都圏における飽和人口密度，各棟土地  

利用面横間の宥＝札 家畜数と地域特性との関係などにつ  

いて検討を行い，いくつかのサブモデルを作成した。ま  

研究課題12）有害化学物質の管理手法に関する研究  

〔担当者〕中杉修身  

〔期 間〕平成2～6年度（1990－1994年度）  

〔内 容〕有霊化学物質による環境汚染は従来からの排  

出視制だけでは，十分なリスク管理はできない。本研究  

では，有箸化学物質汚染の特性に合わせた管理手法の検  

討を董］的としている。  
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て検討するため室内回分実願を行った。その結果，生物  

膜を用いたプラント装荷で実際の湖水を処理する場合で  

も，この毒性物質が十分に分解されることが分かった。  

また室内回分実験により，通気によって細菌の活性を高  

めることが生分解において有効であり，微小動物はアオ  

コの細胞を破砕し，この毒性物質を溶上Llさせるl二で韮安  

な役割を果たしているのではないかということを明らか  

にした。  

〔発 表〕b－26，49  

本年度は，揮発性有害化学物質を例にとり，クロスメ  

ディアからの複数化学物質暴露によるリスク評価を行  

い，クロスメディア汚染管理の重要性を明らかにすると  

ともに，この向から現行の化学物質管理制度の問題点を  

明らかにした。また，水環境基準の改訂を踏まえた．今  

後の化学物質管理の方向を検討Lた。  

〔発 表〕B－88”91  

研究課題13）森林域における物質循環の渓流水質に及  

ぼす影響  

【担当者〕平田健正  

〔期 間）平成2”6年度（1990～1994年度）  

〔内 容〕森林域では水も含め多様な物質が循環してお  

り，その物質循環特性の違いは土壌の物質含有率や土壌  

水質に反映され，土壌水の流出は渓流水質に大きく影響  

する。本研究では，筑波森林試験地で観測された森林内  

物質循環量と渓流水質の関係を明らかにすることを目的  

とし，森林内水移動と水質変化を継続的に観測している。   

本年度は，森林内地下水，土壌水分や湧水を観測し，  

それらの水質を比較することによって土壌水が中間1売出  

成分として流出していることを実証した。特に，土壌水  

の流出を反映している湧水の硝酸性窒素濃度は地下水濃  

度より■高まっており，この水質特性から降雨流出時の逓  

減時に硝酸性窒素濃度が降雨前のペース値を上回る現象  

が説明できた。また，自記テンシオメータを用いて土壌  

水分を連続的に観測した結果，降雨パタ∵ンに対応した  

上向きのフラックスが土塊水中で検出され，この上向き  

フラックスが湧水の発生を促していることも明らかに  

なった。  

〔発 表〕B－111，115，b－148  

研究課題15）水質改善効果の評価手法に関する研究  

〔担当者〕稲森悠平・松垂－▲夫・今井章雄  

〔期 間〕平成2”6年度（1990～1994年度）  

〔内 容〕水質改善効果を評価する手法として穂構成が  

既知であり，各種の個体数の計測が可能で，高い再現性  

を示す水圏生態系マイクロコズムを適用するための検討  

を行った。マイクロコズムは生産者としての藻類，分解  

者としての紬笥類，捕食者としての微小動物からなるが，  

これらの安定生態系を用いた場合と増殖速度が1／2に低  

下する化学物質濃度（EC5〔〕）から評価する二者培養を用  

いた場合の評価解析を掛而活倖剤に右目して比較検討を  

行った。その結果，マイクロコズム生態系が正常に維持  

される濃度はEC5。の他の約1／3程度であることが分かっ  

た。このマイクロコズム試験は，構成丼物の動態をみる  

影響評価手法であるため，物質循環等も考掛二いれた狂  

態系に及ぼす影響評価法として適切であることを明らか  

にした。  

〔発 表〕b－33，52  

研究課題16）埋立地浸出水の高度処理に関する研究  

〔担当者〕稲森悠平・松正一▲夫・今北軍雄  

〔期 間〕平成Z～6年度（1990”】994年度）  

〔内 容〕雑分解職有機物および高濃度のアンモニア性  

窒素を含んでいる規立地浸出水による湖沼，河川の有機  

物汚濁，籍芳荘化を臥Ⅰ二するために，浸枠水中の有機物  

と窒素を除去するシステムとして微生物活性炭流動床法  

に着目して，特に雉分解性有機物の生分灘儲を向上させ  

るための手法l開発として，嫌気一灯気生物活性炭流動昧  

法による処理におけるオゾン酸化前処理の効果について  

検討を行った。その結果，オゾン酸化による弟‘機物の除  

去を考えた場合， pHは弱アルカリ憤が最も効率が■t’らく，  

またオゾン酸化により埋立地浸山水中の有機物が低分子  

研究課題14）生物・物理・化学的手法を活用した汚水  

及び汚泥処理に関する研究  

〔担当者〕稲森悠平・松垂一夫・今井章雄  

〔期 間〕平成2－6年斑（1990－1994年度）  

〔内 容〕汚濁湖沼水で異常増殖するラン藻類の中で大  

きなl㌍】起となっている有毒アオコ淵加町由＝高血に着  

目し，この樺の藻類の有するミクロキスナンRRの生物  

膜処理等での除去分解能と分解機構について検討を行っ  

た。すなわち，実際の汚濁湖水処理プラントの生物股処  

理装置において，有毒アオコ産成の毒性物質が生分解さ  

れているか王手か調査すると同時に，その分解機構につい  
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浦底質への堆積は水門閉鎖以後の層に見られることが分  

かった。  

〔発 表〕b11  

化され，生分解性が向上し，本法は埋立地淀川水の難分  

解性有機物の微狂物活性炭流動床による処理効率を高め  

る上で有効な手段であることを明らかにした。  

〔発 表〕B－34－36，b－21，47，48  

研究課題19）実験小動物の飲水行動と摂食行動に及ぼ  

す大気汚染物質の影響  

〔担当者〕梅津豊司  

〔期 間〕平成4～6年度（1992～1994年度）  

〔内 容〕オゾン（03）および二恨化窒素（NO2）をは  

じめとする大気汚染物質が実験小動物の飲水・摂食行動  

に及ぼす影管の特性を明らかにする目的で，これらの物  

質の間欠暴露の影響について本研究では検討する。   

0．4ppnlの03をマウスに23時間暴露したところ，マウ  

スの飲水行動量と摂食行動鼠は共に明らかに低下し，ま  

た体亜も低下した。しかし，7日の間脂を置いた後，同  

一・の動物に同じ濃度の03を再び暴露したところ．飲水・  

摂食両行動はほとんど変化せず，また体亜も変化しな  

かった。   

以⊥の結果は，ラットの場合と同様に．23時12ijの03  

の暴露によりマウスの飲水・摂食両行動において03に  

対する耐性が形成されることを示している。  

研究課穎17）環境因子の老化に及ぼす影響に関する研  

究  

〔担当者〕嵯峨井勝・用瀬孝遺・熊谷嘉人  

〔期 間〕平成2－4年度（1990～1992年度）  

〔内 容〕今軋 日本の老齢者人口の増加に伴い，老人  

間題が深刻化することが予想されている。このような時  

代的背景から，健全な老後のために，様々な環境因子の  

老化に及ぼす生理的影響についての基碇的研究が望まれ  

ている。特に，老化は生体内過酸化脂質ヤフリーラジ カ  

ルと深いかかわりがある。本研究では，環境凶丁として  

良三囲IJ限を取り上げ，これが老化過程における過酸化脂  

質生成に及ぼす影響を実験的に検討した。   

本年度は，6カ月齢から32カ月齢までのl札 食事を白  

山に与えたラットとIl］おきに食三iiを与えた食事ぷ㈲豚  

ラットの玩1油川での過酸化脂質の指標としての呼気中  

エタン，ペ／タン量をすべて測定し終えた。その結果，  

食事自由摂取群ラットの過酸化脂質は加齢につれて増加  

し，特に24カ月齢を過ぎると急速に増加し，また皮下の  

脾痛の増加や皮膚柄など様々な疾病が増加した。しかし，  

食事制限ラットでは過酸化脂質の増加は少なく，特にア  

ラキドン酸等のr′い6族脂肪酸由来のペンタンぷ：が極め  

て少なく，かつ疾病椰兼備物も少なかった。これらの結  

果から，食事の蓑と内容が健やかな老化に深くかかわっ  

ていると共に，特にアラキドン醸等の山一6族脂肪酸の  

過酸化が加齢に伴う疾病と深いかかわりがあることが示  

唆された。  

研究課題 20）環境化学物質の細胞分化に及ぼす影響に  

関する研究  

〔担当者〕木元純三  

〔期 間〕平成4－6年度（1992～1994年度）  

〔内 容〕ラット胎什肢芽培養法による有機スズ化合物  

の胎†子毒性，催古形件のスクリーニングの紆軋 ジブチ  

ルスズ（DB「r）はトリプチルスズの代謝耗物であるが毒  

性が強く，糾胞増殖に影琴平を及ぼす濃度と軟骨細胞への  

分化に巌響を及ぼす濃度の比も比較的大きく，胎仔視軋  

催奇形性の可階lご圭三が示唆された。そこで1）BTに注目し，  

培養胎什放芽細胞におけるタンパク質発現へのI）ⅠうTの  

影響を検討した。新たに合成されたタンパク質を35sメ  

チオニンで標識し，SDSゲル㍍気泳動あるいは2次元ゲ  

ル電気泳劇で分離し，フルオログラフイ一によって検出  

した。その結刃と，DBTにより少なくともZつのタンパ  

ク質の発現の増加が見いだされ，現在，これらのタンパ  

ク質の同定を行っている。  

〔発 表〕B一ユ32，b169  

研究課題18）底質，土壌中の有機化合物の存在状態及  

び化学変化に関する研究  

〔担当者〕舶罵悠了▲  

〔期 間〕平成元年－5年度（1989－1993年度）  

〔内 容〕†1昔年底力ロチノイドの分析を行った霞ヶ浦湖  

心の底質コアサンプルを使って，イ1‘機塩素化合物濃度の  

年代変化を調べた。電ヶ浦底質のカ’ロチノイド分布の変  

化は，霞ヶ捕の水門の閉鎖（1974年）と淡水化に伴う変  

化をはっきりと示したが，有機塩素化合物t）Ⅰ）Tの分個  

物Dl）Eやα－や／ウ一BlIC，ヘキサクロロベンゼンの電ヶ  
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研究課題 21）ガスクロマトグラフー炭素安定同位体質  

量分析法の環境化学物貿への応用  

〔担当者〕白石寛明  

〔期 間〕平成2－6年度（1990－1994年度）  

〔内 容〕環境中の化学物質あ炭素剛）：体比を測定する  

ことにより，その起源の相違を推定する目的で，キャビ  

ラリーカラムを用いたガスクロマトグラフ（GC）によ  

り分維した成分をオンラインで高精度安定同位体比質量  

分析計に導入する方法を試みている。本年度は，前年度  

に引き続き水中の揮発性化合物をキャピラリーGCに  

パージアンドトラップ法により導入する方法を検討し，  

若二†二の改造を行った。キャピラリーカラムの先端を液体  

窒素で冷却し，その後，急速加熱できるようにした。こ  

れには，トラップ部にインコネル製の管を使用し，これ  

に交流電流を流すことにより達成した。また，システム  

の自動運転ができるようコンピュータ制御のためのソフ  

トウエアを作製した。  

物の薬剤耐性の相方一関係を調べるためには，トビケラ類  

の殺虫剤耐性試験を行うことが必要であった。野外から  

採集したトビケラ幼虫を試験容器に入れ，正常なネスト  

形成を確認した後，試験水を交換し．殺虫剤試験を開始  

することにより，対照の死亡が認められない安定した結  

栄が得られた。   

水生昆虫の多くは，流水に生息するため止水で試験す  

ると対照の妃亡率も著し〈増加する。そのため，屋外循  

環水路を作製し定期的に試験水の一部を交換することに  

より，ヒラタカゲロウ類の仲l肖J（流速の早い河川に生息）  

でも対照にほとんど死亡が認められない良好な試験結果  

が得られ，水生昆虫のフユニトロチオンに対する感受性  

の種間差のデータが収集できた。抑l】水中の除草剤複合  

汚染が藻類生産に及ぼす影響を解析するため，人コニ河川  

に照明絹を設置し，人工基物（素焼きタイル）に発生す  

る藻類量を測定した。  

〔発 表〕Bへ107．109，b－143，144  

研究課題 22）微細藻類の集団瀾造の解析に関する研究  

〔担当者〕笠井文絵  

〔期 間〕平成2－5年度（1990～1993年度）  

〔内 容）ミカヅキモClosteriumehrenbergiiの多くの  

交配群は比較申狭い分布域を持つが，流水に生息する一  

交配辟（P群）は冷涼な地域を中心として世界的に広〈  

分布する。ヨーロッパではヘテロタリソクな両交配型が  

同じ場所に生息することが知られているが，日本での分  

布は今までのところ東北，北海道に交配型プラス、関東  

および中部地方に交配型マイナスのみが生息することが  

調べられている。日本における交配型の分布の境界を知  

るために新たにP群の分布域の調査を行った結米．北海  

道から福島県いわき市までは交配型プラスがfヒ息してい  

ること，中部地方から栃木県日光市および新崗県塩瀬町  

までは交配聖マイナスが生息していることが確かめられ  

た。このことから巨弾は，関東地方北部付近を境界とし  

てそれぞれ片プJの交配型のみで分布域を広げてきたと考  

えられる。  

研究課題 24）湖の動物プランクトン群集に及ぼす捕食  

者の直接および間接影響  

〔担当者〕花里孝幸  

（期 間〕平成2【6年度（1990－1994年度）  

〔内 容〕ミジンコ（Daphni。）の育房内の卵に対する  

ケンミジンコの捕食を実験的に調べた。卵を待ったミジ  

ンコを小型のケンミジンコ（Eucyclops）と共に飼育す  

ると，対照の（ケンミジンンコに曝されなかった）ミジ  

ンコより紅高頻度で育房内の卵の損失が観察された。こ  

のことはケンミジンコによるミジンコの卵の捕食の存在  

を示唆している。Daphniapulexで後腹邦の突起の長さ  

の異なる系統を見つけ，卵を持ち異なった長さの後腹灘  

突起を持っている個体をケンミジンコに曝した。後腹部  

突起の長い何体の方が短い個体よりもケンミジンコの存  

在下で卯の損失は少なかった。このことは．後腹部突起  

がケンミジンコの攻撃から卵を守る構造であることを示  

唆している。   

捕食者フサカ幼虫の放出する物質（カイロモン）を貧  

酸素条件下でミジンコに暴露した。カイロモンはミジン  

コの形態を変化させ，成長速度を低下させるが，この影  

響は酸素が充分にある条件下よりも貨酸素条件‾Fで撤著  

に現れた。すなわち，貧酸繋条件はカイロモンと複合的  

に働いてミジンコ個体群に大きな彩管を与えるものと考  

えられる。  

研究課題 23）水生生物による毒性試験法の検討  

〔担当者〕畠山成久・菅谷芳雄・花里孝幸・宮下 衛  

一期 間）平成4－6年度‖990～〕994年度）  

〔内 容】コガタシマトビケラは農薬汚染河川に優占す  

る代表的水雲l三昆出であり，農薬汚染（特に殺虫剤）と生  
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〔発 表〕B99～104，106  と考えられた。したがって，これまでに報告されている  

生分脈経路とY5－21株との類似が示唆された。  

研究課題 25）実験生物としての水生昆虫の大量飼育法  

の検討  
〔担当者〕菅谷芳雄  

〔期 間〕平成4－9年度（1992－1997年度）  

〔内 容】ユスリカ類は丑育条件さえ整えばしばしば野  

外でも高密度で乙】三息する。実験動物としては大量にかつ  

安定して飼育できることが前提条件であり，この野外で  

も高密度で丑育する性質は重安である。本年度はさまぎ  

まな水城に三上息するユスリカ類の年封こ受精卵の確保から  

幼虫期の生育について検討した。′卜貝川福岡堰周辺で12  

種類，霞ヶ浦沿岸で5樵類（重複2種類），研究所内水  

槽および実験水路より4種類合計21種類のユスリ’ヵ科成  

虫を採取レ」、長の水を入れた小型容器に1個体ずつ放置  

した。その結凪 全株類から受精卵が得られ，さらにそ  

の内13楳類がガラスビーズを底質とした止水飼育で成功  

まで生育できた。ただし，子≡きられた成虫はいずれの棟も  

飼育環境では交尾庭朝が成功せず次世代を得ることはで  

きなかった。  

〔発 表〕I）112  

研究課題 27）植物の気孔閑度に及ぼす環境要因の受容  

と伝達に関する研究  
〔担当者〕近藤雉朗・佐治 光・中嶋信美  

〔期 間〕平成3－7年度（1991－1995年度）  

〔内 容〕柄物が乾燥等の水ストレスを受けると速ゃか  

に気孔を閉ざして障告を免れることができる。水ストレ  

スを受けた植物では植物ホルモンのアブシジン酸  

（AIうA）の合成が促進されるが，顕著なABA増大が始  

まる前に気孔閉鎖が起こることが知られており，水スト  

レスを感じて気孔が閉鎖するまでの速やかな反応の道筋  

につし、ては明らかでない。AIiAは気孔を閉鎖する作用  

を有しているため．本年度は気孔を構成する孔辺細胞に  

水ストレスを与えたとき，礼辺細胞内でABAが生成す  

るかどうかを検討した。【i毎年度に引き続き，ソラマメ葉  

の表皮を用いてマンニトール処理により水ストレスを与  

えてABA蒜に対する影響を調べた。ABAの定還は高速  

液体クロマトグラフィー，定性はCC一九1Sを用いて行っ  

た。ソラマメ粟片を乾燥させると時間経過とともに赫め  

て多量のABAが蓄積したが，表皮にマンニトール処理  

を与えた場合には，糾織内および培地ともにABA品の  

増加は僻めてわずかであり，水ストレスによる速やかな  

気孔閉鎖には札辺細胞のABA合成の増加はl果与してい  

ないと思われる。気孔のABAに対する感受性の変化に  

ついて二呪在検討している。  

研究課題 26）芳香族化合物分解酵素遺伝子のクローニ  

ングに関する研究  

〔担当者〕岩崎一弘  

〔期 間〕平成2～6年度（1990－1994年度）  

〔内 容〕これまでに塩素置換した芳香族化合物の分解  

筒P∫elId抑lのlα5Sp．Y5－21株を単離し，その道伝的な解  

析を行ってきた。その結果，Y5－21株の染色体1）NAに  

♪クロロビフユニル分解の前半経路を支配する遺伝子群  

がコードされていること，またこの株の保持するプラス  

ミドpMC5釦には後半経路あるいは分解経路全体の調節  

に関与する遇†云子群がコードされていることなどが認め  

られている。本年度は，安息香酸，ベンゼン，フェノー  

ル，ビフェニル，トルユキ，キシレンおよびそれらの塩  

栄置換体に対するY521株の増殖の有無を調べた。  

Y5Zl株は安息番酸，フェノール，ビフェニルおよび♪－  

クロロ安息香酸，♪グロロビフユニルを基頃として増殖  

可能であった。また♪タロロビフユニル分解に伴い黄  

色物質の出走が認められた。本物票は微姓物によるクロ  

ロビフユニル分解の中間物質として知られている  
2hydrox）r6OXO－6PtlenyLhexa－2．4dienoicaeidである  

研究課題 28）環境科学研究用に開発した実験動物の有  

用性に関する研究  

〔担当者〕高橋惧司・高橋 弘  

〔期 間〕平成2～7年度（ユ990－1995年度）  

〔内 容〕環境汚染物質の生体影響研究用実験動物とし  

てウズラおよびハムスターを用いて開発してきたが，本  

年度はイl‘相性についてさらに検討し，以‾Fの結果を得た。   

（りニューカッスル病ウイルス不活化ワクチンに対  

する抗体蔽生能（NDV－HI抗体産生能と略）の高および  

低系ウズラの選抜系を44世代へと進め，両系ウズラを遺  

伝的に純化することができた。また，ハムスターでは兄  

妹交配による近交化を行い，これまでに3選抜系を41せ二  

代まで継代した。  

（2）環境中残留化合物の毒性試験手法の閲党として，  
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ウズラ発育卵を用いて検討した結果，白卵系ウズラの雑  

種化により得られた梗卵が最も適切であった。これらの  

種卵は有機スズ類および有機塩化物の毒性検定に有用で  

あることが分かった。  

【発 表〕B－68”72，ユ22，b」H卜」Z  

〔内 容〕霞ヶ浦を利用する生物の種類は極めて多い  

が，近年の急速な環境変化に対し各々の穫は様々な影響  

を受けている。電ヶ浦南岸で確認された野鳥の種類は  

147種類に及ぶ。この中には茨城県で初めてのタンナョ  

ウが1994年▲4月に記録され，また日本では希少種である  

クロハラアジサシが4年にわたる観察で，30羽以上が  

霞ヶ浦で越冬することが確認され，その越冬生態も明ら  

かとなった。また過去の観察から，霞ヶ浦で繁殖する可  

能性があるため調査を行ったが，近年のオオクチバスを  

目的とした大型エンジン搭載のポートが繁殖場所と考え  

られるヨシ帯深く凍り入れており、ヨシ帯を利用する水  

鳥の繁殖を妨莞：している可能性が高い。また日本では分  

布の北限に近いと思われるスッポンの分布と繁殖が確認  

された。  

〔発 表〕ロ46  

研究課題 29）環境指標動物の開発に関する研究  

〔担当者）高橋 弘・高橋憤司  

〔期 間〕平成3－5年度（1991ニー1993年度）  

〔内 容〕各種公害および末規馴化学物質等の環境汚染  

物質が生体に及ぼす影響を解明するため，最も適切な実  

験動物を開発する。本年度は，マウス・ラットの遺伝学  

的純化を行い，以下の各種実験に供試した。  

（1）マウス近交系のC57BL／6，BALB／C，DBA／2，  

C3H／ⅠleNを鮮代育種し，農薬の希性試験等に供試した。  

（2）ラット近交系のWistarを鮮代育種し，純化を  

進めた。  

〔発 表）B－67，122、b119  

研究課題■ 32）加熱によって発生する臭気成分の分析化  

学的研究  

〔担当者）安原昭夫  

相月」問〕平成4～8年度り992～】996年度）  

〔内 容〕システアミン法による多種類の脂肪族アルデ  

ヒド類の同時定量を簡便に行う手法を検討し，十分な信  

頼性が得られたので．魚を加熱した時に発生する脂肪族  

アルデヒド類の分析に応用した。また，極性化合物によ  

ると思われる妨滋ピークが観察されたが，シリカゲルの  

カラムクロマトグラフィーによるクリーンアップで姐害  

を除去できた。C】～C8までのアルデヒド類が検出された  

が．その批成状況は魚の検潮や加熱条件で大きく異なっ  

ていた。また，NPD横川器で検出されたピークの中に  

は脂肪族アルデヒド掛二由来するピーク以外にもいくつ  

かのピークが観察されており，ケトシ類ヤ複素環系化合  

物によるものではないかと推測された。  

〔発 表〕B－129，b168  

研究課題 30）環境解析のための統計的手法に関する研  

究  

〔担当者〕松本幸雄  

〔期 間〕平成2”6年度（1990～1994年度）  

〔内 容〕本研究は環境データの特徴を考慮した統計解  

析手法の開発とその環境データへの適用を目的としてい  

る。本年度は．都市生活空間における大気汚染濃度の時  

間的，空劇的な変動の統計的特徴を評価するために調査  

データの解析を行った。対象は東京都板橋区において暖  

房期に家屋内外および個人暴露の二酸化窒素濃度を6週  

間にわたって調査した結果で，、①家屋内外濃度と個人暴  

露濃度の関連，②沿道地域と非沿道地域の遠い，③週日  

と週末の濃度の遠い，④大気常時監視測定局での測定縄  

発との関連，等を評価することに蒐点をおいた。また，  

大気汚染と健康との関係を検討するために，わが国にお  

ける沿道ディーゼル大気汚染濃度と女性の肺ガンによる  

死亡率との関係を検討した。  

（発 表〕K21，b－8軋157，e27  

研究課題 33）自動車交通公害防止のための新たな交  

通・物流技術の評価に関する基礎的研究  

〔担当者〕清水 浩・田村正行・森口祐一・上偵＋溝  

松本幸雄・安岡半文＊l  

（＊l社会環境システム部）  

〔期 間〕平成4年度（1992年度）  

【内 容〕自動車保有台数の増加函勿流・人瀧需要の構  

造変化などのために，大都用牒トや都市l肛地苗において探  

研究課題 31）霞ケ涌の生物資源保護に果たす役割に関  

する研究  
〔担当者〕春日清一一  

【期 間〕平成2－7年度（1990～1995年度）  
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刻な自動車交通公害が発生しており，その防lLのために  

交通量の抑制などを含めた抜本的な対策が必要となって  

いる。また，地球温暖化問題への対応と一いう面からも，  

鉄道などエネルギー効宰の高い輸送手段への転換の必要  

性が指摘されている。本研究では，新たな交通システム  

のための要素技術として電気自動車，ランドフェリー  

ショートカットビギーなどをとりあげ，その技術的可能  

性を検討した。また．平成3年度までの特別研究で開発  

した手法を用いてこれらの技術の環境改煎効果の試算を  

行うとともに，交通品の削減率とNo2の環境基準達成率  

との関係を推定し，新たな交通システム技術が目標とす  

べき交通長の代替量の水準を求めた。さらに，対策効果  

の評他のためのi（i迫大気汚染・騒音予測手法の開発を  

行った。  

〔発 表〕B60，62．63．73～76，b－160．163，164，  

i3，4  

研究課題 35）化学物質同定のためのデータ収集とデー  

タベース化  

〔担当者〕中杉修身・安原昭夫・伊藤裕靡  

〔期 間〕平成3～7年度（199l－1995年度）  

〔内 容）試薬メーカーから新規に発売された化学物質  

（約150品目）と廃棄物に関連した物質（約50物質）の  

マススペクトルおよびGC保持指標を測定した。さらに  

地方自治体の環境研究機関から提供してもらったデータ  

を加えて，大型電算機のデータベースに人力を行った。  

GC保持指轢については，パソコン用のデータベースに  

も人力を行った。このデータベースを化学物質の同定に  

利用した。収集した2，800あまi）のデータを日本科学技  

術情報センターに登録した。化学物質に関連した樽々の  

情報を環境庁環境保健部保健調査室から提供してもら  

い，現在データベース化を行っている。本研究で構築し  

たデータ検索システムおよびデニ夕べースシステムを地  

方自治体研究機閲で手軽に利用できるための方策を本研  

究所，環境十干，地プう‘自治体のl；りで検討した。  

〔発 表〕B－131，D1，31  
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2．3．3 社会環境システム部  

研究課題1）環境問題の社会経済的側面と環境政策の  

評価に関する基礎的研究  

〔担当者〕後藤典弘・青柳みどり・目引 聡・川島康子  

・森田恒幸＊】（＊l地球環境研究グループ）  

〔期 間〕昭利63年梗一半成4年度（1988－1992年度）  

【内 容〕環境閑適の社会経済的な側面の解明に関する  

基礎的な分野およひ現場政策の評価に閲する応用的な分  

野の2領域で，以下の具体的な課態について基礎的な知  

見の蓄積と手法の適ノ乱 発展をl到った。森林資源の評価  

および管理手法について都市近郊林に注目し，神祭ノl‖具  

や横浜市の事例を調査し，関連する行政施策の効果分析  

を行った。また，都市環境の保全に閲し，土地利用規制  

の緩和が地代に及ぼす影響を理論分析し，土地利用政策  

のあり方を考察した。都市の廃棄物のリサイクルや減量  

化は環境負荷の低減に深く結び付いているが，これらを  

推進するための処理費用の個別徴収方式（有料化）や他  

の経済的手段についての基礎的な検討を行った。さらに，  

地球環境保全に関する国際協調過程の分析では，温暖化  

問題解決に向けての合意可能性についてゲーム理論を用  

いた分析を行った。l司時に，持続可能な発展のための新  

たな経済的指標に関する検討を行った。  

〔発 表〕A67，C－1，10、1l，18，25，C－1、2、9  

研究課題3）資源の循環利用による廃棄物の減量化と  

その社会・環境影響に関する研究  

〔担当者〕後藤典弘・乙間末広・天野耕二・森 保文  

（期 間〕平成4～8年度（1992－1996年度）  

〔内 容〕資源採取，生酷 使用・消費，廃免という製  

品の一一生を通した環境負荷を評価するライフサイクルア  

セスメント手法の確立をめざし，具体的な新例研究に着  

手し，ヒヤリングと文献調査により基礎データを収集し  

た。事例としては，素材の異なる飲料容器をとりあげ，  

各過程でのエネルギー使用鼠 二酸化炭素排出量につい  

て，容器のリサイクル効果，処理・処分方法の影響を定  

量的に解析，評価する基礎を得た。また，ごみエれルギー  

のポテンシャルを計佃するため，ごみ発電を対象に，焼  

却・発電70ラントの生産エネルギー，ごみ収集エネル  

ギーおよび発電垣川又エネルギーに関するデータを収集し  

た。特に，メーカーの協力により，焼却・発電プラント  

の生産にかかわる詳細なデータが縛られ，解析，．検討し  

た。  

研究課衝 4）環境計画にかかわる諸問題間の構造づけ  

に関する研究  

〔担当者〕大井 紘・近藤美則  

〔期 間】平成2〃6年度（1990～1994年度）  

〔内 容〕環境計画のうち，特に風景膏澗の設計にか  

かわることについて，設計主体のありかたを検討して，  

風景の価値について，当該地の仕民自身の認識による・  

芸術家の認識による・来訪者の恵識による，という3通  

F）の価値づけに，全く異なった評価体系が対応すること  

を明らかにした。また，風ぷ側への来訪者数に基づく風  

景の経済価仰の計測における，来訪者の予断の介在の影  

響というl柑雄性の原因を指摘した。  

．さらに，風・景の価備づけともかかわる問題として，環  

境を意味論的に解釈することと，機種論的に斬釈するこ  

との比較検討を行い，意l衆論的環境観に十分の配慮を払  

うべきことを指摘した。特に住二1二持と在地域におけるti三民  

の環境詐他において∴な味論的立場からの考察が武装で  

あるという示唆を，大都市における都市生活去モ！l公割二つ  

いての住民意識の調査を適して得た。  

〔発 表〕c－6、7、C7  

研究課題 2）環境資源にかかわる種々の物質移動過程  

のシステム分析  

〔担当者〕乙間末広・天野耕二・森 保文  

〔期 間〕平成4－6年度（1992”1994年度）  

〔内 容】人間活動に伴って環境に排糾される各種の環  

境負荷に関する基礎データ（社会・経済パラメータ，原  

単位情報など）および環境中での物質移動過程に関して，  

以下のような統計的解析およぴモデルの検討を，主とし  

て首都圏および水環境を対象として行った。  

（1）市区町村データによる社会基盤情報の整理  

（2）界面活性剤を指標とした生活系汚染物質の収支  

（3）農地および農業用水システムにおける第1次産業  

系の栄養塩循環  

（4）各種の産業統計データによる第2・3次産業系の  

物質収支  

（5）住民参加闇の抑Il環境モニタリング調査の有効性  

〔発 表〕c－4，5，8，26，b155，C－6  
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研究課題 7）地理・画像情報の処理解析システムに関  

する研究  

〔担当者〕安岡善文・須賀伸介・清水 明・乙聞末広・  

宮崎忠国＊1・恒川筋史＊2  

（＊】地球環境研究グループ，  

＊2水土壌国環境部）  

〔期 間〕平成2～6年度（1990－19鋸年度）  

〔内 容〕環境問題は，今臥 極めて多様化，広域化，  

複雑化しつつある。このような環境対象を解析し評価す  

るためには，従来の測定点における汚染濃度などの数値  

情報に加えて，酬象情報などの多次元情報を有効に油川  

することが必要である。本研究では，人工衛星データ，  

地図データ，景観写真デー夕などの画像情報を利用して，  

環境を解析し評価するための手法およびシステムを開発  

することを目的とした。特に，本年度は，①スーパーコ  

ンピュータおよびワークステーションのネットワーク環  

境下における画像処理システムの構築，（劃パーソナルコ  

ンビュ「夕による画像処理システムの構築，③人工衛星  

等のリモートセンシングデータからの緑被率分布図等の  

環境主題酎乍戚手法の作成，④多時期人⊥衛星データか  

らの土地被覆変化解析手法の開発，を行った。  

〔発 表〕c－27～30，C－17－20  

研究課題 5）環境意識の調査と比較分析及びそのため  

の方法の体系的整備に関する研究  

（担当者〕大井 紘・近藤美則・須賀伸介  

〔期 間〕平成2－6年度（1990－】994年度）  

〔内 容〕水辺特に湖沼に対する自由連想法による住民  

意識調脊データの2元クラスター分析によって，連想す  

る概念に基づいて住民を分推し，水辺環境の保全の方向  

づけに示唆を与えた。また，霞ヶ浦周辺の4筒町村での  

同じ方法による意識訓オたデータの連想語をクラスター分  

析し，水辺および身近なl甘存の制御二対する住民の連想  

構造を明らかにした。特に，「あおこ」からの連想にお  

いて「汚れ」や「悪果」のみならず「死」の連想が濃厚  

であることを見いだした。   

－一九 白山記述式の意識調査から，住民の自分の周辺  

についての青煮識を，高層住宅と一▲戸建て住宅とで異な  

る同心Irj構造として表現した。また，都市型公害につい  

ての苦情分析において，2元クラスター分析を併用した  

近傍法に基づくクラスター分析がイ‡効なことを明らかに  

した。   

さらに．自由連想法と自由記述法とのデータ解析結果  

の解釈におけるフナ法l二の相違を示した。  

〔発 表〕c－19、21、C8．10，15．16  

研究課題 8）環境評価のためのモデリングとシミュ  

レーション手法に関する研究  

【担当者〕須賀伸介・安岡善文・清水 明・l圧形与志樹  

（期 間〕平成2－6年度（1990”1994年度）  

〔内 容〕環境を定立的に評価する立場から，棟々の環  

境硯象に対するモデルの構築およびそのシミュレーショ  

ンに閲する基礎研究を行った。まず，環境現象モデル解  

析で現れる数植解析手法，特に線形計算手法について検  

討した。次にモデルテストとして三次元大気輸送モデル  

を取り上げ，モデルの有効性と高速数値計算のための手  

法の改良について検討し，テストシミュレーションを  

行った。また，シミュレーション結果を三次元コンビュー  

■タグラフイクを川いて視角表示を行うためのシステムを  

作成した。  

研究課題 6）被験者の心理的反応に基づく環境評価手  

法の開発  

〔担当者〕青木陽二  

〔期 間〕平成2－7，年度（1990〝1995年度）  

〔内 容〕人々の環境の知覚の仕カから計画に必安な指  

標を導くために，環境血憤に関する最近6年聞の研究成  

米を調べた。そ－の結果，l司じ刺激に対する現場と室内で  

の評価の違いを示す調査が行われており，また時間稗週  

（時間変化，日変化，季節変化，年変化）が注月されて  

いた。また，景観・イメージ感，利用行動感に多くの研  

究が見られ，景観把握においても人々の現場での観察が  

基要であることが示唆されていた。これらから，郡市環  

境において重要な樹林に対する研究でも．J枝の伸k花・  

紫の色，草木の匂い，林内での行動，利用者密度，時Iiり  

綻過による変化などの現場での被験者による観察が大切  

であることが分・かった。   

一方，野川公園での被験者調査の結果を分析したとこ  

ろ，うるささ，混雑感などの計画指標として有効なエネ  

ルギー平均騒音や視野内の人数などの物的環境変数を得た。  

研究課題 9）硫黄酸化物課徴金データに基づく産業エ  

ネルギー投入構造及び公害防止活動に関す  

る研究  

〔担当者）日引 聡  
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〔期 間〕平成4年度（1992年度）  

〔内 容）本研究の目的は，硫黄酸化物への賦課金が経  

済全体での燃料投入の観み合わせにどのような影響を及  

ぼし，その結果，硫黄酸化物の排出量の削減にどのよう  

に役だったかを分析することにある。このために．まず，  

昭和53年度から昭和62年度までの佃票データを加工し，  

業種別および市町村別レベルにまでデータを集計した。  

これを利用して．各業種別の燃料投入構造の変化の実態  

や各業種からのSO∫排出の現状について把握した。次に．  

撮も簡単化したモデルを作り，電気業を例にして，産業  

のエネルギー投入構造について分析し，燃料聞の代替の  

弾力性や価格弾力性を推定した。この研究結果は．今後，  

温暖化対策の経済影響を予測するための研究に対して，  

重要な予備的知見となった。  

〔発 表〕c－23、24  

研究課題11）コンピュータグラフィックスを用いた大  

規模環境シミュレーションデータ表示シス  

テムの開発研究  

〔担当者〕須賀仲介  

〔期」軌平成4年度（1992年度）  

〔内 容〕大規模環境シミュレーションによって得られ  

る膨大なデータをコンピュータグラフィックスを用いて  

効率的に視覚表示するためのシステムを開発した。本研  

究では．これまで開発してきたシステムを拡張した。こ  

れまでのシステムでは，緯度，緯度，鉛個方向の格子点  

上で与えられた3次元海洋気候データに対して．階層的  

データ構造によるデータ構造化を行い，特完の海洋特性  

量を持つ海域を値交座標系において表示することができ  

る。また，複数項日の海洋特性長の相互間係を調べるた  

めに，特定の領域で別の海洋特性量の分布を表示するシ  

ステムを開発してきた。本研究ではこれらを3次元球座  

標系表示システムに拡張し，これまでの局所的な表示か  

ら全球的なデータ表示を可台引こした。そのために，3次  

元球座標系表示のためのデータ階′弱イヒの方法を開発し  
た。これによって，表示速度の高速化と全体データの圧  

縮が可能字なり，全球的な大規模データを効率的に表示  

できるようになった。この表示システムは地球規模の大  

規模環境シミュレーションデ」タにそのまま適用可能で  

ある。  

〔発 表〕c－20，22  

研究課題10）▲環境保全活動に対する消費者等の選好及  

び行動に関する研究  

〔担当者〕青柳みどり  

〔期 間〕平成4年度（1992年度）  

〔内 容〕最近注目されている「価格が高くても環境に  

やさしい」商品を購入する消費者の商品選択行動は，従  

来の価格理論（価格を基準とした消費）■だけでは完全に  

は説明されていない。本課題では，商品の「環境にやさ  

しい」属性が一つの購買行動基準になっているとの仮説  

のもとに，実際に消費者行動調査を行った。さらにこの  

調査結果を用いて，消費者の商品選択行動モ≠ルを構築  

することによって，消費者選好理論による説明を試みた。  

〔発 表〕c－2，3．c－3～5  

ー34一－   



2．3．4 化学環境部  

研究課題1）環境汚染物質の測定技術および測定手法  

に関する研究  

〔担当者〕藤井敏博・古田直紀＊り・向井人史  

（＊1地球環境研究センター）  

〔期 間〕平成2－6年度（1990”1994年度）  

〔内 容〕（1）Liイオン付加反応を利用した新しい  

ラジカルの検出法の開発を行い．CH4／02系のマイクロ  

波放電中のラジカルの同定に応用し，興味ある知見を得  

た。   

（2）大気中の鉛同位体比の変動と大気の流跡線解析  

を組み合わすことによって，日本に長距維輸送されるア  

ジア大陸（特に，韓国，北部中国，ロシアなど）からの  

大気汚室捌こ関して，鉛同位体比が有効な指標となること  

が明らかになった。   

（3）レーザーアプレーション法を用いたICPMSへ  

の試料導入法を環境試料（先カンブリア紀の堆積岩等）  

に応用し，希二L鰊元素の分析と鉛l司位体比の測定を行っL  

た。  

〔発 表〕ロ16，18，d－26ん41  

出感度を2倍程度改善することができた。また．出力を  

上げることにより，化学干渉やイオン化干渉も低く抑え  

ることができた。  

〔発・表〕1－15  

研究課題 4）有害物質分析法の標準化に関する研究  

〔担当者）森田昌敏・伊藤裕康・廿本黄士  

〔期 間〕平成2－4年度・（1990－1992年度）  

〔内 容〕（1）有機スズ化合物の分析法の高精度化に  

関する研究を行った。   

（2）ダイオキシン頬の超微量分析法を高分解能ガス  

クロマトグラフ質量分析法を用いて検討した。   

（3）AOX分析法について標準分析法をすべて検討  

した。  

〔発 表〕D－2，22，24，25  

研究課題 5）環境モニタリングのための計測管理に関  

・する研究  
〔担当者〕森田昌敏・伊藤裕康・西川雅高・ま永 淳・  

山本彙士  

〔期 間〕平成2～6年度（1990～1994年庇）  

〔内 容〕プラズマ質量分析計（ICP一～lS）による生体  

試料ヤ大気粉じん中の微量元素の分析に閲する基礎デー  

タを取ることを中心に研究を行った。その結鼠 生体試  

料中に含まれている微量のカドミウムや亜鉛の測定に閲  

し，1CP－MS法を用いた場合，原子吸光法やICP－＾ES法  

と比べて良好な結果が得られただけでなく，PPtレベル  

の徽ぷ二濃度を濃縮せずに測定できた。大零粉じん中のモ  

リブデン，トリウムの分析にむ応用できた。また，高分  

解能ICP－～1S法により，光学干渉等についての基礎的知  

見を得た。  

〔発 表）D20，21，26，33．35  

研究課題 2）塩素系有機化含物の新しい測定法の開発  

：超音波自由噴流の利用  

〔担当者〕藤井敏博・古即珪紀＊1）一向非人史  

（＊1地球環境研究センター）  

〔期 画〕平成2～7年度（】990－1995年鹿）  

〔内 容〕（1）超せ速白山噴流法で高速化されたベン  

ゼン，トルエン等の分子の表面散乱の際のイオン化を確  

認し，その過程を検討した。   

（2）同時に熱エネルギー状態の多〈の生体力子の表  

面電離マススペクトルを測定した。  

〔発 表〕D－15、17  

研究課題 3）維持費節約を目指した高性能な多元素同  

時分析用プラズマ源の開発  

〔担当者〕古曲頃が1）・藤井敏博  

（＊1地球環境研究センター）  

〔期 間〕平成3－7年度（1991～1995年度）  

〔内 容〕平成3年度に引き続き，ラルゴンガスの代わ  

りに窒素ガスを用いたマイクロ波プラズマ（～1IP）の分  

析化学的特性を究明した。プラズマ出力をl．1kwから  

1．3kwに高め，プラズマの温度を蕾めることにより，検  

研究課題 6）環境中の元素，分子の存在状態とその変  

化に関する研究  

〔担当者〕柴山康行・瀬Ill春彦・相馬光之・許中 故  

〔期 間〕平成2－7年度（1990－1995年度）  

〔内 容〕環境中，掛二水，ニヒ壌，生体中の元素，分子  

の詳細分机 化学形態，それらの変化を明らかにするた  

めの方法論の開発とその応用を目的とし，杜々の分析法  

を中心とした研究を行っている。二次イオン質量分析法  

（SIMS）を用いた炭素質桂子の硬按分析について検討  
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した。その結果，SIh1Sでは，イオウ，鉄などの元素を  

ppm－ppbの濃度レベルまで検山可能で，また，粒子中  

の元素の分布状態についての情報も得られることが分  

かった。また，X練光電子分光法により，形態，化学組  

成の異なる粘土鉱物ハロイサイトの分析を行い，Fe3十  

が人面体位のAlを置換していることを直接示すととも  

に，このFe3十と含水酸化鉄として存在する可溶性Fe3＋  

をスペクトルにより区別できること，Fe3＋が置検した  

八簡体層には空位ができ，イオン交換能に寄与しうるこ  

と．結晶の成長と共にFe／Al比は変化できること，を  

明らかにした。  

〔発 表〕D11←14，d114”16，18  

でも起きるかどうか調べた。F－NPと処理したDNAを  

酵素でヌクレオシドに加水分解し，HPLCで分析したと  

ころ，付加体と思われるピークが1本税れた。  

研究課題 9）化学形態分析のための環境標準試料の作  

製と評価に関する研究  

〔担当者〕吉永 淳・森山昌敏  

〔期 間〕平成2九6年度（1990～1994年度）  

（内 容〕（＝ NIES標準試揮No．i3「頭髪」■いの有  

機水銀および各種髄ほ二元素に関する共l司分析を行い、保  

証偶の決定作業に入った。（2）NIES標準試刺No．14「コ  

ンプ」の調整を行った。（3）NIES標準試料No．11「ス  

ズキ」，No．ユ2「海底質」中の有機スズ以外の各種徴還  

元素についても保証佃を追加すべく共l司分析を行った。  研究課題 7）環境汚染物質の毒性評価手法に関する研  

究  

〔担当者〕彼谷邦光・白石不二雄・佐野友春・  

宇野由利子  

〔期 間〕平成元年”6年度（1989－1994年度）  

〔内 容〕環境汚染物質のバイオ7ッセイ系の一環とし  

て，ほ乳動物由来の培養細胞に環境汚染物質を溶液，あ  

るいはガスのまま暴露することにより，簡便にかつ鋭敏  

に毒性を評価する手法の開発を試みてい る。本年度はア  

スベストや火しI」灰のように水や溶媒で溶解できない粒子  

粉七んについて培養細胞を用いた毒性評価手法の検討を  

試みた。化学物質の変異原性や遺伝毒性（染色体異常，  

SCE誘発）試験に汎用されているチャイ子－ズ・ハムス  

ター由来の細胞株が極めて貧食能が強いことを確認し，  

チャイニーズ・ハムスター由来の細胞株3校規につい  

て，貧食能の強さを比較するとともに，発がん性が注目  

されているアスベストを揚性対照として，増殖抑制を指  

標とした細胞毒性とSCE誘発を指標とした遺伝毒性を  

検索したところ，有効な毒性評価手法であることを明ら  

かにした。  

研究課題10）スペシメンバンキングによる環境の時系  

列変化の保存並びに復元に関する研究  

〔担当者〕森田昌敏・向井人史・宝永 淳・柴m康行・  

山中 敦・植弘崇嗣  

〔期 間〕平成2～11年度（1990～1999年度）  

〔内 容〕環境質を代表する試料の収集非びに保存とし  

て，ムラサキイガイ，ヒト組織，イカ，大気粉じん，海  

鳥，耳石等の収集・保存を継続した。二枚貝試料中の有  

機スズ化合物の分析を継続し，1980ん1987年にかけての  

東京湾試料の分析結果から，この間のトリプチル，トリ  

フユニルスズの濃度変化の様子が明らかになってきた。  

海鳥の羽毛の分析について前処理を中心とする検討を続  

けるとともに，海洋環境を保存している環境試料として  

サンゴコアの採集のための検討を行った。  

〔発 表〕d－8，】0  

研男課題 川バックグラウンド地域における環境汚染  

物質の長期変動に関する研究  

〔担当者〕札し！）光之・Ul中 敦・漸山春彦一向非人史・  

野尻幸宏＊1・河合崇欣＊－・白石克明＊2  

（＊1地球環境湖究グループ，  

＊2地域環城川究グループ）  

〔期 間〕平成元年－5年度（1989～1993年度）  

〔内 容）主として大気繰由で柑紬二もたらされる汚染  

のバックグラウンドレベルの長期的な変劾を明らかにす  

る目的で摩周湖に釦ナる特定汚染物質のモニタリングを  

継続している。湖汁旺体の安定′恥二ついては，温度＼電  

研究課題 8）ニトロアレンのDNA障害メカニズムに  

関する研究  

〔担当者〕佐野友春  

〔期 間〕平成2－4年度（1990－1992年鹿）  

〔内 容〕環境変異原物質である1－ニトロビレンのフッ  

素置換体（F－NP）は，デオキシアデノシンやデオキシ  

シチジンなどのデオキシヌクレオシドと反応することが  

明らかとなったので，本年度は，同様の反応がDNA中  
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低く（採水8月），湖から大気へ放Ⅲ過輩にあった。表  

層水と深層水の差はHCHの場合より大きく，揮発性に  

よると考えられる。変動パターンを明らかにするには低  

温期の測定も必要である。  

〔発 表〕A－8．d－17．20  

導度，pHの分布（水平，垂直），汚染物質のトレンドの  

継続性については，α－HCHの濃度がよい指標となって  

いる。本年度は揮発性有機塩素化合物の湖水中の垂直分  

布を測定することができた。1」／トトリクロロエタンを  

代表とするこれらの化合物は表層中の濃度が深層水より  
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2・3．5 環境健康部  

研究課題1）化学伝達物質の気管平滑筋細胞の細胞内  

カルシウム動態に及ぼす影響  

〔担当者〕小林隆弘  

〔期 間〕平成3”5年度（1991～1993年度）  

〔内 容〕大気汚染物質が呼吸機掛二及ぼす影響を検討  

する一環として，気管平滑筋の収縮と酎安な関係のある  

細胞内カルシウムの動態を検討することを目的としてい  

る。これまで，気管平滑筋を用い，細胞内カルシウムイ  

オンの測定系の作成等を行ってきた。本年嵐 単離した  

気管平滑筋細胞が平滑筋細胞であるかどうかの確認とヒ  

スタミンを作用させたときの細胞内カルシウムイオンの  

動態を検討した。平滑筋細胞に特異的な抗原を認識する  

抗体を用い蛍光抗体法で確認を行った。前年度行った単  

離条件で得られた細胞は平滑筋細胞であることが確認さ  

れた。この細胞に蛍光指示薬であるFura－2AMを取り  

込ませ，アレルギー反応時に肥満細胞より放出され気管  

の収縮作用を持つ化学伝達物質の一つであるヒスタミン  

を作用させると，細胞内カルシウムイオンが上昇し，そ  

の後すみやかに戻ることが見いだされた。  

〔発 表〕E－15，e18  

とによって，伝染病のリスクを少なくすることができる  

と結論した。本研究の一部は文部省科学研究費個際学  

術）の補助を受けた。  

〔発 表〕E－24－26．e－Z3  

研究課題 3）肺胞マクロファージの不均一性に関する  

研究  

〔担当者）持立克身  

〔期 間〕ロ欄椅3年度”平成4年度（1988”1992年度）  

〔内 容〕これまで肺胞マクロフ7－ジは．比重の遠い  

によって，形態およびDNAやタンパク姓合成活性が異  

なることを明らかにした。前年度は，オゾン暴露によっ  

て肺胞マクロファージの細胞数は，此武の大きな画分で  

増加すること，およびDN小生合成活性は，暴露初期に  

比重の大きな画分で増加することを報苦した。本年度も，  

オゾン暴露したラットより調製した肺胞マクロファージ  

を密度勾配遠心法によって分画した後．各画分における  

殺菌活性および活性酸素発生能への影響を検討した。  

Jごノニ0〃に対する殺菌活性，お‘よびげS（E．∝両）刺激によ  

るスーパ∴ォキシド発生能は，暴露初期に比並の小さな  

画分で－▲過性に減少した。C．【血わfcαIiぶに対する殺菌活性，  

お 

は，暴露初期には比並の大および中程度の画分で減少し，  

その後も比重の大きな画分で低い佃を示した。これらの  

結果から，殺菌活性低‾Fの一個はスーパーオキシド発生  

能の低下であること，およびオゾン暴掛二対する肺胞マ  

クロファージの応答は，各画労で興なることが明らかに  

なった。  

研究課題 2）家畜放牧の広域化と，共通伝染病が野生  

動物に及ぼすリスクについて  

〔担当者〕鈴木 明  

〔期 間〕平成2－4年度（1990－1992年度）  

〔内 容〕本年度は最終年度なので，ザンビア大学獣医  

学部の協力を得て調♯結果をまとめた。本研究の調査地  

は，カフェ，ロッキンバー㍉ ブルーラグーンの3つの国  

立公園およびその周辺であった。結果は次のように要約  

された。①発展途上国のザンビアでは，家畜の1†空尉二伸  

い放牧地が広域化し野生動物の保護区の近辺まで及んで  

いる。②放牧地と野生動物保護区の間に境界がない。③  

野生動物と家畜の接触があり，その接触率は雨期に比較  

して乾期に10倍（推定）以上塙い。①動物の行動解析か  

ら，家畜が野生動物の群れの中に直線的に横断する。（9  

多くの家畜は伝染嫡を介在するダこを持っているので，  

伝染病が家畜から野生動物に伝染する確率が「射－。⑥こ  

れらのことは，野生動物の存続を危うくする恐れがある  

ため．より詳紺な研究が必要である。⑦リスク要素とし  

て，飲水，草地．接触度，ダニ．伝染病が挙げられた。  

そこで本研究は，放牧地の飲水と草地環境を整備するこ  

研究課題 4）リンパ球の糖脂質成分に関する基礎的研  

究  

〔担当者〕野焼恵子  

〔期 間〕平成3～5年度（19別～1993年度）  

〔内 容〕i揃年度の本棚究において，ラットの脾臓より  

得たリンパ球のガングリオシド（シァル酸を含む捌旨質）  

構成について薄層クロマトグラフィー等の分析を行い，  

その特徴を明らかにした。その際に，構造未側のジシア  

ロガングリオシド（Gl）∬とする）の才J：在を認めた。本年  

度は，GDJを脾臓のガングリオシド画分より単離し，そ  

の構造を紬鮎川千，メチル化分帆 シアりダーゼ水解，  

プロトンNMRおよびネガティブイオンFA†ミマス分析に  

よって検討した。その結果GD∫は．先にラットの脾臓  
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より発見したN－アセチルラクトサミニルーGMl構造を含  

むモノシアロガングリオシド群と共通の骨格を有する，新  

しいジシアロガングリオシド（NeuGcα28（jal′ウ  

1「4G】cNAcPl－3GalPl3CalNAcβ14（NeuGcα2－3）Gal  

β1－4GIc／フ1－l’ceramide）であることが明らかとなった。  

〔発 表〕E－28，e40  

されず，主に手術中の組織の取扱いによるものと考えら  

れた。   

以上の結兇から，人二「根気は恥の血行に影響を及ぼし  

ノルアドレナリン放出の増加憧引き起こすこと，また，  

肺捺本からのノルアドレナリン放出を安定させるために  

は換気圧が上昇しないよう王手術をゼl真に進める必婁が  

あることが分かった。  

研究課題 5）酸化性大気汚染ガス暴露による抗酸化系  

酵素の誘導横柄の解析に関する研究  

〔担当者〕高橋勇二  

〔期 間〕平成4－6年度（1992～1994年度）  

〔内 容〕グルタチオンSトランスフェラドゼの過酸  

化水素暴露による誘導の実験より明らかになった  

Antioxidant rcsponsiveelementをDNAデータバンクを  

利川して検索した。その結果，gamnla－g】utam〉′】trans－  

ferase（GGT）の5◆－フランキング領域にAntioxidant  

responsiveelemenLが認められ，G（jTは酸化的ストレス  

により誘薄される可能性が考えられた。   

その考えに基づいて10ppmNOzをラットに暴露し肺の  

GCTの変動を検討した。肺のGG′rは暴露2週l肌引こ対  

照群のおよそ2倍に増加した。また，肺沈糾夜の活性は  

対照件の約6倍に＿l∴外した。これらのことより．肺の  

G（jTはNO2暴露により誘導されることが示された。今  

後さらにGGTの誘導機構を検討する予定である。  

研究課題 7）環境汚染物弓削こよる毒性発現秩構の解明  

、並びにその検出手法の開発  

〔担当者〕遠山千赤・背水廉儲・平野端史郎・伊藤勇三  

〔期 間〕平成4－8年度（1992”1996年度）  

〔内 容〕環境汚染物質が生体に取り込まれた場合に生  

じる毒性発現機構の解明並びにその検出手法の開発は，  

環境汚染の健康リスク評価と健康影響の早期スクリーニ  

ングめために不可欠の研究である。本研究においては，  

釆金屑・有害化学物虜巨大気汚染物質などを実験動物や  

培養細胞に暴露させることにより生体が示す反応機構を  

解明し，併せて狩性の検出手法の開発を行っている。本  

年度は，無機水鋭，有機水産軋 あるいはカドミウムを投  

与したラットにおいて，メタロチオネインが脳などの特  

定の細胞で誘導合成されていることが判明した。また  

半導体などの新京桝二用いられるガリ一ゥム．ヒ素，イン  

ジウムを，ラットの腎臓初代培養細胞に暴露し，特異的  

なタンパクが誘導されるなど新たな知見が得られた。  

【発 表〕Ⅰミ1、3l．3小～38．c－1、28－35、37  研究課題 6）肺血管を調節する交感神経の横能に関す  

る研究  

〔担当者〕山根－・祐  

〔期 間〕平成3－7年度（1991－1995年度）  

〔内 容〕本年度軋 モルモット潅沈肺校本からのノル  

アドレナリン放汁＝こ及ぼす人二l二枚気の影響を検討した。  

交感神経刺激（20IIz，400発／分）中のノルアドレナリ  

ン放Hは，非換気群では平均251ピコグラム／分であった。  

これに対し人二1二換気を行った肺標本からは］乙均689ピコ  

グラム／タナと有意に．で占い放Ⅲが観察された。換気を祈っ  

た標本の肺葉は非換気のものに比べ白いことから人」二換  

気を行うと潅洗洩が末梢血管まで十分行きわたると考え  

られる。一定麿苛二で換気を行った場合，㈲充開始匝後に  

換気圧がしばしば異′パ‖二上昇することが観察されたが、  

換気庄の■島い標本からのノルアドレナリン放川は低りこ  

とが明らかになった（r2＝0．615，n＝11）。このような  

換気庄の上昇は㈲掛倒こデキストランを添加しても抑制  

研究課題 8）生体による必須元素と非必須元素間の講  

別橙構に関する研究  

〔担当者〕甘木康展・伊藤功三  

〔期 間〕平成3〝4年度（199ト1992年度）  

〔内一容〕生体が行っている金属イオンの代謝識別機構  

は，必須元素と非必須元素を見分ける識別機構＼よよび  

必須元素の生体l≠濃度を制御する恒常性維持機構の2つ  

に大別できる。本年度は銅イオンの恒甘性維持機構を明  

らかにするために，銅を肝臓に貯削こ蓄積するLECラッ  

トと，その野珪型である1ノEノlラットの銅代謝の様式を  

比較した。lノⅠ王Aラットに鮒を連続的に投与したところ，  

肝臓内の銅含量はLECラット以上に増加した。しかし，  

しⅠミCラットの肝臓中の餉はほとんどが薫金属結合タン  

パク質，メタロチオネインに結合しているのに対して，  

LEAラットの肝闇削こは，蓄桔づれた銅を抱合するに充  
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肺沈着物からは変異原性物質も検出されていることから  

炭素ラジカルの有害性が示唆された。その他，有害元素  

の蓄積，必須元素のカルシウムが加齢と共に減少してい  

ること等興味ある知見が得られた。特に，6価クロム剖  

検例から顕著な知見がみられた。  

〔発 表〕E、4，5、e4～9  

分長のメタワチオネインは誘導されなかった。LECラッ  

トの肝臓ではメタロチオネインが過剰に合成されている  

可能性が示唆された。  

〔発 表〕El，e－3  

研究課題 9）気道の炎症反応解明のための基礎的研究  

〔担当者〕古山昭子・藤巻秀和  

〔期 間〕平成3～7年度（1991－1995年度）  

〔内 容〕マウスの骨髄細胞を生理活性物質であるイン  

ターロイキン3（lL－3）と共に3”4週間培養すると  

肥満細胞が分化，増殖してくる。この培養系を用いて，  

奴ングリオシドGM3の修飾作用について検討した。マ  

ウス骨髄細胞を1L3の存在下で種々の濃度のGM3と共  

に培養した結果，肥満細胞を含む非付着細胞群の数にお  

いては変化はみられなかった。肥満細胞の顆粒成分であ  

るプロテオグリカンの合成能をアルシアン・ブルニ染色  

で調べると，10／‘Mと20〃Mの濃度で有意な合成能の低  

下が認められた。細胞当たりのヒスタミン含量にiま差は  

み与れなかった。射二，GM3を添加する時期をかえてそ  

の作用を検討したところ，培養開始2週後に添加したと  

きに非付着細胞数において有意な低下がみられ，ヒスタ  

ミン含量においては増加がみられた。これらの結果から，  

肥満細胞の分化 増殖の過程の違いによl）外部より添加  

されたGhl二iの作用が異なることが示唆された。  

【発 表〕e－45  

研究課題 ＝）環境一健康系における新しい保健指標開  

発に関する研究  

〔担当者〕三森文行・国本 学・松本 理・山元昭二・  

大田庸起子  

〔期 間〕平成2”6年度（1990－1994年皮）  

〔内 容〕健康の客観的な評価手法を確立するために  

は，普遍的な分子レベルで健康状態の記述を行し哨る測  

定手法を開発する必賽がある。このような観点から，環  

境に対応した健康状態の変化をtIll血β．i†＝血加で測定・  

解析するための新しい指標，毒性試験法の開発を行い．  

下記の成果を得た。（1）ラット肱 筋を完全に無位襲  

の状態で同一個体においてfI川iγONMIく測定を繰り返し  

実施する方法を検討した。特に筋においては，2年間に  

わたって継続的に機能測定が可能であることを実証し，  

代謝物濃度の指標化が可能であることを示した。（2）  

血t雨Ⅷではヒト株化神経細胞を用い，神祥突起進展誘  

導系の確立とその神経毒性検出系としての利用の可能性  

について検討した。  

〔発 表〕E－19，20．46、（「21，22，52，53，56  

研究課題10）肺沈着物の分析知見より粒子状物質吸入  

のリスク因子検討に関する研究  

〔担当者】太田庸起子  

〔期 間〕平成4～5年度（1992”1993年度）  

〔内 容〕環境中浮遊粒子のヒト剖検肺への沈着物につ  

いて，その沈着量，沈着率，沈着物秋成等および屋内浮  

遊粒子状物質個人暴露品推定の調査結果から粒子状物質  

吸人に関するリスク因子を検討し，粒子のヒト肺沈着彙  

を試算した。ディーゼル排ガスの動物長期吸入実験で，  

吸入暴露濃度よりも沈着粒子濃度の方が肺腺瘍発生率と  

良い相関を示すとの報告もあることから粒子状物質の肺  

沈着に関する研究の意義は大きいと考えている。果！色肺  

沈着率は加齢と共に大で，その糾成分の平均55W％は炭  

素であった．組成分の中には有害炭化物質も考えられる  

が，炭素フリーラジ カルも検出し，自動車排気粒子中か  

らも高濃度の炭素ラジかレが検川され，この濃度の高い  

研究課題12）NMRによる生体機能診断法の研究  

〔担当者】三森文行  

〔期 間〕平成4九7年度（1992”1995年度）  

〔内 容〕これまで玩t′血Ⅷ礎でのNMR測定∵削析法  

の開発を行ってきた臥 脳に加え，新たに肝を枠的とし  

た測定法の閲発を開始した。ラット肝の測定に最適な担  

任17mmの11Ⅰ．31p．13cの三枝同時測定用NMR信片検  

出器を作製した。この検机器と外科処鞋を併用する局在  

化測定法により，皮膚や周辺臓器からの信号の混入なし  

に肝の3】1】NMゼスペクトルを選択的に測定できることを  

確認した。また，信号強塵の定義的灘析のために外部楯  

準試料を用いるフィ法についても検討を行った。これらの  

試みにより，麻酔下において少なくとも6時制までは安  

定したスペクトルが得られることが分かった。  

〔発 表〕E－47，49．e51、58、59  
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討を行った。特に生活環境iRlj完用のSPh′lサンプラーと  

個人暴露測定用SPMサンプラーの並行測定，大阪市内  

の住宅における現地調査を実施し，屋外SPM濃度から  

個人暴露濃度を推定する際の交絡因子について検討し  

た。  

〔発 表〕E6ユ〉8．12，1：う．e10，11，13，14，26  

研究課題13）環境変異原の生体に対するリスクに関す  

る研究  

〔担当者〕松本 理  

〔期 間〕平成3～6年度（199トー1994年度）  

（内 容〕変異原性試験を環境試料中の毒性指標の分析  

法として利用するために，その高感度法についての検討  

を行い，さらに大気粉じん試料中の変異原件の詳細な分  

析を行った。多段型のローボリュームサンプラ一による  

サンプリングと高感度入口leSテストの組み合わせによ  

り，2′“Ⅲl以卜の細かい粒子についても粒径別の変異原  

性の分析が可能となり，東京都内で実施した調査により  

得られた試料の変異原性の分析から′．冬期，0．4／川1以  

下の粒径の粒子で非常に高い活性が認められること，ま  

た高濃度汚染地城では1〃nl付近にも活性のピークがみ  

られることなどが分かった。   

またラット肝初代培養朝胞を用い，党がん性や変異牒  

性を示す有機塩素化合物の毒性発現の機構について，が  

ん聞達遺伝子の発現を指標として検討を行った。  

〔発 表〕E－44，C－49  

研究課題15）必須微量元素セレンの生理学的意義に関  

する基礎的研究  

〔担当者〕今井秀樹  

〔期 間）平成3【4年度（1991～1992年度）  

〔内 容〕低酸素ストレス状態（ボリビアアンデス高地，  

標高約4000m）で姓活する人々の生体内におけるセレン  

の役割について，本年度はボリビア国内の低地（標高  

300nl）で生活する人々と比較・検討した。セレンが活  

性中心となっている血液叫グルタチオンパーオキシダー  

ゼ御生およげ血液中セレン濃度を比較すると，血液1  

n－J当たりのセレン膿度は両者の間に差はみられなかっ  

たが，グルタチオンパーオキシダーゼ活性は高地居住者  

において高値であった。このことは，血液中の血色素の  

増加に伴う活性l吸素裸の産生に対しての生体防御機構の  

元進状儲において，血液中のセレンがそのために積極的  

に動員されていることを示すものと考えられる。  

研究課題14）環境保健指標の開発に関する研究  

（担当者）′ト野雅司・出村憲治・本田 靖  

〔期 間〕昭和63年度一年成4年度（1988”1992年度）  

〔内 容〕環境汚染による非特異的あるいは遅発的な疾  

病の発生を監視する新たな環境保健指標の閤党に向け，  

既存データとして，特に圧Ⅰ保レセプトの利川可能性に関  

する検討を継続した。   

詳細な国民健康保険傷病統計を発表している4県の国  

保担当部署あるいは国保組合について，過去の統計表を  

収集するとともに，データの利用法，傷病名の決定にお  

ける且体的な方法等に関する聞き取り調査を行った。   

また．過去12年の茨城県の国保データ（毎年5月分）  

より，アレルギー性鼻炎の受診孝の経年的なパターンと  

スギ花粉の年間飛散貴との閏に有まな閲闇沌見いだし  

た。この一勘こついては，今後，地域別，年齢別受診率の  

認する必要がある。   検討をして確   

また．本研究にl灯連して，環境庁で検討が進められて  

いる「大気汚染に係る環境保健サーベイランスシステム」  

における環墳保健指標について，匡＝呆レセプトデータを  

含む諸指標の妥当性について検討を行った。   

なお，集団の大気汚染偏への暴露評価のうち，浮遊粒  

子状物質（S「M）の偶人濃霧計佃にかかわる調査法の検  

研究課題16）環境汚染物質の免疫系に対する影響の新  

しい検出法に関する研究  

〔担当者〕野原恵子  

〔期 間〕平成4年度（1992年度）  

（内 容〕免疫反応では刺激情報を受けて活性化し増鵜  

を開始したTリンパ球がその調節の中心的役割を果た  

すことが明らかにされており，T育ビHヒTリンパ球を簡便  

に検Hける細胞表面マーカーを用いることによって，新  

しい免疫系への影響検旧法が可能になると考えられる。  

細胞膜成分の糖脂質吼リンパ球の活性化においてその  

組成が大きく変化することが示唆されていることから，  

本研究ではまずTリンパ球の活倖†ヒマーカーとなる糖  

脂質の検索を行った。ラットの胸腺Tリンパ球をTPA  

お声びカルシウムイオノブオアを用いて活性化すると，  

活性化前の主要糖脂質GD】cが顕著に増加し，また活1てt三  

化前には認められなかった他の1種類がG［）1cと同程度  

まで出現してくることを見いだした。この新たに出現す  

る糖脂質を畔離し構造を検討した結果，GDlb（NeuGc．  
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NeuGe）と推定された。GDlb（NeuGe，NeuGc）は極め  

て珍しい分子種であり，活性化特異的マーカーとして十  

分有用なものと考えられた。  

研究課題18）環境汚染物質に対するヒトとマウスの反  

応性のちがいに関する基礎的研究－アレ  

ルギー反鱒の誘斯こついて－  

〔担当者〕藤巻秀和・白石不二雄＊1・今井 透＊2  

（＊l化学環境部，＊Z慈恵医科大）  

〔期 間〕平成4年度（1992年度）  

【内 容〕環境汚染物質によるヒトでの生体影響を評価  

するときに動物実験で得られた成果をいかにヒトでの影  

響に結び付けるかという問題は，いまでも解決していな  

い大きな課題である。我々はこれまでに大気汚染物質，  

中でも室内汚染物質としてのホルムアルデヒドによるア  

レルギー反応の先進機構について主にラットの肥満細胞  

を用いて血l府Ⅷで明らかにしてきた。今回は，肥満細  

胞と同様にヒトにおいてアレルギー反応を誘導する作用  

のある好塩基球とマウスの骨髄由来肥満細胞を用いてホ  

ルムアルデヒドの影響を比較検討した。その結果，高濃  

度ホルムアルデヒド溶液処理では共に約28％のヒスタミ  

ン遊離がみられたこと，低濃度においてはその後のIgE  

抗体を介したヒスタミンの遊離がプ亡進したこと，10ppm  

ホルムアルデヒド暴露でもIgE抗体を介したヒスタミン  

遊離で克進がみられたことなどが明らかになった。   

今回の結果は．予備的な研究とはいえヒトの好塩基球  

でもホルムアルデヒドによりヒスタミン遊離が起こるこ  

と，またそれがラットの肥満細胞ほど反応性は高くない  

が，マウスの骨髄由来肥満細胞とほぼ同様な反応性を示  

すことなど環境汚染物質とヒトでのアレルギー疾患発症  

との関連を明らかにする上での貴重な基礎的知見である  

と考えている。  

【発 表】E－39，41，e－43  

研究課題17）重金属による毒性発現横構の解明のため  

の新たなアプローチ  

〔担当者〕遠山千春・伊藤勇三  

〔期 間〕平成4年度（1992年）  

〔内 容〕遺伝子発現を利用した生体影響，ひいては健  

康影響評価につながる方法の開発は世界的にも未確立の  

分野である。メタロチオネインタンパクの細胞内におけ  

る合成，輸送に関しては，我々が作成した特異抗体によ  

り，組織中の量と局在性の解析が可能となっている。こ  

れらの方法に加えて，メタロチオネインの遺伝子レベル  

での局在性を解明する手段を確立することは，このタン  

パクの生理学的・毒性学的意義の一層の解明につなが  

る。   

本年度は，カドミウムを適当量投与してメタロチオネ  

インを誘導したラット等の臓器中におけるこのタンパク  

のmRNAを，ジゴキシゲニン標識リボブロープを用い  

たins止uhybridizationにより検出することに成功した。  

タンパクとmRNAの組織局在性を，それぞれABC法と  

insitu hybridizationにより比較検討することにより，  

興味ある知見が得られた。  

〔発 表〕e－29，32，34  
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〔発 表〕F－7－9，卜26”30  2，3．6 大気圏環境部  

研究課題1）光イオン化貸主分析法によるクラスター  

分子及びフリーラジカルの研究  

〔担当者〕鷲田仲明  

〔期 間〕昭和60年虔一平成5年度（1985～1993年度）  

〔内 容〕大気中でのラジカル反応ヤエアロゾル生成と  

関連ある課題として，有機・無機化合物のクラスター生  

成とそのイオン反応，またフリーラジカルの反応の光イ  

オン化質量分析計を用いての研究が行われた。本年度は  

CHzX（X＝NH2，OCH3，Cl，Br，Ⅰ，C3H3，CN）などの  

フリーラジカルと酸素分子との反応速度の決定の研究が◆  

行われ，ラジカル十02の反応の一般則を抽出すること  

が試みられた。  

〔発 表〕K－2，F－16，17，仁3，43・こ46  

研究課題 4）熱帯域における積雲対流活動と大規模循  

環との相互作用に関する研究  

t担当者）高薮 縁  

〔期 間〕昭和63年度”平成6年度（1988－1994年度）  

〔内 容〕熱帯域の積雲対流活動が数千kmの大規模ス  

ケールに組織化される機構を解明し，雲と大規模大気循  

環との相互作用について研究する。本年度は熱帯太平洋  

上における数十日から1EIスケールの雲活動の組織化の  

特徴を把握するため，1980－89年の全季節の衛星赤外放  

射データを用いて解析を行った。その結果，赤道からの  

距維および季節によって雲活動の組織化を引き起こす機  

構が異なることが示唆された。また，このような赤道近  

傍の雲の組織化機構の定量的な解明のために，1992年度  

末に西太平洋上で行われた，熱帯海洋仝球大気相互作  

用に関する集中実験観測データの調査・収集を開始し  

た。  

〔発 表〕f17－21  

研究課題 2）植生，水文過程を含んだ陸面一大気相互  

作用に関する1次元モデルを用いた研究  

〔担当者〕光本茂記  

〔期 間〕平成4－5年度（1992”1993年度）  

〔内 容〕東京大学気候システム研究センターと共同で  

開発中の3次元気候モデルで用いられている放射過程，  

大気境界層乱流スキームなどの諸物理過程を基本的にそ  

のまま利用して単純な鉛直1次元モデル（地中を含む）  

を作り，まず第一段階として，陸地内部（土壌，氷床な  

ど）での熱，水分の輸送過程を導入した。土壌中での熱，  

水分輸送を表現するパラメタリゼーションの方法やパラ  

メーターの値が，最終的に地面と大気との間のエネル  

ギー，水分量の交換に及ぼす影響についてsensitjvity  

checkを行った。  

〔発 表〕卜36  

研究課題 5）湿潤大気の大規模循環の力学横構に関す  

る研究  

〔担当者〕招口 敦  

〔期 間〕平成4一－6年度（1992－1994年度）  

〔内 容〕比較的簡単な大気大循環モデル（GCM）を  

用い，下端境界条件として単純な地表面温度分布を閻魔  

して与えた状況での数値実験を行い，結果として得られ  

る降水分布と大気大循環の語尾との関係について議論し  

た。与えた地表卸温度が南北対称の状況においては，強  

い降水帯の緯度が地表面からの蒸発の分布によって大き、  

く支配されており，蒸発の正確な見積もりが重要である  

ことを指摘した。また，その強い依杵性は熱帯大気のエ  

ネルギー収支の観点から説明できることを示した。一方，  

南北非対称の状況においては，降水帯の形成において地  

表面温度分布によって強制される大気境界層での力学バ  

ランスが重要であることを示し，簡単な力学モデルに  

よってそれを表現することを試みた。  

〔発 表〕f－22，24  

研究課題 3）成層及び回転流体に関する数値的研究  

〔担当者〕花崎秀史  

〔期 間〕平成2”6年度（1990－1994年度）  

〔内 容〕大気あるいは海洋は，成層および回転流体の  

代表例であるが，その流れのパターンを支配している内  

部重力波および慣性波の解析を，非線形理論から得られ  

る近似方程式の解，および厳密な支配方程式の数値解を  

求めることにより行った。本年度は，特に，山岳により  

励起される3次元内部重力波における非線形効果の検証  

およびZ次元内部重力波に対する強非線形理論の検証を  

行った。  

研究課毘 6）大領域雫モデルを用いた積雲パラメタリ  

ゼーションの開発・評価のための基礎研究  

〔担当者〕沼口 敦  
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〔期 間】平成4年度（1992年度）  

〔内 容〕積雲活動は大気循環の主要な駆迫源である  

が，大気大循環モデル（GC九l）等のモデルにおいては  

直接表現されず，不完全なパラメタリゼーションという  

形でその集団的効果が取り込まれている。本研究では，  

より進んだ積案パラメタリゼーションを構築し評価する  

ための基礎として，雲活動を直接表硯し得るような細か  

な格子点聞隔（1k汀1程度）を用い，かつ大気大循環モ  

デルの格子の空間スケール（数百km程度）を含むよう  

な大きな領域を覆うような2次元モデルの作成を行っ  

た。この大領域2次元雲モデルを用いた数値実験を，平  

均場および大スケールの強別項を装えて行い，降水量，  

大気の温度・水蒸気量の時間変化率等を調べて積雲パラ  

メタリゼーションによる見積もりと比較した。その結果，  

特に水蒸気の時間変化の見積もりについて．積雲パラメ  

タリゼーションの改良の余地が大きいことが明らかと  

なった。  

〔発 表）f25  

研究課題 8）大気化学に係わる気相化学反応の速度論  

的研究  

【担当者〕今村隆史  

〔期 間〕平成4－8年度（1992－1996年度）  

〔内 容）大気化学に係わる素反応一特にラジカル反応  

√の反応速度定数の決定や反応生成物の同定および収率  

の決定，さらに反応機構の決定を行う。本年度は光イオ  

ン化質量分析法を用いて，①オゾン除去のNO∫サイ・ク  

ルを構成する反応の－・つ0＋NO2→02＋NO系において  

生成する02分子の電子状態分布を測定し，反応機構を  

決定した。②凶塩化炭素の紫外光光分解によって生じる  

トリクロロメチル（CC13）ラジカルと03との反応速度  

定数を決定し，成層圏でのトリグロロメチルラジカルの  

消失過程を明らかにした。  

〔発 表〕F－1、f－1－3  

研究課題 9）大気中微量成分の新しい分析手法の開発  

に関する研究  

〔担当者〕三好 明  

【期 間〕平成4～6年度（1992～1994年度）  

〔内 容〕大気中の光化学反応の機構や．微量成分気体  

の輸送機構を明らかにするために大気中の安定微量成分  

およびフリーラジカル等の濃度を測定する手法として連  

続党柘レーザーを用いたラジカル桂の高感度検出に関す  

る手法を開発し，紫外の連続発振レーザー誘起蛍光法に  

よりOHラジカルの高感度測定を行った。  

〔発 表】r7，9，10  

研究課題 7）微粒子の生成とその物理的および化学的  

挙動の研究  

〔担当者）福山 力  

〔期 間〕平成4”8年度（1992”1996年度）  

〔内 容〕微小液滴を蒸発気化させて質量分析する実験  

の一環として，超・音波で分散させた水滴，および加漫空  

気を急冷して発生させた水晶粒子を減圧条件‾Fで熱線と  

衝突させて粒律を測定したが，減圧条件で測った粒径分  

布は大気圧下の場合とは一致しなかった。種々の条件下  

での比較測定の結果，小粒径領域の分布を正しく測るた  

めには粒子導入口の形態を改良する必宴が判明した。次  

に粒子からの蒸気による質量スペクトル信号を媒質気体  

中に存在する同じ成分からの信号と区別するために，熱  

線によるパルスでマルチナャネルスケーラの時間掃引を  

開始するトリガー回路を作成した。これを用いて，水滴  

からの水分子の質量スペクトルを観測したところ，熱線  

に衝突後15msに極大をもつ明瞭なピークが認められ，  

熱線による粒子の蒸発→気化→質量分析という仝〈新し  

い実験法が基本的に実行可能であることが示された。  

〔発 表〕F－10，11，f4，31，■32  

研究課題10）分光法を用いた化学反応動力学の研究  

〔担当者〕盛島泰正  

〔期 間】平成4－6年度（1992～1994年度）  

〔内 容〕気相ラジカルの濃度の時間分解測定を分光学  

約手法を用いて行うことにより素反応速度・分岐比等を  

決定し，その托力・温度依存性等の測定から反応動力学  

に関する知見を得る。   

本年度は，新たな光イオン化質量分析装昭の設計およ  

び製作を行った。’  

研究課題1りヘテロダイン分光法を用いた大気微量分  

子のレーザー長光路吸収測定手法の研究  

〔担当者〕杉本伸夫  

〔期 間〕平成4～5年度（1992－1993年度）  
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〔内 容）レーザー長北路吸収法による大気微量分子の  

測定のためのヘテロダイン分光手法の研究を行う。ヘテ  

ロダイン検波は赤外領域の微弱光の検出技術としてレー  
ザーレーダー等に利用されているが，大気揺らぎ等を受  

けやすいなどの欠点ヤ技術的難しさを持っている。本研  

究は，このような欠点を克服し，莫大気中の微量分子の  

分光測定に利用可能なヘテロダイン分光技術の開発を行  

うことをねらいとする。   

本年度はヘテロダイン分光手法について可能慄を検討  

し，差分吸収法とスペクトル帽の広いレーザー光源を利  

用する手法について考察を行った。  

〔発 表〕F－3  

ティック誤差の関係について理論的な評価を行った。ま  

た，実際に二酸化炭素の測定実験による評価を行った。  

〔発 表〕F13，14，f37，39，40  

研究課題14）大気中の液滴及び不均一相反応に関する  

研究  

〔担当者〕泉 克事  

〔期 間〕平成2－6年度（1990”1994年度）  

〔内 容〕気相均一反尉二よる汚染房の変質過程はかな  

りよく理解されるようになったが，雲水や粒子状物質が  

関与する不均一反応過程はまだ解明が進んでいない。本  

研究では高湿皮下で液滴化させた混潤エアロゾルを雲  

水・雨滴の代わりに用い，大気汚染鬱の不均一相反応過  

程を調べる。前年度に引き続き，海塩エアロゾル中の  

SO2の酸化過程を調べるため，NaClエアロゾルから発生  

させた湿潤エアロゾルを用い，SO2濃度を100ppm程度  

にした高濃度実験を行った。その結凍，硫酸の∠l三成畏は  

Clarkeらの報告に比べ，はるかに少ないことが確認さ  

れた。また，類似条件下でのビーカー実験も行い，遅滞  

エアロゾルを用いた場合と同様な枯淡が得られた。  

研究課題12）大気汚染観測用ミ一散乱レーザーレー  

ダーの高度化に関する研究  

〔担当者〕松井一郎  

〔期 間）平成2－4年度（1990－1992年度）  

【内 容〕ミ一散乱レーザーレーダーはエアロゾル濃度  

の空間分布を連続的に観測可能で，エアロゾル分布をト  

レーサーとして大気の動態の観測が可能である。本研究  

では，ミ一散乱レーザーレーダーをフィールドにおける  

長期l己jjの連続観測に応用するために必粟となる技術的課  

題について検討を行う。   

本年度はレーザーレーダーシステムを′ト聖1化するため  

の検討を行い，ワンボックス型普通ヰに括弧可能なシス  

テムを試作した。また，このシステムを用いてフィール  

ドにおいて大気混合偏の連続麒測実験を行い，システム  

の計佃を行った。  

〔発 表〕F－4、f35  

研究課題15）大気中の微量化学成分の長期観測に関す  

る研究  

【担当者〕．内山政弘  

〔期 間〕平成2－4年度（1990－1992年度）  

〔内 容〕遠隔地の観測ステーションにおいてGC－FID  

によるメタン測定を無人で行い，定期的に公衆電話回顧  

で結果の収集を行えることを想定した計測システムを検  

討した。精度は研究玉で得られるものとl司等を目標とし，  

無人逆転が可能な期lぎりは標準ガス等のシリンダーの奉還  

あるいはバルブ等の耐久時間にのみ依存することを目標  

とした。検討した項目は，①サンプルおよび複数の標準  

ガスをGCへ導入するバルブユニット ②サンプルに影  

響を与えないオートドレイン，③GCからの「tリブを処排  

したインテグレータからのデータの収姐，①公衆電話回  

線によるデータの転嵐 ①公衆電話回線を使用した遠隔  

地からのCCの制御である。バルブユニットとオートド  

レインは試作を行い試験運転を行っている。GCからの  

データ収集と転送用のプログラムを作成・購入して試験  

適用を行っている。項【］⑤についてはGC用のソフト  

ウエアと通信環境の適合性を検討している。  

研究課題13）大気微量分子の測定を目的とした長光路  

吸収測定におけるデータ解析手法の基礎的  

研究  

〔担当者〕湊 淳  

〔期 間〕平成4－5年度（1992～1993年度）  

〔内 容〕レ⊥ザー長北路吸収法を，（1）測定された  

吸収スペクトルから光路上の濃度の積分値を求める場合  

と（2）分子の吸収スペクトルが空間依存性を持ち分子  

濃度の空l？り分布が求められる場合に加ナて，測定手法と  

データ解析アルゴリズムの最適化に関する研究を行っ  

た。分与濃度を導出する際，雑音の信号強腰への依存性  

と導Ⅲされる濃度のランダム誤差およびシステイマ  
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研究課題16）バーオキシ（RO2）ラジカルによるNO  

→NO2変換速度決定に関する研究  

〔担当者〕今村隆史  

〔期 間〕平成4年度（1992年度）  

〔内 容〕RO2ラジカルによ去NO→NO2変換反応は，  

光化学大気汚染や対流匪オゾンさらに大気中でのNO／  

NO2バランス等大気における様々な現象の鍵を握ってい  

る。本研究では光イオン化質量分析法の感度向上を図っ  

た。改良された手法を用いて，①メタンの大気酸化サイ  

クルを構成する反応CH302＋NO→CH30＋NO2および  

②oHラジカルの再生反応HO2＋NO→OH＋NO2の反応  

速度定数を決定した。今回用いた手法は，パルス法一ラ  

ジカルの直接検出法という反応速度の測定法において望  

ましいものである。その結果，CH30z＋NOの系では反  

応速度定数がこれまでの推奨値に比べ約50％大きな値で  

あることが，またHO2＋NO系では推奨値より約20％小  

さな借であることが分かった。  

〔発 表〕f－43  
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2．3．7 水土壌圏環項部  

研究課題1）霞ケ浦の環境に関する基礎的研究  

〔担当者〕柏崎守弘  

〔期 間〕平成4～7年度（1992－1995年度）、  

〔内 容〕霞ヶ捕の水質浄化を目的として，本年度は臨  

湖実験施設屋外水路においてクレソンを用いた水耕栽培  

による水質浄化実験を行った。水路は2本作成し，霞ヶ  

浦の湖水を3および6Jずつ掛け流し，クレソンの生長  

と水質変化を調べた。クレソンは夏期に現存量が減少し  

たが，その他の季節ではよく増殖した。水耕栽培によっ  

て窒素およびリンの除去ができることが明らかになった  

が，そのほか夏期のpHを低下させる効果のあることも  

判明した。   

そのほか，霞ヶ浦湖岸常における水質調査，湖北流域  

下水道の流量および水質の経年変化についても調査し  

た。  

研究課題 3）水環境中における環境汚染物質の挙動に  

関する基礎的研究  

〔担当者）矢木修身・内山裕夫リト沢秀明・岩崎一弘＊1  

（＊】地域環境研究グループ）  

〔期 間〕平成2”6年度（1990～1994年度）  

〔内 容〕トリクロロエチレン（TCE）の土塊への吸脱  

着について検討を加えた。TCEの土壌への吸着は土壌  

の有機物含量により大きな影響を受けた。TCEの吸脱  

着反応はFreundrichの吸着等温式で表示された。吸着  

平衡は24時間でほほ達成されたが，吸着したTCEの1  

割は土壌に強【剛二吸着し容易に溶出されないことが判明  

した。   

TCEで汚染した土壌・地下水環境を微生物を用いて  

環境修復するバイオレメディエーション技術の基礎的検  

討を行った。すなわち0，1－20ppmのTCEで汚染した土  

壌に，リン，窒素，メタンおよび酸素を漆加することに  

よる土壌の持つ浄化機能の向上化を調べると共に，TCE  

分解菌〃初申叫・5損sp．M株を添加しこれらの効果につ  

いて調べた。リン，窒素，メタン，酸素の添加により土  

壌の浄化機能が増大すること，メタン濃度が高いと糾ヒ  

機能が阻害されるが酸素の添加によりその阻害は解消す  

ること，M株の捺加はTCEの分解除去に大変有効であ  

ることを明らかにした。  

〔発 表〕G－9，10．，35，38、42，43，g－9－1L45，  

52，57  

研究課題 2）湖沼における藻類増殖促進および抑制物  

質の解明に関する研究  

〔担当者〕矢木修身・冨岡典子・内山裕夫・′ト沢秀明  

〔期 間〕平成Z－6年度（1990～1994年度）  

〔内 容〕霞ヶ浦湖心および高浜入りにおいて，春から  

秋にかけ月1匝】，優占藻類礫の遷移を調べると共に藻類  

増殖の制限物質について検討を加えた。瀾心においては  

7月から10月の撞類種の現存鼻は，0∫Ci〃（由血および  

P如mid山肌が最も多く，次いで〃血Ⅷ耶れの順であっ  

た。一方，湖心の制限栄養物質は使用藻類により異なり，  

Oscり加0ねαではリン，窒素であるのに対し財tcγOCプS血  

AⅦぬ劇購および創〝両前川ではリン，窒素以外にキ  

レート物質の存在が増殖に必要な時期が多かった。   

霞ヶ浦から分離し，無菌化したカビ臭を生成する  

〃わ仰山㍑川l血刑場KS－1株を用いて温度，照度の増殖お  

よびカビ臭生成に及ぼす影響について検討を加えた。カ  

ピ臭物質はガスクロマト分析により2メチルイソボルネ  

オール（2－MIB）と同定された。什物肌の増殖およぴ  

2－MIB生成には30℃が鼓適であった。しかし照度に関し  

ては，増殖は3－5klxが最適であったが，2－MIBの生成  

は低照度の0．5klxが泣適であり，160／ノg／上のZ－MIBが生  

成された。  

〔発 表〕G－37，g－46，51，55，56  

研究課題 4）水環境中における界面活性剤の挙動に関  

する研究  

〔担当者〕矢木修身・冨岡典子・内山裕夫・稲葉一穂＊1  

（＊1地域環境研究グループ）  

〔期 間〕平成4－6年度（1992－1994年度）  

〔内 容〕水環境中でのLASの挙動の解析を行い，環  

境中におけるLASの自然浄化能力を定量的に評価する  

とともにLASが共存する水中での他の有害化学物質の  

挙動の変化についで検討した。   

霞ヶ浦から分離したル抽邪叩正k仙川相加朋ⅥK5，血α－  

ぬ肌＝画血ね KS－1，仇雨混血血毎肌心ⅨS1，f‰川棚  

d血m加㍑βKS－1株を用いてドデシルベンゼンスルホン  

酸ソーダ（LAS）の増殖に及ぼす影響について検討を加  

えた。1．ASの肱αgmgi几0ざαK－5，月．沖血idg5KS‾1，0．fβ－  

れ“i∫KS1およびP．ねけ机ZXS－1株の比増殖速度に対する  

50％l阻害濃度（EC5。）は3．6，0．54，7．0，3．4mgハであっ  
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査のChl－aについて解析を行った。ChlAa濃度は，水温  

が高くなると藻類の増殖速度が速くなるため，春から夏  

にかけて高く，秋かち冬は低くなった。河村寸着生物膜  

の剥離の影響で，Ch卜αは流量が増加した場合濃度も増  

加した。Chl－α濃度の年平均価は，汚濁の進んだ市街地  

河川ほど高くなる傾向が見られた。  

〔発 表〕g－6  

た。月≠油“傲は4種の藻類の中ではLASに対し最も影  

響を受けやすく，0∫C川αfoわαは最も影響を受けにくい株  

であった。  

〔発 表〕B－9、10、g－55  

研究課題 5）耕地や芝地からの農薬の流出過程に関す  

る研究  

〔担当者〕海老瀬潜一・井」二隆信  

〔期 間〕平成2－4年度（1990－1992年度）  

〔内 容〕1992年も前年に引き続き4月中旬から6月下  

旬まで，恋瀬川およびその支川で農薬の流出負荷量の詳  

杏調査を行った。農薬の濃度は，除草剤のButachlorが  

水稲移植後2週間程度後にピークとなり，次いで除草剤  

のMefenaeet・Esprocarbがピークとなった。殺虫剤の  

Bl）MC・MPPは，5月下旬にピークとなった。また，殺  

菌剤のIBPは6月になって濃度の上昇が見られた。降雨  

時流出調査では，そのときに濃度がピークであった  

Mefenaeet・Esprocarbは流量の増加に伴って濃度の上昇  

も見られた。他の農薬も明確な濃度上昇は見られなかっ  

たが流出負荷量としては増加した。除草剤のButachlor・  

Mefenacet・Esprocarbは，この1回の降下l＝j時流出で全流  

出負荷題の10－20％を占めた。また．除草剤はピーク時  

2週間で，全流出負荷量の60－80％を占めた。このよう  

に，除草剤は散布時期が集中するため，散布後の量初の  

降雨時を含め短期間に集中して流出している結果となっ  

た。  

〔発 表〕G－6、g－7、23  

研究課題 7）衛星リモートセンシンクによる蒸発量の  

広域測定手法の開発に関する研究  

〔担当者〕宇都宮陽二肘藤沼触実＊1（＊1生物圏環境部）  

〔期 間〕平成2”5年度（1990－1993年度）  

〔内 容〕時間変化の著しい環境事象の解明には広域・  

同時の情報を取得できるリモートセンシングが不可欠で  

ある。本年度は，土壌水分モデルを広域蒸発量の衛星リ  

モートセンシング手法へ拡張するため，サーマルイナー  

シャに基づく基礎的な土壌水分モデルの検討結果を報告  

した。一九 既存の蒸発童子測のためのモデルに検討を  

加えた。さらに，蒸発散過多による風蝕量の予測システ  

ムについて解析結果を報告した。  

（発 表】G17，g－16  

研究課題 8）リモートセンシンク及び地理情報システ  

ムによる水文・土壌等の環境解析に関する  

研究  

〔担当者〕宇都宮陽二肘藤沼康夫＊1（＊1生物圏環境部）  

〔期 間〕平成2～5年度（1990－1993年度）  

〔内 容〕環境事象（水質および地表温麿，土壌水分，  

土地利用など）は時間変化が著し〈，その解明には短期  

間で広域・同時の情報を取得するリモートセンシングの  

手法が不可欠である。本年度は．広域・大量情報を含む  

NOAA衛星による地球観測データをもとに土壌水分の  

広域推定のための基礎モデルを作成し，報苦した。また，  

地理空澗／環境観に関する基礎情報を調査・収集した。  

なお，実験圃場において微気象観測を継続した。  

〔発 表〕G－14－17．g15  

研究課題 6）河川流下過程の水質変化と河床付着生物  

膜の関係についての研究  

〔担当者〕海老瀬潜一・井上隆信  

〔期 間〕昭和62年度一平成4年度（1987－1992年度）  

〔内 容〕（1）瀾沼川において実施した冬季節ごとの  

4回の毎甘調査結果をもとに，河床付蘇生物膜の増殖モ  

デル式のパラメータを決定した。こわ増殖モデル式と降  

雨に伴う剥離モデル式を用い，河床付着生物膜胡存品変  

化のシミュレーションを行った。降雨に伴う剥離が長期  

間丑じない冬季に一部ズレが見られたものの計肘掛ま実  

測値とよく一致し，河尉寸譜生物膜現存長の例年変化を  

寺デル化できた。  

（2）霞ヶ浦に流人する，流域の規模や土地利用形態・  

河造形態の異なる8河川で1年間毎週一度定時の水質調  

研究課題 9）浸透ユニットプロセスによる都市域での  

雨水流出制御に関する研究  

〔担当者〕原田茂樹・海老漸潜一  

【期 間〕平成3～5年度（1991～1993年度）  

（内 容〕都市型洪水と呼ばれる局地的な浸水に対処す   

一‘18  



るために，透水性アスフ7ルト・礫層・排水管によって  

構成される浸透ユニットプロセスを提案し，その性能に  

ついての検討を行った。（1）排水によって礫層内の貯  

留能力が腐め．られ，したがって雨水の流出強度が大きく  

低減されることが明らかとなった。（2）二次元  

Ri亡hards式を差分解法した教権モデルによって浸透ユ  

ニットプロセス内の閑水の挙動を表し，礫層厚や排水管  

の大きさと流出抑制効果の閲係を解析した。  

〔発 表〕G－33，34  

〔期 間〕平成2－4年度（1990～1992年皮）  

〔内 容〕ノJ、麦の生育に及ぼすカドミウムの影響を5種  

類の土壌で調べた。生育が阻害される濃度は土壌によっ  

て異なり，砂質土では0．1／用1。1／gでも生育が低‾Fしたか，  

墨ボク土では3／∠mO】／g以上にならないと阻害されな  

かった。これらの値は，土塊微生物活性が阻害される濃  

度に比べて低く，植物の方が土壌微生物活性よりもカド  

ミウムの影響を受けやすいと考えられた。  

〔発 表〕G－32，g－43  

研究課題13）地理情報システム くGIS）を用いた土壌  

分布特性の把撞  

〔担当者〕恒川篤史・安岡善文＊1  

（＊1社会環境システム部）  

【期 間〕平成2－6年度（1990－1994年度）  

〔内 容）前年度に引き続き，地理情報の酎ヒおよび解  

析のために，パーソナルコンピュータをベースとした小  

規模な地理情報システムを－▲都岡発した。環境庁の作成  

した全一計植生データを利用して，日本全国の植生タイプ  

を気象条件で説明するモデルを作成した。手法としては，  

ロジソトモデルとフ了ジーモデルの両者を試みた。また，  

細密数値情報を利用して土地利用混在を定量化する手法  

を開発したが，本年度はさらに情報畏基準（AIC）を用  

いた最適メッシュサイズの検討を行った。  

（発 表〕G－6  

研究課題10）土壌中における無横汚染物質の挙動に関  

する研究  

〔担当者〕高松武次郎・土井妙子  

〔期 間〕平成3－7年度（199ト1995年度）  

〔内 容〕既に確立した金属元素の全分析法と形態分別  

定量法を恐山火し加地域から採取した土塊試料に適用し  

た。その結果，火山性酸性土嬢ではアルカリ・アルカリ  

土類金属ヤアルミニウムばかりではなく，重金属ヤ希土  

類元素なども村当に溶脱している事実が明らかとなっ  

た。また，イオウの形態分析法を種物試料に応用して，  

火山地域の植物にチオール化合物やその他の有慌聾イオ  

ウが豊富に含まれることを明らかにした。  

研究課題1り 土壌中における微生物の挙動に関する研  

究  

（担当者）向井 哲・服部浩之  

〔期 間）平成3－7年度（199ト1995年度）  

〔内 容〕前年度に引き続き，除菌した6種類の土壌水  

浸出液中におけるBHC分解菌の増殖性が，土壌の種類  

によって大きく異なっている原図を明らかにするため，  

土塊水浸出液の分析を行った。その紙丸 木蘭の増殖は  

ヘキソース含量が最も多い土壌で最も大であったが，ヘ  

キソースが少量でも本鞘を大きく増殖させる土壌もあ  

り．両者の聞には相関関係は認められなかった。また，  

土壌水浸出液の仝有機物，有機窒繁化合物，pHなどに  

ついても，同棲の結果であった。以上の事実は，本分析  

項目の他に，BIiC分解菌の生育に疎く関与している水  

溶性の物質が土壌中に存在することを示唆している。  

研究課題14）繰返し応力を受けた粘性土の圧縮性状に  

関する研究  

〔担当者〕陶野郁雄・木村 強  

〔期 間〕平成元年－5年度（1989－1993年度）  

〔内 容】地下水位が季節的に変動する地域の地鯨沈下  

は，単に沈下量が大きいだけでなく，長期間にわたって  

進行する特徴がある。そこで，佐賀平野で採取した不か  

〈乱土試料を用い て標準庄宵試験と繰返し圧智証験を  

行った。この結米を用いて，佐賀平野における地盤沈下  

機構の考察を石った。また，繰返し応力による地盤沈下  

現象にどのようなものがあるか，繰返し圧常に関する過  

去の研究成果をまとめ，考察した。  

〔発 表〕G30，g－33  

研究課題12）土壌中における重金属の挙動と生物影響  

に関する研究  

〔担当者〕服部浩之  
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研究課題l引地盤沈下観測システムの開発と観測に関  

する研究  

〔担当者〕陶野郁雄・木村 強  

〔期 間〕平成3－5年度（1991－1993年度）  

〔内 容〕佐賀県有明町で行らている観測装置を用いて  

経常的な級測を続け，データの蓄積を図り，その観測デー  

タを分析し，装置の測定精度，長期安定性等の検証を行っ  

た。また，硯在の地盤沈下観測システムをさらに簡便化  

させ，その観測装眉を新潟県上越市に設置するための準  

備を行った。  

〔発 表〕g33  

て．以下の微気象・環境条件下での長期的な水収支（蒸  

発散量，浸透量）を検討した。   

（l）降両条件が同－・で，温度条件，湿度条件が水収  

支に及ぼす影響   

（2）降雨量，温度，湿度条件が同じで，地下水位の  

高・低が土壌内の水収支に及ぼす影響   

（3）降雨条件，温度条件，退度条件が同じで，日射  

量が土壌内の水・勲収支に及ぼす影響   

さらに，水．収支変化が土壌の塩類集積および土壌構造  

の変化に及ばす影響を解明するために，土壌水分の移動  

に伴うNaClの土壌内での挙動も併せて追跡した。  

研究課題 柑）割れ目性岩盤内の地下水の流動特性  

〔担当者〕木村 強・陶野郁雄  

〔期 間〕平成4－8年度（1992－1996年度）  

〔内 容〕岩盤中には多くの割れ目が存在しており，地  

下水の流動はこの割れ目の性質に支配される。本年度は，  

せん断によって割れ目の表面形状がどのように変化する  

かを調べた。その結果，垂直応力の増加とともにアスペ  

リティの破壊は激しくなり，表面は平坦化されることが  

分かった。この時，せん断前の表面租さが粗いほどアス  

ペリティの破壊の程度は大きい傾向にあるが，その振幅  

の差異ほどには顕著な違いは生じなかった。また，表面  

形状を表す統計的な指標とサンプリング間隔との関係を  

調べ．表面形状を計測するときの問題点を検討した。  

研究課題19）雷ケ浦の環境変化に伴う水質・生物相変  

動に関する研究  

〔担当者〕海老瀬潜一t相崎守弘・小沢秀明・細見正明・  

岩熊敏夫＊l・高村典子＊1・春日清一＊2・  

福島武彦＊2・稲葉一穂＊2・花里孝幸＊2・  

河合崇欣＊3・野尻幸宏＊3  

（＊1生物圏環境弧＊2地域環境研究グループ．  

＊3地球環境研究グループ）  

〔期 間〕平成4～8年度（199Z”1996年度）  

〔内 容〕利根川・那珂川からの導水事業と農業用水，  

工業用水および水道用水等の利水事業，霞ヶ浦流域‾F水  

道事業の進展等の環境変化に対して，霞ヶ浦（西浦）湖  

水水質と生物相がどのように変化するかの麒測を継続し  

ている。導水がまだ始まっていない状態下の湖内10地点  

で，毎月1珂の定期的な調査と夏季から秋季のさらに1  

回の調査を実施し，一般項目，主要陽＼陰イオン，微量  

重金属元素，栄養塩（仝リン，オルソリン，全窒素，ア  

ンモニア，亜硝酸，硝酸），COD，TOCの濃度を測定し，  

細菌．植物、動物プランクトン，底生動物，魚類の現存  

量と種剋成を調べた。メタンの生成フラックスも測走し  

た。湖全体や高浜人湾奥部の湖水中のC，N，Ⅰ〕の硯存長  

の経年変化や河口部での流人河川の湖沼水質への影響度  

が明らかとなった。  

〔発 表〕K－4，46，63，68．72，H4，芦「21，22  

研究課題17）地盤沈下地域の地盤調査  

〔担当者〕陶野郁雄・木村 強  

〔期 間〕平成2－12年度（1990～2000年度）  

〔内 容〕著しい地盤沈下地域の地盤構成および地下水  

の実態を把握する目的でボーリング調査を実施した。本  

年度は，新潟県上越市で深度140mまでボーリンを行い，  

乱さない土試料を採取した。  

〔発 表〕G－30，g－33  

研究課題18）土壌圏での水分と溶質の移軌こ関する基  

礎的研究  

〔担当者〕大坪国順  

〔期 間〕平成2－4年度（1990～1992年度）  

【内 容〕大型ライシメータを用いて．土壌国での水分  

収支の変化を支配する徴気象・環境パラメータの特性を  

実験的に解明することを試みた。裸地地面を対象とし  

研究課題 20）水界懸濁物質の炭素安定同位体比精密計  

測のための分画・前処理方法に関する基礎  

的研究  

〔担当者〕原田茂樹・井上隆信t海老轍潜一  

〔期 間〕平成4年夜（1992年度）  
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能性が示唆された。（2）石英管内にサンプル・酸化銅・  

還元鋼を封入して燃焼（封管燃焼法）し．発生した混合  

ガスを真空ラインに導入した後，液体窒素やドライアイ  

ス＆エタノール混合物を用いて二酸化炭素のみを抽出す  

る方法（低温精製法）について検討した。試薬を用いて  

試験した結果，安定同位体比計測精度および炭素定量精  

度ともに満足できる結果を得た。  

〔内 容〕水界懸濁物質の炭素安定同位体比変化から，  

水界物質循環についての知見を得ることを目的として，  

水界懸濁物質の分画方法および前処理方法について検討  

した。（1）遠心分柾器内ロータに試水を連続的に供給し，  

懸濁物質を摘発する手法（連続遠心分離法）について検  

討した。ロータ回転数と試水供給速度の2つの因子を制  

御することにより，目的とする懸濁物質を分画できる可  
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2．3．8 生物圏環境部  

研究課題1）環境評価及び環境浄化に有用な植物の環  

境反応性に関する研究  

〔担当者〕大政謙次t藤沼康実・名取俊樹・清水英幸・  

戸部和夫  

〔期 間〕平成2－6年度（1990－1994年度）  

〔内 容〕都市間辺の林地の都市環境にかかわる環境緩  

和機能を推定するための基礎データを整備するために，  

植物の基幹作用である光合成，蒸散，あるいは汚染ガス  

吸収などの植物体と大気とで行われるガス交換の場であ  

る気孔の開閉能力について調査解析した。   

寺社林を構成する主要な樹種（シラカシ，クヌギ，コ  

ナラなど）の気孔の開閉能力の日変化を季節的に追跡調  

査した。その結果，気孔の開閉能力は樹種によりその大  

きさが異なると共に，葉齢によりその日変化のパターン  

が異なり，クヌギなどでは落葉時期が近くなるにしたが  

い，環境変動に対しで鈍感な変化を示すようになった。  

それらの調査知見をもとに．現地寺社林で熱赤外画像を  

掘影し，それぞれの樹種の気孔の開閉能九 生理活性な  

どを画像データから推定することを検討している。  

〔発 表〕H－8．h－10，11，13，15  

日本産のと比べて，低温を好み，25℃以上では生育しな  

いことが判明した。  

〔発 表〕H27，28，37，h－32－35，42－46  

研究課題 3）現場中における重金属の挙動と微生物の  

相互作用に関する研究  

〔担当者〕広木幹也・高村典子・渡辺 信・  

アダム・ヴイルソオク・安野正之  

【期 間）平成2～4年度（1990－」992年度、）  

〔内 容〕重金属汚染河川から分離培養された緑藻  

C妬γβJJαⅢ加わ5とUγ㈹gmαCの壇γ仰山mを20／ル1の塩  

化カドミウム添加培地で3週間培養したところ，各々の  

細胞内には608mg／kgおよび597mg／kgのカドミウムを蓄  

積した。双方とも蓄積したカドミウムの約50％は  

170，000gの遠心で上晴の部分に存在していた。ニの画  

分をHPLC・ICPシステムで分析した結果，C．vulgarLSC＝  

は3種類のCd結合ペプチドが．U．c叩／加i印J研lには1  

種類のCd結合ペプチドが確認された。これらの誘導さ  

れたペプチドは，イオウを多く含有していること，熱安  

定性であること，254nmと280nnlでの吸収率比が高いこ  

となどから，藻類や高等植物で誘導されるメタロチオネ  

インと類似のペプチドと思われた。  

〔発 表〕H－32，34，h38  研究課頸 2）遺伝子資源としての環境微生物の保存と  

機能評価に関する研究  

【担当者〕渡辺 信・高村典子▲野崎久義・広木幹也  

〔期 間〕平成2－4年度（1990－1992年度）  

〔内 容〕霞ヶ浦に発生する有毒アオコが生産する毒物  

質ミクロシスナンの霞ヶ浦での動態を調査した。その結  

果，毒物質ミクロシスチン生簾量は季節的i二も空間的に  

も変動し，230→950〃g／gdrywtの値を示した。さらに  

湖水中に最大】．1／∫g／Jの濃度のミクロシスナンがアオコ  

細胞より溶出していた。また，動物プランクトンヘの蓄  

積については予測モデルを新たに開発し，算山したとこ  

ろ，75～1387／′g／g drywtの量で蓄積していることが  

判明した。最大で2倍量のミクロシステンが蓄積してい  

た。   

緑藻の一種で，仇馴血血蟻ぬの分離・培養を行い，  

その形態を詳細に観察した結果，新棟であることが判明  

し，C．ぶ〟∫αβと命名した。また，南極産の緑藻抗涙澗  

拍舟山についてその分離培養を行い，形態を観察した結  

果，日本にもよく出現しているC．であることが判明し  

た。しかし温度特性を比較したところ，両極産のものは  

研究課題 4）環境微生物データベースの構築と利用に  

関する研究  

〔担当者〕渡辺 倍・高相典子・野崎久義・広木幹也・  

清水 明＊1（＊1社会環境システム部）  

〔期 間〕平成2～4年度（1990～1992年度）  

〔内 容）当研究所微4物系統保存地設で保存されてい  

る微細藻類510株について．それらの分譲条件・方法お  

よび寄託条件・方法とともに，各々の徒名，株名，生息  

場所，採集地名，採集年，株の状態および分離者名につ  

いてのデータを処理するシステムを作成し，報告した。   

これら保存株のうち，海産顧凋汀柚坤血糊机  

匝γ々gαgの微細構造と色素組成を調べたところ，微細構  

造レベルでは緑藻特有の形質を持っているにもかかわら  

ず．色素射成の真においてはプラシノ藻にみられる  

DVJ），シフオナキサンテンおよびシフオネインを持つ  

ことが判明した。また，クロララクニオ藻に属する棟お  

よびプラシノ藻巧Ⅷ血液殉ば函痴髄の色素組成を調べ  

たところ，新しいカロチノイドエステルであるロロキサ  
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柄ではやや貧弱であり，最も塩分濃度が．か－下流の浜佐  

山ではユスリカ成虫は得られずユスリカ僻は非′馴こ貧弱  

であると考えられた。ユスリカ札 塩分濃度，水生植物  

札 細粒の底質長のそれぞれが一定の勾配を持っている  

ようであり，名賀因の関連を整理することが今後の課題  

である。  

【発 表〕ト8  

ンテン・ドデセノエイトを分離同定し，GLC，FD－MSお  

よび1H－NMRを使ってその構造を決定することができ  

た。  

〔発 表〕K－37，Il33，35，36  

研究課題 5）環境指標生物としてのホタルの現況とそ  

の保全に関する研究  

【担当者〕宮下 街  

〔期 間〕平成4－7年度（1992～1995年度）  

〔内 容〕ホタルの保護・増柵活動を積極的に行ってい  

る河川やホタルの人工飼育施設では，カワニナやタニシ  

などの巻貝がその折食者であるヒルの異常繁殖により食  

べ尽くされ ホタルの発生に支障をきたしている所が多  

く，ヒルの駆除はホタルの保護活動の大きな課題となっ  

ている。ニのヒルの駆除に有効な薬剤の検索を目的とし  

て，ヒルとカワニナの農薬に対する感受性を調べた。今  

軋 31種類の農薬についてテストしたが，ほとんどの農  

薬に対するカワニナの感受性はヒルよりも10【」00倍高  

いことが認められた。しかし．］ppm程度の暴露でヒ  

ルは24時間以裾二速やかに死亡するが，カワニナには全  

く影響しない農薬が1種類確認された。現在，この農薬  

の使用法，ホタルヤトンボの幼虫などの非標的姓物に対  

する影響について検討している。  

研究課題 7）河川・湖沼の底生生物による浄化横能に  

関する研究  

〔担当者）岩熊敏夫・野原精一・多国 瀾・＿仁．野隆平  

〔期 間〕平成2－4年度（1990～1992年庇）  

〔内 容〕（1）水深を変化させて浮葉植物のハス・ア  

サザを生育させ栄養塩類の除去能力を比較した。時期を  

変えて増水を想定したハスの水没実験を行った。地＿1二部  

現存蓑が最大になる8月に水没した区は最終収宣が約半  

分になった。浄化のための夏季の刈り取りは群落に大き  

な影響を及ぼすことが明らかになった。   

（2）宮床湿原の池塘の底生動物群発で俊占するユス  

リカ群集の年生産完（乾蒐）は9．5g／mと推定され，そ  

のうち77％が藻類・デトリタス食者の∫Jfcわc九fml¢IれM，  

23％がそれを捕食している雑食性のハ恍舟山机によるも  

のであった。封血加址仰冊棚 の被食死亡荒は自身の生  

産量の約1／10，f丸山血行県の生産量の約り3であった。  

ProcJα〟i祝ぶはこの藻類ユスリカー捕食ユスリカ系で  

は提類食者としてその無機化に寄与していると考えられ  

た。  

〔発 表〕K－70，Ⅰ卜2，3，29，h－3，36  

研究課題 6）汽水域に生息する底生動物の生態学的特  

性に祝する研究  

〔担当者〕上野隆平・岩有賀敏夫  

〔期 間〕三】三成4－6年庇（1992－1994年度）．  

〔内 容〕初夏の宍道湖湖岸瑞の底質サンプルについて  

基質の違いによるユスリカ相の違いを妄lノ満月化実験によ  

り調査した。対象とした北岸に面した3地一庄の水生植物  

の優占櫨は，故も上流の舟川河口ではヒシ．中間の西長  

柄と最も下流の浜佐l【tではヨシであったが，浜佐田では  

非常に少なかった。J底質は舟川では泥状（護岸の付着物），  

西長柄では砂，浜住田ではシジミの貝殻と礫であった。  

舟川のサンプルからは8種72佃体が，西長柄のサンプル  

からは4樺8個体が，浜佐田のサンプルからは羽化成虫  

は得られなかった。舟川のサンプルのうち44個体は  

C血血ゆ那ご画Ⅳ止血と助加減肌坤闘i扉血沈正が占め，  

助か油肌旬岨のほとんどはヒシから，すべてのCrlC油函lざ  

は付着物から司三】化した。今咽lの調査では最も塩分濃度が  

低い上流の舟川でユスリカ仰が豊冨であり，中間の西長  

研究課題 8）湖沼生態系の生物生産過程に係わる二酸  

化炭素固定の定量に関する研究  

〔担当者〕野原精一・岩熊敏夫  

〔期 間〕平成2－4年度（1990～1992年度）  

〔内 容〕（l）霞ヶ浦に而する臨瀾実験施設内の水槽  

のハスをビニールで被い胤速を1／10に減らした防ノ軋実験  

を行った。l彷風区の葉温は対照区より夏の日中に高くな  

り，最終収ぶは2．3倍になった。凪が強い大きな湖沼で  

の水生椀物による生産は風の影響を強く受けていると考  

えられた。   

（2）尾瀬沼のコカナダモの生育状況を9月に調査し  

た。モニターラインでのコカナダモの現存・量は3．3－  

320g乾露【－12と推定された。   
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〔発 表〕H－4，31，h－36  調べた。大型の抽gα5血幼郵ま河床が礫の場合多く出現  

した。成長初期には流速の速い流れの中央に分布し，終  

令幼虫は流速の遅い川岸近くにより多く分布していた。  

この幼虫は礫の窪みに巣を作るが，小石を集めて巣を作  

るヒゲナガカワトピケラの巣の中にも休んでいた。  

凸制止止血鋸聞は流れが停滞して泥をかぶるような場所  

に出現した。0棚減血血血は流速の速い場所に分布し，  

肋血中粧血は流れの遅い砂泥表別二浪を作って僚占し  

た。これらのユスリカの成長と水温との関連については  

硯呑三解析中である。   

（3）外山l】魔の落葉広葉樹林区とカラマツ植林区で  

繁殖鳥類群集を調べた結果，前者からは23種，後者から  

は20組 合計ユ6科3ユ種の鳥類が観察された。両地域での  

共通樵は14種であった。落葉広東樹林ではホトトギス科  

の托卵鳥のうち日本本土で見られる4種すべてが確認さ  

れた。   

（4）外山沢州u二流域の落葉広葉樹林，中流域のカラ  

マツ植林，下流域の落葉広栗瀾林のそれぞれの林床で土  

塊動物の調査を行った。ジムカデや甲虫類等の大型土壌  

動物の種類数と個体数は下流の林床で最も多く現存最も  

最も冶かった。カラマツ植林の林床の土壌動物相は，ミ  

ミズ，ハネカクシ等が見られる程度で現在量も最も′トさ  

かった。  

【発 表〕h－9  

研究課題 9）植物の異常環境適応酵素の誘導生合成に  

関する研究  

〔担当者〕田中 浄・久保明弘・青野光子  

〔期 間】昭和62年度～平成4年度（1987－1992年度）  

〔内 容〕植物が水欠乏，イオン欠乏，紫外線等の環境  

ストレスにさらされた時に，その環境に適応するために  

さまざまな代謝変動をし，自己防御することが知られて  

いる。ここでは植物の環境適応機構を生理生化学・遺伝  

子レベルで明らかにすることを目的として以下の成果を  

得た。   

＝）植物をマグネシウム欠乏下で育成すると光合成  

炭酸固定系がl礼害され活性酸素が生成し，種々の活性較  

素防御物質の増加が起こるが，これが遺伝子レベルで制  

御されている可能性を示した。この研究は従来知られて  

いる活性酸素防御遺伝子以外の未知の遺伝子発見につな  

がる可能性がある。   

（2）植物から世界に先駆けてグルタチオン還元酵素  

遺伝子を単離し，構造解析を行った。  

（3）植物は縦織特異性の異なる活性酸素防御系酵素  

を持ち，それらは遺伝子構造においても異なることを京  

した。  

（4）水欠乏ストレスを受けた植物葉で過較化水素が  

蓄積し，活性酸素と思われるフリーラジカルの生成が起  

こることをESRで検出した。  

〔発 表〕H－1，15，17，h16  

研究課題 ‖）、植物による大気環境評価手法の開発に関  

する研究－FAC法の検討－  
〔担当者〕晴水英幸・藤沼康実  

〔期 間〕平成4－5年度（1992～1993年度）  

〔内 容）指標催物を用いた大気環境評価手法を開発す  

るために，試験植物のオゾン（03）反応特性の検討，フィ  

ルタードエアーチャンバー（FAC）の開発・性能試験な  

どを行った。   

（1）ヒマワリ，アサガオ，ハッカダイコンを0．1ppm  

O二iに2週間暴露した。3種とも小白斑状の典型的な03  

害徴を示したが，害徴発現の早さヤ，害徴柴が落葉しな  

いことなどから，アサガオの03障害；が指標に適してい  

た。また，03による生長影響の植物感受性は可視障宅  

のそれとは異なった。   

（2）FAC装置の空気山口に胤扇i二調節筒を付けたフ7  

ンを取り付け，FAC上部に整流板を設置するなどの改  

良を行った。出口断面積とFAC内風速との関係や風速  

研究課題10）奥月光地域における環境の長期変動及び  

生物に関する研究  

〔担当者〕岩熊敏夫・多田 浦・上野隆乎・野原稲－・  

描水英幸・藤沼鹿実、・奥田敏枕＊l・  

平田健正＊2（＊1地球環境研究グループ，  

＊2地域環境研究グループ）  

〔期 間〕平成2－5年度（1990一～ユ993年虔）  

〔内 容〕（1）外山沢川の底生動物相を継続調査した。  

下流域域において俊■上丁種のフタマタマダラカゲロウの羽  

化時期の幼虫の生態を調べたところ，終齢幼虫の分布は  

河口の中禅寺湖に近づくほど密度が高く，1ZO個体／m2  

に達した。これ以前の幼虫期には生息の見られなかった  

流速の遅い岸近くの礫ヤ落葉にも生息していた。   

（2．）外山沢川のユスリカ類幼虫の微細分布と成長を  
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分布について計測した。微粉活性炭フィルターの0＝う除  

去率の継時的変化を計測し，その安定性についても検討  

した。   

（3）野外での実用化試験を7－10月に行い，アサガ  

オの可視障害発現と03濃度との関係について検討した。  

また，外気温とFAC内気温を計測し，FAC内での温度  

上昇について検討した。なお，木製架台の使用は，FAC  

装置の安定的な設荷に有効であると共に，FAC内の温  

度上昇も穏和した。  

〔発 表〕【卜19，h17－19  
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2．3．9 地球環境研究センター  

研究課題1）地球環境問題に関するリサーチ・オン・  

リサーチ  

〔担当者〕西岡秀三・中島輿基・植弘崇嗣・大坪国順・  

古山直紀・原沢英夫  

〔期 間〕平成3－8年度（1991－1996年度）  

〔内 容〕地球環境研究センターでは，地球環境問題解  

決に対してモニタリング，研究支援，総合化の面から貢  

献するべく使命づけられているが，これらの業務を全体  

的に整合させて方向づけを行うため，常時地球環境問題  

の構造を．解明し，研究の状況を把握する必要がある。こ  

のような，いわば地球環境研究に関するリサーチ・オ  

ン・リサーチを行った。具体的には次のことを検討した。   

（1）問題が生じる構造を文献，研究者の交流集会侶  

席等により明らかにする。   

（2）研究，モニタリングの世界的進行状況を分析的  

に把握する。   

（3）与えられる業務遂行のための基本方針を検討す  

る。  

〔発 表〕トL2 4，5，8、1Z，14，i1，2，5．6、  

8，9  
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2．4 環境保全総合調査研究促進調整費による研究  

2．4．1臭化メチルによる成層圏オゾン層への  

影響に関する調査  

〔担当者〕億田仲明・今村隆史・開 会一  

（期 間〕平成4年度（1992句三度）  

〔内 容）二l二咲くん蒸割として用いられている射ヒメチ  

ル（CrI3Br）のオゾン層破壊への影響を評価するために．  

最近の研究の文献調ご軋 本研究所の光化学チャンバー実  

験が行われた。特に臭化メチルの0［）l－鯖を評他する＿L． 1  

で亜姿なOHラジカルとの反応速塵，自然と人為起源に  

よる放粗品の推定，成層圏内での反応などが調査・研究  

さitた。．  

〔発 表〕F－17，卜2，16  

火災が発生し，国立公園地区を含む長さ6Ⅰくm幅1Km  

にわたり延焼した。釧路1揖保では，過去問i利50年と耶i和  

60年に大きな火災が発生していたが，いずれも4－5月  

の発生で，秋の大きな火災は今回が初めてである。した  

がって，今回の火災のi見原生態系に及ぼす影響について  

は，過去の調査だけからでは評価・判定が行えないため  

新たな調査が必要とされた。本調査研究は，この火災に  

よる焼失状況を把捉し 火災の影響調査手法の検討を行  

うとともに湿原生態系に及ぼす影響を調査し，秋季の湿  

原火災の特性を明らかにすることを目的としている。   

火災発生後と平成3年11月に撮影されたランドサット  

Tれ1画像を重ね合わせ，主成分変換を用いた変化成分朝  

出法によF）焼失地域の抽出遂行い，焼失面積は889haと  

算完された。焼失部分はヨシヤスゲであった。ハンノキ  

林のスペクトル特性としては大きな変化はないので焼扶  

地域からは除外した。延焼地域と非延焼地域で現地調査  

を行い，土塊水，表層水等の栄養塩濃度を分析した。  

〔発 表〕c－30  

2．4．2 釧路湿原の火災に係る生態影響等調査  

〔担当者〕生物 圏環境部：岩熊敏夫・野原精一・  

社会環境システム部：安岡喜文・山形与志樹  

〔期 間）平成4年度（1992年度）  

〔内 容）平成4年11月2日に，釧路遇原の北斗地区で  
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2．5 国立横関原子力試験研究費による研究  

2，5．1標識化合物利用による環境汚染のモニ  

タリング手法の開発に関する研究  

（1）植物関係  

〔担当者〕生物圏環境部：古川昭雄  

〔期 間〕昭和63年度～平成4年度（1988－1992年度）  

〔内 容〕本研究では，（1）根系から吸収される窒素  

を15Nでラベルし，大気中から吸収したNO2の窒素に  

よって希釈される度合いによるNO2汚染度をモニターす  

る。（2）植物体中の安定同位体の変化を調べることに  

より，汚染環境の植物体への影響を明らかにする手法を  

開発することを目的とした。  

（1）15N希釈法によるNO2汚染度の評価   

水耕栽培したヒマワリとトウモロコシをNO∫汚染度の  

高い地点（府中市），比較的低い地点（つくば市），およ  

ぴNO∫を権力除去した人工気象室に配置して15N希釈法  

によってNO2吸収速度を測定した。その結果∴ヒマワリ  

でもトウモロコシでも，NO∫汚染度の上昇とともにNO2  

吸収速度が増加した。NO2吸収速度と測定局によって測  

定された積算NO2濃度との間には相関関係が見られた。  

この結果は，NO∫で汚染された大気中には植物体に吸収  

されないNOが相当長倉まれているにもかかわらず，植  

物を用いて長時間にわたる大気のNO∫汚染度を測定でき  

る可能性を示唆するものである。  

（2）∂13c（二よる樹木衰適度の評価   

樹木衰退度と∂13cの関係を求めるために，神奈川県  

の大山に分布する衰退度の異なったモミから成長錐を用  

いて年給を採取し，年給解析と依頼分析による13cの測  

定を行った。束退度は，目視によって枯死もし〈は枯死  

寸前の木を衰退度九 梢端が損傷を受け針葉がまばらに  

しか着いていないのを衰退度中．健全もしくはほとんど  

針葉が掛傷を受けていないのを衰退度小として3段階に  

分けた。その結果，束退度が大ヤ中のモミの年輪幅は  

】950年代より小さくなる傾向を示した。年輪解析の結果．  

SO2との間に高い欄間が見られた。とりわけ衰退度小で  

は高い相関が見られた。しかし，NO2濃度との間にはあ  

まり高い相関が見られなかった。年輪幅指数と∂1ニ5cの  

関係は解析中である。  

（2）微生物関係  

【担当者〕水土壊囲環境部：有岡典子・矢木修身一  

内山裕夫  

〔期 間〕昭利63年度一半成4年度（1988－1992年度）  

〔内 容〕本研究では，微生物濃縮を利用した放射性セ  

シウムの除去およびモニタリイグ手法の開発を行う。本  

年度は，カリウム，ルビジウム1†某り込み速度の測定方法  

を確立し，セシウム静矧乳肋血mm飢叩助ゆ血CS98，  

肋ひ血躍CIJ5Sp，CS402．の2株についてセシウム，カリ  

ウム，およびルビジウム等の1価カナオンの取り込みの  

動力学的検討を行った。培養したセシウム蓄積菌を姐胤  

洗浄後．各濃度のカチオンを含む反応椎に懸濁し，25℃  

で反応を行っ．た。この反応液の一部を彊時的にろ過し，  

ろ液および両体のカチオン濃度を測定し，カナオン取り  

込み速度を求めた。   

CS98株，CS402株のカチオンの筒体への椒り込み呆は  

反応開始10分緩までは綻時的に増加し，その後取り込み  

速度は減少した。反応開始10分以内の助けd肛8CCllぶ  

叩〃けゆJiぶCS98株，斤加山肌帰一｛S Sp．CS402株のカナオ  

ンの取り込みはMichaelisMelltCn型の反応様式を示し，  

肋od∝OCCMぶのツ拍呵OJfsCS98株のカナオンに対するKm値  

は，セキウム，カリウム，ルビジウムそれぞれ1弧 65，  

102／ルⅠ，桐山αOCCl15Sp．CS402株では216，39，72′′′M  

であった。CS98株，CS40Z株共にカリウムに対して最も  

親和性が塙く，セシウムに対して親和性が低いことが明  

らかとなった。VmaxはCS98株では16，26，17／‘mnles／  

mingdr）・Cells，CS402株では5．9，25，22／‘mOles／m血・g  

〔1rycellsでカリウムに対して最も早い速度を示すことが  

明らかとなった。また，伽odo川Cど－∬首町肋町匝抽CS98株  

のセシウムの取り込みはカリウム，ルビジウムによって  

浩抗的に阻零され，そのl阻害定数は62／‘Mであった。  

この他はCS98株のカリウムに対するKm値の65／（htと  

ほほ等しく．このことから，カリウムとセシウムは同一－▲  

の輸送系によって輸送されているものと考えられた。   

これまでカリウムの輸送系によるセシウムの輸送が報  

告されているβ加瑚ざg≠d珊lの1α∫CゆStl加〃のセシウムに  

対するKm佃は3，000／ノM，また上．α両で，唯一セシウム  

を輸送することが報告されているKup系のKm値は  

5．000／JMと報告されており，CS98株，CS402株のセシ  
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（2）動物影響関係  

〔担当者〕環 境 健 康 部二高橋勇二・遠11」千春・  

青木康展・国本 学・  

持立党身  

地域環境研究グループ：米元純三  

【期 間〕平成元年”5年皮（1989－19如年度）  

〔内 容〕環境汚染物質には生体に酸化的傷諾を与える  

化学物質が少なくない。したがって，憺化的傷害によっ  

て誘き窪される遺伝子とその産物は，環境汚染物貿の鋭敏  

な生物学的指標となる可能性がある。glutau＝One  

StranSferaseは生体内の抗酸化分子として韮安なグル  

タチオンの代謝に関与している。この道信子の過酸化水  

素による誘導の解析からantioxidantrcsponsiveclemerlt  

が見いだされた。この配列はgamma－glt】tamyltra11SPCP－  

tidasc（GGT）退伝子の5’一フランキング領域にも見いだ  

され，CGTは酸化性汚染物質暴露の生物指標となるこ  

とが予想される。そこで，ラットにNOzを暴露し，肺  

のGGTの発現を検討した。   

肺のGG′r活性は2週IEijの10ppmNO2暴露により対照  

群の2倍に増加した。次に，CCTをコードしている3  

種のmIモNAに特異的なDNAオリゴマーを利用したポリ  

メレース連鎖反応法と［32P］一核酸を利川したサザン  

プロテイング法を用いて，肺がGGT翻訳に利用してい  

るnlRNA桂を決定した。この結果，対照郡のラット肺  

は肝臓型のGGTmRNAを発現し，NOz暴露を受けたラッ  

トは肝臓塑に加え腎臓型のGGTmRN＾を発二呪していた。  

これらの結果より腎臓塑GGTnlRNAの発現は酸化性汚  

染物質暴露の高感度な生物影響指標となる可能性が考え  

られた。  

2．5．3 有毒アオコが生産する毒物質の標識化   

ノ とその生体影響作用機構に関する研究  

〔担当者〕化学環境部：彼谷邦光・佐野友春  

生物圏環境部：渡辺 侶・高村典子  

（期 間〕平成2～6年度（1990～1994年度）  

〔内 容〕富栄養化の進んだ我が国の湖沼で有毒アオコ  

が大発生していることが明らかにされている。最近，有  

権アオコの碍成分の化学構造が明らかにされたが，この  

な物質の毒性発現機構についての研究はまだ始まったば  

かりである。本研究では，有毒アオコ細胞および毒物質  

の生物影響を定性的に把捉するために，それらをラジオ  

アイソトープ標識して，諺性発現機構を解明することを  

ウムに対するKm値はこれらの報蕾に比べて小さ〈，セ  

シウム蓄積薗，特宣斤血血w棚＝サ伽ゆ狛 CS98株はセ  

シウムに対して著しく親和性の高い輸送系を保持してい  

ることが明らかとなった。  

〔発 表〕g－41  

2．5．2 遺伝子レベルでの環項汚染の生体影響  

の高感度検出法に関する研究  

（1）植物影響関係  

〔担当者〕生物l笥環境部：久保明弘・青野光子  

地域環境研究グループ：近藤植朗・佐治 光・  

中嶋信美  

〔期 間〕平成元年－5年度（1989”1993年度）  

〔内 容〕植物は大気汚染によ，るストレスを【亘】適するた  

め，大気汚染ガスの解毒経蘭の酵素を′誘導して対処して  

いる。本研究では大気汚姜如こよるストレスを■．ピ亮感度で検  

出するため大気汚淡ガスによって誘導される解な酵素を  

植物以外の生物からクローン化し．その遺伝子を植物に  

導人して，大気汚臭ストレス耐性の柄物を作出し，導入  

した遺伝子をブロープとしてストレスを定量化すること  

を目的としている。本年度は以下の結果を得た。   

（1）大気汚染で誘導される解毒酵素の－ノつであるグ  

ルタチオン還元酵繋のcr）NAを酵母からクローン化する  

ため，酵母のcl）NAライブラリーを作成し，酵母のグル  

タチオン還元酵素に対する特異抗体で，約20万のコロ  

ニーを選抜した結果，抗体と強〈反応する2つのクロー  

ンを窄妄た。そのうち片方は，大腸偶にぢ己現させると強い  

グルタチオン還元酵素の清一性が出現することから，ク  

ローン化したcDNAがグルタチオン還元酵素をコードし  

ていることが確認できた。   

（2）クローン化したcDNAの長さを調べたところ一  

つは1．65kbpで．コードしているタンパク質の大きさは  

47kI）aで．ほほ全長錯のcDNAがクローニングできたと  

考えられる。もう→つのクローンは抗体と強く反応する  

30kl）aのタンパク質をコードしていることから，グルタ  

チオン還元酵素の－・部をコードしているcDN▲Aであると  

考えられる。   

今後はクローニングしたcl）NAの塩基配列を決定して  

全長鎖の。DNAがクローニングされ七いることを確認す  

る。次にこのcDN几をマーカー遺伝子とした組換え植物  

を作成する予定である。  
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られた。しかしながら，毒性を持った標識化ミクロンス  

ナンの合成という目的は達成されなかった。そこで新た  

な標識化の方法の検討を行い，メルカブタンの付加反応  

が有効な方法の一つであるとの結果を得た。また，ウズ  

ラを用いた毒性試験ではほ乳動物とは異なり，ミクロシ  

ステンによって肝臓ではなく，脾臓の肥大が観察された。  

目的としている。本年度は前年掛こ引き続きミクロシス  

ナンの標識化方法の検討を行った。前年度合成を行った  

メチル化ミクロシスナンの毒性をマウスを用いて調べ  

た。メチル化によって，ミクロシスナンの毒性がほとん  

ど消失した。このことはミクロシステンの遊離カルポキ  

シル基が毒性発胡に関与していることを示すものと考え  
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2．6 科学技術振興調整費による研究  

2．6．1総合研究  

（1）生体の分子レベルにおける高感度・高分解能非破  

頓計測技術の開発に関する研究   

一三l三体物質の構造・代謝の解明のためのNMR技術の  

高度化に関する研究（安定剛立体利用高感度NMR技術  

の開発）一骨体用NMR測定技術の高度化および生体内  

物質代謝・機能等の解析技術の開発∵欄一磁場勾配法に  

よる高分解能・高感度月胞化技術の開発一  

〔担当者〕環境健康部：三森文行  

〔期 間〕即j和63年度～平成5年度（1988－1993年度）  

〔内 容〕生体の組織や物質が，物質・エネルギー代謝，  

情報処理機能等において示す柘度な生命活動の機構を解  

明するためには，生体の分子レベルにおける非破壊的計  

測・解析を可能とする，新たな技術の開発が求められて  

いる。本研究ではこうした要諸に答えるべく，NMR測  

定技術の高度化を図り，細胞から丸ごとの個体にわたる  

生体を生きた状態のまま計測し，その代謝反応速度を解  

析する手法の閲発を行うことを目的とする。   

本年度は削l期よりl朴始した，′主次元にラジオ披磁場  

勾配（Bl磁場勾配），第2，節3次元に静磁場勾配（B－－  

磁場勾配）を利用するハイブリッド±皇1のプロトンの3次  

元局在化測定法の高度化を行い，生体内の微小領域から  

のNh1R信号を選択的に測定する技術をさらに進めた。  

特にご現在の局在化性能を制l狼しているB口磁場勾配パル  

スの応答速度を改崩するために，磁場勾配発生装躍滝自  

己シールド型に改造し，パルス波形を渦砧満の発生が最  

小となるように整形最適化を行った。これらの改善によ  

り，B。猿場勾配パルスの応答速度は従凍の数10ミリ秒か  

らlミリ秒へと大幅に故華され 副次元の崗在化性能が  

向上した。さらに，寺針音変調ラジオ波パルスとBn磁場  

勾配を射み合わせて縦磁化を雛似飽和させ不安部位の信  

号を消去するプナ法を三iニ次元にも併川することにより，三t二  

体のプロトン抑MR拙走上で大き丘障宮となる皮下脂肪  

からの信・ぢ▲を†i雄一‘二選択的に取り除〈ことが可能になっ  

た。これにより，脳の機能党胡との利＝凋がらその変動に  

興味が持たれている乳酸メチル基の微小なイ計〉；をラット  

行ぃ再1岬脳において高い精度で測定することに成功した。  

〔発 表〕＝5，48，仁一50，・54，55，57  

（2）砂漠化機構の解明に関する国際共同研究   

①半乾燥地での生態系維持機構およびm複機構の解明   

一人二1二環境下での柄物の環境耐性反応及び∠一三理生態機   

能の実験的解明－  

〔担当者〕生物圏環境部：大政謙次・名取俊樹・  

戸部和夫・山中 浄  

〔期 間〕平成元年～4年度（1989～1992年度）  

〔内 容〕本研究は，地球規模の環境問題の－一つである   

砂漠化の機構解明を中国科学院との共同で，当研究所の   

生物環境実験施設を用いて行うことを目的としている。   

本年度も前年度に引き続き中国の内モンゴル自治区と新   

張ウイグル自治区の砂漠†ヒ地域に生育する柄物種を導入   

し，それら植物の栽培儀を検討した。さらに，中国科亘   

院の植物研究所と新彊生物土壌砂漠研究所の研究者を招   

へいし，砂漠植丑の隊前期こ生育している沙米等中国の   

砂漠化地域に生育する植物の生理生態機能を調べた。得   

られた成果を要約すると以下のとおりである。①本年度   

までに，約30棟の中国植物が収集でき，かつ，これら植   

物の栽培法が確立した。①流動砂丘域に生育する沙米と   

固定砂丘城に生育する五星常について，水ストレスに対   

する抵抗性を比較したところ．沙米の方が軽度の水スト   

レスで光合成速度が駄‾卜することが明らかとなった。③  

l付回の砂漠地での分・布城が異なる白稜稜と校按につい  

′ て，水ストレスによる光合成速度の低下程度を比較した   

ところ，自校接に比べて接接の方が低下し稚かった。   

〔発 表〕H－25，h－28～31   

⑦砂漠化機構解明のためのシミュレーションの検討   

一植物群藩帯での徴曳く象，環境のパラメーター化¶  

〔担当者〕水土壌l巷l環境部：大坪馴旧  

大京．岡環境部：花崎秀史・北本茂記  

社会環境システム部：須賀イ申介  

〔期 間〕平成：う～4年度（ユ99ト1992年度）  

〔内 容〕本研究の目的は，（D軌如吏での地物群落の環  

’境緩衝機能を評価できる群落端＝周辺の微気象数理モデル  

の作成，③頑衡機能のシミュレーションの実行，③その  

結果をワークステーション等上で可視化するシステムの  

開発である。   

本年度は，前年度までにIi巨i発された数偵モデルをもと  

－6】－   



に地表面での熱収支モデルの改良を行うとともに，複維  

地形上での陸面過程を含む高次の乱流クロージャーモデ  

ルであるHOTMAC（HigherOrderTllrbl】1el－CCModelfor  

AtmosphericCirculation）を利用し，ワークステーショ  

ン上でシミュレーションを行い以‾ドの点について検討し  

た。第1に，乗面積密度（LAl．Lcaf＾reaIndex）と風速・  

温度プロファイルの関係を植生分布密度を変化させて，  

LAIと群落内外での風速・温度プロファイルの閲係を検  

′討した。第2に，植物群落上流部から発達する内部境界  

層が局所的気象条件に大きな効果を持つことから，砂漠  

域での内部境界層の発達過程を調べた。特に夜間の安定  

層と日中の混合層の発達時を中心として検討した。  

〔発 表〕f－36  

ロゾルの成因の原l勾物質の化学的挙動解明に関する研究  

〔担当者〕地球環境研究グループ：秋元 繋・横内陽子  

〔期 間〕平成2｛6年度（1990”1994年度）  

〔内 容〕北棟域で春季に観測される地表オゾン減少と  

大気中ガス状布機物質の関係を調べるために，カナダ・  

アラート（北総82．50，西鰹62．30）における日本カナ  

ダ合同大気観測（日の出後）に参加し，自動濃縮／キャ  

ピラリーGCルISシステムを用いて大気中ブロモホル  

ム，ジプロモメタン，ジメチルスルフィド，ヨウ化メチ  

ル，トリクロロエチレン等15種頒のガス状有機化合物の  

連続測定を行った。その結米，4月1－14日の測定期間  

中に258机の測定データが得られて．ガス状有機化合物  

の多くのものが，オゾン濃度と顕著な相聞をもつことが  

明らかとなった。特に，トリクロロエチレンはオゾンと  

強い正の相聞（R＝0．90）を示し，イソペンタン，rrブ  

タン．テトラクロロエチレンもオゾンと似た変動傾向を  

示した。アセトンと漸羊壬1二物起源のプロモホルムはオゾ  

ンと負の利関を示した（それぞれR＝一0．90，0・訂）。  

以上の観測結米と気象データ等を併せて解析した結果，  

北極海上に停滞する気団l勺でオゾン破壊と共に反応性ガ  

ス状有機物質の酸化反応が起こっていることが明らかと  

なった。今後．この反応を特定してオゾン破壊に対する  

影響を評価するための化学反応モデルを構築する予定で  

ある。  

〔発 表〕A－80，81，a－125  

（3）新しい植物実験系開発のための基盤技術に関する  

研究   

一環境応答機構解明のための実験系の同党一環境耐性  

解析用実験系の開発と環境耐性機構の解析  

〔担当者〕地域環境研究グループ：近藤矩朗・佐治 光・  

中嶋信美  

生物，囲環境部：久保明弘・青野光子，  

〔期 間工平成2”4年度（1990～1992年度）  

〔内 容〕環境ストレスによる植物の障害には活性酸素  

が関与していると考えられており，活性恨射肖去系酵素  

が植物のストレス耐性に亜要な役割を果たしている可能  

性がある。そのような酵素の一・つであるアスコルビン酸  

ペルオキシダーゼ（APX）の役割を解明するため，そ  

の酵素の遺伝子レベルでの研究を行っている。   

前年度シロイヌナズナのゲノムDNAライブラリーか  

ら単離したAPXのクローンについて，本年度はその  

Ⅰ）NA塩基配列を決定し，APX遺伝子の構造逐明らかに  

した。この遺伝子は，細胞内のサイトゾルに存在する  

APXアイソザイムの暗号を所持していることが分かっ  

た。   

また，大気汚染ガスのオゾンとの接触により，シロイ  

ヌナズナの乗中で，サイトゾル型APXの量が増加する  

ことが分かった。  

（5）ファジィシステムとその人間・自然系への適用に  

関する研究   

人間の知的惰灘処理過程及び自然現象・社会現象の解  

明自然現象の解明：広域大気汚染シミュレータの開発  

（担当者〕地球環境研究グループ：森田恒華  

甲斐沼美紀子  

〔期 間〕平成4－5年度（1992－1993年度）  

【内 容〕本研究はファジィシステムとその人間・自然  

系への適川に閲する研究のサブテーマである自然現象・  

社会現象の解明のうち，Jム城大気汚染予測シミュレータ  

の開発に閲するもので，フ7ジィ理論を適用した体系的  

予測支援システムを開発することを目的とする。近年，  

急速な都市化による広域的な環境変化や地球規模の環境  

変動が世界的な問題となっているが，この飾の変化は気  

臥 水【乳 地囲，牡q別軋 社会鹿済笥の広範囲な領域に  

またがった複雑な現象であり．本官印勺にあいまいな要素   

（4）北極域における気圏・水匿い生物圏の変動及びそ  

れらの相互作用に関する国際共同研究   

北極域の気圏における諸現象に関する観測研究一極城  

のエアロゾル及び大気微量成分物質に関する研究エア  
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、′  

気物理量の高精度測定手法の開発－オゾン層変動の解明  

のための大気センサデータの複合利用技術の開発一  

〔担当者〕地球環境研究グループ：佐野賽弘・鈴木 睦・  

横田達也・中根英昭  

大気 国環境部：杉本伸夫  

〔期 間〕、平成4－6年度（1992”1994年度）  

〔内 容〕ADEOS搭載の火気センサ（11JAS．R】S，lMG．  

TOMS．POLDER）から得られるオゾン，エアロゾル等  

の大気微量成分データを複合的に用いて地球規模大気環  

境動態，特にオゾン層の変動現象を総合的に解明するの  

に必要な基盤技術の開ぢ己を目的とする。ADEOS搭載の  

各種センサデータ及び関連データ（気象データ．地＿1ニベー  

ス観測データ等）の複合利用を可Ⅶ如こするため，高次デー  

タ作成用アルゴリズムの開発，データベース化の検討，  

閑適データの検索・複合分布図の作成等のオゾン層解析  

支援システムの構築を行うために必要な基礎調査を行  

い，システムの概念設計を行った。  

〔発 表〕A－19，a31，37，39，41，44，48，128”  

130  

を含んでいる。このため，広域的な環境の変化の予測に  

は，広範囲の領域の数値データや朝一可約知見を体系的に  

解析するとともに，予測モデルの作成・運爪の過程で  

ファジィ理論を導入することが必要不可欠である。   

本年度は，シナリオ設定エージェントを用いて環境計  

画策定に関する政策変数・目標変数の参照軌道の設定が  

行えるようシステムを改良した。本インターフェースを  

通じて，ユーザーは自分の考え方をシステムに伝送して，  

システムはユーザーの設定によって，適当なシナリオ設  

定データファイルを作り．シミュレーションモデルとシ  

ナリオ分析モデルに壮快するとともに，常識血儲によっ  

てユーザーの設定したシナリオを修正できるよう要求す  

ることができるようになった。また，いくつかの属性を  

持つ評価対象をフ7ジイ測度を用いて総合的に評価する  

ため，ファジィ測度の同定手法及び評価モデルについて  

検討し，ファジィ積分を用いた環境総合評価が行えるよ  

うになった。  

【発 表〕A－9，98，ニl6～9  

（6）創造的研究開発支援のための自己組織型情報ペ一   

女システムの構築に関する研究   

情報ベースとその高度利川に関する研究一地球観測  

データによる熱収支情報ペースの構築と利用の研究  

〔担当者〕水土壌圏環境部：宇都宮陽二朗・恒川篤史  

〔期 間〕平成3－5年度（199ト1993年度）、  

〔内 容〕地球環境の解明には基礎情報の取得が薫安で  

ある。本研究は水温情報ファイル等の地上掛則情報と衛  

星観測データをもとに．日本とその周辺，東アジアをカ  

バーする広域の熱収支情報ペースの構築とそれに基づく  

熱環境解析を＝的とする。本年度は日本における水温観  

測システムと水温観測地一・‡にかかる基億情報の検索シス  

テムを拡張し，地図化サブシステムおよび，NOAA衛  

星の補正システムを構築し，両システムのリンクをL窒】っ  

た。なお，LANDSATのTMデータを用いた地表温度お  

よび気温の広域補間と解析結果を報告し，本システムの  

先掛l勺研究とした。  

〔発 表〕g－】7  

（釘熱帯地域の環境変動に閲する国際其l司研究   

熱帯生態系変動の把握方億の開発一現存植生分布の変  

動把握手法に関する研究一  

〔担当者〕社会環境システム部：安岡喜文・日付正行・  

山形与志樹  

地球環境研究グループ：宮崎忠国  

〔期 間〕平成4－6年度（1992～1994年度）  

（内 容〕人二亡衛星ERS，」－ERSに搭俄されているマイ  

クロ波センサ（SAlモ）及び高分解能光学センサ（OPS）  

等を主に利用して熱帯地域における地表面特性，特に現  

存植生の現況とその変化を把擁するための手法の開発を  

行うことを目的とし，以‾卜の成果を得た。  

1）筑波地区において現存植生，標高等のデータと  

ERSTl，JERS▼1のSAR画像 及びLANDSAT TM画像  

を重ね合わせ，植生等の地表面特性がS八R画像に及ぼ  

す影響を定量的に評価した。   

2）スペックル雑音が多く従来からの統計的な土地被  

複分類手法の適用が困難なSAlぐ画像に対して，地表面  

対象空間特性を利用してこ■れを分類するためのテクス  

チャ解析手法を検討した。  

〔発 表〕c－19．20  

（7）マイクロ波センサデータ利用等によるリモートセ   

ンシンク高度化のための基盤技術開発  

①リモートセンシングデータの複合利用技術の開発  

複合センサによる物理量の高梢斬則左手法の開発一大  
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2・6．2 国際流動基礎研究（省際基礎研究）  

（1）微小試料中の元素の存在量および同位体比の精密  

測定法の開発と応用  

〔担当者〕化 学 環 境 部二凍肌当敏・伊藤裕康・  

西Jll雅高・岩永 淳・  

湖山春彦・柴冒陳行  

地球環境研究センター：植弘崇嗣  

〔期 間〕平成2－4年度（1990－1992年度）  

〔内 容〕物質ヤ生体の物性や機能性を特徴づけている  

のは．バルク元素斉よりも，むしろ表面や局所での存在  

や存在形態であることが明らかとなってきつつある。こ  

のようなミクロ構造を明らかとするため，超i奇感度な局  

所分析法また元素の同位体比，分布状態を可視化するた  

めのイメージング等，新たな機能を持つ元素介析法が必  

要となっており，本研究はその開発を目的としたもので  

ある。本年度は徴′ト試料中の超高感度元素分析法の開発  

のためのレーザーアプレーション高分解能質量分析計を  

完成させた。これを用いて気化率の測定及び，い〈つか  

の応用研究を行った。  

〔発 表〕D－9，d2，7，74  

2．6．3 重点基礎研究  

（1）微生物機能を利用した先端有害化学物質分解に関  

する基礎的研究  

〔担当者〕水土壌一朝環境部：矢木修身・内山裕美・  

冨岡典子・ 小沢秀明・  

lF州二 幣・服部浩之  

地域環境研究グルー7b：岩崎一弘  

〔期 間〕平成4年度（1992年度）  

〔内 容〕先端有害化学物質を微生物を用いて分解・除  

去するために，揮発性有機猛凛化合物分解菌である  

〃gJ／り′加γ∫H∫Sp．SLrain Mの分解酵素であるメタンモノ  

オキシゲナーゼに着目し，その諸株質および機能を明ら  

かにし，分解最適条件について検討を加えた。  

1）トリクロロエチレン（TCE）をはじめとする揮発  

性有機塩素化合物の好気的分解に関与する可溶性メタン  

モノオキシゲナーゼ（sMMO）を．TCE分解菌MeEhyLo  

り・Stissp．strainM（M株）より単願・精製した。SMMO  

は3つのコンポーネント（Ⅰ，nおよびⅦ）からなるマ  

ルチコンポーネント酵素であり，nおよぴⅦを電気泳動  

約に単一となるまで橘梨した。客コンポーネントの役割  

を検討した結果，［はヒドロキシラーゼ，ⅢはNADH  

依存性レダクターゼであり，ーはsMMOの活性発現に  

必須ではないが，皿＋Ⅲ系に添加することより活性は大・  

（2）海洋円石藻の炭酸塩鉱働形成と海洋炭素循環横儲  

に関する基礎研究  

〔担当者）水土壌陶環境部：渡辺正孝・高松武次郎・  

原田茂樹  

地域環境研究グループ：木幡邦男  

地球環境研究グループ：切フ」正行  

〔期ノ間〕平成4－6年度り992－1994年度）  

〔内 容〕海産円石藻は光合成により二酸化炭素を固定  

すると同時に炭酸カルシウムを形成し，鱗什として細胞  

外掛二苗模する。Pj石藩の炭酸カルシウムは海洋中の主  

要な炭酸塩鉱物であるがその海洋炭素循環における位饉  

づけは明確ではない。本年度は大型純粋培養基箔せ川い  

て代表的海雇円石藻且雨抽血烏加扉函の培養を行い，良  

好な増殖（〃＝0．6da）▼‾】）を得た。さらに大気剤CO2  

濃度測定，海水中全炭酸濃度測定，Ⅰ洞測定，細胞内炭  

素鼠 溶存態有機炭集蓑測定手法の精密化を行った。ま  

た炭酸カルシウムとイi一機物との分両フナ法について検討を  

行い，不純物の混じらない炭酸カルシウム採光法につい  

て検討を行った。13c匝‖il二体比測定のためのガス化ライ  

ン．安定同位体署長分析計の精度検討三を行った。  

帖に上昇することにより調節タンパクと考えられた。   

2．）ヒドロキシラーゼおよびレダククーゼの物理化学  

的諸性質について検討し，それぞれのサブユニット構造，  

分子量，等電点，金属含有畏および補欠分子間を明らか  

にLた。また，N末端アミノ酸配列を解析した結果，同  

じくTCE分・解ii日量三をイi一す怖坤ゆ血肛＝流血小雨㈹  

OB3bとi；’占い利＝司性を示した。   

3）トリクロロエチレンはNl株のsMMOにより，ク  

ロロシフトを一乏けてクロラールに変換されるとともに，  

エポキシ化されてトリクロロエチレンオキシドを丑二じ  

た。前者■はさらにトリクロロ酢俄に恨化され，後者は・・・・・  

酸化炭素，ギF軋 グリオキシル酸，ジクロロ酢酸を粁て  

二酸化炭素に無機化されることが判明した。   

4）トリクロロエチレン分解1某＝まsMMOの壬l三成4i≧が  

増加すると向上し，血lMO生成岸は∠一朝環脚いの鋼濃度  

に著しく揖轡を受け，低濃渡ほど増大することが明らか  

となった。したがって，M株の分解能を高めるために  

は汚染水中の銅濃度を虹卜させた方が有効であることが  

示された。  
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〔発 表〕G－8，1ト13，35，40，42，43，g8，1ト14，  

二47，48，52－54，57  

］烈肺胞上皮細胞に移入し不死化lI型細胞を作製する実  

験が進行している。  

【発 表〕e41  

（2）大気汚染物質による肺の偽書過程を探るための肺   

胞上皮モデルの開発．  

〔担当者〕環境健康部：持立克身・高橋勇二・  

平野端史郎・古山昭子  

〔期 間〕平成4年度（1992年度）  

〔内 容〕大気汚染物質が肺胞上枝に傷害を与える過程  

を解析するため，］烈肺胞上皮細胞，肺線維芽細胞，ま  

たは肺胞マクロ77－ジを，肺胞の構造を模倣して共同  

培養するフナ法を検討した。また，この実験系を用いて細  

胞間相互作用を検討した。  

1）株化n型肺胞上皮細胞を，単独または線維芽細胞  

に重層して培養し，山型細胞が本来の形態を発現できる  

培養条件について検討した。株化u塑㈲】胞は，線維芽細  

胞が存在すると上皮細胞の特徴である微絨毛を形成し  

た。また［型細胞の特徴であるラメラ体は認められな  

かったが，その原型である脂質液胞を多数形成した。こ  

のことは，ll塑1細胞の形質発現に線維芽細胞が関与して  

いることを示唆する。   

2）肺胞の問質中に存在するマクロファージの役割を  

明らかにするため，肺の線絶芽細胞と肺胞マクロフ7－  

ジを共同培養し，線碓井細胞の増殖に与える肺胞マクロ  

ファージの影軌二ついて検討した。線維芽細胞は，単独  

では約2日の増舶倍加時間で増殖した。しかし，肺胞マ  

クロフ7－ジ共存‾卜では，マクロファージが線碓井細胞  

に接着し，線維芽細胞の増殖は完全に抑制された。この  

ことは，問質の線維芽細胞の増殖はマクロファージに  

よって抑制されている可能性を示唆する。   

3）肺胞マクロファージを1聖に頬似化した株化u丑l阜  

上皮細胞上で共同培養し，肺胞マクロファージと肺胞上  

皮細胞の接着に及ぼすリボ多糖の影響を検討した。微量  

のリボ多糖存在下で，n型細胞に対する肺胞マクロ  

ファージの接着細胞数が増加した。このことは，肺胞に  

侵入した微王l二物から遊離したリボ多糖が，肺胞マクロ  

ファージと上皮細胞の接着を修飾する可能性を示唆す  

る。   

4）初代円型肺胞上皮細胞を形質が保持された状態で  

不死化するために，温比感受憮SV40LargeT抗原め遺伝  

子，及びネオマイシン耐性遺伝子を単離し，これをプラ  

スミドに連結して増幅調製した。これらの遺伝子を初代  

2．6．4 個別重要国際共同研究  

（1）中国における大気汚染による健康リスクと公害防  

止に関する日中共同調査研究  

〔担当者〕地域環境研究グループ：安藤 満・松本幸雄  

環 境 健 康 郡：山元昭二・田村憲治  

〔期 間〕’平成3－4年度（1991～1992年俊）  

〔内 容〕埋蔵量の豊富な石炭に依存した中国の急速な  

工業化は，中国各地において浮遊粉じんと硫黄酸化物を  

中心とした深刻な大気汚染を起こしている。平成3～4  

年度，本研究課題を中国予防医学科学院と共l司して実施  

し，北京苗を中心に大気汚染と屋内汚染の状況を調査し  

た。調査は北京市の石炭，石炭ガス，天然ガス使用地区  

に調査家屋を配 置し，夏期の非暖房期と冬期の暖房期に  

実施し，石炭燃焼に伴う激甚な大気汚慄の状況を明らか  

にした。   

先に開発した携帯用の大気中浮遊粉じん測定用サンプ  

ラーと硫黄酸化物および窒素酸化物等の汚染ガス測定用  

パッシブサンプラーを用いて，大気汚染の状況の異なる  

北京市の3地区において，粒子状およびガス状大気汚染  

質の家屋内外濃度を測定した。大気汚染ガスに関しては  

個人サンプラーを用い，調査3地区の学菜を対象に，大  

気汚染質への個人暴露韮調査を並行して行った。   

同時に，中国予防医学科学院と共同して完成した呼吸  

器症状に関する自覚症状調査票を用い て，3地区の学童  

を対象に調査した。この調査により石炭燃焼に伴う激甚  

な大気汚染と屋内汚染による個人暴露克と健康被宮の関  

係を解明することが可能となった。   

浮遊堪子状物質と硫黄酸化物濃度は，同時期に調査し  

た束京の幹線道路沿道に比べても数倍から十数倍の著し  

い汚染状慨を呈していた。3地区の中では石炭燃焼地区  

の大気汚染が最も著しく，石炭ガス，天然ガスの順に汚  

染が低減化した。また健康障害に結び付く激甚な大気汚  

染に並行して，家屋内戸j剃犬況も悪化している実態が明  

らかになった。一九 窒素酸化物の汚染状況は，東京の  

幹線退路手首二i道と同程度の汚染状況を貸していた。   

健康影響調査のため中国側研究者と協同で，■1】国の実  

状にあった自覚症状調査票を完成し，健康調査と偶人濃  

霧是調査を．学掛二ついて実施した。この共同研究により  
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明らかとなった石炭燃焼に伴う粒子状およびガス司犬大気  

、汚染質への暴露状況については，国際学会および国内学  

，会において日中共同で発表した。  

この共同研究の成果は．中国における適切な公害防止   

策確立のための科学的判断基準として生かされつつあ   

る。この研究により，化石燃料特に石炭燃焼に伴う大気   

汚染による健康リスクの予測と評価の国際共同研究を促   

進し，中国をはじめ多くの発展途上国の公害と健康被害   

防止に努める必要があることが判明した。   

〔発 表〕b－1，4  

（期 間〕平成2～4年度（1990－1992年度）  

〔内 零〕紫外線，水欠三乙 大気汚染，イオン欠乏等の  

環境ストレスを受けた植物における活性酸素生成と活性  

酸素解毒系との関係に関して以‾ドのような成果を得た。  

1）植物某を水欠乏ストレス下におくと，活性酸素種  

の一つである過酸化水素が蓄積することを見いだした。  

この水欠乏葉においてフリーラジ カルが生成しているこ  

とをESRで証明した。また、水欠乏下におかれた植物  

においてグルタチオン還元酵素やトコフェロールなどの  

活性酸紫解毒物質が増加することも確認した。   

2）亜硝酸と過酸化水素を複合で与えたとき紺胞母性  

が相乗的に高まることを見いだした。この毒性は酸性域  

で高いことも見いだした。野外で生息する植物の菓で亜  

硝酸と過酸化水素がこの笑顔条件と同じ濃度で存在する  

ことから，この複合影響が酸性雨による植物障喜と関係  

している可能性がある。   

3）高等柏物の活性酸素解毒系酵素の組織特異性を調  

べるために，葉と板のグルタチオン還元酵素を単離し，  

その性質を比較検討した。両者は等電息 至適pH，ア  

ミノ酸組成，N一末端付近のア．ミノ酸配列等の性質にお  

いて異なっていたが，免疫化学的性質，反応速度論的性  

質においては類似していた。   

4）紫外線や過剰の重金属にさらされた植物において  

活性酸素解毒系酸素や未知のタンパク質の誘導吐合成が  

観察された。  

〔発 表〕H－1．15，17，h－16  

（2）コケ植物を指標とする地球環境酸性化過程の解明  

〔担当者〕地球環境研究グループ：佐竹研一  

〔期 間）平成4年度（1992年度）  

〔内 容〕．本研究課題は日本とフィンランドとの間の貿  

易経済協議に基づく科学技術協力，協力研究課題：  

Accumulation（）f heavy metals by bryophytesin acid  

environment，の推進のため行われたものである。1992  

年10月にはヘルシンキ郊外のLammj Bjo】ogjca】S融on  

（IietsinkiUniversity）を訪れ，コケ植物ヤ酸性湖沼の  

調査を行い，同年12月にはViiviVirtanenが日本を訪れ，  

屋久島および北九州市で指標コケ植物に関する共同研究  

を行った。屋久島では特にカガミゴケ（βγ0伽γβ肋  

力♂乃仰ゴり に注目しその採取を行う一方，北九州市では小  

倉八坂神社の境内で耐重金属・耐酸性コケ植物であるホ  

ンモンジ ゴケ（駄ゆ加西丑＝血山肌h）の採取を行った。  

その際，ホンモンジゴケ分布の経年変化と東金属汚染の  

桂年変化を探るため，陸上コケ植物群落ではほとんど行  

われたことのないコアサンプリングを行い．採取試料を  

層別に分別し1CP－AESを用いた重金属分析の分析試料  

とした。さらに北九州市ではホンモンジゴケを分解する  

耐重金属性の菌類を発見し，この菌類がホンモンジゴケ  

と同様多量の鋼を蓄積しているかどうか分析走査電子顕  

徴錠（ED－XMA）を用いて検討した。  

（2）植物の耐乾機能解明と砂漠緑化への応用に関する  

研究   

組胞機能の計測手法に関する研究－  

〔担当者〕生物圏環境闇：大政謙次・名取俊樹・  

戸部和夫  

〔期 間）平成3－5年鹿（1991－1993年度）  

〔内 容〕砂操化防止のためには，乾燥条件下における  

植物の耐乾機能を総合的に検討することが重要である。  

そこで，本地戚流動研究では∴光合成，蒸散；葉色，根  

茎伸長，気孔反応などの非破壊画像計測法を確立し，丑  

化学的な手法と合わせて酎乾機能の解明を行う。特に，  

当研究所では，植物の組織・細胞レベルでの非破壊計測  

法の開発とこの手法を用いた耐乾機能の解明に閲する研  

究を行う。本年度の研究成果は以‾Fのとおりである。   

菓の葉脈や支脈を介しての庄ポテンシャル（あるいは  

2．6．5 生活・地域流動研究  

（l）生物ラジカル計測とその応用技術に関する研究   

環境ストレスによる植物のフリーラジカル生成，毒性  

発現，解毒機構に関する研究  

〔担当者〕生物圏 環境部：田中 浄  

地球環境研究グループ：功フ」正行  

環 境 鍵 康 部二三森文行．  
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び脳神経系に及ぼす作用の検汁i系の作成を行い，これら  

の系を利用して植物Lll乗物質の生理活性の検討を青葉ア  

ルコールをはじめとした植物由来のアルコール類に関．し  

て検討し以下の結果を得た。  

11）呼吸器系への影響を検討する指標としての気道  

抵抗，気道反応性，平滑筋張九 平滑筋細胞の細胞内カ  

ルシウムイオンの測定弟を作成した。  

1－2）上記の系を用い，青紫アルコール等のアルコー  

ル類が気管平滑筋に及ぼす影響．アレルギー反応に及ほ  

す影響等に関して検討した。その結果，ヒスタミン，メ  

タコリン等により収縮した気管平滑筋を弛催する作札  

アレルギー反応といった複数の化学伝達の閲与により収  

縮した気管平滑筋を弛綾する作用，およびアルコール類  

の存在下ではヒスタミン等の化学伝達物質あるいはアレ  

ルギー反応による収縮反応を抑l【二する作用のあることが  

見いだされた。   

2）植物由来の物質が人の精神に及ほす作用（向精神  

作用），掛二抗不安・精神安定作用に閲Lて，動物の行  

動に与える影響の観点から検討することを目的とする。  

本年度は植物山東のアル占－ル禁則二関して検討した。マ  

ウスをコンフリ’クト（葛藤）状態にする方法はいろいろ  

あるが，本研究ではケラー型（レバー押し）とフォーゲ  

ル型（飲水）を用いた。これまでの結凍，ゲラ一理！では  

エタノールとテルペンアルコールの－・種であるゲラニ  

オールにコンフリクト減弱作用のあることが見いだされ  

た。この成績は，これらの物質が抗不安・精神安定作用  

㌢有する可儲性を示唆している。一方，青葉アルコール  

については，今のところ，コンフリクト滅弱作用は見い  

だされでいない。現在フォーゲル型の方法を用いて，こ  

れらの物質のコンフリクト減弱作用があるかに関して追  

試している。  

〔発 表〕E一柑，b76，e－18，20  

水ポテンシャル）の伝播の状態を画像化し，組織・細胞  

レベルでの水移動の機構と水ストレスに伴う光合成機能  

への影響を明らかにする目的で，植物葉の組織レベルで  

のクロロフィル蛮光誘導期現象を画像計測し，解析する  

手法を開発した。その結果，15／川1程度の空間解像度で  

葉の組織のクロロフィル誘導期現象を解析することがで  

きた。また，葉脈を切断することにより，インパルスの  

庄ポテンシャル変化を与えたところ，切断直後は切断箇  

所の周辺と先端部にかけて影響が観察され，柴脈にそっ  

て影響筒所が拡大していった。しかし，時潤の経過とと  

もにその影響の程度は徐々に軽減し，数日錯」後にはもと  

の状掛二回復した。  

〔発 表〕l卜6，7，9，11．h－12，15  

（3）琵琶湖を囁とする湖沼環境観測及び水質改善技術  

の高度化に関する研究  

〔担当者〕地球環境研究グループ：原島 省  

〔期 間）平成3－5年度（1991”］993年度）  

〔内 容〕琵琶湖のような水域で，遠隔計測手法を用い  

て環鳩項目をモニターする技術を進展させるため，2系  

統の観測を行った。第1は，赤外線ビデオカメラをヘリ  

コプターに搭載し，これによって得られた水滴温度分布  

の空間分布をリアルタイムでとらえる実験であり，平成  

4年2月に南湖で行った。第2は，航空機搭載型の  

MSSにより，可視および近赤外城のスペクトルをとら  

えることであり，平成3年10月に南湖から北潮へ縦断す  

るコースで行った。なお，本個別テーマは滋賀県琵琶湖  

研究所，滋賀大学との共同研究であり，全体テーマとし  

て柑93年庇には琵琶湖慢脛共同観測（別TEX）が計画さ  

れている。  

〔発 表〕a88  

（4）富山の自然生態からのバイオテクノロジーを用い  

た有用資源開発等に関する研究   

一薬用植物山東の生理・生物活性および検索法に閲す‾  

る基礎研究－  

〔担当者）環 境 健 康 部：小林隆弘・特許克身  

地域環境研究グループ：梅津豊司  

〔期 間〕平成4～6年度（1992～’1994年度）  

〔内 容〕植物由来物質群の生理活性として主に呼吸器  

系，脳神経系，免梗系に及ぼす作札 およびその作用機  

構を検討することを目的とする。本年度は呼吸器系およ  

（5）生活用水等を中心とした都市環境の浄化に関する   

研究  

（D水分離剤の有効性及び安全性の研究  

（担当者〕水土壌陶環境部：脚存守弘・小沢秀夫  

地域環境研究グループ：福島武彦・高木博夫  

〔期 間〕平成4－6年度（1992－1994年皮）  

〔内 容〕底泥の凌況や．余剰汚泥の増加に伴い，これ  

らの汚泥や泥から水を安全に，安価に，また迅速に分離  

する技術の開発が望まれてきた。神奈川県工業試験所の  
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グループは新たな発想に基づく水分離剤の開発に近年成  

功した。本年度は，神奈川県寒川浄水場において浄水汚  

泥の処理剤として上記水分離剤を用いたときの分離液を  

採取し，その化学特性，ミクロキスティスを対象とした  

生物影響に関して調査した。水分離剤は有機物を主体と  

しているところから，処理水の溶存有機物濃度が高くな  

る欠点はあるが，ミクロキスティスに対しては毒性は認  

められなかった。   

た成果は以下のようにまとめられる。   

生物膜プロセスのフラスコスケールによる基礎実験に  

おいて，有用微小動物としての有毒アオコ〟血叫岬厄  

リーわdf£等を捕食する凝集体摂食者貧毛類ペニアブラミミ  

ズん血蛸肌日払叫血血 ろ過摂食者輪虫類ヒルガタワム  

シP柚d血gり肋叫舶九αJ刑α，カビ臭姓成糸状藻類を捕  

食する繊毛虫類Tγl伽g丁稚け∫上州lαCllCM仙J混∫，および分散  

アオコを効率的に捕食するベン毛虫頬〃㈹αざgl〃J捉Jα等  

を分維・同定し保存培養することができた。また，生物  

険プロセスのベンチスケールシステムの検討において微  

生物固定化法として接触ばっ気法としての固定床法およ  

び流動床法としての生物活性炭流動床法に着目し充填ろ  

材として波枕プラスチック，セラミック，活性炭等を用  

い，霞ヶ浦の汚濁湖水を用いたベンチスケールの実験を  

開始し浄化特性に及ぼす充填ろ材及び処理システムの検  

討を行い，充填担体の種類および処理方法により処理性  

能に差の生じることと生物活性炭流動床法は有機物，薄  

類の分解を行うための高度処理システムに活用できる可  

能性を見いだすことができた。  

【発 表〕B－21．22，25，b－27．36，44．45  

②水分離別処理水の湖沼生態系への影響に関する研究  

及び生物膜法による水質浄化技術の研究  

〔担当者〕地域環境研究グループ：稲森悠平・松重一夫・  

高木博夫  

水土壌圏環境部：相崎守弘  

〔期 間〕平成4～6年度（1992－1994年度）  

〔内 容〕本研究では汚濁湖沼水の水質改善をやぎして  

低濃度汚濁水の生物膜法を用いた新微生物固定化処理技  

術の開発と底泥のヘドロの新たな固液分離剤を用いてヘ  

ドロ回収したときに生ずる処理水の湖沼生態系への影響  

について検討を加えることを目的としているが，得られ  
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2．7 海洋開発および地球科学技術調査研究促進費による研究  

2，7．1地球環境遠隔探査技術等の研究  

（1）サンゴ礁生態系モニタリングにおける遠隔探査技  

術の研究  

〔担当者〕地球環境研究グループ：原島 省・宮崎忠應  

社会環境システム部：安岡善文  

水土壌閻環境部：渡辺正孝  

生物 圏 二環 境 部：岩熊敏夫・渡辺 倍  

〔期 間〕平成3～5年度（1991～1993年度）  

〔内 容〕地球環境の構成要素としての重安性から，サ  

ンゴ稚生態系のモニタリング技術を開発する必要性が認  

識されはじめている。本研究では，サンゴ樵海域におい  

て，個々のサンゴ種について，水中の輝度スペクトルを  

計測しデータベース化することを目的とする。平成3年  

に引き続き，平成4年10ノ一に八重山諸島黒点のサンゴ礁  

海域において，分光輝度計および分光照度計により海中  

におけるサンゴの光学的計測を実施し，同時にサンゴの  

分頬惰制を記録した。また同海域において，サンゴを採  

集し，海中公園センター八重山研究所の実験室lノ引二おい  

て人二L光のもとでリフレクタンススペクトルを計測し  

た。その結果，ほとんどのサンゴの株で700nnl付近の輝  

度の特徴的なピークがみられた。このピークは，海底砂  

等には存在しないため，サンゴの判別に使うことができ  

ると考えられる。ただし，この波長帯の光では，青色光  

に比較して海水によるl吸収も強くなるので，今後この面  

での検討を行う必要がある。  

〔発 表〕a－100  

発し，その特性の実験屡レベルでの牲能評価を宿った。  

その観測シミュレーションのため，観測ミッションと搭  

載衛鍔㈲L道の関連性，大気光学計算による定鑓的な分光  

計性能の評仙服砿の開発を行った。また試作した室内用  

分光計について黒体炉を用いたSN評仙，水銀輝線ラン  

プおよび赤外ガスレーザー用心毎）を用いた分光分解  

能性能評価，低圧気体を封入したガ、スセル実験による吸  

収信号の評仙．実太陽を用いた地」二からの火気カラム中  

のメタン等の気体スペクトルの測定を行った。その結果，  

3－5ミクロンi；i；＝で128繁子のアレー検出舘をエシュレ  

型ケト光計のJ圭ノ！工面に配置し非常に高い分牒牢能  

（0．06cm】FWHM）を比較的小型の光学系で得ること  

ができた。衛星搭載用の太陽を光源とするん朋束プア向観測  

では，これまでフランスで開発された大型かつ狭い帯域  

のグリル分光計が存在するが，今回開発された分光計は  

分光分解能はほぼ同等で，赤外の止こい箭室城を同時にス  

キャン操作なしに早い時定数で観潮できる。今後過当な  

や人光学系と最適設計された焦点面検出素子を組み合わ  
せることでl壱】的とする高性能次世代大気センサーが開発  

可能であることが示された。  

〔発 表）八一15，a43～49  

2．7．2 地球科学技術特定調査研究  

（1）地球温暖化の原因物屑の全球的挙動とその影琶等  

に関する観測研究   

①大気微最育休とエアロゾルの濃度・組成の変動に†対  

する観測的研究   

－エアロゾルの大気中濃度・勧．成の変動に閲する観測  

的研究一陣上からの観測酌研究  

〔担当者〕地球環境研究グループ：笹野泰弘一杯汗l佐智子  

大気 圏環境部：松井一郎  

【期 間〕平成2－11年度（1990～1999年度）  

（内 容〕大気中のエアロゾル（成層圏い対流圏）濃度  

の長期的変動の把握を目的としたレーザーレーダー観測  

を実施する。このため，大型レーザ」レーダ【（地＿ヒ設  

問固定軋掃引測定可能型1耳一波長），多波長レーザー  

3波長，偏  レーダー（地上設置l古l定型，鉛毎上方のみ，  

光成分）による定時観測を実施する。さらに，流跡紙屑  

析による気闘分顆を行った上で，レーザーレーダーデー  

（2）大気微量成分の高精度観測に関する研究  

〔担当者〕地球環境研究グループ：笹野泰弘・鈴木 睦・  

櫻田達也  

化 学 環 境 部：7！川Ⅰ正妃  

〔期 間〕平成2～4年度」1990－1992年鹿）  

〔内 容〕地球規模の環境問題としての成層圏オゾン層  
破壊や地球温暖化など大気環境の変動の原因物質の濃度  

変動，大気睡＝こおける化学反応の進行および大気環境・  

気象への影響を測定するためには衛星搭版のより精度の  

高い検山システムを開発することが重安である。そのた  

め2次元CCl〕検出器を用いた近赤外一赤外領域の地球  

周縁力向の観測川の高相度瀾桜成分測定川システムを闘  
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①大気微量気体とエアロゾル濃度の将来予測および，  

それらが地球温暖化に及ぼす影響解明のためのモデル開  

発研究エアロゾルの動態解明のためのモデル開発研究  

〔担当者〕地球環境研究グループニ林田佐智子・征野泰弘  

〔期 間〕平成3”11年度（199ト1999年度）  

〔内 容）本研究では，対流匝卜成層圏エアロゾルの濃  

度分布を計算する，微物理過程を含んだ一次元数値モデ  

ルを開発し，環境条件の変化に伴うエアロゾル濃度の変  

動を解明する。   

本年度は、物理過程サブモデルの軋 粒子生成サブモ  

デルの開発を行った。すなわち，平成3年度に行った文  

献調査に基づき，粒子生成・成長の基本過程（核生瓜  

凝結成長など）について分類・整理し，大気条件下で起  

こる過程について数値モデルを開発した。  

〔発 表）A－14  

夕をもとにエアロゾルの粒径分布情報の抽出，放射状支  

に影響するエアロゾルの光学的性質の推定，エアロゾル  

型の分類，エアロゾル濃度の長期変動傾向の把墟，エア  

ロゾル鉛直分布のモデル化を行い，気候モデル人力のた  

めのデ〔夕べースを作成する。  

1991年にはフィリピンのピナツボ火山が大爆発を起こ  

し，大量の火山灰及びガスを成層圏に注入したので，特  

に成層圏の観測を強化した。多波長ライダーは桧山器の  

高精度化を行い，成層困観測に使用した。サンフォトメー  

タの観測を大型レドサーレーダーの観測に合わせて実施  

した。  

〔発 表〕A14，16，48，49．a32，35，38，40，42  
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3．環境情報センター   

環境情報センターは，平成2年7月，国立公害研究所  

が国立環境研究所に改組されたのに伴い新たに設置され  

た業務部門であり，旧環境惰嘲部が行ってきた環境情報  

の収韮・整備・提供と大型電子計算機をq】心としたシス  

テムの管理・道営などの業務を引き継ぐとともに．今日  

の環境情報に）こける広範な需要に応じるため「環境デー  

タベース」を整備し，当研究所内のみならず広く環境研  

究，環境保全行政に提供し，環境1電報整備のより一層の  

充実を図ることとしている。   

平成4年度は，旧環境情報部から引き継いだ大気質，  

水質に係る数値情報ファイルの作成，図書資料を始めと  

する文献情報など国内及び国外の環境に関する情報の収  

集に努めたほか，環境情報の提供に対する二一ズの■烏ま  

りを踏まえ．新たに環境情報に関する情報源情報に閲す．  

るデータベースの整備を図るとともに，民間をも対象と  

する環境データベースの磁気テープコピーサービスを開  
始するほか．環境庁公表資料情報データー覧及び公表資．  

料に係る提供体制を検討した。また，前年比に引き続き，  

自然環境のメッシュ情報を一元的に整理し，検索・表示  

できる自然環境保全総合データベースシステムをより高  

度に進めるとともに，環境庁行政部局の行った調査研究  

に関する成果物の収集及びそのデータベース化に取り糾  

んだ（現在，環境情報センターに整備されている環境デー  

タベースの構成を図3．1に示す。）。   

図薔室においては，新たに亨猛勤番架2システムを設置  

し，雑誌類の所蔵スペースの増強を睦丁るほか，レイアウ  

トを変更するなど，利用環境の充実に努めた。   

平成3年7月から，当センターと地方公害試験研究機  

閉との間でデータ通信回線を利用した′㌣ノコン通信シス  

テム（環境情報ネットワーク）の通用を閲始しているが，  

その充実に努め，より一層の情報交換の緊密化，迅速化  

を図つた。   

また，当研究所の活動内容，研究成果に関する情報提  

供として，「平成3年度国立環境研究所年報」等各種研  

究報告浩を刊行した 

このほか，当センターは，国連環境計画（UNEl））の  

運営する国際環境情報源照会システム（lNFOTERRA）  

の我が国の代表機関（NationalForcalPoint）としての  

役割を担っており．情報源照会に対する回答などの通常  

業務を実施したほか，前年度に行った新しい様式に基づ  

くl司内情報源台帳（第11版）を刊行し，国内外のl瑚係機  

関に配布した。また，国立環境研究所ネットワーク＿じの  

ファイルサーバにおいて，これらの情報を検索する試験  

的なシステムを新たに開発した。   

電子計算機関連業瀕については，各種情報の処理・解  

析及び各棟シミュレーション計算に利用される大型電子  

計算機システムのほか，地球環境に係る研究を推進する  

ため，平成3年度に導入されたスーパーコンピュータシ  

ステムに加えて，これらの効率的な利用を図るための国  

立環境研究所ネットワークなどの運用・管理体制の一層  

の整備を行った。特に，スーパーコンピュータシステム  

及び国立環境研究所ネットワークについては，利用環境  

の整備により，平成4年炊から本格的な利用が開始され  

たごとに伴い，利用者登録管理，機器管理等の体制を確  

立した。  

3．1環境数値データファイルの整備と提供  

3．1．1データファイルの整備   

環境行政及び環境研究において必要とされる環境数個  

データを広〈収集・腰理し，電子計算機によるアクセス  

が可能な形で蓄積し，提供することは，環境情報センター  

の主要な任務の・・・・・・つである。．平成4年度においては，前  

年度に引き続き大気環境データ及び水質環境データを収  

集してデータファイルの整備を行った。  

（1）大気環境データファイル   

大気環境データフ7イルは，①大気環境時間値データ  

ファイル，②大気環境月間値・年間値データファイル，  

③大気測定局属性情報フ7イルの3つで構成されてい  

る。本年度もこれらのファイルに平成3年度データを収  

録した。   ＊〔発表〕に記載された記愕は，郡7肇成果発表－▲覧の記  
号に対応する。  
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環境データベース  

環 境 質  数値情報  大気環境時間値テ小一タフアイル  

大気環境月間値・年間値テ、、一夕7アイル  

大気測定局属性情報7アイル  

大気環境  ○
 
◎
 
△
 
 

公共用水域水質データファイル  

公共用水域水質テ○一夕年間値ファ川  

公共用水域水質マスターファイル  

水質環境  ◎
 
△
 
◎
 
 

自然環境保全総合テサータヘ小一ス（整備中）△－1事4  自然環境  

自然環境保全基礁調査ファ仙  △  

国土数値情報ファイル（国土地理院）▲  

関連統計㌧－一工業統計（通商産業省との情報交換）  △  

NIES－BOOK（単行本所蔵目録）  

NIES－SC （逐次刊行物所蔵目録）  

NIES－HF （てイク『フィッシュ所蔵目録）  

NIES－REPORT（研究報告論文）  

¶iES－PÅ囲RS（発表研究論文）  

NIES－SCIENT王ST（研究活動調査）  

NIES－NEWS（新聞記事）  

EA－RESEARCH（環境庁委託等調査報告書）（整備中）＝  

EA－PRESS （環境庁公表資料情報）（整備中）■5   

○◆1  

0事2  

0蓼1  

0事2  

こIll  

△■2  

0●1  

INF8TERRA（国際項境情報源照会システム：UNEP）   ◎■8  

環境情報源情報テ小一夕へ、、－ス（整備中）＝  

一般へ提供  
行政機関・研究者等へ提供  
所内・庁内利用に限定  
利用システム上での利用に限定  
大型電子計算機システムで利用可能  
パーソナルコンピュータシステムで利用可能  
国立環境研究所ネットワークで利用可能  

一部は庁内七利用開始  
平成5年度利用開始予定  

◎
○
△
 
▲
‥
．
2
．
。
‥
．
5
 
 

図3．1環境テ∵夕べースの構成  
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、圧）大気環境時聞郁子一夕ファイル   

大気環境時l掛値データファイルは，自治体が名刺定局  

の11時間ごとの測定怖をテレメータ等により収集記録し  

た磁気テープを，各自治体から直接提供を受け，‖獅口52  

年度より継続して編集・作成しているものである。磁気  

テープの仕様や測定項目の配列順序は自治体ごとに異な  

るため，当研究所で定めた「標準磁気テープフォーマッ  

ト」に変換・編刃…して収録している。平成4年度に収録  

した対象地域は，閲東・愛知・近汲・中匡卜北九州地方  

であり，収録対象となった測定局数は1，102局である（立  

体周測定点も含む，移動測定ヰによる測定局は除外）。  

本年度収録した項月別の測定局数らま表3．1に示すとおり  

である   

②大気環境月間催ぃ年間値データ77イル・   

大気環境月間僻巨年間値データ77イルは，環境庁大  

気保全局が科二1匝】発表する「一般環境大気測定局測定  

結果報告」及び「自動車排出ガス測定局測定結果報莞」  

に記載されるデータに対応するもので，昨撒】45年度測定  

結果から収録されており，現在，全国的かつ経年的に我  

が国の大気汚染状況を評価することができる唯一▲の資料  

となっている。このデータフ7イルは，1封1盲i自治体から  

の測定結果報嘗（調票」をまとめた上述の2つの報告書  

をもとに，当研究所により作成されていたが，環境庁大  

気保全属が，各自治体からの測定結果の報告を磁気テー  

プ又はフロッピーディスクの形で受けるようにシステム  

の変更をした昭和61年度から，このデータファイルは報  

告雲‡より先行して大気保全局により作成されるように  

なった。平成4年度も，大気保全牒が平成3年度測定結  

果にl灯する月l廿値・年l肛値データファイル及び対応する  

＼ 報喜彗滝作成するのを文枝し，データファイルの提供を  

受けた。・本年度収録された項目別の測定埼数は，前年度  

とほほ同様で表3．1に示すとおりである。   

③大気測定局属性情報ファイル   

大気測定局属性情報フ7イルは，全国の一般環境大気  

測定局及び自動車排出ガス測定局等について，その名称，  

住所．測定局コード，地図1朝礼 周辺状況，測定項軋  

測定機の型式及び保守管理状況等を記録してい る。全国  

の測定局については，経年的な位置の把握・管理が束嬰  

であるが，本ファイルの更新・逆用により位置の変更，  

新設，廃1Lなどに適切に対応して全国的な－・意のコてド  

表3．1大気環境データフ7イル項目別局数（平成3年度測定データ）  

測 定 項 目   
大気環境時間値   ・大気環境月間値■年間値  
データファイル   デ ー タ フ ァ イ ル   

二酸化硫黄   8 2 9   1，694   

窒素酸化物   9 3 6   1，722   

一酸化窒素   9 3 6   1，722   

二酸化窒素   9 3 6   1，722   

一酸化炭素   3 5 4   517   

オ ゾ ン   8  

オキシダント   6 5 2   1，102   

、全炭化水素   34 5   50－3   

非メタン炭化水系   34 4   5 0 3   

メ タ ン．   34 4   5 0 3   

浮遊粉じん   81   151   

浮遊粒子状物質   8 3 5   1，539   

塩化水素   5  

硫化水素   2  

そ の 他事   2，612   

計   9，219   11，67 8   

＊こ宝こ象装束及び交通j；をを含む。  
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付け，位置等の追跡などが可能上なっている。本ファイ  

ルについては，平成3年度からパーソナルコンピュータ  

によるデータの管理システムに切り換えている。本年度  

においても前年度と同様に各自治体に記入を依頼した調  

査票をもとにデータの追加・修正を行った。なお，調査  

用紙（A4版）については記入が容易になるよう改良な  

どを行った。  

ファイル，②公共用水城水質データ年間倍ファイル，③  

公共用水域水質マスターファイルにより構成されてお  

り，その内谷は以‾Fのとおりである。   

①公共用水域水質データファイル   

本年度は平成3年度測定に係る全国公共用水域の仝測  

定点（8，521地点，延べ117，504測定）について，生活  

環境項目（pH，DO，BOD，COD，SS，大腸菌群数，n一  

ヘキサン抽出物質，全室繋，仝リン）及び健康項目（カ  

ドミウム，シアン，右横リン，鉛，クロム（6価），ヒ素，  

給水銀，アルキル水銀，PCB，トリクロロエチレン，テ  

トラクロロエチレン）等の各測定結果データを収録した。  

収録件数の詳細は表3J2のとおりである。なお，本ファ  

イルの原資料となる都道府県からの測定結果の報告媒体  

は，42都道府県が磁気テープまたはフロッピーディスク  

を使用している。   

②公共用水域水質データ年由値ファイル  

（宰）水質環境データファイル   

水質汚濁l防止法に基づき，昭和46年度から全国公共用  

水域水質調査が実施されている。この調査結果をデータ  

ファイルに収録する作業は相和51年度より開始し，収録  

項目を逐．次充実してきたところである。平成4年度は，  

前年度と同様に水質環境データファイルの作成を行っ  

た。   

水質環境データファイルは，（む公共用水減水質データ  

表3．2 水質データファイル収録件数（平成3年度測定データ）  

項目名   河 川   湖 沼   海 域   合 計   

pH   73，912   7，Z20  31，076  112，208   

DO   71，069   7，608  30，869  109，546   

BOD   71，402   4，044   88  75，534   

COD   54，953   7，363  31，717  94，033   

S S   71，176   6，920   9，041  87，1？7   

大腸菌群数   49，404   4，576  12，536  66，516   

n一ヘキサン抽出物  4，107   184   9，883  14，174   

全窒素   22，166   5，876   7，826  35，868   

全リン   22，917   6，136   8，914  37，967   

カドミウム   19，843   1，122   4，463  25，4Z8   

シアン   17，188   90404 3，666  21，758   

有機リン   5，509   516   1，293   7，318   

鉛   19，843   1，122   4，485  Z5，450   

6価クロム   17，288   948   4，247  22，483   

ヒ素   18，153   1，018   4，166  23，337   

稔水銀   21，179   1，251   5，542  27，972   

アルキル水銀   3，982   290   1，905   6，177   

PCB   2，824   172   827   3，823   

トリクロロエチレン   9，967   392   1，169  11，528   

テトラクロロエチレン   9，979   393   1，169  11，541   

収録レコード件数   76，192   7，976  33，336  117，504   

測定地点数   5，706   499   2，316   8，521   
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年間の測定結果について，最高値，最低胤 平均胤  

測定回数及び環境基準達成回数等を測定点毎に集計し，  

生活環境項臥 健康項目等の項目別に年間値ファイルを  

作成した。  

，③公共用水域水質マスターファイル   

水質マスターファイルは公共用水域の水質測定点に関  

する情報を収録したファイルであり，データの検索や環  

境基準適合の判定などに用いる基礎的情報を持ってい  

る。本年度は，前年度に引き続き，変更地点等の調査結  

果に基づいて，地点統←番号，地点名称，指定類型，達  

成期臥緯度，経度などをマスター77イルに収録した。   

等への提供業務を行ってきているが，平成4年度の提供  

実績は，表3．3に示すとおりである。  

（卦コピーサービスによる提供   

環境情報源へのニーズの高まり，収集したデータの有  

効利用を図るべきであるとの社会的認識の深まり等の背  

景を踏まえて，環境データファイルが環境研究及び環境  

行政にとどまらず，民間機閏を含め広く社会的に利用さ  

れるよう情報提供の体制の整備を進めてきているが，平  

成4年10月から（財）環境情報普及センターを通じて．大  

気環境月間値・年間値データファイル（昭和45年度から  

平成2年度測定データ），公共用水域水質データファイ  

ル及び公共用水城水質マスターファイル（昭和46年度か  

ら平成2年肢測定データ）の3種類のデータファイルに  

ついて，磁気テープコピーサービスによる有償提供を開  

始した。  

（∋他機瀾との情報交換   

当研究所所長と通商産業大臣官房長との覚書交換（昭  

利56年3月30日）に基づいて，昭和55年度より，大気環  

境月間値・年間値データフ7一ィルと二l二業統計との磁気  

テープによる交換が行われており，本年度についてもこ  

れに基づき情報交換が行われた。  

以上のファイルは，環境庁水質保全局の行う公共用水  

城水質測定結果調査と密接な関係にあり，同開査によっ  

て得られた内容を当センターで収録・集計等の業務を行  

う過程で作成されたものである。環境庁水質保全局が平  

成4年11月に発表した「平成3年度公共用水放水質測定  

結果について」及び同局監帽の「全国公共用水城水質年  

鑑」の内容は，この作業結果を基礎としている。  

3．1．2 データファイルの提供  

（1）利用体制の整備   

①貸拍による碇供   

数倦データファイルは，「環境デ」夕べース磁気テー  

プ貸Jli規程」などに基づき，従来より所内及び研究機関  

（2）利用説明電の整備   

表3．3に示したフ．アイルについては，環境データベー  

ス数値情報利用マニュアルの大幅な見直しを行い，各  

表3．3 データファイルの提供数  

提 供 実 積  

貸出による  

提供ファイル数   

データ整備対象年度   （平成4年10月～）  

大気環境時間値テ0一夕7アイル   昭和51～平成2年度   4 4   ー◆   

大気環境月間値・年闇値テ｝一夕ファイル  昭和45～平成2年度   6 9   0   

大気測定周属性情報77川   昭和5Z～平成2年度   2   －◆   

公共用水城水質テー一夕ファイル   昭和46～平成2年度   3 0   2．5   

公共用水域水質マスタしファイル   昭和46～平成2年度   2 2   

計  16 7   2 6   

＊：コピーサービスによる提供の対象ファイルではない。  

l  
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ファイルごとの利用説明駕篭新たに整備Lた。  ロッピーディスク版）を購入し，最新の情報をより速く  

人手することも可能となった。   

所巧で利用できる各フ7イル名等の内客及びシステム  

の概要を表3．4に示す。  3．・2 研究情報の整備と提供  

3・2・1．環境文献データファイルの整備と提供   

従来か＿ら環境研究ヤ環虜新暦に関する文献情報の収張  

とそのデータベース化を推進するとともに，Cl）RO～】  
の導入を行うなと 国内外のデータベースのオンライン検  

索の活用の効果的利用体制の充実を図っている。平／友4年  

度には，新たにEIENERGYANl）ENVIRONMENTファイル  

（CD－ROM版）及びENVIRONMENT＾Ll」7BRAlモYファ  

イル，（CD－ROM版）をギ入し，地球環境間組 自然環  

境間揖等を始めとする研究テーマの多様化に対応できる  

機能を整備Lている。また，科学技術分野の主要な雑誌  

の目次速報誌であるCCOD（カレントコンテンツのフ  

（1）内部システム   

①NIES－BOOK   

収集した単行本の所蔵目録データベースとして，昭和  

58年度から人力を開始したもので．書名，著者名，出版  

年，軋阪社，配架先等を人力している。このフ7イルの  

利fI‖二よって．各研究部葦に分散所蔵された単行本の集  

［P管理と有効利用が進められる。   

①NIES－SC   

収楽した逐次刊行物の所蔵目録データベースとして作  

成しているもので，入手形態，配架場所，所蔵巻号．所  

衷3．4 国立環境研究所の研究情報検索システム  

ファイル名等  塵呆操作者   館  考   

収録件数等  
NIES－BOOK＝ （単行本所蔵目録）  11，541■つ   

Ⅳ柑S－SC■ヱ（逐次刊行物所蔵目録）  Z，497   

内 部  NIES一汁F■1（マイクロフィッシュ所蔵目録〉  1l，026   

システム  ボ1ES－REPORT■2 （研究報告論文）  174   

NIES－PAPERS◆そ （発表研究論文）  利 用 者  ユ，846  

NIES－SCIENTIST■2（研究活動調査）  1■柑  

NIES－NEWS＝  （新聞記事）  8，593   

ⅣTI5 （米国技術情報関連文献）  1980一重新（年4回更新）  
宮EDL川E  （医学関連文献）  1966一意新（月1回更新）  

CD－ROI！                   EIENERGY AND ENVIRONHENT  1980一点新（年4回更新）  

システム   （エネルキーー・環境関連文献）  

E11VIRON≠ENTALLlも見入RY   1900一最新（年1回更新）  

（環境文献書誌）   

F工）  CCOD  （稚琵日次）  199ト最新（年52回更新）   
システム  

JOIS  （文献等）  

データ  
ベース  DIÅLOG  （文献等）   センター内   
オ ン   STN一International  （同 上）  

ライン  ＿ 当   

検索  G－Search  （新聞記章等）  

ASSIST   （社会憫和等）  

＊ヱ：大型泥千針胡牒システム  

＊Z：パーソナルコンピュータシステム  

★ニi：昭和58狛夏場人クナより累計  
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蔵年等のデータを人力している。このファイルの利用に  

よって，雑誌管理の省力化とともに，逐次刊行物リスト  

の発行，雑誌架のサイ・ンの作成等を容易にするなど，図  

書室サービスを強化する手段になっている。   

G）NIES－MF   

主として1976年以前に発行された当所所蔵のマイクロ  

フィッシュについて，悪話中項を人力してデータベース  

化したものである。  

（むNIES－REPORT   

これまで刊行された国立環境研究所研究報告（Rシ  

リーズ）及び国立環境研究所資料（Fシリーズ）等に掲  

載された内容について，シリーズごとに論文タイトル別  

の表私 著者，ページ，刊行年等を記録しているデータ  

ベースである。   

⑤NIES－PAPEIミS   

国立環境研究所磯貝の誌上（所外の印刷物）発表論文  

等及び口頭発表（講演等）に閲し，発表者，題目，掲載  

誌（学会尊名称），巻号・ページ（開催年）及び刊行年（発  

表年月）について，年度ごとにとりまとめ，データベー  

スとしているものである。  

（DNIESSCIENTIST   

平成3年度に行われた国立環境研究所研究職職員を対  

象とする研究活動調査（年2回更新）に基づいて作成さ  

れた研究者の専門分野，所属学会，研究課題，主要論文  

等の現在をベースとするデータファイルである。   
¢）NIES－NEWS   

環境公割こ関する新開の記尋＝こついて，昭利57年度に  

開発に着手し，昭和62年度までに6，593件を人力してい  

る（以降は軋」＝。収録の対象は，別日新聞，毎日新聞，  

読売新聞，日本経済新阻 在韓新聞，日本コニ業新【札 い  

はらき及び簡閲新聞の8紙であり，日本経済新聞社の  

NEEl）SⅢが開始される前の昭利48年1月から昭和52年  

9月までのものが収録されている。なお，規和ま，商用  

データベースのG－Search等を中心に利用している。  

CDROM版の借上を実現し，米国環境保護庁（EPA）  

関連レポートのみでなく，環境科学及び周辺科学全般の  

より広範な報告書を検索することが可能となった。また，  

原典については，従来通り，EPA及び環境科学関連の  

技術報告書をマイクロフィッシュで収集しているので，  

即時に利用できる体制になっている。   

②MEDLINE   

米国国立医学国賓館（NLM＝Nationall．jbrary of  

Medicine）作成の医学文献データベースで，利用者が外  

部システムによらず，直接必凛文献を検索することが可  

能である。  

（∋ETENERGYANDENVIRONMENT   

環境及びエネルギーに関する文献データベースで，主  

に，環境工学，石油・石炭技術，水源生態系，大気汚染，  

水質汚染，酸性羊l；】関連の文献を1980年から約70万件を収  

録してある。  

（むENVIRONMENTALl．IBRARY   

OCLCOnline Union Catalog（OLUC）から環境関係  

の出版物をセレクトしたデータベー 

件めデータを収録してある。  

（3）FDシステム  

（DccoD   

米国ISl社（lnstituteforScientificInformation，Inc．）  

作成の目次速報誌であるカレントコンテンツのFD版で  

あり，科学技術分野の主要な雑誌の目次†青報を検索する  

ことができる。  

（4）データベースのオンライン検索  

（DJOIS   

日本科学技術情報センター（JICST）のオンライン文  

献検索システム（漢字データベースであるJICST系ファ  

イルを含む。）データベースである。また，オンライン  

発注による原織機写サービスが利用できる利点がある。  

なれJICST77イルには，国内の環境公害関連の研究  

報告を含めて科学技術文献が毎年数万件人力されてい  

る。   

e）ⅢALOG   

米国ダイアログ・インフォメーションサービス祉の検  

索システムであり，利用できるファイル数が多い（約  

400種のデータベース，蓄積憫報量は世界最大）のが特  

色である。また，科学技術情報だけでな〈裾会情報の検  

（2）cD－ROMシステム   

①NTIS   

NTIS（NationalTcchnjcallnformation Service一米国  

国立技術情報サービス）作成の米匡】政府間連枝術報告悪  

を収録しているデータベースであり．従来．内部作成し  

ていたNIESEl）Aフ7イルは，本ファイルを部分的に  

抽川力lに1二していたものである。平成2年放から．  
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素にも有用である。  

（封STNInternational   

米国化学会のChemiealAbstraetsService（CAS）とド  

イツFIZ Karlsruhe及び日本科学技術情報センターが共  

同で提供する国際的オンラインネットワークデータベー  

スサービスであり，科学技術関係の多数の有用なフ7イ  

ルを含んでいる。オフライン回答は，国内で出力してい  

るため，比較的速く入手することができる。  

（むGScarch  

（株）ジー・サーチのオンライン検索システムであり，  

朝日新札 読売新聞，日本経済新聞及び日経産業新聞等  

の新聞情報，産業技術情報の検索に利用している。また，  

同システムのゲートウェイサービスの一つである  

NICHIGAIASSIST（（株）E］外アソシエーツ）に接続して，  

人物・人材情報．企業動向情報，図書内容情報等の検索  

に利用している。   

ては新たに40連の固定蓄架を追加し、名称を単行本閲覧  

室とし，さらに新着雑誌室は索引・抄録誌閲覧室と改称  

し．固定書架80連を設置し索引・抄録語間係の資料を整  

備した。また，雑誌閲覧室は情報検索用に改修され．利  

用者が自由に検索できるスペースが確保された。   

これによって，雉詰問覧箋（旧バックナン′トー書庫）  

は棚致2、664軌 雑誌展示書架840誌分，204mZとなり，  

単行本閲覧室（旧艮Ⅰ審問覧室）は棚数708棚，雑誌展示  

書架280誌分，194m2，索引・抄録誌閲覧室（旧新着雑  

誌室）は棚数480肌80m2，報告書閲覧室（旧電動書架）  

は，棚数918棚，74m2で，情報検索室（旧雑誌閲覧室，  

50m2）となり，地底・マイクロ資料閲覧室（101m2），  

複写室（17n12）とともに図書室全体に大きな変更がな  

された（囲3．2参照㌔   

なお．本年度は前年度より進めている凶杏墓の有効，  

適切な利用及び勤務時間外の利用の一層の適正化を図る  

ため，「国立環境研究所郎賢室利用要領細則」を定め，  

出入ロのドアに設置する磁気カード方式による人退室管  

理システムを正式に運用開始した。この人退室管理シス  

テムは，磁気カードの使用者及び使用時間の記録を自動  

的に保存するため，図書室への入退室者の把握を容易に  

行うことができる。表3．5に平成5年3月現在の蔵書数  

等を示す。  

また，所外文献の原典コピー入手については，国立大  

学附属図書餌（筑波大学，東京二L業大学，東京大学），  

′JICST，国立国会図書館を利用しており，さらに，国外  

所蔵文献に関しては，DIAIJOG代理店（紀伊国屋蕎店）  

より海外情報サービス，米国のC＾S（ChemicalAb・  

stractsservice）社の原報複写サービスを利用すること  

により，原報提供体制の強化を図っている。特に，  

JICSTへの複写依頼については，オンラインによる発注  

のほかに，ファクシミリによる原報の即日．提供も可能で  

ある。   

前述のように，複数のデ⊥夕べースを利用する方法と  

並行して，日独科学技術協力協定に基づく情緒交換等国  

際協力による研究情報の整備を図っている。  

3．2．3 編集・刊行業務   

当研究所の各部，各グループ，各センターの活動状況  

及び研究成果等については，刊行物とLて関係各方面に  

Jムく提供している。   

平成4年度においては，年報（‖′り，特別研究年報＝  

件），地球環境研究年報（1件），特別研究報告（4件），  

研究報告r】件）．資料（8件），地球環境研究センター  

報告（10件），ニュース（6件）を刊行した（成果発表  

一覧参照）。   

なお，これらの刊行物は，その種鮒二よって，国立国  

会図書館，環境閲係試瀦朝究樺I乳 各省Jlこ及び地方公共  

lう月体環境相当部局等に寄贈交換託として配和した。  

3．2．2 図書関係業務   

図書関係業務については，環境情報の収集，整理及び  

提供に関連する業務の一部として図吾館業務を行ってい  

る。図昏等の整理及び研究情載の提供については，特に  

データ人力にパーソナルコンピュータを利用し，事務の  

合理化を進めるとともに，所内の利用者がオンライン検  

索できるよう整備している。   

尉昏関係施設としては，平成4年11月よりバックナン  

バー番庫を改修して新たに電動書架2システムを設置  

し，雑誌収納量の拡充を図るとともに，新着雑誌棚を入  

口付近に移動して維詰問覧室とした。図告閲覧室におい  

3，3 健闘情報（lNFOTERRA）の整備と提供   

環境偏報センターは，国連環境計画（UNEl｝）の運煽■  

する国際環境惜掛原照会システム（n廿OTERRA）にお  

ける我が国の代表機関（ナショナル・フォーカルボイン  
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表3．5 枝番数等（平成5年3月現在）  

資料形態   内  容   3年虔末  4年度兼  増加数等   

単行本   29，685冊  30，946冊  1，261冊  

外国資料類  1，66Z冊  1，662冊  

冊子体  国内資料猥  

継続資料  373誌  373誌  

単発資料   10，558冊  l（）J55も冊  

洋雑誌   978誌   988誌  10誌  

和雑誌   994誌   g97誌   3誌  

（寄贈交換）   （541誌）   （541誌）   

地方図（国土地理院，50万分の1）   8枚   8枚  

地勢図（国土地理院，20万分の1）   130枚   130枚  

地 図  地形図（国土地理院，5方舟の1）   1，249枚   1，249枚  

地形図（国土地理院，2万5千分の1）   4，429枚   4，429枚  

地形図（国土地瑠院，1万分の1）   319枚   319枚  

湖沼図（国土地理院，1万分の1）   112枚   112枚  

土地利用国（国土地理院，2万5千分の1）  1，Z69枚   1，269枚  

その他の図案（地質図等）   g78枚   978枚－   

マイクロ  宅？A及びその他のNTiSフィッシュ   80，13Z件  85，214件  5，082件   

フイルム  EICフィッシュ（昭和49年度）   5，507件   5，507件   

その他   新聞切り抜き（昭和55年1月一平成元年3月）  31，104件  31，104件  

（地仁射こついては発行図面数）  

するリレーショナルデータベースウネジメントシステム  

（Ul－ify2000）により，ネットワークlニで利用する検索  

システムを新たに開発した。平成4年度は，国内登録機  

榔二ついて整備を行い，これらの機関を機閲特性（コー  

ド）及び検索用語（コード）により検索するシステムを  

構築した。   

④周内利用普及のためのいCSTとの協力   

団内利用の普及を図るために，日本科学技術情報セン  

ター りICST）に対する情報源データベースの掟供など  

の協力を行った。JOISを通してのオンライン利用件数  

は，本年度（平成4年1～12月）は154件であった。  

（9広報活動   

情報源及び利用者への広報資料として，新しい様式に  

基づく「lNFOTERRA国内情報源台帳（第11版）」，を刊  

行し，国内外の関係穫閲に配布した。  

ト）として，以下に述べる業務を行った。なお，1993年  

3月現在；INFOTERR＾への参加国数は155か国であり，  

登録されている情報源数は，129の国際機関を含め，約  

6，500となっている（日本国内登録機関数469件）。   

①偶数源の登録と更新   

本年度は，UNEPの本部（PAC，ProgramnleActivity  

Centre）の指定する様式及びコード体系の変更に伴う国  

内登録機関に係る記述の修正及び追加等の作業を行っ  

た。   

虐）情掛原の検索照会及び回答  

、国外からの依軌二村して，情報源照会回答業務を行っ  

た。本年度（平成4年1～12月）は．42件の照会があっ  

た。   

③ネットワーク上での検索システムの開発   

国立環境研究所ネットワークのファイルサーバに塔栽  
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3．4 電子計算機管理業務  

・環境情報センターは，電子計算機管理業聴として大型  

電子計算機システム，ス「パーコン／ピュータシステム及  

び国立環境研究所ネットワークに関する管理，運用等業  

務を所掌している。大型電子計算機システム及びスー  

パーコンピュータシステムの管理，運用を行うため，「国  

立環境研究所電子計算機処理管理規程」を定めるほか，  

平成3年度の構築した匡】立環境研究所ネットワークの適  

．正な管理，運用を行うため，「国立環境研究所ネットワー  

ク管理規程（暫定版）」を定めて管乱 運用等を行って  

いる。   

また，電子計算機の勤務時間外における利用体制を確  

立し，電算機周辺装貴重及びスーパーコンピュータ端末  

室の共通の出入口のドアに設置する磁気カード方式によ  

る入退室管理システムの管理を行うとともに，利用に  

あっては「匡1立環境研究所電子計算機室利用要領（暫定  

版）」及び「国立環境研究所電子計算機室利用要領灘脚（暫  

定版）」を定めて運用を行っている。  

ほか，大型電子計算機システムに付属する豊富なライブ  

ラリプログラムを活用する例も多く，それらの適切な利  

用に当たって，利用者の安富削二対応した。   

なお，平成4年度における本システムのユーザ登録数  

は，延べ169名であった。利用状況を平均CPU他用宰及  

び月平均実行ジョブ本数でみると．しそれぞれ84％，  

3，504本であった。  

（2）スーパーコンピュータシステム管理業務   

平成3年阻 新規に導入されたスーパーコンピュータ  

システムは，その利用に係る調整にあっては地球環境研  

究センターが，システムの管理及び運用にあっては環境  

情報センターが行うこととされている。   

本システムの運転時間は，その処理業務の性格上，夜  

間及び閉庁日を含めて24時間連続運転を行い，原則とし  

て月に1度，、第4土曜日に4時間程度，保守作業のため  

計画的に停止することとしている。   

本システムは，オペレーティングシステム（OS）と  

してSUPtiR－UX（UNIX準拠）を採用し，地球環境問題  

を扱う大規模なFORTRANプログラムを効率よく作  

成・編集し，また実行するために，デバッグ機能，最適  

化機能や高水準の自動ベクトル化機能などをもつ  

FORTRANコンパイラ及び各種支援ツールを備えてい  

る。また，地球環境研究では，計算結果を可視化するこ  

とが現象解明並びに影響評価及び予測を行う＿1＝で非常に  

重要な役割を果たすため，計算結果を動画として表示す  

る高速画像表示装置を始め，三次元グラフィック処理業  

笛及び二次元画像処理装得等を備えている。   

本年度は，所外の共同研究者を含めて延べ105名の利  

用登録者があり，特に年度後半には長時間の計算を必要  

とするジョブの実行が増大するなど，本格的な利用が行  

われている。今後，運用の面では，計算時聞及びメモリ  

サイズ等によるジョブのクラス分けのスケジューリング  

や．各利用者のプログラムのチューニングによる効率化  

等について検討を行うなど，さらに効率的な利用環境の  

整備を目指すこととしている。  

（1）大型電子計算機システム管理業務   

大型電子計算機システム（環矧1－消iシステム）は，環  

境分野のシミュレーション計算，各実験施設やリモート  

センシング等における測定データの解析及びそれらの画  

像・図形処理に利川されるとともに，各種データベース  

等の業務処磯に使用された。   

本年度且 地球規模での環境問偲にl対する研究への取  

り組みが本格化したこと計背景として，大規模なメモリ  

空間や栽購閏の計算を必嬰とするシミュレーション計算  

が引き続き行われた。電子計算機の性能に依存するこれ  

らのジョブは，一一般に，榊当社度のCPUを費やし，場  

合によっては数日から10数日の期間を嬰するため，特に  

大型のジョブを実行する場合にあっては，システム運転  

時㈹を最長彗圧の7時30分まで自動的に延長するなどの  

処躍を講じた（平日の通常運転終了‖封7ミ】はZ2時00分。）。  

また，「国立環境研究所電子計算機処理管理規程」に基  

づき，年度初めに実施した全判川者に対する利用予定調  

査をもとに，年I2り利用計画を作成したほか，個別のジョ  

ブについては，プログラムサイズ32メガノマイトまでを一一  

般ジョブ，それ1Lt二のサイズのものを大±モ竺ジョブとし，  

実行クラ女を斜ナてスケジューリングを行うなど，シス  

テムの「rj沿な運用に努めている。また，シミュレーショ  

ン計算及び大熊のデータを扱う計算を対象とする利用の  

（3）国立環境研究所ネットワーク管理業務 ．   

平成3年度に構築された国立環境研究所ネットワーク  

は，平成4年5月にNTT専用凪線（64Kbps）により国  

際理学ネットワーク（TISN，東京大学理学部）と接続  

され，所外との通信利用が可能となったことに伴い，本  
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格的な利用が開始された。代表的な利用例は，各研究室  

に配置されたワークステーション又はパーソナルコン  

ピュータにより，研究室からの大型花子計算機及びスー  

パーコンピュータの利用及び国外を含む所外の関連研究  

者との電子メールの交換である。   

また，ネットワークのさらに有効な活用を図るため，  

ネットワーク上のファイルサーバに「ねっとば－ど  

Ver．2」を，NetWareファイルサーバに「NetWare386  

Ver3．1J」及び「Office Manager」を組み込み，ワーク  

ステーション及びパーソナルコンピュータのそれぞれを  

中核とする電子掲示板機能及び電子メール機能等，コン  

ビュ．一夕を利用した所内の研究情報及び事務郡項の連絡  

並びにデータ交換等の体制の構築を白花した試験的な適  

用を行うほか，新たにネッ．トワーク上での検索システム  

開発のため，データベースマネジメントシステム  

（DBMS）の導入を図り，本格的な利用に向けた試験を  

実施した。   

なお，本ネットワークの本格的な連用の開始に当たっ  

て，所内利用者を対象とする「国立環項研究所ネットワー  

ク利用者説明会」を2度にわたって開催し，多数の参加  

者を得た。  

（SIG：SpecialInterestGroup）。また，特定の利用者の  

間で，例えば共同研究に関する情報交換，事務打合せ等  

を行うほか，ある課題に関する報告書の作成等を共同で  

執筆することができる（CUG：CIosedUserCroup）。また，  

電子メールは，各利用者間において研究情報の交換や事  

務的連絡を行うことができる。  

〔発 表〕j－11  

3，6 各種情報の収集及び整備等に関する業務  

3．6．1自然環境保全総合データベースの開発   

近年，人間活動の規模の拡大に伴い，地球的規模での  

自然環境の改変が深刻な問題になっており，また，国内  

的にも自然環境保全に対する関心が高まっている。自然  

環境を適切に保全するためには，その現況を把捉し，人  

間活動の影響による変動の予測，評価を行うことが不可  

欠である。しかし，国内の自然環境に関する情報吼 量  

的には∵応整備されているものの，計量手法に検討が必  

要であったり，各省庁が別々に所管しているなど，総合  

的に把擬することが困難な面がある。   

そこで，これら既存の自然環境情報を竪増し，3次メッ  

シュ単位で地域間有の自然環境データを数値及び文字情  

報として検索・表示できるシステムを構築することによ  

り，環境保全にかかわる研究及び行政に幅広く活用され  

ることを口約として，平成3年度より本開発業務を開始  

した。   

計画2年巨＝二あたる平成4年度は，既開発機音別こよる  

データベースシステム暫定版のi射l－を開始するととも  

に，システム全体の概成のために機能岸了発及び収録デー  

タの充実をl到っ、た。これまでに収録したデータを表3・7  

に示す。なれ このデータベースは大型電子計算機上に  

構築しており，所内や庁内の端末機から利用が可能であ  

る。その利用方法については，ユーザーズガイドを作成  

するとともに説明会を実施した。   

また，データベースシステムの構築に当たり，所内外  

の委員による自然環境保全総合データベース研究会を設  

置し，当データベースに閲し整備すべきデータや利用の  

間臥宣等についての検討を行った（2匝澗＝捉）。  

3．5 国立環境研究所環境情報ネットワーク   

平成4年度には，前年度に引き続き「国立環境研究所  

環境情報ネットワーク研究会（第5回）」を平成5年2  

月17，18日に開催し，地方公害試験研究機関等から約40  

機関（約70名）の参加を得た。ここでは，パソコン通信  

システムの整備とともに，国際的な貢献に向けて，環境  

研究のより積極的な取り組みや地球環境研究を含む各研  

究分野の実施に当たり，関係機関との間で効果的な情報  

交換を一層推進するための所要の嘩討を行った。   

これらの研究会砂芙蹟や全国公悪研協議会から国に対  

する要望を踏まえて．当研究所では「環境情報ネットワー  

ク レヤソコン通信システム）」の本格運用を平成3年7  

月1日から開始したところであるが，平成4年度におい  

ては，本システムの情報交換の内容を拡充するなど，地  

方公害試験研究機閏との協力関係をより緊熱二深めるこ  

とに努めた（平成4年度末の加入者数は，約140名）。情  

報交換の内容等の概要については，表3．6に示すとおり  

である。なお，電子会議では，多数の利用者が定められ  

たテーマについて，意見交換や議論を行うことができる  

3．6．2 環境庁委託等調査報告書の収集   

環境庁行政邦局が委託等により実施した調査研究の成  

果は，研究者やn般の国民にとっても貴正なものであり，   
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衷3．6 環境情報ネットワーク  

境†青草艮ネ ッ ト ワー ク  （EI－NET）  

シ辞抽らのお知らせ 
‾  「  妄う言寺聖書雪空苧見せ  

ニユ‾ス‘瑠研、地瞞研究刷 

亡≡…芸孟宗云…ニ≡嬰（網）  
項郵貯行事予定表（お知らせ）  
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全公協行事予定表（お知らせ）  
全国行政行事予定表（お知らせ）  
環境関係学会・研究集会  

電子掲示板  

電子会議室  地球環境間組  
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富柴濃化問癌  
化学物質問題  
コ○ル丁場農薬問題  
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広域大気汚染動態  
都市域NOx汚染  
その他 妹尾  
地球環境間組  
海外技術協力  
u〃一WG報告i  
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全丑■■■名●  
公協機関7勺pフィール   ．全笛公書研≠■奥義■■■名■                    全   

項墳公害年表  
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「   （川FOTERRA）  

逐次刊行物所蔵リスト  

壇方公一研年ね       ．平成2年眞                    平成3年度  
項填研テ㌧サγ－ス（刊行物情敵）  環境研年報  

環境研特別研究年報  
環境研特別研究報告  
環境研研究報告  
環境研資料  
地球環境研究セント報告  
環境研地球環境研究年報  
環境研指定刊行物所蔵リスト（残部数情報）  1  

環境研研究発表一覧  

‾1≡；≡…  

昭和63年皮  
平成元年度  
平成2年度  
平成3年度  
昭和63年庄  
平成元年度  
平成2年度  
平成3年度  

CUG環境研各捕手務連絡車項   研究活動調査D8  
研究計画等 ▲  
規程等  二  

電子メール  
チャット（金指）  
電報機能  
プログラム（OSL）コーナー  
F問コーナー  
自動タ●ウンい●、新アイイクル探索、全シグ探索、電報機敗7ク亡ス状況通知郎E、利用者名簿・端末環境変更機能  

－83 「   



表3．7 自然環境保全総合データベース収録データ  

デ ー タ 名 称  テナータ年度   デ ー タ 名 称  テナータ年度   

白  2，3同調査   平均   昭和59年  

然  ノ／  標  ノ／  

環  3回姻査  高  〝  

境  哺乳類  ノ／  起伏量   ノ／  

保  〝  国  最大傾斜角度   昭和58年  

全  〝  傾  ／γ  

基  ノノ  斜  ／／  

礎  〝  土  〟  方向   〝  

嗣  ／／  3次メッシュ面積   平成3年  

査   環境指標種  ノ／  田   〟  

自然公園・保全地域  数  〟   

農業地域  昭和62年  果樹園   〝  

森林地域  ノ／  地  〝  

国  ノ′  値  森林   ／／  

指  ／／  利  〟  

土  ノ／  建物用地   ノ／  

定  ′γ  情  〝  

数  ／／  その他の用地   ノ／  

地  ノ／  面  〝  

値  〝  報  海浜   〝  

域  ／／  輸  ノ′  

情  計   〟  

面  ／／  表層地質  昭和54年  

租  ノ／  地形分類  〝  

積  〝  土壌  ノノ  

保  〟  

全   ′／   

研究所の改編の際にも環境情報センターの役割としてこ  

のようなGrayLiteratureの整備の必要性が指摘されて  

いる。   

このため，平成2年度までの環境庁の委託等の調査研  

究について，環境庁行政部局の協力を得て，名称や成果  

物の特定．キーワードや対象地城などの検索用のデータ  

の付加を行い，データベース化するとともに，一可能な限  

り報岩盤肇の成果物を収集・腰理する作業を守成3年度  

より実施している。平成4年度については，引き続き大  

気保全局，水質保全局等の調査研究等について作業を実  

施した。作業の成果は平成5年度以降に提供を行う予定  

である。   

なお，平成3年度以降の報告薔については，環境庁長  

官官房環境情 報企画官が平成3年度以降より成果物及び  

概要の収集・鷹札データベースの作成を開始しており，  

毎年度作業完了後に当センターに移管されることとなっ  

ている。  

3．6．3－環境庁公表資料情報データー覧及び公表資料の  

提供   

環境庁は，広報室を通じて年問300件以上の嚢札 調  

査結果等の公衷を祈っている。これらの一l■11テ撒を民l～りの機  

閲等が灘張するためには．新聞等を毎月精査するなど 

大きなづ〃Jが必要となる。これを軽減し，環境けの公表  
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資料の普及に努めることは，環境行政の推進の観点から  

も重要なことである。   

このため，環境庁行政部局の協力を得て，平成3年度  

分からの環境庁公表資料データー覧並びに公表資料及び  

添付資料の一般利用者への提供体制について検討を行っ  

た。環境庁公表資料データー覧は，公表年月日，件名，  

概要，キーワード，添付資料名，担当課室等を含み，帳  

票（コピー用紙）のほか，パーソナルコンピュータによ  

る検索等の処理の便を考慮してフロッピーディスクによ  

る提供を，また，公表資料及び添付資料については，（財）  

環境情報普及センターを通じてコピーによる提供を予定  

している。   

一九同データー覧は環蜂情報ネットワーク沌卜NET）  

にアップロードし，別途，地方公害研究機関等への提供  

体制も確立することとしている。  

言では，環境情掛二対する適切なアクセスの掟供がうた  

われており，中央公害対策審議会，自然環境保全審議会  

の環境基本法別のあり方に関する答申においても，事業  

者，国民の積極的な取り組みの支援の項に，環境情報の  

適切な提供が位置づけられているところである。   

環境庁をはじめ政府機関等においては多種多様な環境  

情報が集積され，環境白書などの形で公表されてきてい  

るが，これらの情報は必ずしも体系的な収集・整備が行  

われているわけではない。このため，環境情報の全体像  

とそれらの情報の所在（情報源情報）について明らかに  

し，環境に関連する情報へのアクセスを容易にすること  

が必要とされている。当研究所の組織改編の際にも，研  

究所がもつべきデータベースとして「案内情報データ  

ベース」の必要性が提言されている。   

このため，どのような環境情報がどこにどのような形  

態で集積されているかに関する情報（環境情報源情報）  

を整備し，環境情報の全体像を明らかにすること，また，  

外部提供可能な情報源情報について，止こく一般に利用可  

能な形（書物及び電子メディア）で提供tることを目的  

とし，本調査を開始した。平成4年度は，環境庁行政部  

局，民間団体等が保有している環境情報に関する調査を  

行った。  

3．6．4 環境情報源情報の整備調査   

環境情報センターは，環境けにおける環境の保全に関  

する国内外の資料の収集，整理及び提供を行う中心的机  

絶として，環境情報の充実に現在取り組んでいるところ  

であるが，その整備にあたり環境情報の体系的把握が重  

要である。   

また，1992年6月の地球サミットで採択されたリオ宣  
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4．地球環境研究センター  

近年，地球温暖化，成層圏オゾン層の破壊，酸性降下  

物，海洋汚染，熱帯林の破壊，砂漠化，野珪4物棟の減  

少等の地球規模での環境問題が顕在化し，人類の丑弟二基  

盤に探刻な影響を与えている。このような事態に対して  

実効ある取り組みを行うためには，地球環境に関する観  

測・監視と調査研究を抜本的に強化し，人類の諸活劇が  

地球環境に及ぼす影響を科学的に解明する基礎作りを進  

めることが不可欠であるという認識が世界的に広まって  

いる。とりわけ，高度な経済活動を営み，優れた技術力  

を有する我が賃としては，「世界に買献する日本」の立  

場から，国際的地位にルじた役割を横板的に果たしてい  

くことが必要である。  

以上のような背景の下，地球環櫛軒先センターは，平  

－， 成2年度の予算でその設立が認められ，守成2年4月よ  

り所内で種々の準備を進めたうえで，その年の10月1［】  

正式に発足した。  

センターの主要業務は，地球環境研究の総合化，研究  

文枝，モニタリングであり，平成2年度にはセンター業  

務を早期に軌道に乗せるため多くの力を注ぎ．平成3年  

度にはセンターとして業戯のより具体的な推進に基点を  

置いた。  

平成4年度は，地球環境研究センターとしての任務を  

再確認し，これまでの業務の基盤を囲める一方で，今後  

■の新たな方向を模索する姿勢で望んだ。其体的には，第  

3回の地球環境石JF究者交流会議や1G上主Ⅰ｝（地球圏一三一三物  

圏国際協同研究計画）シンポジウムを開催すると共に，  

総合化研究の継続的推進，スーパーコンピュータシステ  

ムの本格的運用の開始，UNEP／GRtl）のセンターとして  

のサービス提供，波照i‘盲j一地球環境モニタリングステー  

ションの完成などによる地球環境モニタリング業務のよ  

り具体的推進を図ってきた。  

また，匡l付和舌動のみならず，海外においても各種の  

活動を行い，特にIl】CC（気候変動に関する政府間パネル）  

活動への参加やアジア太平洋温噸化セミナーヘの抑軋  

地球変動研究l］米ワークショップの支援などを通じて，  

地球環境研究のより一層の推進に資するための共体的な  

活動を行った。  

4．1業務概要  

4．1．1地球環境研究の総合化   

地球環境問題は，発展途＿l二国における人【］増加や貧困，  

農業用他の乱開発，先進国の都市化，高度な∠t三活の要求  

及び急速な技術進歩等，人間活動が複雑に関連し合って  

生じている。地球環境研究の総合化においては，地球環  

境保全に向けて各分野の研究者の総力を結刃…して効米的  

に研究を進めるため，研究の有機的連携を図るとともに，・  

こうした祉会事象ヤ環境破牒に至る現象を総合的に把握  

し，相互作用を解明することを目的としている。  

（1）研究交流   

平成2年に開催した「第1同地球環境研究者交流会  

議」，平成3年に開催した「第2回地球環境研究者交流  

会議」に続いて，平成4年度は「地球環境研究の国際化  

推進」をテーマに「第3同地球環境研究者交流会講」を  

1＝］30日に開催した。   

この会議では，地球環境研究に直接，あるいは間接的  

に携わっている研究者約160名が一堂に会し‥地球環境  

研究における国際共同研究の現状と課題，及び今後の方  

「如二ついて議論がなされた。   

当Hは，午前中に関連テーマの基調講演に続いて，国  

際共同研究に閲する現状について関連省庁の行政官より  

報告がなさjt，午後からは，国際共同研究に関して様々  

な視点から，有識者らによるパネルディスカッションが  

行われた。これに引き続き，この会議の翌日から2日間  

の日程で「IGBP（地球圏－∠1二物囲国際協l叶研究計画）  

シンポジウム」が日本学術会議との共同により開催され  

た。このシンポジウムではアジア太平洋地域における  

IGBPに関する研究進捗状況についての情報交換などが  

行われた。  

（2）地球環境研究総合推進費関連   

平成4年7月に，地球環境朝究等企画委員会一地球環  

境研究小委員会の下に設【買主されている分野別検討会との  

共催により，地球環境朝究連絡会議を開催した。また，－  

9月下旬から10ノJ＿l二旬にかけて，平成5年度に「盲‖ナての  

研究課題の見通しを議論するため，同会議を開催した。  
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同会議においては，各分野ごとに課題別研究代表者が  

一生に会し，これまでの研究の進捗状況，今後の研究計  

画などについての瀬告がなされた。  

また，分野内の研究者間の交流と情報交換を目的とし  

て，分野別研究発表会を開催しており，4年度は熱帯林  

の減少の分野について発表会（9月）を開催した。  

らなる「スーパーコンピュータ利用ワーキンググループ  

（平成4年度l回開催）」において利用者からの要望等  

について調整を行った。さらに．平成4年度から新たに，  

利用者間の惰報交換等を行うための「スーパーコン  

ピュータユーザーズミーティング（平成4年度3回開  

催）」を設置した。   

スーパーコンピュータシステムを利用した研究の主な  

ものとしては，地球規模の気候変動を予測するモデルで  

あるGCMによるシミュレーション研究，人二l二衛星等に  

ょるリモートセ、ンシング関連研究，その他の地球環境研  

究などがあげられる。また，利用者数では約80名にも達  

し，CPUの稼動率は時期によってはほぼ100％に近い状  

態が続いた。   

さらに，このシステムを利用した地球環境研究を広く  

紹介することや利用者間の情報交換を目的として，平成  

5年3月23日には「スーパーコンピュータによる地球環  

境研究ワークショップ」を開催した。  

（3）地坪環境研究総合推進費一緒合化研究   

推進費の中で，総合化研究については当センターが担  

当することとならており，平成4年度は，3年度に引き  

続き「持続的発展のための世界モデルに関する研究」と  

・して．世界モデルの構築についての研究と「地球環境保  

全のための社会経済システムのあり方に関する国際比較  

研究」を進めた。   

また新たに「環境資源拗碇体系の確立に関する研究」  

を経済企画庁経済研究所，農林水産省森林総合研究所及  

び農業総合研究所と共同で右手した。（詳細については，  

2．2．1（10）－参照）  

（2）データベースシステムの整備   

ソフトウエアとしては，データの検索、表示（メッシュ，  

国単位），情報源情報の検索が系統的に行え，また，デー  

タ管理，ユーザー管理といったシステム運用の機能も  

持った地球環境データベースのプロトタイプの開発を  

行った。このプロトタイプにはGlモIDの地球規模のデー  

タを中心に登録を行い，平成5年度から提供を隈始する  

予定である。さらに，個別分野のデータセットの整備に  

ついても検討を開始した。平成4年度は，海面上昇デー  

タセットの韮本設計を行った。   

＿l二述のような，ソフトウェアの開発に並行して，デー  

タベースに登録するデータの収集・整備を行った。デー  

タとしては，国連の人口，貿易データ等国際機閲の地球  

環境関連データ及び地球環境研究を行うための基礎デー  

タの収集を行った。情報源情掛二ついては，国外の地球  

環境研究にかかわる機関についでー－l相川叉集を行い，「国  

際研究計画・機関情報」としてまとめ，出版した。  

4．1．2J客員研究官制度   

地球環境研究センターには，研究活動促進のため客員  

研究官を置くこととされており，設立当初から，人選等  

について検討してきたところであるが，平成4年7月29  

日付けをもって5名の大臣発令があった。   

客員研究官は，地球環境研究センターの活動方針及び  

地球環境研究の総合化に対する助言を行し？，広く地球環  

境研究に関する有識者としての立場から，当センターに  

対し指導，助言を行った。  

4．1．3 地球頓境研究支援   

日本における地球環境研究の中心的役割を果たすべ  

く，地球環境研究に必要な様々な支援体制を整備し，そ  

れを広く提供していくことにより，研究の効果的推進を  

図ろうとしている。  

（1）スーパーコンピュータの提供  

’平成3年度から，スーパーコンピュータシステムの利  

用サービスの提供が開始され，平成4年度は，その本格  

的な適用に向けて各棟の体制を整備した。運用に当たっ  

ては，専門家からなる「スーパーコンピュータ関連研究  

ステアリンググループ（平成4年度2匝1開催）」から基  

本方針について意見をもらうと共に，代表的な利用者か  

（3）GRID一つくぼ   

国連環境計画（UNEP）の環境情報利用システムであ  

る地球賓源惰闇データベース（CR】1））の協力センター  

としての活動としては，平成4彗三4月から，GRIl）の所  

有する地球規模の環境データについての捉供を閲始し  

た。提供開始後の12月までの9か月l…；Jでの問い合わせ及  
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びデータの請求件数は約80件であった。   

また，人工衛星画像データ（NOAA－AVHRR画像）  

を用いたアジア柏里図（1kmメソシュ）をGRIDデー  

タとして登録する作業を行い，GRID一つ〈ばのオリジ  

ナルデータとして，各Gl甘Dセンターから碇供を開始し  

た。  

それぞれの段階に移行する際にモニタリングに関する運  

営委員会の場で評価を受けることとした。  

（3）事業別概要  

1）地球環境モニタリング精度管理   

対流圏モニタリング精度管理   

地上ステーションに設置するためのラドン計を昧入す  

るとともに，平成2年度に開発したサンプリングボトル  

の温度変化保存性能試験を行った。   

4．1．4 地球環境モニタリング   

環境庁が毎年度策定する「地球環境モニタリング計画」  

に基づき，地球的規模での精緻で体系的かつ長期的な地  

球環境のモニタリングを，世界各機関と共同して推進す  

ることにより，地球環境研究や行政施号酎こ必要となる基  

礎的なデータを得ることを目的としている。  

2）成層圏モニタリング   

①オゾンレーザーレーダーによる成層圏オゾン層モニ  

タリング   

平成3年度に引き続き，つくば上空において，オゾン  

層の高さ方向分布を定期的にモニタリングした。   

平成5年度早々に，平成2年8月から平成3年12月ま  

でに実施したデータを整理し「平成5年度地球環境モニ  

タリング業務に関する年次報告書一英語版」を取りまと  

めることとしている。  

（∋有害紫外線モニタリング   

ブリューワ型紫外線計および全天型紫外線計を用い  

て，つくばにおいてB領域紫外線を平成4年4月から  

12月までの9か月間試験モニタリングを行った。平成3  

年6月から12月に観測したデータを気象庁の公表データ  

と比較検討した。   

（1）地球環境研究センターのモニタリング体制   

モニタリングは．実行主体とし七共通の関心を持つグ  

ループ間の連携を強めることと．効率的な道営を目指し  

て，観潮対象別に成層圏．対流胤 海洋，生物圏に分類  

している。   

各分野にかかわる所内外の研究者で構成される専門分  
科会を事業内容別に作り，所内研究者を代表幹事として  

実質的な推進を行うと同時に，運営に当たっては外部か  

らの意見を反映できるようにした。   

来年度以降のモニタリングの実行に当たっては．モニ  

タリングを長期的に継続する実施体制として各事業ごと  

に所内研究者を中心とした実施グループにより実施され  

ることとなった。実施グループは，実施者任者及び実施  

協力研究者で構成される実施ユニット，専Plの立場から  

指導あるいは助言を石う研究協プ」指導助言者，得られた  

モニタリングデナタを地球環境間趨の解決のために利用  

する利用解析グループ，長期継続性を確保するためにモ  

ニタリング閲始当初から実施グループに参加する民間等  

技術文枝団体から構成される。  

3）対流圏モニタリング  

（D航空機モニタリング   

平成4年7月，シベリアにおけるCO2やCH4などの地  

球温暖化ガスを立体的に測定するため，ロシア連邦の国  

立試験研究機関である中央大気観測所（CAO）と共同  

して大型航空機によるモニタリングを行った。その結果，  

地表付近のCO2濃度は上層よりも低いのに対し，ClI4は，  

逆に，地表付近で濃度が高く，湿地帯からのCH。の発生  

を確認した。  

（参波照間一地球環境モニタリングステーション   

平成4年6月波照間において竣工式典を開催した。ま  

た，モニタリングを実施する際に必要となる大気採気乱  

標準ガス等の配管および気象測定器を設置した。さらに，  

同ステーションにCO2及びCn。を測定するための自動連  

続測定装置を設置し試運転を開始するとともに．オゾン  

計やパーティクルカウンターも設置した。平成4年12月  

（2）地球環境モニタリング業務の運営について   

地球環境モニタリングの実施，評価体制の確立，デー  

タの取扱いに関する基本方針を策定し，その方針に基づ  

き来年度以降実施する事業について，既存のものも含め  

て．モニタリングに関する運営委員会で検討し，来年度  

以降芙施する事業を決定した。また，事業をフィージビ  

リティスタディ（1年l軋試験モニタリング（3年間），  

長期モニタリングと3つの段階に分け，新規の事業及び  
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②外洋モニタリング   

平成3年度とりまとめた結果に基づき，シャワー方式  

とバブル方式の2つの異なる方式を用いた大気／海水中  

二酸化炭素分析装置を開発し，航路の選定及び平成5年  

度以降の計画を検討した。   

より試験的にモニタリングを開始した。   

一方，波照間周辺の汚新原の動向及び推移を調査する  

ため，平成3年度に引き続き，沖縄県に委託して，石垣  

掛こおける硫黄酸化物と窒素酸化物の大気汚染調査を実  

施するとともに，波照間島でのラドン濃度について調査  

した。   

③北域ステーション   

平成3年度実施した種々の事前調査の結果に基づき，  

ステーションの設置位置として北海道落石岬を選定する  

とともに，平成5年度以降の事業推進に係る具体的方針  

を検討し必要な調査を開始した。   

④定期航路モニタリング   

平成3年度に開発した手法により，日本一シドニー問  

（南北半球間）の定期航路において，洋上大気の温室効  

果ガス（CO2，CH4，N20）を年7回試験的にモニタリ  

ングした。CO2とCH4に関しては南半球と北半球で有意  

な差が見られたが，N20に関してははっきりした差は観  

測されなかった。   

⑤発生源モニタリング   

北海道において，平成3年度に引き続き，都市域等に  

おける温室効果ガスの発生源モニタリングを行うととも  

に，落石岬でCH4とN20の測定を行った。兵庫県におい  

ては，平成3年度に引き続き，都市等における温室効果  

ガスの発生源モニタリングを行うともに，CFCをモニ  

タリングするための新たな手法の検討を行った。横浜市  

では，温室効果ガスについて一斉サンプリ．ングを行って  

面的な広がり（発生状況）を調査するとともに，毎月1  

回の調査により，温室効果ガスの季節変化を調べた。   

5）生物モニタリング   

本年度は生物多様性モニタリングについて，平成3年  

度に引き続きモニタリングの対象や地域，手法，費凡  

人材・人員等について検討したが，地球環境モニタリン  

グとして意味のあるモニタリングを行うには費用，人  

材・人員訊こついて解決すべき問題が多く，今後これら  

の問題をどう解決してい〈かが課題となっている。   

6）衛星モニタリング  

ILASデータ処理・適用システム開発   

ADEOS衛星に搭載予定のILAS装荷のエンジニアリ  

ングモデルを使って地上モデル実験を行うとともに，  

データ処理のアルゴリズムとデータベースの詳細機能設  

計を行った。  

4．1．5 その他の所外活動   

当センターの総括研究管理官等が環境庁「地球温暖化  

問題検討委員会・影響評価追補分科会」，紺斉企画庁「経  

済審議会共通発展基盤部会」，科学技術庁「技術二㌣測委  

員会」等を通じて，地球環境政策への提言を行っている。  

4．1．6 広報活動（広報印刷物）   

地球環境研究センター発足から現在までに，年報，パ  

ンフレットニュース等によりセンターの活動を止、報し，  

研究者間の交流等に役立たせている。地球環境研究セン  

ターニュースは毎月発行し，地球環境研究閲係者及び諸  

機関あてに送付した。   

その他地球環境研究の総合化，研究支援，モニタリ  

ングに関連した各種報告書を作成し，配布した。  

4）海洋モニタリング   

①日韓フ・エリーモニタリング   

平成3年度に引き続き，神戸，釜l川路ユの日韓フェリー  

に設置した自動連続計測システムと自動採水システムに  

ょり，クロロフィル，pH，温度，塩分及び栄養塩を定  

期的にモニタリングした。しかし，協力を待ていた大阪  

国際フェリーが平成4年度をもって日韓間の航路を廃1卜  

したため，平成5年度より計画を見直すこととした。平  

成5年度早々に平成3年6月から12月まで実施したデー  

タを整理し，「平成5年鹿地球環境モニタリング事業に  

関する年次報告苦一英語版」を取りまとめることとして  

いる。  

4，2 組織  

4．2．1組織概要   

平成4年度末現在で，地球環境研究センター長（充て  

職），絵描研究管理官（1名），研究管理美－（3名），業  

務係長（1名），交流係長（併任），観測節1係長（1名），  
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観測第2係長（1名）の体制で業務に当たった。  4，3 所外協力体制  

4．3．1地球環境研究等企画委員会，地球環境研究小委  

員会，地球環境モニタリング小委員会   

地球環境研究センターの対外的業務の一つとして，地  

球環境研究総合推進費による研究の進行管群があり，毎  

年度策定される実施要綱に基づき研究連絡会講及び研究  

推進会議を開催し，環境庁企画調整局に設けられた「地  

球環境研究等企画委員会」及びその下に設置されている  

「地球環境研究′ト委員会」にその結果を報告することと  

なっている。   

また，さらに同企画委員会のFに設置されている「地  

球環境モニタリング小委員会」においては，当センター  

で行う地球環境モニタリングが審議されることとなって  

いる。   

4．2．2 所内併任等   

平成4年度末現在で，当センター専属の職員のほかに，  

専任に準ずる併任として3名と，モニタリング，データ  

ベースおよび総合化研究を主体的に実施する研究者等16  

名を所内併任として，地球環境研究センター業務の推進  

を図った。  
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5．環境研修センター   

環境研職センターは，環境行政に従事する，国及び地  

方公共団体等の職員の行政的見識の向上．専門的知乱  

技術の習得及び職員相互の啓発．交流を‡］的とした研修  

、を実施している。   

研修コースは．行政関係研修と分析関係研修に大別さ  

れるが，平成4年度の研修ほ，環境をめぐる社会情勢の  

複雑多様化とそれに伴う研究ニーズの専門家に応えるベ  

〈行政関係研修18コース，分析関係研修7コース等を実  

施した。   

また，国際協力の一環として発展途上国の環境モニタ  

リングの人材養成のため，J「環境モニタリング（水質）  

研修」を実施した。（平成2年度より開始）   

研修実砧は次のとおりである。  

（1）行敢闘係研修  

研 修 対 象 者  修了者数（人）  研  修  名  実施時期（口数）  

環境行政管理・監督者研究会  4．5，lト4．5．15（5日） 国及び地方公共用体等の環境行政を担  
当する管理者及び係長（担当職を含  
む。）以上の監督者  

4．11，5～4．11．ユ2（6［】） 国及び地方公共珂体等において環境管  
理業務を担当している職員でその経験  
が1年以上の者  

4．9．1～4．9．8（6［］） 回及び地方公共団体等において環境影  
御許価業務を担当している職員でその  
経験がユ年以上の者  

4，4．21－4．4．24（4日） 回及び地力公共同体等においで快適環  
境に関する業頗を担当している職員  

4．10．26－4．10ご30（5日） 固及び地プj‘公雲脚‖本等において環境教  
育に関する行政に従如している職員で  
その経験が1年以上の者  

4．川．26－4，10．28（3日） 国及び地方公共l司体の環境教育実践清  
動を支援する閲係同朋等の私員  

4，12．ト4．12．8（6日） 国及び地方公火付休符において自附呆  
譲葉務を担当している職員でその経験  
が1年以上の者  

4．7．20－4．7．28（7Ei） 圏及び地方公共且体制こおいて鳥獣閤  
係司法警察員及び野生珪物保護業務を  
担当している職員でその経験が1年以  
＿Lの者  

4．6．22～4．6．26（5日） 環境庁の職員で自然公園管周慄溺沌用  
当している職員  

5．2．16－5．2．23（61ヨ） 国及び地方公洪剛体等において大気保  
全業磯せ甚当している職員でその紆験  
が1年以上の者  

4．9．29－4．10．6（6日） 匝1及び地力公共団体等において騒音・  
振動防l【二業務を担当している職員でそ  
の経験が1年以上の者  

4．10．13－4．10．20（6日） 国及び地方公共岡体等において水質保  
全莱雅を礼t当している職員でその経験  
が1年以＿1二の者  

環境管理研修  67  

環境影響評価研修  1199 

快適環境研修  

環境教育相修（行政）  

環境教育研修（尖践）  

自然保護研修  

野生生物保護研修  59  

国立公園管理1封刑夢  

大気保全研修  

騒音・振動防止研修  t：ll   

水質保全研修  
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研  修  名  実施時期（日数）  研 修 対 象 者  修了者数（人）  

地盤沈下防止研修  4．6．15－4．6．19（5日） 国及び地方公共用体等において地盤沈  
下防止業務を担当している職員でその  

・経験が】年以上の者  
5．ユ．25〝5．2．3（8日） 国及び地方公北岡体等において環境に  

関する行政又は研究業務に従事してい  
る職員でその繚験が1年以上の者又は  
同程度の知識を有する者  

5．2．15”5．2．19（5日） 環境庁に勤務する職員のうち係長昇任  
後1－3年の者  

巨8日） 
環斬新朋郎＝動  

11  

4．4．13”4．4．16（4日） 環境庁新採用敬員（m・Ⅲ種）  

4．4．21”4．4．24（4日） 環境庁の業務を所有する総務けの環境  
調査官等の初任者で経験が】年未満の  
者  

23  

情報処理研修  40  

環境庁職員研修（係長級）  

環境庁新採用職員研修（Ⅰ種）  

環境庁新採用職員研修（Ⅲ・  
Ⅲ種）  

地方環境調査官初任者研修  

（2）分析関係研修  

研  修  名  実施時期（日数）  研 修 対 象 者  修了者数（人）  

粍器分析研修卜般課程）  5．1．19～5．2．4（13日） 国及び地方公共団体等において公害防  
止に係る分新業務を担当している職員  
ノでその経験が1年以上の者  

4．5．13－4．5，22（8日） 国及び地方公共団体等において公害防  
止に係る分析業務を担当している職員  
でその経験が概ね2年程度までの者  

4．1Z．l－4．12．17（13日） 国及び地フナ公共団体等において大気・  
悪臭関係の分析業務を担当している職  
員でその経験が概ね2年以上の者  

4．6．16丁－4．7．2（13［］） 揖及び地方公共団体等において水質・  
土壌こ廃棄物関係の分析業務を担当し  
ている職員でその経験が概ね2年以上  
の者  

⊥・般分析研修  18  

大気分析研修  23  

水質分析研修  37  

機器分析研修（特定課程）A（第1回）4．7．20－4．7．24（5日）  
A（第2回）4．11．16～4．11．20（5日）  

国及び地方公共団体等において公だl防  
止に係る分析業務を担当している職員  
でその経験が2年以上の者  

地方公共同体の公害試験研究機関にお  
いて分析測定莱膀を担当している職員  
で既に環境研修センターの分析研修課  
程を修了した者  
回及び地プテ公共団体等において公害†；方  

止に係る分析業務を担当している職員  

発展途上国において水質環境保全を担  
当する中堅管理技術者  

10  

10  

10   

1   

B  4．8．31～4，9．4（10［］）  

4．9．29－4．10．29（23日）  特別分析研修  

課題分析研修①  

lこ、「・  

4，7．20－4．7．24（5日）  

4．5．18～4，5．Z2（5日）  

環境モニタリング（水質）研  4．9．28～4，11．13（36［］）  

修  

研修修了者計  
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6．研究施設・設備  

する大気汚染現象（粉じん飛乳 酸性吼 雨洗など）を  

解明するエアロゾル風洞が設置されている。   

地球環境研究総合推進聖の地球温暖化分野で「温室効  

果気体の増加による地球温暖化現象の機構解明に関する  

研究」，オゾン層の破壊分野で「オゾン層の破風こ関す  

る研究」，酸性雨分野で「酸性雨に関する総合研究」，海  

洋開発および地球科学技術調査研究促進費の地球科学技  

術特定調査研究で「地球温暖化の原因物質の全球的挙動  

とその影響等に関する観測研究」，および経常研究等が  

行われた。  

6．1大型研究施設  

6．1．1大気化学実験棟（光化学チャンバー）   

本施設は，大気中の一次汚渠物質が光化字的に二次汚  

染物質に変質するメカニズムを実験的に研究し，都市域  

における光化学スモッグ，対流圏バックグラウンド・成  

層圏等の大気光化学反応を解明することを主目的として  

いる。そのための大型実験装置として光化学チャンバー  

が設置されている。   

地球環境研究総合推進費の地球の温暖化分野で「温室  

効果気体の増加による地球温暖化現象の機構解明に関す  

る研究」，オゾン層の破壊分野で「オゾン層の破壊に関  

する研究」および経常研究等が行われた。  6．1′4 大気共同実験棟（大気フリースペース）   

本施設は，室内実験，フィールド調査などに使用され  

る各種計測器の校正試験，および既設の各施設では対応  

できない大気関係の特別研究，経常研究その他のため，  

その必要性に応じ一定期間の使用に供することを日的と  

した施設で，特別研究，綻常研究に使用する各種の機器  

の校正に利用された。また，対流圏および成層圏のオゾ  

ン濃度分布の測定を行い．オゾン濃度の変動現象の解明  

および長期的な変化を、研究するオゾンレーザーレーダー  

が設置されている。  

6．1．2 大気拡散実験棟（風洞）   

本施設は，工場や自動車から排川される大気汚染の移  

軋 拡散現象をできるだけ現実に即してシミュレートす  

るための施設である。本施設は従来の流体力学用風洞の  

仕様条件に加えて，温度，速度成層装備，加熱冷却床パ  

ネルを備えている朝こ特徴がある。これらの組み合わせ  

により種々の気象条件が再現でき，移流，拡散に最も重  

要なパラメータである大気の安定度を調節して自然大気  

と相似の条件で大気汚染をシミュレートすることが可能  

である。   

特別研究「都市域における冬期を中心とした高濃度大  

気汚染の予測と制御に関する研究」，地球環境研究総合  

推進華の地球の温暖化分野で「地球温暖化の影響および  

臥1二対策に関する総合研究」，および経常研究等が行わ  

れた。  

「オゾンレーザーレーダー」   

オゾン観測室に設置されているオゾンレーザーレー  

ダーは3台のレーザーと口径200cmおよび56cnlの2台  

の望遠鏡を備えており，高度45kmまでのオゾンの高度  

分布を高い精度で観測することができる。   

地球環境研究総合推進費のオゾン層の破壊分野で「オ  

ゾン層の破壊に関する研究」，および経常研究等が行わ＼  

れるとともに，地球環境研究センターによる成層悶モニ  

タリングが行われた。  

6．1．3 大気汚染質実験棟（エアロドーム）   

本施設は，環境大気の遠隔計測並びに粒子状大気汚染  

質の大気中の挙動を研究する施設である。最上部（7・  

8階）に設置されている大型レーザーレーダーは大気汚  

染質の空間分布を短時間にJユニ範囲にわたって観測するた  

めの装置で，コンピュータによって操作，データ処理を  

行う。3・41；削こは，エアロゾルチャンバーを中心とし  

た粒子状汚染質および酸性・酸化性物質の生成，拡散，  

消滅の諸過程を研究する装荷と，エアロゾル粒子の閲与  

6．1．5 大気モニター模   

本施設は，大気質の自動測定装置等の精度や安定性の  

チェックあるいは相互比隠 さらに妨害因子の検討など  

を行うための施設である。本施設には，国設大気測定所  

などで実際に使用されている機器を中心として7種類の  

自動測定器（NO∫，SO2，03，CO2，非メタン，SPM，ガ  
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ス状粕の各測定機器）が設置されている。機器の性能  

を維持するために，専門技術者が精度管理を厳しく行っ  

ている。また，所内の研究者に対して，気象要素（風帆  

風速，輔鼠 気圧，日射還，紫外線放射量，地表温度）  

や火気質の測定結果の公開なども行っている。本年度は，  

半年以上にわたる長期テストを必安とする研究課題を含  

み8研究課題の利用申込があり，有効なレフ7レンス  

データの提供を行った。  

することを目的としている。淡水マイクロコズム装置は  

アオコ等の微生物の挙動および水質改善効果等を瑚究す  

る昌的で設置された実験装置であり，海水マイクロコズ  

ム装置は赤潮プランクトンなどの海域における微生物の  

挙動を研究する実験装置である。徴葺の重金属，農薬等  

の汚染物質が，どのように魚類や甲殻類等の水生生物に  

影響するかを研究する目的で毒性試験装置が設置されて  

いる。その他，水生生物の飼育培養および系統保存のた  

めの設備が設粧されている。屋外には自然条件‾F■におけ  

る生態系の遷移現象や水質変化に伴う生態系としての反  

応を，生物群尭の面から解析するための実験施設として  

生物生態実験地が設けられている。本年度に供試された  

実験水生生物札 グ；ピー，メダカ，タマミジンコ，オ  

オミジンコ，ヌカエビ等を中心におよそ50桂・系統に及  

んだ。   

特別研究「水環境におけるイヒ学物質の長期暴露による  

相乗的生態系影督に関する研究」，「産業構造の変化およ  

び生活様式の高度化に伴う多様な環境汚染に係わる対策  

に関する研究」，「l祁負性海域における水界生態系横柄の  

解明および保全に関する研究」，「環境保全のためのバイ  

オテクノロジーの清川とその環境影響評価に関する研  

究」，地球環境研究総合推進紫の地球温暖化分野で「地  

球温暖化の影響および彷止対策に閲する研究」，海洋汚  

染分野で「地球環境の変動との海洋汚染に果たす漸羊物  

質循環の役割に関する研究」，および経常研究等が行わ  

れた。   

なお，平成4年鹿補正予算（老朽化対策）において，  

淡水マイクロコズムおよび空調機の改修二1二郎が行われ  

た。  

6．1．6 ラジオアイソトープ実験機（Rl棟）   

本施設は，放射性同位元素を利用することにより，汚  

染物質の挙動を解明するためのものであり，使用承認さ  

れている核種はα放射体を除き36核種である。  

（1）建物概要：RC3F延べ昧面積＝1、564n12  

昭和53年3月竣二【二   

空調系統－4系統＝■（R13系統，一一般1系統）   

排水系統一RI，CD   

RI実験室－5室：動物用チャンバー，植物用チャン  

バー，放射性ヨウ素使用室，剛希釈室，オートラジオ  

グラフイ一周暗室，測定室，低温室，温室，RI貯蔵室，  

廃棄物貯蔵室，廃水処理施設，コールド実験室  

（2）主要機器：RI動物廃棄物凍結乾燥機，凍結乾燥機，  

放射性有機廃液焼却装軋 液体シンチレーションカウン  

ター，GMカウンター，低バックグラウンドガスプロ⊥  

カウンター，Nalシンチレーションカウンター，Geガン  

マ線スペクトロメー’夕′－，オートガンマカウンター，ラ  

ジオアクティブスキャナー，高速液体クロマト連続ラジ  

オアクティビティモニター，ラジオガスクロマトグラフ，  

超遠心分離機  

6．1．8 水理実験機   

本施設は，湖沼・河ノlト沿岸海域の水理現象と水質に  

関与する物質の輸送と混合・拡散現象を実験的に解明す  

ることを目的とした施設であり，地下水汚染研明のため  

の諸モデル測定装置が設脛されている。   

特別研究「トリクロロエチレン等の地下水汚染の肌【二  

に関する研究」，「有害廃棄物のモニタリングにl対する研  

究」，丹那相性海域における水恥生態系機構の解明および  

保全に関する研究」，「湿原の環境変化に伴う生物群並の  

変遷と生態系の安定化維持機構に関する研究」，「湖沼水  

質指標の閲発と新たな湖沼環境l現題の郎卿二関する研  

究」，および経常研究等が行われた。  

（3）施設利川状況  

施設使用登録者数  

課題別利用件数  

原子力利用研究  

特別研究  

経常研究  

科学技術振興調整費による研究  

44人  

ト
 
 
ト
 
 
ト
「
 
 
ト
「
 
 
 

3
 
 
⊂
J
 
 
9
 
 
1
ュ
 
 

6．1．7 水生生物実験横（アクアトロン）   

本施設は，水糾二おける汚濁物質の挙動および影響を  

∠l三悪学，生理学．徴±l二物学，水質二】二学等の見地から解明  
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［海洋マイクロコズム］   

本施設内に設置されている海洋マイクロコズム装置  

（平成3年度設置）は海産藻類の増殖に伴う炭酸ガス吸  

収有機イオウ化合物発生など海洋物質循環を研究する目  

的で，海産藻類を長期間無菌的に純粋培養を行う施設と  

して設置された。   

特別研究「閉鎖性海域における水界生態系機構の解明  

および保全に関する研究」，地球環境研究総合灘進費の  

海洋汚染分督で「地球環境の変動と海洋汚染に果たす海  

洋物質循環の役割にf茶ける研究」，科学技術振興調整費  

の「海洋円石藻の炭酸塩鉱物形成と海洋炭集循環棟能に  

関する研究」，「生物ラジカル計測とその応用技術に関す  

る研究」，「水質のリモートセンシングと流動場の診断に  

関する研究」，海洋開発および地球科学技術調査研究促  

進費の「サンゴ礁生態系モニタリングにおける遠隔探査  

技術の研究」，および経常研究等が行われた。  

レーダーの装置および飼育室の一都を改修し，特殊実験  

室に改造した。  

［生体用NMR装置］   

本装置はヒトや実験動物を生きた状態でNMR計測を  

行い，その代謝機能や体内イメージを解析する装置であ  

る。科学技術振興調整弊紙合研究「生体の分子レベルに  

おける高感度・高分解能非破壊計測技術の開発に関する  

研究」および同調整賀－・般研究「核磁気共鳴法による脳  

のエネルギー代謝機能評価法の研究」などに使用された。  

も．1．11植物実験棟（ファイトトロン）   

本施設は，地球環境問題昔自然保讃などに関連して，  

植物および陸上生態系に及ぼす種々の環境ストレスの影  

響について，制御された環境‾ドで研究をすることを目的  

とした試験研究施設である。このために．植物群落を対  

象とした自然環境シミュレr夕を始めとして，クリーン  

実験室・培遊星等からなるバイオテクノロジー施設．  

棟々の型式・性能の環境調節装荷が植物実験棟Ⅰおよび  

tlに設匿されている。また，平成4年度において，砂漠  

化や熱帯林の研究のための低温低湿，高温高温の設定の  

できるグロースチャンバーを設置した。   

本年度に本施設では，2研究グループおよび3基盤研  

究部によって，地球規模研究5課題，特別研究1課題，  

辞常研究3課題，科学技術振興調整鶉研究3課題の試験  

研究が行われた。特に地球規模研究，「紫外線の増加が  

植物に及ぼす影響に関する研究」，「地球の温暖化が約物  

に及ぼす影響の解明に関する研究」，「植物に与える酸性  

および酸性化物質の影弓削こ関する研究」，「砂漠化機構の  

解明に関する国際共同研究」等により，植物に対する地  

球規模の環境変動の影響について，遺伝子から群落まで  

の棟々のレベルで研究が行われている。また，環境保全  

のためのバイオテクノロジーの活用とその環境影響評佃i  

に関する研究では，バイオテクノロジーを用いて大気汚  

染環境に対して指標性や浄化能力の高い植物の開発に閲  

する研究が行われている。   

本年度に供試された実験植物はソラマ・メ，ホウレンソ  

ウを中心に，中国の砂漠に生育する柄物等多〈の野生植  

物種も含め約60棟におよび，年間供給側体致は約10，000  

何体に達した。  

6．1．9 土壌環境実験棟（ペドトロン）   

本施設は，土壌・底質環境の保全並びに汚染土壊の浄  

化に関する研究を行うことを目的とした施設であり，地  

温制御大型ライシメータ←，グロースチャンバー，地温  

制御チャンバーなどの装置が設置されている。   

平成4年度には本施設を利川して，特別研究1課趨．  

地球環境研究1課臥 経常研究5課題，原子力利用研究  

1課題，重点基礎研究1課題が実施された。  

6．1．10 動物実験棟（ズートロン）   

本施設は，環境汚染物質が人の健康に及ぼす影響を，  

BiomedicalScienceの立場から，動物を用いて実験的に  

研究することを目的とした試験研究施設である。   

平成4年度に本施設を使用して実施された試験研究  

は，1部1グループの7研究室26課題であ った。これら  

の内容としては，大気汚染物質、重金属およびその他の  

環境汚染物質の生体影響の解明に関する基礎的研究に加  

えて，地球温暖化やオゾン層の破壊に伴う紫外線の健康  

影響にf業けるものも含まれている。   

さらに，本年度は社会的な関心の高いディーゼル排気  

粒子（DEP）の生体影響に関する試験研究を行うための  

実験装了琵（ハード面）が完成し，排気濃度削‡軋濃度デー  

タ測定，データ処理システムも完成し，吸入実験が可能  

となった。   

なお，平成4年度補正予算において，地球環境シミュ  
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6．l．12 微生物系統保存種   

本施設は，微生物が関与する環境汚染・環境馴ヒの研  

究を推進させるために必要な環境微生物培養株を収集，  

確保して系統的に保存することおよび研究者の要請に応  

じて保有株を株データととも七提供することを目的とし  

た施設である 

平成4年度の保存林の分譲は．赤潮・水の華形成藻類，  

汚染指標溝鼠 AGP供託藻類，有毒藻類．炭酸カルシ  

ウムの鱗片を有する藻類等多種にわたり，水環境保全研  

究および地球環境保全研究に利用された。   

なお，本年度寄託株は46株で，それらの種名，履歴（産  

地，採集者，分離者，採集月日等），株の状態（撫軋  

単藻等），培地，培養条件等をパーソナルコンピュータ  

で整理した。本施設の保存株を利用して実施された試験  

研究は，特別研究5課題，経常研究5課題．地球環境研  

究総合推進費2課題，原子力利用研究1課題であった。  

は，特別研究1課題，経常研究3課題，地球環境研究総  

合推進費2諌退，原子力利用研究1課題，重点基礎1課  

題，個別重要2課題であった。  

6．l．14 共通機器   

本研究所では，大型で満価な分析機器等を共通機器と  

して管理・運営し．広く研究者が利用できるようになっ  

ている。現在，共通機器として登録されている機着岸は，  

表6．1のとおりである。どの機器も性能を維持するため  

に専門技術者による維持管理業務が行われている。その  

中でも，①ガスクロマトグラフ質量分析装軋 ②電子顕  

微錠，③プラズマ発光分析装置，④核磁気共鳴装置は，  

特に分析希望が多い装置である。分析希望試料も難度の  

高い前処理や分析技術を必要とするものが多いため，こ  

の4茶掛二ついては，専門技術者による依頼分新業務を  

行っている。   

平成4年度に依額分析を行った研究テーマは、約30課  

題（135件），約1，500検体の分析希望があった。このよ  

うにして，所内約4剖の研究者が共通機器を毎年利用し  

ており，環境にかかわる分野の応用研究や基礎研究に役、  

立つデータを提供している。  

6，1．13 騒音・保健研究棟   

本施設は，環境中有害物質等の人体への影響に関して，  

人を対象として研究することを目的とした施設である。   

平成4年度に，本施設を利用して実施された試験研究  

表6．1共通機器一覧表  

馳  器  名  通 称  型  式  

（1）ガスクロマトグラフ質量分析装置  GCルS  JHS－D‡300  年
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（2）走査型電子顕微鏡  

（3）通過型電子顕微鏡  

（4）プラズマ発光分析装置  

（5 
（6）核磁気共鳴装置  

（7）X線光亀子分光装置  

（8）電子スピン共鳴装置  

（9）高速アミノ酸分析計  

（10）元素分析計  

（11）細胞自動解析分離装置  

（12）蛍光Ⅹ線分析装置  

（13）原子吸光光度計  

（14）顕微分光分析装置  

（15）GC－フーリエ変換赤外分光光度計  

（16）自記分光光度計  

SEⅡ  JSM－840  

TEI！  JE旺一2000FX  

ICP－ÅES  ÅTO靖CO肝975  

ICトAES  JY48PVH  

椚瓜  ．．川h－G‡400   

ESCA  ESCÅLAB 5  

ESR  JES－FE－3Ⅹ  

1日TACf王ト835  

CllⅣ  CARLO－ELBAllO6  

CEI」L SORTER FÅCS－440   

‡RF  叩－320A   

GFAA  5川0（P．E．）  

U旺SI）－80   

GC－FT－IR  DA－3  

UV  CARY17DX  
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ク装置（81．5GB），■岳連動画像表示システム．グラフィッ  

クスワークステーション，画像ワークステーション，ネッ  

トワークページプリンタ，ネットワークカラープリ．ンタ，  

オープン型磁気テープ装鼠 カートリッジ型磁気テープ  

装置等である。   

なお，本システムは国立環境研究所ネットワークと  

FI）DI（通信速度100Mbps）により接続されている。  

〔発 表〕j－10  

6．1．15 情報関連施設  

（1）大型電子計算機システム（環境情報システム）   

本システムは，環境に関する科学技術計算，データ検  

索，文献情報検索等の各業務を行うとともに，主に当研  

究所の研究活動および環境・公割二間する内外の資料の  

収集，整粗 提供業務を支援し，併せて環境行政に役立  

てることをl射的とした設備である。   

昭和50年3月に最初の機種が設置されて以来，処理業  

務の増大に伴い，技術革新によるハードウエア及びソフ  

トウエアの性能の大幅な攻割こ合わせた形で，昭利55年  

2月および町柵60年12月の機棟更改を経て，現在は，平  

成2年12月に更改された，（株）日立製作所製「HITAC  

M－680／180E」を中央処理装㌍とするシステムが設置さ  

れ，所外の共同研究者を含めた研究者の研究支援のため  

のデータ処理，環境庁本庁の行政情報処理および研究所  

Iノ引こおける封務処理等，各分野において広く利用されて  

いる。主なハードウエア構成は，主記憶装牒」128MB）．  

磁気ディスク装置（32．5GB），光ディスクライブラリ装  

置（15GIi）．オープン型磁気テープ装猟 カートリッジ  

型磁気テープ装置，レーザービームプリンタ，画像端末  

装荷，多機能端末装置等である。   

なお，本システムは国立環境研究所ネットワークと  

イーサネット（通信速射仙1bps）により接続されている。  

（3）国立環境研究所ネットワーク   

本システムは，研究所内に相当台数導入されているコ  

ンピュータ資源を相互接続することにより，これらの資  

源の有効利活用を図り，併せて国外を含む所外のネット  

ワークに接続されたコンピュータとの間で電子メールの  

授受等を行うことを目的として，平成3年度に構築され  

たものである。   

中核をなすネットワークは，ABF（ェアブロンフ．アイ  

パー）形式による光フ7イバーケーブルによる総延長  

1，500mのFDDI（通信速度100Mbps）の2重ループであ  

り，研究本給l，研究本館m，大気汚染質実験棟および  

土壌環境実験棟を経由している。このFDDIから，本年  

度新たに延長した1セグメント（FDl）l直結のワークス  

テーションを経由するセグメント）を加え，総延長  

2，600mとなる合計12セグメントの同軸ケーブル  

（10ⅠうASI工5規格のイーサネット，通信適度10Mbps）を  

分岐させている。Fl）Dlと同軸ケーブル間の接続はブ  

ルータにより，同軸ケーブル間はローカルデータリンク  

ブリッジにより接続されている。   

本ネットワ⊥クには，大型電子計算機及びスーパーコ  

ンピュータを始め，ミニコンピュータ及びワークステー  

ションはもとより．パーソナルコンピュータ，フフィル  

サーバ及びネットワークプリンタ等，本年度新たに接続  

した46台のコンピュータを含めて，合計186台に及ぶコ  

ンピュータ等が接続されている。  

（2）スーパーコンピュータシステム   

本システムは，近年の地球環境研究の分野において，  

我が国が果たす役割に寄せる各匡1の大きな関心に対し，  

積極的に寄与するための設備として，平成3年度に，地  

球環境研究センターに導入されたものである。   

環境閃趣に関する研究分野では，全地球的な現象とし  

て侵こい地域を対象とし，■時間的にも10年を単位とする秘  

めて長い期間を対象とすることから，それらの現象解明  

並びに影響評価および予測に当たっては，数学的モデル  

解析や数値シミュレーションによる研究を行うことが極  

めて重要である。数値シミュレーション等は通常大規模  

計算であるため，これらを効率よく実行させるためには  

特段の高速演算磯儲と十分な記憶容量をもつスーパーコ  

ンピュータシステムが必要となる。   

このため，日本電気（株）製「SX【3モデル14」を中央  

処理装花とするシステムが導入され，所外の共同研究者  

を含む利用に供さ叫ている。主なハードウエア構成は，  

主記憶装荷（1GB），拡張記憶装置（3GB）．磁気デイス  

6．1．16 実験は喝   

本施設は，植物および土壌生態系の環境保全機能に関  

する野外実験や所内の各生物環境調節施設で得られた研  

究成果を野外条件下での応用試験，並びに環境指標植  

物∵環境瀞化植物などの実験植物を系統保存，供給を行  

うことを冒自勺とした生物系野外実験施設である。施設は，  

所l如こある構内実験ほ場と当研究所の西方約4knlに所  
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在する別間地実験ほ場（つ〈ば市八幡台3）の2施設よ  

り構成される。   

平成4年度には，特別研究，地球環境研究総合推進費  

による研究などによる野外実験が実施された。また，樹  

木類や砂漠植物などの実験植物を系統保存するととも  

に，それらを植物実験棟などで実施される研究に供給し  

た。そのほか，新しい研究ニーズに対応するために有底  

枠水田に紫外線照別儀備を整備するとともに，施設の老  

朽化対策として給水設備を更新した。  

に関する研究」が実施され，さらに地球環境研究総合推  

進費の温暖化現象解明閲連課題として．「陸上生態系に  

おける炭素循環機構の解明に関する研究」が本施設の気  

象データ等を利用しながら，本施設に隣接した森林で行  

われ，同じく「メタン・亜酸化窒素の放出に関する研究」  

も当施設において測定された大気成分測定データを利用  

し，国内の他の観測点のデータと比較して，研究に利用  

されている。なれ 酸性雨影響調査の一一芸として，環境  

庁が取り組んでいる「酸性降‾ド物の陸水．土壌への影響  

機構に関する研究」が本施設を利用して行われた。  

6．1．17 霞ケ浦臨湖実験施設   

霞ヶ捕臨湖実験施設は国立環境研究所の研究者の共同  

利用施設として利用されている。日本の中でも水質汚濁  

の進行している霞ヶ浦の湖畔に位置するところから，  

霞ヶ浦を対象とした調査ヤ，霞ヶ浦の湖水や狂物を利用  

した各種の実験研究を行うことにより，湖の汚濁機構の  

解明，汚濁した瀾の水質回復に関する研究，湖の生態等  

や物質徳環などを明らかにすることを目的として研究が  

行われている。   

平成4年度は，特別研究「湖沼環境指標の開発と新た  

な湖沼環境問題の解明に関する研究」，「有用微生物を活  

用した′ト規模排水処理技術の開発と高度化に関する研  

究」，「閉鎖性海域における水界生生態系樺構の解明およ  

び保全に関する研究」，地球環境研究総合推進費による  

「温暖化影響」，「酸性雨の陸水影響評価」，総合研究グ  

ループおよび基盤研究部の鮮常研究等で29の研究テーマ  

が施設を利用して行われた。   

なお，本年度は施設に上水道（公共水道）が引き込ま  

れ，さらに老朽化処置と新研究ニーズに対応できる用廃  

水設備の改修工事を実施した。  

6．1．19 波照間一地球環境モニタリングステーション   

本施設は地球環境の変動を研究・観測することを目的  

として，八重山列島に属し，イリオモテヤマネコ等希少  

種の生物が生息している西表島の両方約20kmに位置す  

る，人の住む日本最南端の島（沖縄県竹寓町）である波  

照間烏に建設されたものである。   

同施設の特徴としては，太平洋や亜熱帯地方のベース  

ライン大気を自動計測により長期モニタリングする場所  

として非常に憤れていること，人が常駐せずに現在の世、  

界最高水咋のデータを得る「無人の温室効果ガス等自動  

測定局」として「世界で初めて」の読みであること，な  

どがあげられる。   

また，同ステーションでは，二酸化炭素，メタン，一  

酸化二塁薫，CFCs，一酸化炭素，オゾン等温室効果ガ  

スを中心とした多項目を同時に測定することとしてい  

る。   

本年度は，CO2およびCIl4を測定するための自動連続  

測定装置を設置し，試運転を開始するとともに，オゾン  

計やパーティクルカウンターも設置した。  

6．1．18 奥日光環境観測所   

本施設は，森林生態科こ及ぼす環境汚染の影響および  

環境汚染に対する非汚染地でのバックグラウンド値を長  

期にわたって観測することを目的とした実験・観測施設  

である。   

施設は，栃木県日光市奥日光の日光国立公園地域内に  

所在し，観測所と管理棟の2施設により構成されている。   

平成4年度には，比較的人為影響の少ない奥日光地域  

の自然環境および生物を長期にわたり調査し，自然地域  

の環境・生物の変動特性を把握することを目的とした特  

別研究「奥日光地域における環境の長期変動および生物  

6．1．20 研究本館Ⅰ（計測棟）   

環境中の有害物質を寓感度，高遠朋的に検出したり，  

環境試料中での有害物質の分布を局所分析などにより調  

べること，あるいは，地球温暖化の現象解明や汚染物質  

の起源解明などのための元素（炭素，鉛など）の挿‖正対  

比を精守糾こ測定することは，環境汚染の状況を把越し汚  

染機構を解明したり，環境リスク評価を行う上で最も先  

輩かつ基本的なことである。したがって，このような計  

測を行うための装置け吉度な分析機器など）およびそれ  

らを有効に使用するための施設（クリーンルームなど）  

を世界最高の水準に維持し，高度かつ有効に利用し，必   
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要に応じて高精度の信頼できる測定データを提供し続け  

ることは大変重要である。   

本施設は研究所の設立当初から，この重安な役割を  

担っており，その規模と多様性を誇っている。最近設置  

された装置（高精度安定同位対比質量分析装阻高速液  

体クロマトグラフ質量分析装置，誘導結合プラズマ質量  

分析装軋 二次イオン質量分析装㌍，高分解能偏量分析  

装【翠）は世界最高水準の性能を有している。ほかの装吊  

についても．高度に改修，改造され特異な分析データを  

提供できる。一一部の装捌こついては，新しい計測技術法  

の開発研究用の装匿となっている。  

6．1．21研究本館Ⅰ（共同利用棟及び共同研究棟）  

（1）人間環境評価実験施設（EしMES：Eva山ation  

LaboratoryofMan－EnvironmentatSystems）及び   

環境総合評価のための情報システム（SAPIENS：  

SystemsAnalysISand Plannlnglnlntelligent En－   

vironmentallnformationSystem）   

ELMI三Sは環境評価にかかわる人間集凹の反応測定や，  

意志決定プロセスにおける情報伝達効果の有効性の確認  

等，環境と人間行動に関する実験を行うための施設であ  

り，中会議室と兼用の一集団実験室，ゲーミングシミュ  

レーションのためめ多集聞実験室および′11ti報伝達に用い  

るオーディオ丁ビジュアル機器と実験制御装置（ミニコ  

ンピューク）等から構成されている。   

SAl｝IENSはELMESでの環境情報提示や，地域環境憫報  

システムの開発研究を進めるためのミニコンピュータ及び  

画像処理・表示システムと環境データベースによりなる。  

（1）主要な機器  

1）高精度安定同位対比質羅分析装催  

2）高速涌体クロマトグラフ質量分析装匿（LC／MS）  

3）誘導結合プラズマ質弄分析装置（ICPMS）  

4）二次イオン質量分析装置（SI九1S）  

5）高分解能質量分析装置（HRMS）  

6）ガスクロマトグラフ質量分析装置（GC／MS）  

7）原子吸光光度計（AAS）  

8）表面電離型質量分析装置（IDMS）  

9）大気圧イオン化質量分析装置（APレMS）  

10）ガスクロマトグラフ闇重体質量分析装置（GC／  

Q～lS）  

11）誘導結合プラズマ発光両横出装置（lCPSIT）  

12）高速酒体クロマトグラフプラズマ発光分光分析装  

置（HI）LC一ICP）  

13）x線回折装閂（X上モ1））  

14）レーザーラマン分光分析装摺（RAhlAN）  

15）レーザー蛍光高感度分析基躍  

16）その他（多目的液体クロマトグラフ等）  

（2）試料庫   

環境試料め長期保存並びに試料の保存性に関する研究  

のために設立されたものであり．低温室，ディープフリー  

ザー象 恒温室，試料準備室，記録室から成り立ってい  

る。低温室は－20℃の3低温室からなり，大量の試料の  

保存が可能である。ディープフリーザー主には3基の超  

低温槽と3台の液体窒素ジャーを設置し，超低温保存（一  

85℃．－110℃，・－196℃）の必要な小鼻の試料の保存が  

可能である。＋4℃，十20℃の恒温室は，それぞれ凍結  

しない方法主よる保存に用いるも保存する試料の前処理  

は試料準備室で行い，記録室には各室の温度が表示記録  

されるとともに，保存試料の情報が記録されている。   

なお，平成4年度には，－20℃低温妄の老朽化した冷  

凍機3台の全面更新を行い，ダクト送風式を直吹き式に  

変更して低温室の機能IFi止を図った。  

（2）主要な設備  

1）クリー■ンルーム（クラス1000）  

2）特殊毒物実験室  

3）純水製造装間  

4）その他（大型製氷器，大型遠心分離礼 凍結乾燥  

器等）  

（3）内湾密度流実験装置   

本施設は内湾における密度流現象を解析する目的で設  

置され，内湾および外洋を模擬した水路部と，その上部  

に位置する風洞部から構成されている。   

特別研究「閉鎖性音毎域における水界生態系機構の解明  

および保全に関する研究」，地球環境研究総合推進費の  

海洋汚染分野で「地球環境の変動と海洋汚染に果たす海  

洋物質循環の役割に関する研究」．および経常研究等が  

行われた。  
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6．2 共通施設  

6．2、1エネルギー供給施設   

エネルギーに対する生物系の安定した供給要論と埋二亡  

系の間欠的な変動の大きい供給要言引こ応じるために，各  

研究室との密様な連絡と運転保守とにより，これを対処  

し，省エネルギーに努めた。   

平成4年度末におけるエネルギーセンター施設の概要  

は次のとおりである。   

なお，ボイラー，冷凍機につい ては平成4年庇および  

平成5年酎二おいて，クリーンエネルギー、■フロン対策  

のため更新を行っている。  

6．2．2 廃棄物処理施設   

廃棄物処理施設は，各処理施設と共に順調に稼働した。   

平成4年度における廃棄物処理施設の概宴は次のとお  

りである。  

（1）処理能力  

1）一般実験排水処理能力  500t／d  

2）特殊実験排水処理能力   100t／d  

3）一般同体廃棄物処理能力  ユ00と／d  

4卜特殊L司体廃棄物処理能力 100t／d  

（2）排水処理   

平成4年度における処理水について，表6．2に本構内  

の汚水排除基準と霞ヶ浦臨湖実験施設の排水基準および  

各々の最高値を示す。  

（1）規模  

特高受変電施設66，000V∴各最9000k＼～′，共通施設棟  

（エネルギーセンター），（ポンプ棟）  

（2）主な設備  

l）受変電設備   

1次変電所（特高）1カ所，2次変電所18カ所  

2）常用自家発電設備   1，000kVA 3台  

6．2．3 工作室   

研究活動の活発化に伴い，ガラス工作室，金二L≡ミミ，材  

料工作室．水二1二重，溶接室，エレクトロニクス室の利用  

が増し，これに伴い各種機器を導入して二1二作室の充実を  

図り，研究部門の要請に対処している。   

平成4年度における各工作室での機器製作依頼件数は  

次のとおりである。  

3）温熱源設備（ボイラー）10，000kg／h  

（灯油位相）  

10．000kg／h  

（ガス焚に更新中）  

（1）機器製作依頼件数  

1）ガラスニ上作室  46件  

2）金工室（材料二1二作妄，溶接室を含も）104件  

3）木二1一室  115件  

4）エレクトロニクス室（利用件数）   170件  

4）冷熱源設備  

ターボ冷凍機  ■ノ400USRT 2台  

1，000USRT l台   

吸収式冷凍機  600USRT 3台  

］  
（更新中）  

吸収式冷凍機 1，000USRT l台（平成4年度撤去）  
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表6．2 平成4年度 汚水排除基準  

構  内  霞ケ浦臨湖実験施設  
項  目・  

（汚水排除基準）（扇：高値）  （排水基準）  （最高値）   

温度   45度以下   （6～320C）   45度以下   （6～280C）   

水素イオン濃度   5 ～ 9   （6．8～7．9）   5．8～8．6  （6．8～7．8）  

生物化学的酸素要求最  600mg／1以下  （9．7）  

化学的酸素要求量  15mg／1以下  （4．0）  

浮遊物質且  600皿g／1以下  （345以下）  15ng／1以下  （2．8以下）  

川7ルヘキサン抽出物含有量  

ア）鉱油類含有量  5mg／1以下  3mg／1以下  

イ）動植物油脂顆含有且  30mg／1以下  （1以下）  5mg／1以下  （1以下）  

ヨウ素消費量   220皿g／1以下   （3．3）   

カドミウム含有且   0．01mg／1以下   0．01皿g／1以下            （0．005以下）   （0，085以下）  

シアン含有量   不検出   （不検出）   不検出   （不検出）   

有機リン含有且   不検出   （不検出）   不検出   （不検出）   

鉛含有息   0．1皿g／l以下   （0．05以下）   0．1mg／1以下   （0．05以下）   

クロム（六価）含有量   0．05mg／1以下   （0．02以下）  0．05ng／1以下   （0．02以下）   

ヒ素含有最   0．05mg／1以下   （0．002以下）  0．05ng／1以下   （0．002以下）   

稔水銀含有量   不検出   （不検出）   不検出   （不検出）   

アルキル水銀含有量   不検出   （不検出）   不検出   （不検出）   

PCB含有量   不検出   （不検出）   不検出   （不検出）   

フェノール含有量   0．5皿gハ以下   （0．025以下）  0．1mgハ以下   （0．025以下）   

銅含有量   3mg／l以下   （0．03）   1mg／1以下   （0．01以下）   

亜鉛含有且   5皿g／1以下   （0．2）   1mg／1以下   （0．1）   

鉄（溶解性）含有塁   10皿g／1以下   （0．41）   1皿g／1以下   （0．16）   

マンガン（溶解性）含有量   1mg／1以下   （0．49）   1皿g／1以下   （0．01以下）   

クロム含有量   1皿g／1以下   （0．02以下）   0．1mg／1以下・  （0．02以下）   
フッ素含有量   8喝ハ以下  （0．5以下）  0．8ng／1以下   （0．5以下）   

窒素  25mg／1以下   （6，39）   

リン  4mg／1以下   （0．03以下）   

トリクロロエチレン  0．03皿g／1以下  （0．001以下）                          0．03喝／1以下   （0．001以下）   

テトラクロロエチレン   0．01皿g／1以下   （0．001以下）  0．01皿g／1以下   （0．001以下〉   

（注）最高値欄の（××以‾F）は定韮限界以下を示す。  
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広一38   UTEX－Culturecollectionofalgaeattheuniver3ityoftexa＄at  43－55  
（＝Univ．Tex88）   8u5tin   

E－39   DataactiYitiesofWFCCYorldI）ataCenteronEZicroorganisms   
h諾gき：Ⅰ㈹。′R冊）  

57－71   

E－40  TerunobuIchimura事】，  AbstractofBpeCiallectureoT）：8eXualbipolarityas8basicconcept  
一山eK85ai（●川niv．Tokyo）  forbothhoⅢ0－andheterothallisninmicro81gae   

－106－   



国立環境研究所資料 F－45t－92／NIES，（1992）  

記号   発  表  者   見  目   ページ   

E－4l  環境情報センター   Ⅰ膵OTERRA国内情報源台帳（窮11版〉   513p，   

国立環境研究所資料 F－46，－93／NIES，（1993）第5国環境容丘シンポジウムー湖沼環境管理のための新たな発想は？－  

す己号   発  表  者   思  目   ページ   

R－42  柏崎守弘   シンポジウム開催の趣旨   1－2   

R－43  海老濁酒一   C：N：P比から見た流入負荷長の挙動   3－14   

K－44  固松孝男●1（●l滋貨県立短大）  規制から流域管理へ   15－23   

E～45  保母武彦れ（事1島根大）   環境の経済外的価値の評価   25－27   

K－46  原沢英夫，福島武彦，天野耕二  霞ケ浦流域の社会環境変化と水質変化   29←45   

K－47  柏崎守弘   複合利用湖沼としての霞ケ浦の現状と将来   47－57   

K－48  福島武彦   総合討論「規制から湖沼・流域環境管理へ」のまとめ   59－66   

国立環境研究所資料 F－47’－93／NIES，（1993）  

妃号   発  表  者   5三  ≡   ページ   

E－49  上原 清，若松伸司，森口春一  市街地における排ガス拡散に関する風洞実験   222p．   

国立環境研究所資料 F－48l－93／NLES，（1993）第1匝】地域ワークショップー水界の有機物－  

記号   発  表  者   さ≡  ≡   ページ   

E－50  田上英一郎●1（●1気象研）   の溶存鮒機炭素（。。。）分析法の現状   1－15   

【－51  木幡邦男   水域での内部生産物貿の定丘法   17－24   

E－52  大槻 晃■】（●】東京水産大）  討論のまとめ   2【卜28   

動態；   

R－53  済 健夫－1（－】名古屋大）  29．－38  

R－54  落合正宏事Ⅰ（●1東京都立大）  有機物のターンオーバーー炭水化物を中心として－   39－48   

R－55  渡辺重砲■】（雷1東京都立大）  討論のまとめ   49－51   

処理；  

上水処理における有機物一水処理における有機成分の起源と有機物の挙動－  53－7Z   
K－56  遷責任震：：・（封宝貼芸）  

E－57  今井孝止   埋立地浸出水に含まれる有機物の処理   73－8Z   

E｝58  大垣眞一郎●l（●1東京大）   討論のまとめ′   83－85   

機能；  

E－59  柏崎守弘  アオコの増殖に及ぼす徴且有機物の添加効果   87－96   

R－60  永田 俊●l（■1名古屋大）   微生物食物遵劇を通しての溶存有機物の生成と消費一海洋物質循環における  97－101  
意義－   

E－61  高村義親●1（●1茨城大）   討論のまとめ   103－104   

国立環境研究所資料 F－49’－93／NIES，（1993）霞ケ輔鴎湖実験施設研究発表会講演報告集－7－  

妃号   発  表  者   超  目   ページ   

Ⅰ，臨湖実験施設研究発表   
E－62  ，小沢秀明，高木博夫，  ト4  

Ⅹ－63  小沢秀明   水中用存有機物と塩素の反応生成物としてのハロゲン化酢酸の定量   
㌃朗  RichardS．J．VeiBburd，  VariabilityofmetabolicquotientsinL8ke払sunigauraplankton   7－1Z   

T8k8yOShiE8W且i  

R－65  ワイスバードリチャード，   
河合崇欣   

憑ケ潤実験池内の酸素及び炭酸ガスの物質収支より算出した純生産丘とガス  13－14  
交換の風速依存性   

－107－   



記号   発  表  者   毘  日   ページ   

R－6＄  柏崎守弘   霞ケ浦湖岸域（美浦村大山）における水質特性と砂利採取車乗の水質へ与え  
る影響．   

E－67  春日清→   1992年其の風速と無酸素届の形成について   ZO－Z4   

霞ケ浦における藻類種の遷移に及ぼす因子について  25－32  

【－68  

R－69   慮ケ渦潮畔船溜りにおけるテナガエビの動態  33－38   

【－70  野原精一   ハス（肋／むmム（川祝C昨rα）と水位変化一実験的解析－   3「ト44   

E－71  高木博夫，金周永，近山鳥幸，  45－47   
稲東低平   

国内湖沼のメタン温度と環境因子の関係   48－50   
E－72  笑壷幸霊l・雪封裏芸宗達大）  

E－73  東京湾海水中のメタン濃度とその変動  5ト52  

弼藍姦笑声寺宝Ⅰ】  

【－74  

E－75  57－63  
） 

K－76  相萄守弘   臨湖実験地改案験用湖水の水質判定結果   65－79   

トTT  1Ⅰ．資料   80－85   

国立環境研究所地球環境研究センター報告 CGER－DOO2－，92，（1992）  

記号   発  議  者   恩  目   ページ   

E－78  地球環境研究センター   国際研究計画・機関情報   108p．   

、国立項墳研究所地球環境研究センター報告 CGER－GOOト，g3，（1993）  

紀号   発  表  者   題  目   ページ   

E－79  地球環境研究グループ  アジア太平洋地域における社会権済動向基せ資料集～国別データ集－   89p．   
温暖化影響・対策研究チーム  

国立頓墳研究所地球環境研究センター報告CGER－1001－・92，（1992）Globalwar皿川gandeconomicgrowth   
－恥deljng exp町ienceimJa匹n－  

妃号   発  表  者   成 一  目   ページ   

l－80  lkihiro山肌0●l（11払beUniv．）  Introduction   

Ⅹ－81  HiroflⅦiUE8V㌔l  Globalwarmingandcarbontax   7－11   
（事Ⅷiig8t8UniY．）  

l16ヱ  T8uneyukiIlorit8   ▲印eCt50ftax8tionforprotectingglob81environment   12－18   

ぬcro－eCOnOmiccost80fC82印i88ion8COntrOlp01icio8inJ8pan   17一之6   E－83  ワ醗浩三g≡：ま0；こjy．）  
l一糾  RenjiY8naji雷1（●】univ．Tokyo）  ▲8ふ机l8tion5tudyonc8rbont8ⅩYith－‘fOREC▲STZl’一   Z7－35   

E－85  EokichiIto●】  ● 
（●りn8t．EnergyEcon．）   ．．． 

E－8¢  Ⅹ8neniぬn●1（●】08ak8UniY．）  血econo皿etricappr08ChtoCO℡emi88ionsinJapan   44－49   

正一さ7  Shllnさul【eIIo】，i■1  5D－68   
（事■sci．Univ．Tokyo）   聖。昌n昌；醇冨芸冒晋芸n≡0チ：1J温theeY81uationofenergytechnolo函  

g－8き  Akird8niβムj事】（●1sok8打点王Ⅴ．  69－81   
IMt．Sy如．Sci．）   1990－2000  

E－89  ShuntaroShi8hido◆l   Glob81i叩且Ct80fcarbontax：▲simu18tiomanalyきi8Yith8global   8Z－91  
（－1lnt．Univ．J8pan）   ec（〉nqmetric瓜Odel   

－108－   



記号   発  表  者   き…  ≡   ページ   

乾－9q  Nl鼠鼠El【ht8b8nk8uでe8Ⅵ   EnYiTO潤色nt81policyandⅦOrldeconα凪y   92一旬8   

Ⅹ－91  YuzuruIぬtsuok8●1  P 99－110   
（●l且yotoU爪iv．）   e 

且－92  lkihiroAm且nO●1（‖EobeUniv．）  Concludimgrelロ8rk8   111－114   

国立環境研究所地球環境研究センター報告CGER－1002－・92，（1992）第2回地球環境研究者交流会雑報百事   
く各省庁における地球環境研究への取り組み状況について〉  
妃号   発  表  者   鼠  目   ページ   

E－93  小泉 明   挨拶   
E－g4  本木章葛●l（●1文部省）   地球環境研究への取り組み状況について   3－6   

【－95  住 明正●1（●1東京大）   新プログラム方式による研究－アジア・太平洋地域を中心とする地球環境変  7－14  
勤に関する研究   

‘【－96  木村 滋●l（■l点林水産省）  農林水産省における地球環境研究への取り組み状況について   15－17   

且－97  福原遺一●l（●1農業環境技術研）  地球環境変化に伴う農林水産生態系の動態解明と予測技術の開発   18－Zl   

t－98  蘭 迫生●1（引熱帯良薬研究セ）  熱帯におlナる地球環境研究一乾燥地の草地保全，砂漠イヒ防止，アグロフォレ  
ストリー等   

E－99  富田育男－】（●l工業技術院）   通商産業省における地球環境研究への取り組み状況について   27－Z9   

R－100  相馬芳伎‖（■1大阪工業技術試）  新エネルギー利用による二酸化炭素のリサイクル資源化技術の研究   30－36   

K－101  佐伯理郎●l（●1運輸省）   運輸省における地球環境研究への取り組み状況について   ユ7－39   

E－10Z  野田 彰●1（引気象研）   地球温暖化予測に関する研究   40－47   

E－103  吉田 昇●l（ll郵政省）   郵政省における地球環境研究への取り組み状況について   49－53   

【－104  岡本祷丁●1（事1通信紙合研）   熱帯降雨観測衛星（TR冊）計画について   54－59   

E－105  村上真幸－1（暮】建設省）   建設省における地球環境研究への取り組み状況について   61－63   

【－106  益倉克成＝（■l土木研）   地球温暖化による河川流況の変化予測   64－69   

R－107  黒石裕樹雷1（●1国土地理院）  絶対重力測量による梅雨上昇の監視   70－74   

E－108  谷間誠一‖（●l国土地理院）   河上地図分野と地球環境問題   75－83   

E－109  岡本信司●1（事1科学技術庁）  科学技術庁における地球環境研究への取り組み状況について   85－91   

Ⅹ－110  松浦知徳雷1（●l防災科学技術研）  全球水文過捌こおける災奮予測に関する研究   92－96   

K－111  竹田 厚●l（■1防災科学技術研）  地球温暖イヒに伴う海面上昇のメカニズムの解明と影響評価   97－100   

E－112  米呑恒春●1（事】防災科学技術研）  地球温暖イヒに伴う降水量変動メカニズムの解明と影響評価   10卜104   

【－113  浅沼市男●1（●l海洋科学技術セ）  海洋科学技術センターにおける海洋観損相手究について   l（】5－109   

広一114  飯島 孝Il（●1環境庁）   環境庁における地球環境研究への取り組み状況について   111－119   

E－115  中根英昭   オゾン層の時間呵・空間的変動の動態解明に関する研究   1ZO－1Z3   

E－116  坂東 博   温室効果気体等の組成・浪度の時間的・空間的変動の動態解明に関する研究  124－129   

R－117  原島 省   VOS（ボランティアオブザぺ－ションシップ）の利用による海洋現像変動の   130－134   
研究  

√国立環境研究所地球環境研究センター朝告CGER－1003－192，（1992）第2固地球環境研究者交流会脇報告書  
く地球環境保全と紹済成長一哉が国の数iモデルの展望－〉  

記号   発  表  者   ≡；≡  皇   ページ   

良一118  森田事   地球環境保全のための課税の動向と緒問題   ト5   

E－119  洩藤別行事－（●1金沢大）－   動態的市場均衡モデルによるCO2排出量抑制策の検討   7－14   

【－120  筑井甚言●】（●】亜細亜大）   ターンパイク・モデルによるCO2排出量の検討   15－21   

E－121  山地憲治▼l（●l東京大）   FORECASTZl（中間経済予測システム）によるCO望税の挽討   29－3丁   

E－122  伊藤清吉●1（”エネルギー経済研）  マクロ経済モデルによる温囁化対韓の経済的影響評価の方法と試算例   38－45   

E－1之3  伴 金美●1（●】大阪大）   EnergyConserY8tion8ndEcononicPer加平且nC8inJapam  46－52   
一血EconoqetricAppro且ChtoCO2Enis810n8－  

109－   



紀号   光  義  者   題  目   ページ   

E－ほ4  山崎茂樹●l（●lcRC総合研）   地球温暖化対策の実施による我が国経済への影響分析   53－60   

E－125  大西 昭■1（●l創価大）   1990－ZOOO年の世界経済と炭素ガス排出一アUGIグローバルモデル・シミュレー  67－77  
ション   

l－126  珊葉和平●l（●l日本緩清新閻社）  日経長期マクロモデルによるCO2課税効果の検討   78－8Z   

艦－127  宍戸俊太郎‖（事l国際大）   IUJ－TSUKUB▲－F▲1S世界モデルによるCO9予測と政策分析（中間報餞）   83－91   

E－128  松岡 韻事I（●1京都大）   エドモンズ・ライリーモデル及び温畷化影響モデルによる検討   92－105   

国立環境研究所地球環境研究センター報告CGER－1004－，92，（1992）地球温暖化研究のあり方とIPCCへの取り組み一有薄着意見集－  

す己号   発  表  者   き≡  ≡   ページ   

E－129  原沢英夫   温暖化研究のあり方とIPCCへの取り組みに関する有給着意見のまとめ   3－17   

K－130  秋元 掌   今後のIPCCへの取り組みと地球温馴ヒ研究のあり方についての意見   19－21   

【－131  安部征慮●l（‖筑波大）   地球温暖化研究のあり方について一砂漠化防止と湛漑技術－   2Z一之5   

X－132  天野明弘●l（●I神戸大）   今後のIPCCへの取組と地球温暖化研究のあり方についての意見   26－27   

且－133  安藤 満   今後のIPCCへの取り組みと地球温暖化研究のあり方についての意見   28－29   

【－134  磯部雅彦●】（●1東京大）   今後の1PCCへの取り組みと地球温暖化研究のあり方についての意見   30－32   

R－135  井上飯盛●1（●1森林総合研）   IPCCへの取り組みと地球温頓化研究に関するメモ   33二34   

E－136  井村秀文●1（●1九州大）   IPCCへの取り組みと地球温囁化問思への対応のあり方   35－37   

R－137  内嶋善兵衛■1（llお茶の水女子大）  IPCCへの取り組みと地球温暖化問毘への対応のあり方に関する報告書   38－39   

E－138  大喜多敏一雷1（●1桜美林大）  今後のIPCCへの取り組みと地球温暖化研究のあり方についての意見   
40－41   

K－139  小川芳櫛引  今後のIPCCへの取り組みと地球温暖化研究のあり方についての意見   4Z－44   
（●1（財）日本エネルギー経済研）  

E－140  川崎 健◆1（●1東北大）   今後のIPCCへの取り組みと地球温暖化研究のあり方についての意見   45－48   

E－141  北野 康一l（l鳩山女学園大）  IPCCと日本の地球温暖化問題への取り組みについての意見   49－51   

E－142  小尻利治●l（事1岐阜大）－   今後のIPCCへの取り組みと地球温暖化研究のあり方についての意見   52－55   

R－143  杉ノ剛申夫●】（‖東京大）   今後のIPCCへの取り組みと地球温暖化研究のあり方についての意見   

【－144  住 明正一l（雷1東京大）   IPCCへの取り組みと地球温暖化研究のあり方について   57－60   

【－145  清野 詔●Ⅰ（●】農業環境技術研）  今後のIPCCへの取り組みと地球温暖化研究のあり方についての意見   61－62   

l－14（；  高井康雄●ト（●1東京農業大）   IPCCへの取り組みと地球温暖化研究のあり方に関する意見提出   63－64   

E－147  田宮兵衛●l．（●】お茶の水女子大）  今後のIPCCへの取り組みと地球温暖化研究のあり方についての意見   65－67   

g－】4∂  角皆静男●l（●りと海道大）   今後のIPCCへの破り組みと地球温暖化研究のあり方に関する意見   β8－78   

E－149  時間達志事l（●1気象研）’   IPCC作業部会への取り組みに関する意見   71－72   

E－150  中村素人●1（●1京都大）   IPCCへの取り組みと地球温暖化研究のあり方に関する意見   73－74   

E－151  西岡秀三   今後のIPCCへの対応についての意見   75－80   

E－152  積木道夫●】（‖（社）海外環境協力セ）  今後のIPCCへの取り組みと地球温暖化研究のあり方についての意見   8ト82   

R－153  花木昏祐■l（●l束扇大）   今後のIPCCへの取り組みと地球温暖化研究のあり方についての意見   83－86   

【－154  坂東 博   今後のIPCCへの取り組みと地球温暖化研究のあり方についての意見   87－88   

l－155  硝口敬二●l（●1中部大）   IPCCへの取り組みと地球温頓化研究のあり方に関する意見   89－9Z‘   

E－156  細川恭史●1（雷】港湾技術研）   IPCCへの取り組みと地球温暖化研究のあり方に関する意見   93－97   

E－157  増田智子   IPCCへの取り組みと地球温頓化問題への対応のあり方に対する意見   98→99   

E－158  松尾友矩●l（●l東扇大）   IPCCへの取り組みと地球温暖化研究のあり方に関する意見   100－101   

K－159  松野太郎雷1（●1東京大）   lPCCへの取り組みと地球温暖化闇周への対応のあり方   102－103   

Ⅹ－】β8  三上岳彦●1（●1東京都立大）  今後のJPCCへの取り組みと馳球温暖化研究のあり方についての意見   】04－】05   

E－161  陽 捷行●】（●1農業環境技術研）  今後のIPCCへの取り組みと地球温暖化研究のあり方についての意見   106－107   

E－162  三村信男れ（‖茨城大）   IPCCへの取り組みと地球温暖化研究のあり方に関する意見   108－110   

l】0   



紀甘   発  表  者   曙  日   ′く－ジ   

E－163  森杉さ芳●l（●1岐阜大）   IPCCへの取り組みと研究のあり方についての意見   111－112   

E－184  森田恒幸   IPCCへの取り租みと温暖イヒ影響・対策分野の研究推進についての意見   113－116   

R－165  山地憲治●l（●l東京大）   今後のIPCCへの取り組みと地球温囁イヒ研究のあり方についての意見   117－1Zl   

E－166  壱谷純一●I（●l土木研）   今後のIPCCへの取り組みと地球温囁化研究のあり方についての蔑見   12Z－ほ3   

R－167  吉野正敏●I（●l愛知大）   今後のIPCCへの取り組みと地球温暖化研究のあり方についての意見   1Z4－127   

【－168  依田恭二‖（ll大阪市立大）  今後のIPCCへの取り組みと地球温暖化研究のあり方についての意見   1Z8－130   

E－169  和田英太郎●l（●l京都大）   今後のIPCCへの取り組みと地球温暖化研究のあり方についての意見－   131－132   

国立環境研究所地球環境研究センター報告 CGER－1005－■9乙（1992）   

把号   発  表  者   租  ′ 目・   ページ   

K－170  地球環境研究センター   Prellmin8ryguldelinesfor885¢SSingimp8CtSOfclim8teChange   28p．   

国立環境研究所地球環境研究センター報告 CGER－1006－’92，（1992）  

靂己号   発  表  者   題  目   ページ   

Ⅹ－1Tl  地球環境研究センター   気候変動影響評価のための予備的ガイドライン   46p．   

国立環境研究所地球環境研究センター報告 CGER－MOOl－’92，（1992）  

妃号   発  表  者   題  目   ぺ－・ジ   

R－172  地球頚境研究センター   恥rk油opfortr8Ceg8ヨme88urementinbothh印iBpheres   44Zp．   

国立環境研究所地球環境研究センター報告 CGER－MOO2－，92，（1992）  

記号   発  表  者   度  目   ページ   

Ⅹ－173  地球環境研究センター   1991年度地球環境モニタリング年次報告書一概要版一   43p，   

一111－   



7．2 国立環境研究所研究発表会  

発表年月日 平成4年6月5日  

言己号   発  表  者   題  目   
地域環境研究グループ  

k－1  交通公害防止のための環境評価手法の開発  
ーシミュレーションから対策の評価まで－  
【広域都市圏における交通公畜防止計画策定のための環境総合手法に関する研究】  
より  

k－Z  環境騒音と大気汚染の健康影響に関するモニタリングについて  
ーとくに道路沿道汚染の健康監督を中心に一  
【大都市圏における環境ストレスと健康に係わる環境保健モニタリング手法の開発  
に関する研究】より  

k－3  
一輝魔性有機塩素化合物の健康リスク評価，細胞帝性評価－  
【先端技術における化学環境の解明に関する研究】より  

k－4  怒ケ補の環境容量と新管理手法  
一流域変化と河川水質，淵内生態系変化，アオコの再現実験，葱ケ浦の理想像－  
【環境容量から見た水域の機能評価と新管理手法に関する研究】より   

－】1Z－   



7．3 誌上発表  

秋元肇  
秋元肇  
N．払t㍉1，H．Aki【nOtO  
（刈仙tl．In8t．Sci．   

Teenol．Policy）  
奥田敏銃．可知直毅  

変わりゆく地球大気の姿  
地球環境問毘とVOC  
Anthropogenic印i5Sion30f SO2andⅣ0メ  

in ASIl：Emi且8ionlnveIltOri悶   

親から離れた子は良く育つ？   
一束南アジア熱帯多雨林における木本植物   
の実生繁殖と捕食者との関係（研究経過報   
告）－  

熱帯林の多様性維持機構における草食動物の   
役割  

熱帯林ブームを考える  
陸域を測る 植生の網査－1枚の植生図かで   

きあがるまで－  
Studieヨ8nlエeth8ds forlong－terln皿Onito－   

ring of enYironrAentalpo11ut8ntSirL   
a remote region－18ke Hashu，Japan  

PETROTECll  
塗装工学  
1t【nO8．Envlron  

群議研究  

504－5Ⅰ2  

322－332  

Z297－3017  

25－36  

1992  

1992  

1992  

1992  

動物と植物の利用しあ  
う関係  
シリーズ地球共生系5  
（平凡社，286p．）  

個物細胞工学  
隠球を税別する  
（オーム社，171p．）  

恥t．Sci．Tech．  

奥田敏緩  

統
統
 
 

敏
敏
 
 

田
田
 
 

臭
奥
 
 
T．X8V8i，H．Shir8i8hi＊l  
Y．Nojiri，A．Tanaka※】，  
N．Furut8将，  
S．Horiuchi▲I，Y．Ambeγl  
H．So皿a将，A．Ot5uki埼  
（＋1Reg．Environ．Div．，  
昭Environ．Chem．DiY．，  
関村ihon mliv．，  
糾Tokyo Univり  
哺Tokyo Univ．Fi8h．）  

S．∬ariko，N．E8Chi，  
S．Ⅰ8hik8Va★1，  

▲．Furuk8V8  
（♯1T8ukub8Univ．）  
可知直毅  
可知直ガ   

可部直綬  

Germi爪ation ecology of coastalplant5in   
reユation to3alt enviionrnent  

マレーシア半島部の熱帯雨林の生態研究  
パソー森林保護区の現状   

植物と植食者との相互作用系 植物側の論理  

A－10  

A－11   

A－12  

グローバルネット  
日本熱帯生態学会ニュ  
ーズレター  
動物と植物の利用しあ  
う関係  
シリーズ地球共生系5  
（平凡社，286p．）  

平成3年度碍頒庁公菖  
肪止等調査研究委託欝  
による報告書（日本公  
衆衛生協会）   

地球温暖化の原因物質  
の全域的挙動とその影  
℡等に関する税調灯研究  
（平成3年度）成果報告  
書  
地球環境遠隔探査技術  
等の研究（平成3年度）  
研究成果集  
第8回レーザーセミナ  
ーテキスト  
ーレーザーを用いた計  
測技術一  
天気   

地球環境セミナー1  
「地球環境とは何か」  

（オーム社，158p．）  

地球環境セミナー3  
「地球を包む大気」  

（オーム社．】31p．）  

Lindbe一色ia  

岡本拓♯l，木村龍二＊2  
Ⅵ刀正行，中野武昭  
（★1広島県環境セ，  

♯2㈱数理計画，  

＊3兵庫県立公害研）  
笹野泰弘，林田佐智子  
松井一郎＋1  

（■1大気圃環境部）  

笹野泰弘，鈴木睦，  
横田達也，古田直紀♯‡  
（＊1地球環境研究セ）  
笹野泰弘  

化学物質の環境汚染に関する総合研究   
環境調査データのパソコン通倍システム検   
討調査  

大気徴丘気体とエアロゾルの濃度・組成の長   
期変動に関する祝測的研究  

大気微量成分の高精度銃測に関する研究  

レーザーレーダーによる大気環境の鋭利  

A－17   

1－18  

▲－19  

A－ 20  

笹野泰弘   

笹野泰弘  

笹野泰弘  

E．S札t孔ke，E．Shibata，  
人．Tan8ka濃1  

（暮1加viron．Che皿．Div）   

Ⅹ．Satake  

R．Tak8nu一札  

ADEOS衛星を利用する大気徽畳成分挽測のた   
めのILAS／RIS プロジェクト  

第2草地球の観測，第3草地球システムの姿  

窮2章 オゾン層破偵・  

Discovery Qf bacteTi8in the cell一己11   
0f a mo83drepanocladu8fluitan8in   
the8Cidl油e Usoriko（Osore88nko），  
Japan  

lnev・tran8parent handy sampler for   
eDllecting Yater froml且kes，rivers   
and seas 

Decrease of chironomid emergence by   
exp（】8uでe tO tbe 邑u†factant旭Sin   
8rtifici81ch8nnels  

Hyd川biol．  

Jpn．J．LilnnOl．  

－113－   



甘谷いづみ昭，井上僅埠  
（＊l東京都公園協会  
昭丸洩大，  

昭檀州大）  
¶．Y8m8gishi事1，Y．Ito12，  
Y．T8ub8ki  
（暮10kin8W8Pref，FTuit   

Fly別肌．Proj．Off．  
頂甑goya Uhiv．）  
椿宜高  
y，馳＋l，y．T鋸bakj  
（♯l≠8gOy8Ⅶhiv．）  

椿宜高   

椿宜高   

椿宜高   

藤間剛   

中根英昭   

中稲美昭  
R．Ⅰ．Oy8皿8tl，  
h．D．Y8m8n8k8頂  
H．馳∬ほV8♯3，H．N8k8h8  
（★llnさl．SpもCe   

▲8trOn8ut．Sci．  
昭Eyoto Univ．  
∫叩018r尺e8．Jn8t．）  

H．陶k8ne．S．恥y8Shid8，  
Y．S■88nO，N．sugi山OtO斗1  
Ⅰ．H8t8ui事l，1．【in且tO事l  

（■1Atl】08．EnYiron．Div．）  
L払皿血t㌔l，  
Y．！ukuitl，且．Og8Y8♯】，  

l．打iEunO書」，  

れ．FujilnOt㌦1．  

S．恥五aYi＋l，H．N8k8ne，  
”．恥l〆q‥1i、1■▲叩－1  

（★lN8gOy8Univ．  
噌Fujit8u L且b．Ltd．  
将purple机．8b8．）  

∬．鵬kane，T．S8S8nO，  
S．18y88hid8，  
〃．Suginoto竃1  

J．ぬt5uj★】，A．〃j乃8tO＋1，  

”．P．HcCorpick紹  
（＊1▲tロ0さ，Environ．Div．，  

凋岨SIL8ngl且y Res．   
Cent．）  

小川利闇汁㌧川平浩二昭，  
神沢博幻．近き豊霊●，  

柴崎和美嬬，中根英昭，  
村松久史噸  
（＋1東京大，  

昭冨山工豊高専，  
将極地研．tl名古屋大，  
嬬国学院大．鳩京都大）  

甘、甑匹ta，E．Ur8nO‡l，  
【．ヱguchj紹  

S．Ya08gishi★l  
（★1088k8City Univり  
将Eyu古hu Univ．）  

Spe川COmpetiti8nin the melon fly，bacト   
rocera cuⅢrbit8e（Diptera：Tephrit卜   
dae）：effect30f8Perm“Longevity一’on   
Sperm preeedenee   

昆虫の精子鏡争  
V8rjationin gperI首丘七叩わoreざige jn the   

巳TmyWOTn，Pseudalモtia sepaTat＆  
（Lepidopt軒8こ仙ctuidae）in relation to   
rearing density  

カワトンポのいろいろなオス   

スズムシのラブソング   

昆虫の交尾と受用   

地球環境問周と林木成長機構研究との凄点を   
さくる  

オゾン層破頓の現状と太陽紫外線   

オゾン層の変化を探る光学技術  
Aetivity oYerViev of DYAポ阜Campaignin  

J8p8n  

日本の科学者  
廟汁風雨虻．如01．  

7
 6

5
 
 6

 
 

6
3
 
 6

 
 27  

27（ヱ）   

▲一 之5  

A－2β  

l－ 27   

▲－ 28   

▲一 Z9   

▲－ 30   

l－ 31   

▲一 32  

A－ 33  

♂♀のはなし・虫  
（技報堂出版，Z14p．）  
♂♀のはなし・虫  
（技報堂出版，Z14p．）  
週刊明日百科：動物た  
ちの地球  
日本林学会誌   

太囁紫外線防御研究委  
月会学術報告  
日本灘戒学会誌  
J．Geo山8g．Geoelectr．  

7
 
 
 
7
 
 
 
8
 
 
 
5
 
 
 

3月号   

74（5）  

2（1）   

95（錯引  
44（11）  

53－61   

17－ZO  

987－993  

11992 44（11）  107ト1083   Vertical profiles of temperature and 
8紬me Observed during DYANA   
C8叩且i卯Vith仙e ME58ヱ0月eユjd8r   
SyStem8t T8ukut旭  

qb8eTY8tiQnちOf o冨One mixin広一atiq by   
陶go即上血＝最11imeterYaYe telescope  

J．Geon8g．GeoeleetI・．  

44く11）   J．GeoⅦ88．Geoモ1ectT．  

CoⅦ岬8rision of oEOne prOfile38btained   
再th NIES Dl仙and S▲GElI   
measur印entS  

J．Heteorol．Soc，Jpn．  

第用回国闇オゾンシンポジウム報告  

肋dagaぎCar  加if＆un80f e8Ch stlユdy包it色S YisitediTl  
Soc．StTuet．  
hd8ga8C8r打igher  
Vert．Relat．Their  
▲dapt．Radiat．  
（D5且ka City u刀jy．  

、114一   



掲 載 誌  題  目  発 表 者  

S．Y8皿8gi8hl紹  
n．甑g8ta，n．甑k且mur且＃2，  
Ⅴ．R8ndri8n8ヨ010♯3  
（★lEyu8hu Univり  
昭08ak8City Univ．，  
昭Park Bot．et Zool．de   

Tsimb8B8Z8）  
S．Y8m8‘i5hi＋1  
R．Eguchi昭  
”．Ⅳak8mur8事l，H．Ihgata，  
V．R8ndri8n且SDlo※3  
（｝108aka City Univ‥  
★℡Ryu5hu Univ‥  
媚3p8rk B8t．et Zool．de   

T8imbaz8已且）  
江口和洋＊1，武石全慈♯l，  
永田尚志，逸見秦久1】  
（11九州大）  

永田尚志   

野尻幸宏  

H8d8ga8Car Higher  
VeI・t，Relat．Their  
▲d8pt．R8di8t．  
（0射止a City Univり  

92p．）  

So（∴Struct．  

Hadaga8C8r tligher  
Vert．Relat．Their  
Adapt．Radi且t．  
（058ka City Univり  

92p．）  

日本生態学会誌  

熱帯林の100不思議  
（東京書籍，Z17p．）  

化学総説 陸水の化学  
（学会出版センター，  

184p．）  

計測技術  
日本化学会誌  

ゾ   
の   

果報告書（54p．）  

す   
補助金（一般C）研究成  
果報告琶（54p．）   

ア   
6回   

税   
6回  

ル   

つ   
年次報告等  

る  
ッ   

Biochim．Biophys．Acta  

livins birds in nadagascar 

l－jo  
Co叩乱r8tive foT8ging ecDlogy of  Hadaga5Car Vangids（Vangidae）  

107－113  

118－119  

45－55  

39－44  

785－787  

l－15  

199Z  

1993  

199こ  

1992  

199Z  

1993  

屋久島における森林標鳥類の垂直分布  
ⅠⅠ非繁殖期   

氷期が決め手の鳥の数   

陸水中の微塵金属成分  

地球温暖化の間組と関連する海洋環境計測  
大気中におけるオゾンーオレフィン反応の中   

間体による SD2の酸化機構   
一付加体と水蒸気との反応一  

大型チャンバーを用いた天然炭化水素とオ   
ンの反応による有機過酸化物の生成過程   
研究  

オゾン一天黙炭化水素の反応によって生成   
る有機過酸化物の相集法に関する研究－ミ   
ストチャンバーによる捕集   

ヒナツポ火山噴火後に挽測された成層圏エ   
ロゾル増加について   

オゾンライダーによる上部成層匿オゾンの   
淑J結果  

人工衛星とフェリーによる海洋クロロフィ   
分布のモニタリング  

目斡フェリーによるモニタリングの結果に   
いて  

クロロフィル分布から海洋環境の変動を探  
海洋願瀾データのコンピュータ・グラフィ   
クス表示  

Ch8raCteristics of sub3tl、ateS and   
inhibitor8in binding to ratliveTレ   
tryptophan Z，3－dioxygen8Se：a fourier   
tr乱nSforlninfrared and kineticヨtudy  

OrLtOgenetic ch8ngeSin8tOm且talsile and   
corlduct8爪Ce Of 8unflowers －  

空からの地球診断  
植生調査   

東南アジアと遠隔地点の酸性雨  
酸性痛の測定法  

雨水中のHコ02濃度と泊存性SOコ濃度の湘走   
の研究   

大気中のガス状過酸化水素の測定  

▲一 41  

A－ 42   

l－43  

▲－44  

A－ 45  

▲－ 購  

野尻幸宏  
畠山史郎，秋元肇  

鳥山史郎，泉克幸＊l，  
頼淘薄井㌧高世東ヤ  
（♯l大気圏環境部．  
水2東京農工大，  

拇重慶市甥墳層）  
畠山史郎，錦海＃＋1，  
高世東璃  
（＋1東観点工大，  

■2重き市環境研），  

林田佐智子，笹野泰弘，  
中根英昭，松井一郎11  
（♯1大気圏環境部）  
林田佐智子，中根英昭，  
笹野泰弘，松井一郎ホ1，  
杉本伸夫11，湊浮♯l  
（＊l大気圏環境部）  
原島省   

原島省   

原島省  
原島省   

K．Uchid8♯l，H．Us8mi‡1  
H．ぬndov，Ⅰ．1hr且d8れ  
（刈Tohoku Univ．）   

A．Furuk8一札   

宮崎忠固  
宮崎忠同   

村野健太郎  
大原真由美斗1，  

村野健太郎  
（＋1広島県保健環境セ）  
松本光弘＊1，村野健太郎  
（＊l奈・良県衛生研）   

村野健太郎，金子一彦れ  
畠山史郎，泉見事＊℡  

（♯1荏原総研，   

増大気旭項境部）  
村野健太郎  

▲－ 48  

l－ 49  

126－127  

14－ZO  

42－43  

74－76，g4   

153－159  

199Z  

1992  

1992  

1993  

1992  

1－ 50   

1－ 51   

1－ 52  

▲一 53  

A－ 54  

147－153   

15－20  

117－124   

51－58  

35－4Z  

33－40  

41－54  

1992  

1993  

1993   

1992  

199Z  

】99ユ  

1993  

Ecol．Res．   

SUTI山11．  
地球を観劇する  
（オーム社，171p，）  

環境と測定技術  
環境と測定技術  

平成4年度科学研究費  
補助金（一般C）研究成  
果鞭舌苔（54p．）  
平成4年度科学研究賛  
補助金（→般C）研究成  
果報告壱（54p．）   

空気清浄   

▲－ 55   

▲－ 56  

1－ 57   

l－ 58  

l－ 59  

l儀 60  

l－ 6l  

7   

10（1）  

19（6）  
19（9）  

酸性「霧の研究  

一115－   



題  目  

村野健太郎，小山功♯】  
（霊1兵庫県立公書研，  
昭干葉県環境研，  
れ東京都環境科学研）  

池田有光＋l，村野健太郎  
畠山史郎  
（＊t大阪府立大）  

松岡譲＊1，森田恒幸，  
有村俊秀昭  
（▲l京都大，昭筑波大）  
森田個幸，松岡組■1  
（▲l京都大）  

森田恒季，川島康子＋1，  
イサム・イノハラ＊2  
（＋l社会環境システム部  
♯2ミシガン大）  

石川忠臣雷1，小原秀雄★2  
小林光＋3，益田恒幸他  
（♯l全国町並み保存連盟  
♯2女子栄養大，  

現環境庁）  

松岡譲■1，森田恒幸，  
甲斐沼美紀子  
（刈京都大）  

松岡譲♯1，森田恒季  
（＊l京都大）  

森田恒幸   

松岡譲＋1，森田恒季，  
甲斐沼美紀子  
（朴房蔀大）  

森田恒宰  
森田恒幸   

森田恒幸  

森田恒幸   

森田恒幸   

森田恒幸  
森田恒幸  
G．J，Sharp，Y，Yokouchi，  
H．▲kinoto  

横内陽子，安部喜也★l  
（♯1東京農工大）   

地域環境研究グループ  
安藤溺．鈴木継美  
安藤満，山元昭二米】他  

（事1環境健康部）   

H．血d（I，S．Y8n8nOtO♯l  

（｝1加Yirorl．Chem．Div．）  

安藤清  

T．Ichinose，H．Sag8i  

T．Iehir1088，  
R．Shinotsuk8♯1  
7．hak8E且Y8★l誹．S8gai  
（★1Tot10Univ．）  
T．1chinose，”．Sag8i  

伊藤別行  

1993  

1992  

1992  

】9ウニ  

酸性痛の成分分析と酸  
性化機構の解明   

季刊環境研究  

季刊‡雫境研究   

季刊環境研究  

57－75  

51－65  

143－151   

1Z4－145   

赤城山における霧及び大気の汚染成分の挙動   
に関する研究   

郡市構造及び都市配置と地球温暖化   
一都市計画論再考一   

地球環境に配慮した経済的目標体系の導入   

地球環境経済政策の目標体系   
－「持続可能な発展」とその指標一  

環境政策20年からの出発   
一事11回目本項鳩舎済から  

ト 64  

▲－ 65  

A－ 66  

A－ 67  

公害研究  

（5）  

31（亭）  

3（4）   

（499）  

22（5）  

lg92  

1992  

1992  

1992  

1992  

1993  

1993  

19きユ  

1993  

199J  

1993  

1992  

47－5Z  

577－585  

4－10   

1－16  

●26－Z8  

165－172  

Z29←Z33  

406－414  

9－17  

3   

8－9  

815－816  

日本リスク研究学会論  
文集   

計測と制御   

イノハト一ション ＆  

ト0テクニーク  
土木学会論文集Ⅳ  

日経サイエンス  
郡市環境の創造  
（法律文化社，197p．）  
地球大気環境問題とそ  
の対策  
（オーム社，34pp・）  

都市と環境  
（ぎようせい，472p．）  
エネルギー・資源学会  
研究資料  
国民生活  
グローバルネット  
Environ．Sci．＆  
Technol，  

質量分析  

地球温暖化の不砕定性  

地球温暖化におけるモデルと予測   

地球環境間組に関する最近の動きと研究課題  
（Ⅰ）  

地球温暖化に関するシナリオとモデル解析  

疑似閉牒系の環境経済学  
地球環境保全と都市構造   

地球温暖化とその対策   
－アジア・太平洋地域からの視点   

環境アセスメント   

「持続可能な発展」とその計測諭   

経済指個と豊かな環境  
環境を重視した新たな経済指緑  
Trac¢8nalysis of organobromine com－   

pound5in8ir by8dsorbent tr8pping   
8nd c8pil18ry gaS Chrom8tOgr8phy／ロaS5   
且peCtrOSCOpy  

大気中の海洋・植物起源有機物質の GC／”S   
分析  

地球の気候変化と環境リスク  
熱波・熱ストレスによる健康影響と適応に関   
する研究   

EY81uati（】n Of 8ffects and the risk3 0f   
globalY8rJ］ing on hulコan health  

地球環境変化と疾病および免疫  

PathologlC815tudy onlung damage  
induced t〉y die8elexhau＄t particle謬  

（DEP）  

Hice strain differences8f susceptibi－  
1ity to die381e油au3t particles（DEP）   
8¶d the cll帥geS Df aれtiDXidatiYe   
en叩nle aCtivitiesinlurLgヨ  

Combined expo3Ure t8NOっ，0】8nd H2SOl   
－8erOSO18ndlu爪g tumOr fo川8tionin   
rat5  

森林植生の類型化に基づくその保全に関する   
研究  

1－ 69  

▲－ 70  

A－ 71  

▲－ 7Z  

A－ 73  

1－ 74   

▲－ 75  

▲－ 76   

1－77   

A－ 78  

▲－ 79  

▲－ 80  

135）   

23（2）  
（26）  

26（4）  

l－ 81  

8  

B－ 1  

E－ 2  

8－ 3  

8－ 4  

8－ 5  

8－ 6  

1992  

1992  

1992  

1993  

1992  

1992  

125p．  
388－391  

205－209   

108－117  

465－468  

469－47Z  

（合同出版）  

平成3年度地球環境研  
究総合推進費研究成果  
報告集  
Glot旭1Emvir（）n．Re8．  
Jpム，1991  

アレルギー：産業環境  
からのアプローチ  
（金芳堂．368p．）  

0Ⅹygen R8dic且18  

0Ⅹygen R8dica15  

Toxicol．  

農村計画学会誌  
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掲 載 誌  題  目  

bert乙eTLeSulforlateS Onlnigration be－   
h且Vior of trichloroethylenein por8u3   
loedia 

quantitative assessment of natural   
purificationin wet18nd forlinear   
alkylbenzene且Ulfon8teS  

鞭毛虫類によるアオコの分解  

E．In8ba  

杉浦則夫＊1一指森佃平，  
須藤随一昭  
（♯1茨城県衛生研，  
昭文北大）  

稲森癒平，関根孝夫輩l，  
古屋昇将，須藤隆一♯3  
（＋1㈱明電舎総合研，  
頂東京理科大，  
頂東北大）  

山本澤＋1，宮崎滴＊l，  
近さ基一＊1，松永和親嘉l，  
森忠繁＊1，精義悠平  
（11岡山県環境保健セ）  
精義地平，須藤隆一↓1  
（▲1東北大）  

稲森悠平，須藤隆一※ト  
（＋l東北大）  

須藤隆一＊l，稲森悠平，  
国安祐子  
（刈東北大）  

稲森悠平，林紀男｝1，  
須藤随一昭  
（11干葉県立中央博物館  
将来北大）  

古屋昇霊1．関根孝夫＊ク，  

精義悠平  
（11東京理科大，  
椚㈱明電舎総合研）  

古屋覇け1，関根孝夫昭．  
稲森悠平  
（■l東京理科大，  

昭㈱明電舎稔合研）  
杉浦則夫事i，可児良弘将，  
稲森悠平，須藤隆一＋3  
（♯t茨城県衛生研，  
昭太平化学産業㈱，  
関東北大）  

杉浦則夫♯l，増益悠平，  
須藤随一増  
（♯1茨城県衛生研，  
昭文北大）  

N．Suglura竃l，Y．Inamori，  
R．Sudo■2，Y．Miyoshiれ  
（■1Ib8r8kiPref．lnst．   

Publ．He81th，  
昭Tohoku UniY．）  

Y．Inapori，R．Hur8ka爪i事】  
R．Su血将，Y．鼠uriharal‡  
H．T8n8ka蠣4  
（♯1Toho Univ．，  

頂Toh8ku Univリ  
♯30hu Univり  
＋lTottoriUniv．）  

R．Hur8k且Di＃1，Y．InamロTi  
R．Sudo♯2，Y．Rurih8Ta※】  
（＊lToho UniYり  
昭Tohoku UJlivり  
舶Ohu Univ．）  

N．Suglura■1，T．lnamori，  
T．Ouehiy8Ⅶ8紹，R．Sudo米3  
（＊1Ib8r8kiPref．Inst．   

Publ．he81th．，  
昭Jpn．Environ．Create，  
＋3Tohoku UniY．）  

稲森悠平，林紀男＊l  
（＊1干葉県立中央博物館）  

仇ter Re謬．  

用水と廃水  

活性汚泥法の処理の高度化における管理の意  義と重要性  
用水と廃水  33（10）  

小規模飲食店排水の汚濁負荷丘の実態調査  用水と廃水  

11（3）   

27（9）   

17（4）  

39（11）  

B－14   

B－15   

B－16  

8－17  

公共用水城の水環境保全のための合併処理浄   
化槽の構造基準の改正と留意点  

生汚・産業系排水対策の現状と窒素・リン削   
減をめぎした高度処理技術の動向  

生物脱法  

水環境故老の新たな展開  

月刊生活排水   

公害と対策   

通水技術  

Jt：Tl  

llT  

15－23   

38－43  

164－167  

19gl  

1991  

1991  

1991  

用排水および汚泥処理に塞ける凝集剤利用技   
術  

用排水処理におけるイオン交換樹脂利用技術  

活性炭の細孔分布とカピ異物質、2－メチルイ  ソボルネオールおよぴジオスミンの吸着能  
日本水処理生物学会誌  

生物脱法による汚濁湖沼の水質改善  日本水処理生物学会誌  

Effect80f phy3icochemic81factors on   
gr8ヱe and deeomposition of blue－green   
alg8．MicrocystiB aerugin8Sa by   
m8Stigohor8，Mon83guttula   

EnviI、On【lent且1as8eBSment method for   
field relea8e Of gen畠tic811y   
engineered microorg8nisms using   
microco8口叩8tem8  

Jpn．J，Water Treat． ちi01．  

26（9－11）  

Effect of tepIPerature On PrOSperity and   
dec8y Df genetically engineered   
皿icroorgani8m8in alnicrocosロSySteln  

Degradation of cyanobacteria，Microcystis   
by microf18gellate，Hon8S guttu18  

26（9－11）  

恥ter Sci．＆Tech】101．  26（9－11）  

窒素■・リン排水規制強化の必要性  12（11）  

ー117－   



題  Ijj 

須藤陽一将  
（★1千葉県立中央博物軋   

椚東北大）  

稲森偲平，須藤随一刈  
（★1東北大）  

稲森態平，高木博夫，  
須藤随一＊1  

（書1東北大）  

稲森地平．須藤随一※l  
（♯l東北大）  

稲森悠平，林紀男♯】，  
須藤隆一撫2  

（霊1干葉県立中央博物館，  
墳東北大）  

稲森悠平，須藤隆一＊】  
（♯1東北大）  

孔海南暮1，和裁悠平，  
中西弘■1．須藤隆一＊℡  
（輩l山口大，昭東北大）  
▲，1118i．N．IY皿右  

【．H8t8u8hige，Y．In8mOri  
R，Sud（〉♯l  

（＊lTohokⅥUniv，）  
Ⅵ．lY8■1．▲．1恥l，  

Y．ln8mOri，R．Sud011  
（＊1TohDku UniY．）   

須藤随一♯l，今井章雄，  
杉浦則夫噌，稲森藤平  
（ホl東北大，  

東茨城県衛生研）  
今井秀模し兜真徳  

Ⅰ．Uno，S．他b机t8u，  
K．Uもd8＃1J．陶厄瓜m汗  
（♯lRyu8hu Univり  
昭Hokk8ido Univ．）  

鶴野伊津志，若松伸司   

梅津丑司．栗原久♯】，  

田所作太朗♯1  
（霊l群馬大）  

影山隆之，兜真徳  

影山隆之，兄貴徳  

F．Ea88i川．T8k且mur8＋】  
S．H8t8key8m8  
（＃lEnviron．8iol．Div．）  
遠藤勝也刈，笠井文絵  
（tl東北農大）  

春日清一  
春日潤一   

兜真稚，今井秀樹  
伊藤幸治撫l，森田寛※1，  
灰田美知子＊l，  
秋山一男将，  
長谷川ガ杷昭，  
村上正孝13， 
田宮莱奈子氷‡，  

水野稔也＋l，高橋清明，  
宗田良嶋．兜真軋  
新田裕史  
（＋1東京大，  

”国立相模原病院，  
将筑波大，＊l京都大，  
嶋岡山大）   

rophth孔l【Paのバイオリアククーヘの定着   
化のための高密度培養法に関する研究   

水原境の現状と将来   

水環境故老のためのこれからの生物・物理・   
化学的処理技術の開発の方向性   

中規襖合併処理浄化槽綿追基準の意義と留意   
点  

生括排水対策の高度化の課題と展望  

精密工学会謎   

JETl  

空気調和・衛生工学   

用水と廃水  

58（り   

40（3）  

66（8）   

34（1）  

β－ 28  

E－ 29  

B－ 30   

81コ】  

30－37  

47－53  

39－44   

29－36  

J992  

1992  

1992  

199Z  

用水と廃水   

用水と廃水  

帖ter Res．  

34（10）   

34（川）  

27（1）  

1ト17   

Z5－31  

143－145  

高度水処哩技術開発の動向・謙設・展望   

自己追地プロセスによる高度処理  

RelnOValof refract【〉ry Organics 8nd   
nitrogen froロ】1且ndfilエ1eachate by the   
Dicroorganismr8ttaChed activated   
c且rbDn fluidized bed process  

TI・88tl一号nt t〉f alandfllllea仁hatせCOnt8ト   
ning■refr8CtOry Org8nics and ammDniul山   
nitrogen by the microorg8爪i5ローattaChed   
actiYated c8rbon fluidi已ed bed pr8CeSS  

生物活性炭流動床プロセスによる高度処理  

B－ 32  

B－ 33  

8－ 34  

26（g－11）  

34（11）  用水と廃水  

41（11）  

26B（1）  

セリウム内標準法を用いた機器中性子放射化   
分析法烏よるヒト血清中のセレンと亜鉛の   
定且  

Ot】8er▼ed BtI，uCture Of th」∋ nOCtlユrI】al   
uTban bQun血Tyl孔ye†amdit已eVOlution  
into8COnVeCtive mixedlayer   

冬斯の高温度NO2汚染の光化学ボックスモデ   
ルによる解析  

移所連動および飲水行動からみたラットの概   
日リズムに対するニコチンの効果   

幹横道路沿道家屋内における睡眠時騒音曝露   
レベル（LAeq（slp））について   
一首那圏内4地域の調査から－  

「主婦」の1日24時間の生活行動別騒音曝畢   
レベル   
ー首都圏内4地域の調査から－  

Effect8qf5il】etryne On gm川th¢f   
variou8 frest川Ⅶter81galtaxa  

藻類生’長阻害試験  

分析化学  

Atmos．ErlVirom．  
PartI】：Urban At】ⅥOS．  

大気汚染学会誌   

薬物・精神・行動  

騒音制御  

騒音制御  

Environ．Pollut．  

総合化芋物質対策検討  
調査（額壊庁委託業務  
結果報告書）（環境憎牒  
科学セ，356p．）  

筑波山（STEP，150p．）  
霞ケ浦再発見  
（席ケ精研究会，55p．）  
ランセット日本語版  
成人気管支職息の成因  
に関する研究（公書健  
康被害補償予防協会委  
託業務稚告啓，20p．）  

B－ 37  

8- 38 

27（5）   

12  

16  

16  

79  

Z46－257   

113－120  

252－256  

Z57－Z61  

77－83  

71－115  

1g92   

199Z  

19g2  

199Z  

1993  

1992  

B－ 39   

B－ 40  

8－ 41  

8－ 4Z  

B－ 43  

8－ 44  

恋瀬川の魚たち  
喀ケ浦の豊かな生き物たち   

熊酸症と胃癌  

8－ 45  

E－ 46   

E－ 47  

8－16  

118－   



題  目  

「桂！度効果」について   

一都市生態学的視点から一  
日本人女性における血清エストラジオール  

（E2）と乳癌リスクーとくに閉経後Eっ レ   
ベルとその後の乳癌免疫との関連について  

V8ri8tions of 3eru爪   
dehydroepi8ndroBtertOne－Sulf8te  
（DliEl－8）1ev81accDrding to stress   
¢Yent80r8tre85－related p8FSDnalitie5  
in Japanese 

環境保健  
Experi円ent81study onlipid peroxide   

formation and tumor promotion effects   
Of NO2and Oヨ   

C大気汚染と括性酸素毒性  

ディーゼル排気微粒子（DEP）の肺に及ぼす影   
響 一活性酸素生成を介した生体影響一  

地域環境とフリーラジカルーその破域メカニ   
ズムとヒト，生態系への影響－  

Biologieal effects of diesei erhaust 
particl閃．  
Ⅰ．In vitro productiDn Df superoxide   
8ndin vivo toxicityinlnOⅥ5e  

る一昔とアメニティ   

医学のあゆみ  

8eh8V．∬ed．  

162（13）  兜裏襟  

れ払butoバ．T3ugan占撫I  
S．恥t8n8be事－  

（♯lDep．Epid印iol．   

JI化Ⅰ）   

兜真稚  
H．S8g8i，T．Ichinose  

34－35  

224→Z27  19g3 1992  公衆衛生  
0Ⅹid．Danage＆Repair  
Clin．Biochem．＆Med．  
Aspect8（Pergamon  
Pre58，488p，）  
活性惚素と病態  
（学会出版センター，  
776p．）  

自動申研究   

化学と工業   

Free Radic818iDl．＆  
Med．  

8－ 52  

B－ 53  

嵯峨井勝  

嵯峨井勝，市凛孝適 ■   

嵯峨井勝   

H．S8gai，H．Saito＋1  
T，Ichino8e，M．Eod8¶8＊つ，  
Y，Hori嘉1  

（＋l”ig8ShiNippon   
G8kuen thivり  

椚貼tl．C8nCer Ce】1t．   
Re8．In3t．）  

清水浩，森口祐一  
清水浩．森口祐一  
清水浩，石谷久＃1，  
山中旭昭  
（＋1東京大，将早稲田大）  
清水清  
浦水漕   

清水浩，森口補ぃ㍉  
近き実刑★1，田村正行  
（暮1社会環境システム部）  
清水漕，森口祐一  
H．Shir8i8hi．”．Solna♯l  
（★1Environ．Chem．Div．）   

白石寛明，東山拓雄♯】，  

橋本仲故★l，大槻晃米l  
（七1泉房水産大）  

林一英＋】，前島一仁米】，  

高萌弘  
（＋l（財）日本自動申研）  

S，T8k且h88hi♯l  

S．Shini名u★1，  

H．T山は山川hi  

（事1Tohoku Univ．）  
高橋憤司，市潮草道，  
嵯峨井勝，高橋弘  
高橋博司，G．S．P8ndey＊l  
（★1ザンビア大）   

高橋憤司，E．T．柚㈹柑e事】  

G．S．P8ndey♯l，T，K8jill  
（＋】ザンビア大）  

高橋博司   

M．T8mura．  

田村正行  
J，F．111ard♯l  

P．Her£Ogれル．L8f8rge刈  
H．T8山ur8  

（暮1Univ．H8ine）  

6Z7－641  

4g3－500   

ZOZ7－2030  

3ト47  

199Z  

1992  

19⊆柁  

1993   

8－ 54  

8－ 55   

B－ 56   

B－ 57  

お－58  

8－ 59  

万一 80  

8－ 61  

8－8Z  

8－ 63  

8－ 84  

8－ 65  

B－ 66  

8－ 67  

B－ 68  

31（5）  
43（8）  

60（9ZO）  
地球温暖 二酸化炭  

化防止のための基盤技術  
素の排出源と温暖化対策  

計測と制御  
化学工集  
第2回環境工学総合シ  
ンポジウム講演論文集   

科学技術ジャーナル  
エネルギーレビュー   

太陽エネルギー  

地瑠  
Chemo8phere  

質量分析  

実験動物技術  

ThelVorld’9 P（】ult．  
Sci．▲s80C．  

岡山実験動物研究会報   

文部省科学研究す補助  
金，国際学術研究研究  
成果報白書  
文部省科学研究費補助  
金，国禅学術研究研究  
成東報告書  
自動申研究   

J．恥ve一¶8ter．  

Interacti【〉n   

計本音響学会誌  
Appl．Acoust．  

556－560  

631－634  

20卜ZO4  

Z9－31  

17－20  

28－34  

50－55  

1103－1109  

137－146  

19－23  

174  

1g⊆12  

199Z  

1992  

1993  

1993  

1992  

1992  

1992  

199Z  

1992  

19gZ  

屯気自動申高性能化の技術  

C82 問題へのチャレンジ  
希薄燃焼脱硝触媒技術および電気自動車用電   
池  

地球温暖化と電気自動車の可能性  

地球温暖化を防くクリーンエネルギー  
Triphemyltin cDmpOundsin mussel且in   

Takyo Bay after restriction al use in 
Japan  

GS川S によるムラサキガイ中の有機スズの代   
謝産物の固定   

モルモット用自動給水ノズルの検討  

Ev8luation■on p811utants using th8  
Japanes8qu8i185elected fロr high amd  
lov antibody producibility of   
nevc88tle dise8Se Vir11S  

環境汚染物質に対するウズラ リ＼ムスクーの   
感受性比較  

家禽と野生鳥類に貴ける共通伝染病の調査に   
ついて lニワトリにおけるニューカッス   
ル病及びヒナ白痢簡の血清学的診断  

家禽と野生鳥類における共通伝染病の調査に   
ついて ⅠⅠホロホロドリにおけるニューカ   
ッスル病の血清学的診断  

Ⅳ02 と03暴露に対するウスラの感受性につ   
いて  

The me8Surement Of absorption coeffi－   
Cients且t8rbitraryangle8Dfinci－   
dence using叩atialfourier transform  

境界要素法による屋外騒音伝搬の予測  
Recent topics concern王ng the acou8tics   

Of fit】r8uS8nd poTOuS materi81ヨ  

18（6）  

37（8）  
24（3）  

40（2）  

27（1）  

2  

丑－ 69   

8－ 70  

8・71  

万一 72  

B－ 73  

B－ 74  

B－ 75  

28－31   

73－80  

8l－85  

7－11  

79－104  

45卜454   

3－21  

1992  

1992  

1g9Z  

1993  

1991  

1992  

1993  

15（2）   

5，6（1）  

48（6）   

3 9  

一119   



する研究（3）「今後の課題一  

泡球温暖化に技術はどう対応しうるか  

予測手法の実用化に関  
する研究（3）  

（日本音響学会，208p．）  
ESP   

エコトビア環境調和型  
社会の提案  
（日刊工業新聞社）  
地球時代の新しい環境  
税と社会像  
（エッソ石油（楳））  

茨城公儲  
季報ほくとう秋季号  

内藤正明，清水浩．  
森口祐一  
内藤正明  

内藤正明  

内＃正明  
内藤正明，内田公三♯】，  

小林佳子頂，木村貞興＊3  
（♯1経団連，  

昭博相星生活総合研，  
関北海道東北開発公庫）  
内藤正明   

内藤正明，竹本荘帽㍗1，  
田中光昭・  
（利巧墳庁，薫2川崎市）  
川上秀光★1，内藤正明，  
中村英夫♯】，松尾友矩★2，  

上田孝行＋2  

（♯1芝浦工業大，  

頃東頂大）  

中杉†匿身   

中杉修身  

B－ 77   

Ⅰ卜 78  

B一 丁9  

8－ 80  
B－ 81  

地球環境時代の都市■地域づくり  
環境調和型地域形成の課題（座談会）  

’91生活文化産業フォ  
ーラム謂澗録報告集  
月刊 自泊研  

都市と環境  
＝株）ぎようせい，  
472p．）  

眉墳を守る技術（読売  
新聞社，Z51p．）  

環境を守る技彿（読売  
新聞社，乙51p．）  

化学工業  
水環境学会誌  
ジュリスト  
製剤と東城  
ベトロテック  
つくば研究支援センタ  
ー会報  
廃棄物学会誌  
どうする地球環境  
（大日本図書，Z16p．）  
≠ar，Ecol．Prog．Ser．  

地球にやさしい茂術   

地球環境問毘と南北間粗解決の糸口（座談会）  

郡市に嘉ける環境問題  

11Z－136   

138－166   

869－873   
633  

135－139   
3－5  
13－17   
Z－4   

1？‾16  

127－142  

Z75一之79  

ごみに立ち向かう手玉術   

土壌・地下水汚染と技術   

廃プラスチックと環境汚染  
化学物質汚染リスク管理の課題  
化学物質汚染のリスク管理  
水の化学物質汚染の現状と今後の動向  
化学物質の環境汚染リスクとその対策  
産業廃棄物処理と資源化   

埋立処分地に係わる束規制物質のリスク管理  
土も汚れていく   

仁一oYtl】8nd graziT】g Of a beteTOtrOl】hic   
dinoflagellate，Gyrodinium dominans，   
feeding on8red tide flagellate，   
Ch乱ttDnel188爪tiqua  

沿道汚染に係る健康影響把握手法の提案   
一日覚症状を中心とした質問票の提案－   

Result50f me8Sur印entS Of NO？1eve180f  
indoor，Dutdoor and personalexposure  

幹線道路周辺家庭の屋内外の二酸化窒素濃度   
に対する拾遺汚染の寄与に関する研究  

43（11）  
15（1D）  
（1015）  

（168）  

16（1）  

（22）  

4（1）  

82  

修
修
修
修
鯵
修
 
 

杉
杉
杉
杉
杉
杉
 
 

中
申
中
中
中
申
 
 

身  
身  
身  
身  
身  
身  

中杉修身  
中杉修身   

Y．恨akamⅥTa，  

Y．Y8m且Zaki＊1  

J．〃il・Omi＋1  

（霊1Ⅳihon Univ．）  

新田裕史，小野雅司♯1  
（＋1環境健康部）   

広．H88da＋1，軋Nitta．  
S．N8k且iれ  

（＊lTeikyo Univ‥  
頂Univ．Tokyロ）  

中井里史書l，新田裕史，  
小野雅司＊2，前田細南山  
（★】東京大，  

頂領域健康臥  
再帝京大）  

T．H且n8乞8tO，  

Ⅳ．T且k8murall，  

H．Y8SunO刈  
（＋lEnviron，おiol．Div．）  

T．冗8naヱ8tD   

T．H8naZ8tO，S．胸h8ra翼1  
（真1EmYiron．Biol．机Ⅴ．）  

T．H8n8乙且tO，5．Ⅳohara※1  

（■1Environ．mol．DiY．）  

B－ 9：I  

B－ g4   

もー95  

8－ 98  

8－ 97  

平成2年度局地的汚染  
の健康影響調査手法検  
討間査  
qual．Indoor EnvirDn．  
（Selper Ltd．，706p．）  

大気汚染学会誌  

Occurrence of Bo古口inalongirostris and   
Bo8nin8 f8t81i3in e爪Closuresin   
relation to phytoplankton biorqass  

Pol．血ch．打ydrobiol．  

Popul且tiom dynalコicヨand cyclomorphosis   
Of80Slnin乱longiro5tri5in Lake Yunoko  

Population dyn8mic5and dielchangesin  
Yerticaldi9tPibution of the   
Cl且doceranけ0lopedium gibberum乱nd   
80Sコin8longiro8tri5in Lake Ozenuma  

Seasanal successian and vertical 
distribl）tioTL Of zooE）1anktonin Lake   
Ozenuma  

Jpn．J．LitnnoI   

Jpn．J．LiロnOl  

Jpn．J．LiI□nOl  

－120   



年記号   題  目   掲 載 誌   巻（号）  ページ  刊牛   
b－103  81Ⅰ，eCt8ndlndlreCteffectsoflov－  81し98  1992  

oxygenlayらr30n18kezooplankton   
comnunities  

B－104  Fre3hvater8iol．  27  
（＊】TokyoUniv．Fish．）  a口biguatodirferentconcentration80f  

achenic且1extractfromCh80borl】ヨ  
flavic8nS  

もー105  CoⅧplexeffectsofakairomoneof  J．PlanktorlRes，  14（12）  
S．Ⅰ．Dod80n★1   Chaoborus 8nd8ninsecticide（】n  
（★lYi8COnSinUniv．）  Daphni8pulex  

E－106   湖の小さな圭一ミジンコ   週刊朝日百科：動物た    （70）   297   
ちの地球  

B－107  畠山成久，福島情事】，  53（4）  

白石寛明   
（≠1横浜市環境科学研）  

B－188  魚瀾急性苺性試験  総合化学物質対策検討  199Z  
調査（環境庁委託業務  
結果報告書）  
（環境情報科学セ，  
356p．）  

もー109  農薬類の水界生態系影響評価に関して  穀近の農薬の研究成果  1992  
と今後の展開  
（産業技術研究会，  

11Zp．）  

8－110  15（10）  
奥野年秀♯l，平田健正，  
中杉修身  
（♯l兵庫県立公害研）  

B－111  19（5）  

E．Hur且Oka霊2   qu乱1ityoftheT5Ukubamountains  
（れ甑tl．In8t．Agro－  eco5y8tem，Japan  

E爪Viron，Sci  
撫20畠akaUniv．）  

B－112  流出過程に果たす地下水の役割   地下水技祷  34（11）   

［その1］地下水質の形成  
B－113  平田健正  流出過程に果たす地下水の役割．   地下水技術   34（12）  5（卜66  1g92   

［その2］地下水の流出と水質変化  
B－114  †kterSci．＆Tech．  

H．Yoshioka暮1，【．Sulpi★9  org8n8ChlorinesinJap8nandrelated  
（★1Environ．Sci．Inst．  phenomenainthe sut】Surfaceenviron－  

nyogoPre．，  ¶ent  
相打yogoPre．）  

8－115  37  
村岡浩爾埠  動に伴う水質変化について  
（＋l中国中山大，  

♯2大阪大）  

B儀I16   55（4）   

B－117  瀧和夫れ．植島武彦  水環境学会儲   16（2）  85－90  1993  
（♯1千葉工業大）   

B－118  福島武彦   生態系・頂闇に係わるシミュレーション  日本機械学会誌   1993          96（891）  14卜144   
B－119  福島武彦   湖沼；そのミクロコスモスを守るために  グローバルネット   （27）   Z8－29  1993   
B－120  三浦卓   国立環境研究所における環境リスク評価研究  日本リスク研究学会誌  4（l）  
8－121  喫煙と遺伝的素因  大気汚染による健康被  115－130  

当の効果的な予防シス  
テムの確立一平成3年  
度健康被害予防事業－  

B－122  NDxの健康影響に関する実験的研究  NOxの健康影響に閲す  64－87  

小林随弘■」，鈴木明★l，  る実験村研究報告啓  
高檎憤司牒橋弘，  
高橋勇二薫1，野原照子※1，  
藤巻秀和＊l，持立克身＊l  
（書1環境健康部）  

B－123   PollutionpreYentionニJ8pane8e  The9thVorldCle8n  6   

appraaches and politics AirCongr．   （10p．）   

E－124  森口祐一，西岡秀三1】  地球環境と情報  （253）  1992  
（t地球環境研究セ）  （岩波書店，56p．）  

8－1Z5   森口祐一   化石燃料の消井で急増する二酸化炭素  NeYt（】n   12（9）  68－69  1992   

ー12トー   



推計   
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Biol．Tr8Ce Ele」n．Res．  

107ト1078  

101－104  

32－33   

67－68   

159－170  

1993  

1993  

1992  

1992  

1992  

DeterJninatiorL Of trace elementsin pl］re   
Yater byICP EnaSS SpeCtrOmetry  

Determination ofinDrganic halogen   
SpeCies byliquid chrom8tOgraphy vith  
inductively coupled argon pla8ma maヨS   
5peCtrOmetry  

年令による腸管からのカルシウムとストロン   
チウムの識別的取り込みの変化，十二指腸   
粘膜上皮欄胸膜のりん脂質組成の変化との   
関連  

Induction of glutathione S－tranSfer8Se   
Pイor】コin pri皿ary Cultured ratliver   
parenchym81cells by co－planar   
polychlorinated biphenylco爪gene柑  

Loc81iz8ti（）n且nd health effects of  
lanth8nUm Chloridein8tilled  
intratrache811yinto r8tS  

先山病流行地区居住者の頭髪中微且元素濃度   
に関する検討   

SPH  
環境保健施策の進展からみた環境保障値鞘  

7（5．）   

64（20）  

An乱1．Sci．   

An且1．Chem．  997－1000  2425－2428  

E  

E－ 1  

環境健康部  
小林悦子，青木戌展一  
鈴木和夫れ  
（♯1千葉大）   

Y．▲oki，E．S8tOh事l，  
K．Sato＋1，E．T．Suzuki＊つ  
（♯】Hiros且kiUniYり  
＋2chib8Univ．）  

E．T．Suヱuki♯1  

E．【ob8y88hi．Y．Ito，  
H．0ヱ8Va昭．E．Suzuki事l  
（＊1chib8Univ‥  
昭T8ukub8Univ．）  

太田オ起子．中野篤浩＊l  
松本理  
（椚国立水俣病研牒セ）  
太田庸超子  
小野雅司  

衛生化学  

日本衛生学雑儲  

からだの科学 ノ  
公害健康被害補償予防  
協会委託業務報告魯  
環境保健単発に関連す  
る情報科学等に関する  
研究報告書  
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題  目  

業鰯結果報告書  
大気汚染に係る環境保  
健サーベイランスシス  
テムの在り方に関する  
研究  
平成2年度局地的汚染  
の健康影響調査手法検  
討l暗雲   

筑波フォーラム  
平成2年度環境庁委託  
調査 地球温暖化によ  
る動物性介性感染症の  
拡大予測に関する資料  
収集調査報告書  
平成2年皮環境庁委託  
調査 地球温暖化によ  
る動物媒介性感染症の  
拡大予測に関する資料  
収集調査報告書  
地域大気汚染健康被害  
の予防システム研究  
（大気汚染研究協会）  

一呼吸岩症状関連項目について－  

俊  
田  

沿道汚染と健康影響の関連性の分析  
愕 新  
（事1宮崎医科大，  

沼地域環境研究グ）  
小野雅司  
二瓶浪子♯l，田中克昭  
小野雅司  
（＋1匡l立予防衛生研，  

沼千葉県衛生研）   

小野雅司  

77－81  

24－34  

地球温暖化に伴う健康影響  
地球温暖イヒに伴うマラリア及びデング熱の流  
行地域予測図の試作  

E－ 9  

E－10  

マラリア及びデング熱に関する文献洞査  

環境問現に対する保健所の活動調査  村上正孝♯1．小野雅司．  
田村憲治，市川勇椚．  
原田正文将，横山集二れ  
（＃l筑波大，  

＋2国立公衆衛生院，  
ポ茨木保健所）  

乱肌肌山川ド1，H．Ono．  
【．T■■】「d  

（11Umiv．TBukub8）  
小林隆弘  

J．Ⅲ川．Ecol．  

環境庁委託業務結果報  
告召  
大気汚染と花粉症に関  
する研究  
Prog．Hed．   

J．Toxicol．Environ．  
He81th   

大気汚染による健康観  
害の効果的な予防シス  
テムの確立  
（大気汚染研究協会，  
130p．）  

線の不思議な効用  
－フィトンチドー  
（フィトンチド研究会，  
31gp．）  

Toxicol．in Vitro  

EnYiron【Dentalhe81th surveil18hee Sy5tem  

ディーゼル排気粒子が鼻粘膜の反応性におよ   
ぽす影響  

大気汚染物質の長斯暴彦が気迫反応性におよ   
ぽす影響  

Induction or tr且nSient孔irway hyperre－   
spomsivemes8by exposure to4PP汁   
nitrDgen dioxidein guine8pig3  

慢性閉塞性肺疾患発症の1jスク因子  
1．気道の過敏性  

小林隆弘   

T，R01）8ya8hi，  
Y．Sbino；止i刈  

（♯1Toho Univ．）  
小林隆弘  

生物のつくる環境と健康  小林隆弘  

DiffererLtialcytotoxic effects of  
円ethylnercury8爪d8rganOtintcDmPOund3   
0n刀且ture8ndimロ8tuie neuronalcells   
and non一口eurOnalcellsin vitro  

piver51ty o董8nl（yrln5in the brain  

H．Kuni【凸OtO．Y．10ki，  
【．Shib8t8．T．¶iw㌔1  
（∫IReg．EnvifOn．Div．）   

Y．ち8nnett暮l，も．8tto刈，・  

H．加点InOtO，E．Rordeli媚1  
S．L8口bert事l  

（≠1Duke Univ．）  
N．Sugihir8，Y．▲oki，  
E．T．Su£uki事1  

（刈Chib8Univ．）   

鈴木明   

鱒木明  

鈴木明，G．S．アandey≠1，  
E．T，加a8e＋l，T．払ji＊1  
（事1ザンビア大）  

Bioc†len．Soc．TTanS．  

ATP－dep印dent E；trOZltiuTn uptake by   
baさ018teralmeInbrane Ye3icles fro【n rat   
ren81cDrt8Ⅹin the8b8占nee or   
pre8enCe Of c81cium  

ザンビアにおける衛生事情と対策  

実験動物における心肺循環   

現在見られる野生動物に関するアンケート調   
査  

（21）  

12（S．1）  

文部省科学研究費・  
国際学術研究 海外学  
術ニュースレター  
JPN．一．  

Electrocardiol．  
発展途上国における家  
畜放牧の広域化が野生  
動物に及ぼす影響に関  
する共同研究  
文部省科学研究費＼匡  
隙学術研究成果報告等  
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年記号   発 表 者   題  
家育と野生動物 

目   掲 載 誌   巻（号）  ページ  刊年   
tl三5  の】賛近の在民について‘   発展】若上区ほこぉける家   狩不明，山7G昭二，  35－52  

一写真のコンピュータ画像解析法に   畜放牧の広域化が野生  
（★1地域環境研究グ）  よって－．  動物に及ぼす影響に閲  

する共同研究  
文部省科学研究賢，国  
際学術研究成果報告書  

E－26  発展途上国における家  61－64  
（★1ザンビア大）  諸政牧の広域化が野生  

動物に及ほす影響に閲  
する共同研究  
文部省科学研究費，園  
除草術研究成果報告壱  

E－Z7  肺機能検査法  感性試験講座9吸入毒  69－79   
性（他人奄舘，227p．）  
J．8iol．Cheln．  267（21）  

F．1n8g8ki▲l，T．S8nO♯？  149さ6  

R．E8ya昭  
（♯lTokyq且etrop．1n8t、  

Hed．5ci．  
昭EnYiron．Chem．Div．）  

60  
5．【iロur8＋2  e叩OSure80fr8tS tOOZOne  
（♯lReg．EnYiron．Div‥  
頂TohokllUniv，）  

Re叩ir8tion  59  
E．Suzuki昭，Y．Kimur且＊3，  chromeP－450inc18raCells8ndtypel  
Y．Ito．T．Miura♯l  叩eu皿OCyteSOftheratlu咽  
（れNatl．Def．Hed，Co11．  
＃2T8ukubユリniv．  
杓Yokosuk8Ryos8i  

Gen．Ho8p．  
輩IReg，Environ．Div．）  

Adv．HercuryTDXicol．   1991  
l．Ⅳ且kano暮1，   metallothioneininorgan80f柑tヨ   （PlenumPre88，490p．）  
Ⅳ．Ⅳi8hi皿ur8紹．   treatedvitheithercadmiuE），irLOrgarLic  
Ⅵ．Ni8hinuT8紹  OTOTg8nic－nercurials  
（♯1甑t．Re8．Cent．  

Hin且m8t8Di針‥  
＊2▲iehi〃ed．Univ．）  

E－3Z   TE肌A  2（6）  199Z  
E－ 33  遠山千春   紫外様の生体影響とメタロチオネイン   グローバルネット   （23）   82－33  1992   
℃－34  66  

S．Suzuki紹，C．Tohy8ma  it5re18tion5hiptourinaryN－8Cetyl－  
（＊1TohokuUni▼り   β－D－glucDS乱山nid85eaCtiYityin  
♯‡Gunn8UmiY．）   SmDkers  

E－35   栄養と毒性、   ファルマシア  29（1）  
E－ 36  遠山千春   カドミウム（Cd）   大気汚染物買のレビュ  12－ZO  1993   

一（日本科学技術情報  
セ，65p．）  

E－ 37  遠山千春   アンチモン（Sb）  大気汚染物質のレビュ  51－53  1993   
－（日本科学技術情租  
セ，65p，）  

E－ 38  平野靖史郎   イットリウムの母性  金属  62（12）   
E－39  Gro¶thandfu¶CtiりnalⅧDdlfic8tiDnSin  T（）ⅩC0l．inVitr（）  8（3）  

Y．Homd8★】，H．Fujimaki  formaldehyde－treatedhlOU8ebone  
（＃1JikeiUniv．Sch．  皿arrOY－derivedmast cel13  

汁ed．）  

E－40  Er】Viron．Res．  58  117－123  
N，【8tay8ロ8薫l，   耶ほtCel180fguine8pig3eXpO8edto  
．と；l  さⅦ1fl汀1c acid8erOSOl8  
（暮1Jik8iUniY．Sch．  

Hed．）  

E－41  Int．Arch，Allergy  98  
E．Bi830nnette■1，  1．Hodl】1ationo一皿ediator release   Ⅰ川un01．  

D．Beru8事1  

（斗lⅥ両Y．C81gary）  

E－4Z  Int．加ch．Allergy  98  
D．鮎fl】8刈  2，lnductionofstress－1ikeproteins  Ⅰ山ml】爪01．  
（＋川niv．C81g8ry）  

E－43   BioIDa88fuelによる室内空気汚染   医学のあゆみ   163   90Z   
（12．13）  

E－44  ≠，ぬtsumoto，Y．loki，  1nductionDfglut8tlliones－Transfer8Se  Jpn．J．Toxicol．  39   P－24  1g93  
【．T．Suヱuki嘉1   P－Forninr8thepatocyte8bycop18nar  Environ．Health  
（竃1chib8Univ．）   polychlorim山edbiphenylcongeners8nd  

itsmech8nism   

一1Z7－   



踵  目  掲 載 誌  発 表 者  

COpy method t〉y the r8t8ting－fr8ne－  
i】¶8ging technique  

R0le of cytopl88mieinorganic phosphate  
inlight－induced activ且tion of H◆   
－pulnpSin the pl且Sma匂embrane8nd   
ton8pl且St Of Ch且ra COrallina  

蝕“如㍍昭一3Jnucje且rロ在官netic re含OnanCe   
さtudy on the effects of endurance   
trainingin rat skeletalmuscle  

生体内代謝反応速度の解析技術の開発  

E．T8ke立hige＋l  
ア．HitヨumOri．  

【、†▲l■■▲－l．T、【i■u一息－1  

（七1uni▼．Tokyo）  

ざ．gu冊★1，〝．Aki8d山木】。  

F．Hitsumori  
（★1vniv．T3ukuba）  
三森丈行  

加㍗．J．Appl．Phァぎiol．  

生体の分子レベルにお  
ける高感度・高分解能  
非放埴計測技術の開発  
に関する研究（第Ⅰ細）  
成果報告召（科学技術  
庁研究開発臥285p．）  
Soil．Sci．P18nt Nutr．  0．Ito暮l，ぎ．Hitsumqri  

（♯lICRISAT）  

又．】わcわiねte，Ⅹ．f8ムitね．  

T．Ohヨumi，T．Hiur8＋】  
（11Reg，Environ．Div．）  
山元昭二  
山元昭二，安藤浦■1，  
浅沼信治将  
（＋l地域環境研究グ，  
明日木見村医学研）   

大気圏環境部  
S．Suzuki＋l  
【．Hit8uke昭，T．Im8Pura  
I．【oyano里  

（▲lTokyo∬etrop，U力iy．  
＋コIn8t．伽1．Sci．，  
喝ⅥimeJiInst．   

Techm01．）  
杉本伸夫   

杉本伸夫，菅野泰弘刈，  
林田佐智子刈  
中根英昭刈  
（★】地球環境研究グ）  

杉本伸夫，松井一郎   

杉本伸夫  
杉本伸夫  
H．肋n8Zaki  

H．肋n8Z且ki  

什．肋m朋血  

福山力  
福山力  

Tr8n8forn8tion and tran8location of   
phロtO8日Bimi18ted】3coっ and glycine－2－  
1‡cin sunflowerleaves detected by   
エ3c－NI代  

Long－ter巧effectβOf（〉gOne丘ndJ）jtrogen  
．dioxide on the met且bolism and popula－   
tiDn Of且1veo18r maCrOph8ge8  

SP一環墳下における微生物エアロゾルの菌種  
温熱環境下で飼育したモルモットの体温・血   
液性状・血液生化学性状の変化と温熱適応  

J．Toズjぐ○ユ．Enγjrβ乃．  

吊ealth   

実験動物技術  
アニテックス  

F  

F－ 1  96（10）  Negativc－ion n8SS SpeCtrOmetric study of  
ion－p8ir f8川島tionin the vacuum   
ultr8Violet．Ⅵ．CH】◆x→Ⅹ▼＋ CH3 ◆  
（よ＝－，Cj，8∫）  

J．Che【q．Phys．  

169－173  

104－114  

リモートセンシンク  
1Ⅰ．レーザー遠隔計測  

航空機搭載ライダーによる大気微量分子の測   
定の可能性  

大気境界層の観測を目的とする目に安全なラ   
イダーの設計  

レーザーを用いた大気の遠隔計測  
国際会議報苧「OYLSII」  
d nu.erical study af nonlinear vaves 

excited t）y8n Ob5taClein the flow of   
stratified fluid  

A numericalstudy8f nonlin印r WaVeSin   
a tr8nSCriticalflロV Of 5tr8tified   
lluid past an obstacle 

Up5treaローadvancing nonline8r YaVeS   
excitedin an axisy【nnetric tr8nSCriti－   
cal flow of rotating fluid 

大気化学における酸化  
浮遊粒子状物質に含まれる炭素系成分に関す   
る検討  

地球を理解する技術   
一大気・海洋の数億モデリングー  

長光路吸収法による大気微温分子濃度測定に   
おける誤差の考察  

赤外レーザー長光路吸収システムによる野外   
光紹の大気厳丘分子濃度測定   

Optic且1de5ign of cube¶COrner retrOref－  
1ector8h8Ving curved mirror surface5  

2．7ラジカルの反応，   
2．8光化学反応  

天気   

稔合研究（A）研究成果  
報告者  

光学   

グローバルネット  
O plu3 E  
J．Vind Eng．  

Phy8．Fluid8A  

Phy5．FIuid謬A  

化学工学  
浮遊粒子状物質高濃度  
汚染対策に係る環境デ  
ータ解析  
（㈱数理計画，201p．）  
地球環境セミナーZ  
「地球を観湘する」  
分光研究   

レーサ研究  

Appl．Opt．  

21  

（158）  

（52）  

4  

5（3）  

56  

346－349  

3（ト31   

6卜63  

154－157  

2230－2Z43  

5ββ一577  

847－849  

119－129  

199Z  

199Z  

1993  

199Z  

199Z  

J993  

1992  

1993  

F－ 4   

－一 5  

－－ 6  

r－ 7  

ト 8  

F－ 9  

ト10  

ト11  

157－1（〉5  

174－179  

Z5－31  

6815－60ZO  

1993  

1992  

199Z  

1992  

光本茂記   

凄淳   

漫浮，杉本伸夫，  
皆野泰弘＊】  

（薫l地球環境研究グ）  
1．Hin8tO，N．Sugimot8  
Y．Sa白且nOtl  

（11Glob81EnYiron．   
Div．〉  

鷲田仲明．井上元  

ト12   

ト13  

ト14  

柏∴ ‖‡  

プラズマ材料科学ハン  
ドフ■ック  
（オーム社，781p．）  

－128一   



掲 載 誌   題  目  

（大日本図書㈱，216p．）  

緑の読本  
季刊 化学総説一陸水  
の化学  
水  
文部省科学研究欝  
近代化による環境変化  
の地理情報システム  
平成4年度総合報告召  
（Ⅰ）  

陸水学凝議  

頒
守
守
 
 

土
崎
鱒
 
 

水
相
柑
 
 

圏環境部  G
 
 

水質汚濁のメカニズムと浄化技術  
湖沼水一痘ケ捕を例にして   

生態系制御  
餞ケ浦流域の社会環境変化と水質変化  

弘
弘
 
 

50－54  

103－11Z   

99－102  

‖汀－192   

199二、  

199Z  

1993  

1993  

相崎守弘  
柏崎守弘，福島武彦＊】  
（★1地域環境研究ク）  

G－ 3  

G－ 4  

〃．Aigakj，Ⅹ．∬0わat＆♯1  

H．Tan8k8斗つ  

（蠣IReg．Environ．Div．  
↓2Environ．Res．Cent．   

Co．）  

沼辺明博＋1．井上隆信，  
海老凋瀾卜  
（11北海道環境科学セ）  
井上隆信，海老滑稽一   

丁．仙k8jim8■1，  

H．U亡hiy且m，0．Y且gi，  
T．ト山▲h▲「▲■l  

（♯】u月jY．T8血uba）  

T．T8ni【nOtO火I  

R．H8t8nO＃1，D．Ri皿＊1，  
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（＋1N8gOy8Univり  
将Fukuoka Univり  

＃りpn．鵬teor01．▲gency）  
S．VilヨOn＋1，【．T且guChi♯1  

H．Eoide＋】，LOk且nD♯1  
H．Fukuni写hi♯㌧H．陶kane  
（＋1Tohoku UniY．）  

ミヤマカワトンポの産卵行動：人工産卵基質か産   
卵行動および定住性に及ぼす影響  

ReYisit to）tn且i＄territoriality：Ying color   
dimorphis爪and爪ate8eCuring tactic5  

マングローブニ次林の林齢と現存且  

レーザーレーダーによるオゾン，エアロゾル，気   

温の観測  

ビナツポ火山エアロゾルの存在下でのオゾン層集   
中観測  

日本艶物行動学舎弟Il【司大   

日本勤物行動学金策11回大  
会  
第2回日本熱帯生態学会年  
次大会   

第2回大気化学シンポジウ  
ム  

男91回地球屯磁気・地球惑  
星圏学会  

Charlot－ tt∋8Ville  The1992 quadremm．0已Dne Symp．  Lidar ot）3erVation【）f o乙Ont】OVer Tsul（uba （36■ N，1400 E）  

Observ8tion of stratospheric ozone withIりES  
lidar systemin Tsukuba，Japan  

国立環境研レーリーライダーで紋別された中層大   
気重力波の活動度の季節変動  

16thInt．L8Sel、Radar  
Cl）nf．  

第92回地球電磁気・地球惑  
星圏学会講演会  

1992年度日本気象学会秋季 大会  国立環境研レーリーライダー観測による中層大気  中の重力波エネルギーの変動  

第92回地球屯磁気・地球惑  
星韻学会簡湧会  

1992年度日本気象学会秋季  
大会  

lstudy to measure the effect of Mt．PirLatSu－   
bo aerosDlpaTtlcleさDn OZOTle amDl】nt30YeT  
Japan  

ビナツポ火山噴火のア与スカでのライダー鋭測  

地球惑星科学関連学会  Lid8r meaSurelnent50f stratospheric aero写018   
enhanced after the voIcanic eruption of   
Ht．Pinatubo：Al且Ska，Vinter1991／1992  

Correlation 8nalysis betlle印 0ヱOne amOu】1t5  and pDtentialvorticity overJapa爪  

地球惑星科学関連学会  八王子・  
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中根英昭，林田佐智子，  
杉本伸夫噌，松井一郎＋フ．  
笹野泰弘  
（判京都大，  

峨大気鴇環境部）  
永田尚志   

永田尚志，  

Peter C8tling＊1  
佐々木浩昭．土肥昭夫棄2，  
小野勇一昭，伊沢雅子＊3  
（11csIRO，C8nberra，  
霊2九州大，￥｝琉球大）  

永田尚志   

中村岳史＋1，野尻幸宏，  
橋本伸哉＋】，大槻見γl  

（雷1東京水産犬）  

横木仲裁★l．梶Jrl倍大＊1，  
大槻晃♯1，野尻幸宏  
（＊1東京水産大）  

野尻幸宏，中村岳史書lト  
大槻晃＋1  

（＋1東京水産大）  

G．1g8r8Shi※1  
H．DEib8♯l，  
J．Ⅰ8hib8Shi★1，T．Gamo♯1  
H．Sak8i♯1，Y．Ⅳojiri，  
T．E且V8i  

（鞭りokyo Univ．）  

Y．Nojiri，T．R8W8i，  
l．Ot8uki＋l  
（書1Tokyo Fish．Univ．）  
S．H8t8key8皿8，H．Aki】nOtO  

大気中の重力波エネルギーの高度変化  

雌の繁殖開始時斯からみたウグイス亜科の配偶シ   
ステム  

野生化したノネコがYathong Nature R閃erVeの鳥   
類柑に与える影響  

弟39回日本生態学会大会   

1992年度日本農学会大会  

填れた（？）一夫一妻の相計＝烏頬の繁殖システム   
の再検討  

東京湾海水中のメタン濃度とその変動  

東京湾城における海水中の地球温暖化物質（一酸   
化二窒素）の鉛直分布について   

霞ケ浦湖水中のメタン濃度とメタン生成、放出丘   
について   

H＆ntle heliuⅡ】flux froEb the b（）ttOqlDflake   
Ha8hu，Jap8n  

日本動物行動学会第11回大   

1992年鹿日本地球化学会年  

会   

1992年度日本地球化学会年  
余   

1992年度日本地球化字会年  
会   

Ⅰ口t，Sy叩．H8ヱardous  
Croot8rl札k」∋5  

a－ 67  

a－ 68  

a－ 69  

8－ 70  

8－ 71  

つくば   

府 中  

府 中  

府 中  

打is8日8   

4．1コ  

4．10  

4．10  

4．10  

4．10  

Fluxes of heat and chemic81co【PpOnentSin  
lake H8Shu c山dera，Hokkaido，Japan   

’91IGAC／APAR冨／PEACA∬POT aircr8ft   
Observ8tion of gaseou8and particulate   
p山1utants over East China Se8，   
Yello－5蝕．且nd Sea ofJap8n  

航空機による東アジア対流圏エアロゾルの税測  

Hi88写a  

HDng Xong  

Int．Symp．H8約rdou8  
Crootel、Lakes   

1992West．Pac．Geophy且．  
Heet．  

日本気象学会】99Z年秋季大  

日本気象学会1992年秋季大  

中日大気汚染防止対策シン  
ポジウム→星慶92   

第33回大気汚染学会  

大和政彦＊1，畠山史郎，  
秋元肇，村野健太郎，  
今井勝俊＃1  

（＊1群馬大卜  

畠山史郎，村野健太飽，  
坂東博，秋元寧，  
大和政彦♯l  

（事1群馬大）  

畠山史郎  

佐々木一枚♯】，  

薩摩林光＋1，鹿野正明利  
点野孝男輩】太田宗康＊1，  
溝口次夫※2，畠山史郎  
（幕1長野県衛生公書研，  
★2国立公衆衛生院）  

鶴田治雄刈，太田正雄★2  
畠山史郎  
（＊1農業技術環境研．・  
鳩横浜市環境科学研）  

大和政彦，畠山史郎．  
秋元輩，村野健太郎．  
今井勝俊＃1  

（＊1群馬大）  

畠山史郎，村野健太郎，  
坂東博，酒巻史郎，  
濱口次夫＊1，秋元挙，  
田中茂昭，鶴田治雄★3，  
大和政彦霊▲  
（＋1国立公衆衛生院，  
増産応大，  

★3農業技術環境研，  
★l群馬大）  

畠山史蝕  
畠山史郎，坂東博，  
村野健太郎】秋元薙  

’91IGAC／PEACAHPOT航空機調査における03NOxの   
濃度  

森林被菖に関連する光化学反応生成物   
－テンペル系炭化水素－   
オゾン反応によるヒドロぺキシドの生成  

八方尾根に貴けるガス．エアロゾル成分濃度とそ   
の特徴  

IGAC91年航空機鋭測結果（6）アルデヒドの測定  第33回大気汚染学会  

航空欄で採集された東アジア上空の対流臨自由大   
気エアロゾル  

’91IGAC／APARE／PEACAItPOT航空機観測  

第33回大気汚柴草会  

第33回大気汚染学会  

1992航空機調査における日本海上の高洩皮SOっ  
酸性雨生成メカニズム研究の現状  （速報）  

酸性雨講演会  
日本化学会第65春季年会  
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月．N8kane，J．】ねt8Uill  
T．H8y888k8境  
（▲t▲tn08，Environ．Div，  
将TDhoku Univ．）  

松田利晴半l，井上英俊事1  
山木政宏＊1，田中茂れ，  
楠木芳一＋1，原島省  
（霊1よ応大）  

原島省，津田良平＊l，  
竹内義治昭，妃本岳志＊3，  
若林孝＋J，坂本重次■l，  
浜田博史蝿  
（刈近増大．  

噌（財）地球・人間環境フ  
ォーラム，  

昭（操）日本アクアテッ   

ク，  

＋4（財）日本気象協会，  
堰（珠）大阪圏得フェリ  

ー）  

津田良平＊㌧田中祐志刈，  
原島省，角井義美k2  
（刑近畿大．  

昭t子技術総合研）  
▲．鵬r8Shil18  

yojcd刀jc e川ptjon of PjlはtgUbロ  

閉鎖性海域における海水中の有機ヒ素の測度分価  日本化学会第悶春季年会  

日時フエリ「による海洋環境モニタリ．ング（2）  一連続計測データの処理－  1992年度日本海洋学会春季 大会  

レーザ光ファイバーセンシンクによる植物プラン   
クトンのサイズスペクトル計漁  

Autonol⊃Ou8biogeochemicallmqnitDring sy5tem   
using intake of sea vater on Japan-Rarea 
ferry b8at  

Cooperated re3earCh project byJapan and   
Eo∫飽  

閉鎖性海域（瀬戸内海）における海水中の有機ヒ   
素の濃度分布  

海洋表面水の二酸化炭素分圧の高密度連続統石打   

海洋鋭削データとCG   

Contimuous narine biogeochemicalコOnitoring   
by血p8n－Rorea ferry boat for the valida－   
tion of oee8n COlor re爪Ote Sen8ing  

Chen）istry of nitrouヨOXideirL the8t爪OSphere   

オゾン層変動と成層圏の化学   

代替フロン現の酸化分解反応における反応機構と   
分解生成物（2）   

PEACAIIPOT航空機観凋‖こよる日本周辺のオゾン・   
窒素酸化物の分布観測結果  

1992年度日本海洋学会春季  
大会  

Auton．Bio－Opt．Oce8n Ob8．  
Sy8t．Symp．   

関西水圏環境研究機構図外  
シンポジウム  
1g92年度日本地球化学会  
年会  

1g92年度日本地球化学会  
年会  
慮京大字海洋研究所共同利  
用シンポジウム  
Environ．’93Syhp．Remote  
Sen5ing Enviroh．R閃．＆  
GloもalChange  
5thInt．Workshop！†itrous  
Oxide EI□i88．  

弟2囲フロン開運触媒研究  
発表会  
日本化学会第64秋季年会  

第33回大気汚染学会  

8－ 87  

8－ 88   

8－ 89  

R，T8ud8★1，▲．H8r88hima  
（刈‘iIlkithiy▲）  
田中茂れ，和田敏＋1，  
佐藤鸞行♯l，楕本芳一刈  
原島省  
（暮1■応大）  

紀本岳志＋l，原島省  
（刈海洋化学研）  
原島省   

A．H8r83hip8  

8－ 90   

8－ 91  

8－ 9Z  

8－g3  

8－ 94  

a－ 95  

a－ 96  

東 京  

東 京   

Hong Eong  

Tsukub8  

東 京  

新 潟  

大 阪   

4．10  

4．】2   

5．3  

4．7  

4．】D  

4．10  

4．12  

H．恥ndるw   

坂東博   

伊崎随一郎半l，  

佐藤春雄♯1，坂東博  
（＋1東京瑠料大）  

坂東博，大和政彦書l，  
村野健太臥畠山史郎，  
秋元キ，  

（ヰ1群馬大）  

佐藤春雄■1．  

伊崎腸一郎♯】，坂東博  
（♯1東京理科大）  

古川昭慮，艶子茂，  
奥田敵統  
R．恥sud8，H．R8inum8，  
Ⅳ．1ur8ko8hi＋l  
R．Ol18S8噌  

（嘉IUniv．T8ukub8  
頂EnviTOn．8i01．Div．）  

宮喝忠国．原ふ省   

E，Hur8nO，Ⅵ．1ki】れOtO  

T．Hi五OguChi※】  

（＋lIn8t．Public He81th）  
及川紀久慮，村野健太郎，  
阿部師男＋l，和田健一昭，  
楢股保氾  
（♯l柴田科学者機工糞，  
昭日本タイオネクス，  
＋】横河アナリテイカル   

システムズ）  

代替フロン顆の酸化分解反応における反応機構と   
分解生成物（4），HCFC133aと即C134aの分解機梢   

シロザとホソアオゲイトウの生長に及ぼすCOコ と   
窒素濃度の影℡  

Potenti81effect5抑ph印010gic8」   
ObservatibrL Df the plants by global   
W8川inginJ8pan  

サンゴ礁リモートセンシンク   

Ground based observ乱tiDn Of8ir pollutant5  
in re【コOtei81ands duringIGAC／APARE／   
PEACAI仲OT survey  

ICを組み合わせた酸性雨自動採取分析装置の開発   
（弟2稽）  

環境科学会1992年会  

日本植物学会第引回大会   

JJ】t．む叩，♪jきturbed Cjjロ．  

V8g．Foods（DC叩）  

第18回リモートセンシンク  
シンポジウム  
】992Ve5t・PきC，Geo戸上yβ．  

Heet．   

第33回大気汚染学会  

東 京   

〃oJ】g g∂ng  

大 阪  
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福崎紀夫＋2，  

佐々木一敏♯3，  

清水源治叫，久米一茂埼  
烏山成一購．近藤隆文＋6  
藤平威芳光明，  
土器屋由紀子＊7，  
丸太馬糞子咄，  
村野健太郎，溝口次夫★9  
（11青森県環境保健セ，  
れ新潟県衛公研，  
≠3長野県衛公研，  
＋4山梨県衛公研，  
湾静岡県衛生環境セ，  
鳩首山県公害セ，  
沼気象大，明慶応大，  
欄国立公衆衛生院）  

薩摩林光♯1，内田英夫＋1  
鹿角孝男事】，  

佐々木一敏♯l，  

鹿野正明♯l，太田宗康刈  
栗田秀＃＋2，溝口次夫ザ  
村野健太郎，西川雅高＃■  
植田洋隠喝  
（事1長野県衛公研，  
増長野県生活環境部，  

埼公衆衛生院，  
＊1化学環境部，  
鳩九州大）  

鹿野正明刈．薩摩林光斗1  
鹿角孝男＃】 
， 佐々木一敗♯】，  
太田宗康1】．濱口次夫増  
村野健太郎，向井人史★3  
隠田洋匿1l 
． （■1長野県衛公研．  
頃公衆儒生院，  
事｝化学環境部，  

♯l九州大）  

村野健太郎，畠山史郎，  
向井人史竃1．西川雅高♯1  
秋元肇，溝口次夫昭，  
金城義勝凋，鐘＃林光＋■  
福崎紀夫呵，田中茂明  
（11化学環境部，  
霊】公衆衛生院，  

＊】沖縄県公害研，  

■■長野県衝公研，  

朽新潟県南公研，  
鵬慶応大）  

森田恒幸  
森田但幸   

の研究（＝  

第33回大気汚染学会  山岳地帯における高濃度オゾンと二次粒子  

山岳地帯における降水成分の特徴及び汚染物質の  除去  
笥33回大気汚染学会  

地上強化扱測の概要とオゾン粒子状物質浪度  第33回大気汚染学会  

地球環境保全のための課税  
地球温暖化対策の研究動向  

On the re18tion8hip betveen glob81   
enYironment8nd city pl乱nning  

地球温暖化問題に関する科学的知見の確度と対応   
の考え方  

空気と水の値段  
地球温暖化防止対策に関する最近の研究動向  

地球気候安定化の政策オプション   

環境保全と改善のための経済メカニズム  

パラダイムがかわりつつある計画行政の効果をと   
う計測するか  

地球温暖化をめくる最近の研究動向について   

いま、地球環境を考える   

日本とアジアのグリーンGNPについ．て  
最近の覇填経済学の研究動向  

緑の地球・環境セミナー  
日本学術余韻  
資源・エネルギーと地球環  
境特別委員会  
Og8kiInt．Synp．   

通商産業研究所・地球温暖  
化間組に関する研究会  
M且判別番組  
地球温噴化による水資源シ  
ステムヘの影響評価に関す  
る研究会  
日本計画行政学会関東支部  
集会  
千代田デームス・アンド・  
ムーア創立20周年記念碑清  
会  
計本計画行政学会シンポジ  
ウム  
統計数理研究所統計数理セ  
ミナー  
広島地球環境情報センター  
設立記念シンポジウム  

T．Horit8   

森田恒章   

魚田恒孝  
義田恒幸  

森田怪事   

森田恒幸  

森田壇幸   

森田恒幸   

森田塩辛   

森田塩辛  
森田恒幸  給合研究開発機橋地球環  

経済同友会地球環境香月  研究会  
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8－120  

8－121  

8－1Z2   

8－123  

8－124  

a－125  

4．12  

4．12  

4．12   

i∵ ‖  

5．2  

4．1（）  

有村俊秀拇  
（＋l京都大，昭筑波大）  
森田恒幸  

森田恒幸   

森田恒幸  
森田憧幸  
繊内陽子，秋元肇．  
L．▲．B8rri8★1  

J．Y．80tt印hein■l  
（＊1c8n8血Ato皿OS，   

Environ．Serv．）  
横田達也．鈴木捜，  
笹好泰弘．J．H．P8rk書l  
（♯1NAS▲L8ngley Reさ   

Cent．）  

T．Tol【Ot且  

りについて   

地球環境保全と綬済メカニズム  

地球環境に関する経済・政策分野の最近の研究動   
向  

持続可能な発展のための経済相標  
グリーン G仰  
北極における大気中ブロモカーボン，クロロカー   
ボン親の都定  

日本コンサルティングエン  
ジニヤ協会  
環嶋蘭留セミナー  
日本計画行政学余地球環境  
専門部会’  
項項科学会セミナー  
Ⅵ膵 シンポジウム  
1992年度日本地球化学会年  

東 京  

東 京   

名古屋  
兼 房  
東 京  

衝屋センサーJIAざの赤外チャネルデータによる   
成層圏オゾン高度分布の推淀手法  

Inversion81gorithm for theILASi爪frared   
血t8－ibpreSSion of my one ye8r re3earCh  
in NASA几aRC一  

衛星センサーILASの赤外データ解析手法とデータ   
処理・運用システムの基本設計  

ADEOS衛星碍載用センサーILASの機器及びデータ   
処理運用システムの開発状況  

Oyeryiev of theJIA5Dperきtionaj dat＆   
proce88ing sy8tem  

弟31回計測百財制御学会学  
術鞘萌余  

丁he14th RESES Symp．  

第18回リモートセンシンク  
シンポジウム  
日本リモートセンシンク学  
会謁13回学術講演会  
Agj丘－PacifiぐJ5y Co刀f．  

a－127  

a－128   

8－1Z9   

8－130  

潟布院  

東 京   

広 島   

Tokァ¢  

4．7  

4．10   

4．1Z   

J．＝  

横田達也，鈴木陸，  
笹野泰弘  
横田達也，鈴木睦，  
笹野泰弘  
T．Yokot8，T．H8k8jiロa￥l  
H．Suヱuki，S．Huk8i昭  
Y．Sas8nO  
（蠣1Univ．†okyく），   

昭Ei爪kiuniv．）   

地域環戌研究グループ  
H．Ando，S．Y8ma皿OtO＋l，  
R．Taりur8￥】，R．E8tagiri  
【Jbtsu皿OtO♯】  

（斗1Environ．He且1th．Sci   
Div．）  

浅沼僧治11，  
佐々木幸一郎★1，  
日田誠＋1．松島松草＊1，  
安藤満，田村憲治昭，  
山元昭二書㍉川原一箱椚  
（れ日本農村医学研，  
瑠璃境健康部，  
■3松本歯大）  

安藤蒲，山元昭二竃l，  
浅沼信治12，日田誠米つ，  
松島松革事2，川原一祐椚  
（隼乱墳隠腋郎  
＊2日本員村医学研，  
椚松本牒大）  

安藤満，李宇嘩11，  
官守仁一1山元昭二＋2，  
田村憲治職  
（＃】中国予防医学科学院  
現環境健康部）  

市瀬孝道，嵯峨井勝   

市瀬孝適，嵯峨井勝  

b  

b－ 1  

Tokyo8爪d BeiJing supercitie5air qu81ity  problem  

Anlnt．Conf．  
■supercities  San FranciさCO  

有機りん系農薬スプラサイドFDの吸入農産による  生体影℡について（弟5報）、  
第41回日本農村医学会紹会  

地球温暖化による健康障専  一熱ストレスの健康影響  
第41回日本農村医学会総会  

中国北京市における粒子状物質および多環芳香族  化合物による大気汚染および屋内汚染  
窮33回大気汚染学会  

NO2．と03及び硫酸ミストの複合暴露による肺腫   

瘍発生促進作用に関する突放姫研究  
ディーゼル排気粒子（DEP）の生体影響   

3・ス｝パーオキシドによる毛細血管内皮細胞偏   
重  

ディーゼル排気粒子（D椚による動物の生体影響  
：生化学的、病理学的影響を中心に  

日本癌学会51回総会   

窮33回大気汚染学会  

鴇33回大気汚染学会  市瀬孝道，熊谷義人l  
嵯峨井勝．斉＃裕樹＊l，  
森洋樹※1，児玉昌彦呵－  
（＋一束日本学周大，  

昭国立がんセ）  
市瀬孝遭   

広．In8ba，  

S．Huralidhユー8n♯1  
∬．Jrei8er才】  

（＋lUniv．小i霹On8）  

相姦悠平，今井章雄，  
中村智明★1，石黒智彦漉2  
（♯1東邦大，  

将日本環境衛生セ）  

ディーゼル排気粒子による鴫息様病態の発症につ   
いて  

Rate of extracti8n8nd separ8tion efficiency  
in centrifugalpartitor）Chrornatography  
（CPC）ror 写Dme terValentlanいはnide metals   

ダイオキシン顎の生物分解に及ぼす埋立地浸出水   
成分の影響  

9th、ClinicalConf．Free  
R8dica18  
The pitt3burgh Conf．】993  

宗 郁   

Atlanta  

b－IO  日本水処理生物学舎弟28回  
大会  

ー140   



須＃鵜一昭  
（霊l千葉県立中央博物館，  
♯2東北大）  

相銀悠平．岩見徳雄， 杉浦則夫※l 
，藤本尚志＊℡，  

須＃随一＋2  
（＋l茨城県衛生研，  
嘉2東北大）  

金周永暮1，須藤隆一＋1，  
稲森悠平，今井章雄  
（♯I東北大）  

穏森悠平，村上和仁＋l，  
赤松俊昌＊l，林隆之■1，  
須藤隆一♯2，要原戌↓3  
（♯l東邦大．事2東北大，  

＋‡奥羽大）  

須藤隆一♯l，  

遠藤塵→郎撫l，稲義憤平．  
細見正明，煙草森直子※2  
（撫1東北大．昭東邦大）  
孔海南＋1，中西弘♯，，  

稲森憫平，今井章雄  
（▲1山口大）  

柳籠闊，稲森侶平，  
徐胤沫11，須＃随一昭  
（事1韓国国立環境研，  
将来北大）  

相姦悠平，孔村雨♯暮，  

須藤隆一蛾  
（■1山口大，東北大）  

杉浦則夫＃1，稲森悠平，  
須＃随一増  
（★l茨城鼎衛生研，   

閏東北大）  

大内山高広鞭】，  

杉浦則夫1コ，紹義憤平，  
青山莞登載  
（判日本環境クリエイ ト   
♯2茨城県衛生研，   

旧来邦大）  

稲森悠平，今井章雄，  
中村智牒㍗1，戎野楓一米】  

石黒智彦ザ  
（＊l東邦大，  

糞  

大型淡水マイクロコズムにおける鞭毛虫≠0¶8さ   
guttul乱の存在の有無とアオコの分解特性  

b－12  

日本水処理生物学舎弟Z8回  
大会   

日本水処理生物学舎熊2各回  
大会  

微生物活性炭における和菌柑と付着特性に関する   
研究   

マイクロコズムの安定性に及ぼす穐構成と培養条   
件の影響－  

日本水処理生物学会窮28回  
大会  

日本水処理生物学舎弟Zさ回  
大会   

日本水処眉生物学会第2さ回  
大会  

日本水処理生物学会第28回  
大会   

日本水処理生物学会第28回  
大会  

日本水処瑠生物学全開28回  

大会  

内湾汚濁水の生物脱法による浄化  

UAS8・生物脱プロセスにおける循瑠の有無と追粒   
特性   

生活排水の嫌気・好気循環生物眉トトレンチ法に   
よる高度処理  

生物ろ過法における微生物保持担体の種類と処理   
特性ヒの比較評駈   

新しく分離した藍藻による倭ケ涌のカビ臭発生  

b－16  

b－17  

b一・18  

b－19  

生物膜処理プロセスにおける微小動物柑とカビ臭  分解との関係  
b一 之O  

日本水環境学会第26回大会  
埋立地浸出水等に含有される難分解性物質ジベン  ソフランの生分解  

昭日本環境衛生セ）  
林紀男暮1．和姦悠平，  
須＃随一＃2  
（＊l千葉県立中央博物館，  
昭東北大）  

大内山高広刈，  
杉浦則夫♯2，相姦悠平，  
青山発育牒㌧須藤潤一＊4  
（＋1日本環境クリエイト，  
れ茨城県衛生研，  
”東邦大，★l東北大）  

稲森悠平，村上和仁りり  
林隆之★1，須藤随一＊2，  
柴原慮朔  
（※1東邦大，城東北大，  
将兵羽大）  

稲森悠平，岩見徳雄＃1∫  
杉浦則夫峨，藤本尚志米3  
媛藤随→♯3  

（刈環境プラント（扶），  
昭深墟県蘇生研，  
関東北大）  

相姦悠平，大野奉安11，  
岩見龍雄※2，須藤施一光3  
青山莞爾♯l  

（七l東邦大．   

頂環境プラント（株）  
約束北大）  

金周永♯l，須藤隆一♯！  

将森一蕗平，今井幸雄  
（書1東北大）  

日本水環境学会第26匝】大会  有用微小動物PhilDdina erythrophthalⅡ】aの大   
丘培養における基質添加の効果  

生物腺に出現する微小動物類によるカヒ具産生ラ   
ン藻類の捕食  

ゎー 22  

日本水環境学会第Z6回大会  

日本水環境学会弟Z6回大会  b一 之4  

マイクロコズムの振とう・静陛下での租換え細菌  と構成生物の消長  

淡水マイクロコズムにおけるアオコ分解に果す鞭  毛虫類の役割に牒する評価解析  
日本水環境学会第26回大会  

Hicrocystis viridisの含有する有毒物質ミクロ   

キステンRRの生分解に関連する因子解明に関   
する研究  

日本水環境学会第26回大会  b－ 2（；  

日本水環境学会第Z6回大会  活性炭への親和性と細菌の権現との関係  b－ 27  

一141－   



平田彰★1  

（事l早稲田大）  

網漁悠平，大野泰宏★】，  
村上和亡＊1．須藤随一＊2  
（れ東邦大，昭東北大）  
田中伸幸輩1，森思洋■㍉  
硝森悠平諸相柑トパ  
（霊1鳥取大，昭島根大，  
将来北大）  

杉浦則夫★l，禰森悠平，  
須藤隆一昭  
（暮1茨城県衛生研，  
昭文北大）  

孔海南tl，中西弘★l，  
稲森悠平，ゑ藤随一媚℡  
（暮l山口大，昭文北大）  
頼義悠平，須藤随一＋1，  
村上和仁よ2，赤松俊昌明  
（★1東北大．頂東邦大）  
山田一陸封J腋形洋一＊2  
中村和憲蛾，中村以正★1，  
稲鵡態平，須藤隆一蠣3  
（♯l筑波大，  
閑散生物工業技術研，  
＋3東北大）  

稲森悠平，木村貞子11，  
中村以正♯l，田中祐作米2  
細見正明よ3，須＃随一水l  
（刈筑波大，紹東洋建乱  
”薫風農工大，  
山東北大）  

岡森億平，高木博夫，  
食間永※1，須藤随一＊】，  
近山蔦幸境，  
大内山高広♯3，  
杉浦則夫事l 
． （判東北大，昭東邦大，  
氾日本環境クリエイト，  
≠l茨城県衛生研）  

稲森悠平，高井暫丈＋】，  
平田彰一1  

（＋1早稲田大）  

孔梅雨※】，中西弘♯1  
稲森悠平，須藤隆一輩℡  
（▲t山口大，昭東北大）  
周桑悠平，照沼洋★1，  
岡部洋★1，水蓮克之媚つ．  
須藤随一＊つ  

（♯1東邦大，出土木研，  
再東北大）  

中村智明＊1，戎野凍－Ⅱ1，  
稲森悠平，須藤曝一拍，  
石橋智彦ザ  
（￥l東邦大，昭東北大，  
頃日本環境衛生セ）  

稲森悠平，徐正範刈，  
徐胤凍事1，孔海南昭，  
近藤雅夫￥‡，上原勝★一  
（■l増訂国立環境研，  
増山口大，胡ペスト工業  
事●三菱レーヨン）  

粛森偲平，照沼津＋1，  
戎野棟一暮】，山本眞♯2，  
内田達也椚  
（♯l東邦大，  
頂日立化成テクノプラ   

ント）  

林紀男＋l，稲森悠平，  
須藤隆→昭  
（雛1千葉県立中央博物館，  
椚東北大）  

杉補則夫＊l，稲森藤平，  
金周永昭，須＃随一＊2  
（薫1茨城県南生研．  
紹東北大）   

境因子の影響   

河川水を用いた模擬環境における遺伝子組換え細   
菌の挙動   

マイクロコズムを構成する微生物間相互作用に及   
ぼす代穏直物の影℡  

霞ケ浦のカピ鼻先生の原因  

日本水瑠境学会第別個大会  

日本水環境学会第26同大会  

日本水環境学会第26回大会  

循環自己追粒、生物脱プロセスにおける追粒及び   
処理性能   

マイクロコズムにおける種構成と系の安定性  

嫌気滞床に生息する嫌気性原生動物の欄菌捕食特   
性  

日本水環境学会第26同大会  

日本水環境学会第26回大会  

日本水環境学会第26回大会  

日本水処理生物学舎弟29回 大会  

仙 台㌧  木炭充填生物脱法による低過度汚濁内湾水の浄化  

日本水処理生物学舎弟29回 大会  処理特性と生物相との関係  
汚濁湖沼水の微生物固定化法による浄化における  

b－ 36  

日本水処理生物学会第29回  
大会   

日本水処理生物学舎弟29回  
大会   

日本水処理生物学舎弟Z9回  
大会  

嫌気好気生物膜循環法におけるph中性化の硝化細   
菌のバイオマス，活性保持，脱窒能向上に対する   
効果  

循環UASB・生物脱法のグラニユールの脱皇活性   
と菌分布   

生物処理アロセスから発生する地球温暖化ガス   
Cn＝Nっ0の抑制  

日本水処理生物学舎弟29回 大会  

包括固定化P8eUdomon且S aeruginosaを充填した   
バイオリアクタ一によるダイオキシン類の生分   
解  

高濃度活性汚泥・UF脱法におけるFluズに及ぼす操   
作因子の影響  日本水処理生物学会第29回 大会  

日本水処理生物学舎弟Z9回 大会  

っ気活性汚泥の排気・好気時間比の自動制   
間欠は  御によるN，Pの高度除去  

b－ 42  

日本水処理生物学会弟Z9回  
大会  

日本水処理生物学会第29回  
大会  

生物処理反応槽をモデル化した人工生矩系におけ   
る輪虫類の大丘定着化に関する研究  

活性炭によるカピ臭物質の吸着に及ぼす共存物質   
の影響  

b－ 43  
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伏見聡昭，稲森態平，  
杉浦則夫幻  
（＋1東北大，￥2東北学院大  
＊3茨城県衛生研）  

大内山高広＃l，  
杉浦則夫1℡，相姦悠平，  
須藤随一将  
（♯1日本環境クリエイト，  
将茨城県衛生研，  
♯1東北大）  

相姦悠平，今井章雄  
小沼和博れ，須＃随一米2  

（♯l東邦大，将東北大）  
塙隆之＋l，須藤随一＋】，  

相姦悠平  
（※l東北大）  

稲森悠平，高木博夫，  
秋元里乃れ，中村以正真】，  
須藤随一頂  
（＊l筑波大，昭東北大）  
藤本尚志刈，須藤隆一♯】，  
相姦悠平，岩見徳雄＊℡  
（刈東北大，  

■2環境プラント（扶））  
岩見徳雄，稽蕪悠平，  
杉浦則夫＋1，須藤隆一※フ  
（♯l茨城県衛生研，  

頂東北大）  

稲森僧平，高木博夫，  
高松良江★1，須藤隆一♯つ  
（＋】東邦大，璃東北大）  

村上和仁ヤ㌧岡田光正♯1．  
稲森悠平．須藤随一昭，  
柴原慮≠I  

（＋1東邦大，＋2東北大，  

消臭羽大）  

相姦悠平，須藤随一※1，  
村上利亡昭，  
角田美奈子＋7，  

性と基質除去特性  

日本水処理生物学金策29回 大会  

環境水域における校毛頼 VDrticella膚の分幣  

日本水処理生物学舎弟29回  
大会   

日本水処理生物学会第29回  
大会   

日本水処理生物学金策29回  
大会  

日本水処理生物学舎弟29同  
大会  

日本水処理生物学会第Z9回  
大会  

日本水処理生物学会第29回  
大会   

日本水処理生物学舎弟Z9回  
大会  

オゾン酸化による埋立地浸出水の有機物の形態変   
化と生分解性の向上   

埋立地浸出水に含まれるアンモニア性窒素の微生   
物の増殖に及ぼす影響   

有毒アオコ塵生の Hicrocystin‡ほの生分解にお   
よほす環境因子の研究  

微細藻類の増殖特性に及ぼす温度変化の影響  

微小動物の捕食作用を活用したアオコの分解と淡   
水マイクロコズムにおける消長  

マイクロコズムを用いた界面活性剤の生態系影響   
評価   

マイクロコズムにおける微生物良薬 3T菌の生残   
と温度との関係  

日本水処理生物学会第Z9回 大会  遺伝子組換え細菌と親株和菌の相互作用に及ぼす  各櫓要因の影響  

佐藤背佳書2  

栗原康ヤ  
（＊】東北大，  

※3奥羽大）  

田中伸幸※1  

須藤隆一※2  

川端善一郎  
（刈鳥取大，  

■3島根大．  

，宵山莞登頂   

椚東邦大，   

，稲森悠平，  

，森思洋薫3，   

昭東北大，  

♯●愛媛大）  

マイクロコズムにおける添加組換え微生物の生残  に及ほす代謝産物の影響  日本水処理生物学金策29回 大会  

小林浩幸※l▲．演藤隆一‡】  

稲森悠平  
（＋1東北大）  

今井章雄，E．F．Gloyna＊】  
（■1テキサス大）  

岩見徳雄，今井章雄．  
稲森悠平，須藤随一刈  
（出来北大）  

岩崎一弘一失木修身刈，  
内山裕美♯l，倉林輝世頂  
高村義視※2  

（★1水土壌圏環境部  
椚茨城大）  

岩崎一弘，矢木修身＋l，  
内山裕美暮1．関腋計昭  
石橋点侶喝，魚住武■司＊‡  

（♯l水土壌薗環境部，  
昭東北学院大，  
和泉東大）  

岩崎→弘，内山裕夫事】，  

矢木修身♯l，石橋良侶ザ  
（＋1水土壌圏環境部  
紹東北学院大）  

上原清．若松伸司，  
森口祐一  

海産植物プランクトンと有機汚濁指標の関係  

活性汚泥プロセスにおける Cr（111）の挙動に及ぼ   

す PH と汚泥滞留時間の影響  
微生物活性炭流動床法における埋立地浸出水の処   

理に及ぼす HRT の影響   

電気パルス法による各種 PseudolnOna3属への水   
銀耐性遺伝子の導入  

日本水処理生物学舎熊29同  
大会   

第26回日本水環境学会   

日本水処理生物学金策28回  
大会   

日本農芸化学会1992年慶大  

仙 台  

東 京   

神 戸  

東 京  

b－ 56  

b－ 57  

b－ 58  

b－ 59  

4．11  

4．3  

3．11  

4．4  

水銀耐性遺伝子を導入した各線組換え微生物の諸  性質及び土壌中における挙動  日本農芸化学会1992年慶大 会  

水銀耐性遺伝子を導入した組換え微生物の土壌マ   
イクロコズムにおける挙動  

市街地の汚染物拡散に関する風洞実験   
その4 一女差点内部における地表面濃度分布   
について－  

1992年環境科苧シンポジウ  
ム  

第33回大気汚染学会  
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モの5 一女差点内部における濃度の鉛直分布   
について－  

Structure of the Nacturnal Urban Boundary 
Layerin the TokyoItetropolit8n Area   

TyE）icalYirLtertiJneJligh Concentration of   
NOlandits口eperし血nce on the Lqc81Wind   
Circulation：Z－D Numeric81I】odelStudy  

都市域における夏と冬の大気汚染の相連（1）：2   
次元モデルによる数億シミュレーション  

Air pollution problem5in the Tokyo metropo－  
1itan8rea－Wintertiロe NDx problems8nd   
urb別1Clil）且te  

冬期の高浪皮付O2汚染3次元的分布  
1990年12月の航空機統御ー結果  

冬期のNO2汚染の輸送・変質・沈着モデルによる   
数値シミュレーション ー2次元モデル一  

冬季夜間に圭ける都市境界層の構造に関する研究  

都市如外における風の乱れの観測  

3次元大気汚染データのコンピュータグラフィッ   
クによる解析  

Long term observation of the effects of   
nlethamphetarnine on wheeトrunning activity   
aJld drinking behaviorin mice   

スナネズミの串回し運動活性と飲水行動の概日リ   
ズムの特徴（2）  

環境応答への行動薬理学からのアプローチ   

植物由来物牒の行動薬理学的研究（1）：植物由来   
物質のコンフリクト減弱作用についてのスクー   
リング  

都市域における屋内からみた音環境とそれによる   
生活影響別迷惑感について  

道路交通畷音による躇睨影響   
一大都市における住民調査から  

首都圏の幹線道膵沿道居住者の睡眠時騒音曝露レ   
ベル  

実験地生態系に及ぼす殺虫剤と除草剤の影響   
打．春の植物プランクトン群集に対する影響  

Response8■of pbytopl且nkton communitles to8   
herbicide，8imetrynin experimentalponds  

曙ケ捕の近年における生態系構造の変化   

霞ケ浦の豊かな生き物たち   

感ケ摘におけるオオクチバス及びブルーギルの増   
加に伴う生態系横道変化  

音楽聴取と脳波変動との関連（第2稚）  

森口祐一   

T．Oh8r8♯l，Ⅰ．Uno，  
S．－8k8mat8u  
（♯1In3t．Beh8V，5ci．）  
Ⅰ．Uno  

鵜野伊澤志，若松伸司   

Ⅰ．Uno  

鶴野伊薄志，若松伸司   

戦野伊薄志，若松伸司   

大原利眞媚1，鶴野伊津志  
若松伸司  
（刈（財）計■計画研）  

老川進※1，鶴野伊澤志，  
若松伸司，上原清 ・  
（♯1清水建設㈱技術研）  
鶴野伊澤志，若松伸司，  
昔■■－】  

（★1大喝民国侶立環境研   
究院）  

Y．Uc上Iih8Shi＋l  

H．Y88ud8※1，T．UロeZu，  
S，TadDkoro♯l  
（▲1Gunma univ．）  
梅津豊司   

梅津豊司   

梅津豊司  

影山隆之，兜真徳   

影山隆之，先兵徳   

影山鴇之，兜真褐   

笠井文拾，花里孝幸   

T．l8ヨ且i   

春日清一   

春日清一   

春日清一   

兜真視，影山隆之，  
新田裕史，今井秀樹，  
南正信≠l  

（事1脳天堂大）  

H．Eabuto，H．Im8i，  
Y，18t8u刀OtO，  

H．Hur8k81ユi★1  

（★1Univ．T3ukuba）  
兜其徳，今井秀樹，  
津金昌一郎撫1，渡辺自利  
（刈国立がんセ）  
兜真徳，秋葉澄伯※】，  

練石和男判  
（書1放影研）  

死臭稚，今井秀樹，  
津金昌一郎★l，渡辺昌＊1  
（♯l国立がんセ）  

Y．Kun8gaiんY．Lin※l  
▲．K．Cho＋l  

（雷1伽iv．C81iforni8．）  

t卜 84  

ゎー 65  

b－ 66   

b－87  

b－ 68   

b－ 69   

b－ 70  

b二71  

b－ 72  

Znd ToI川8UniY．Int．Sy叩．  
CUTEST■gz   

2nd Tohwa仙lV．Int．Synp．  
CUTEST’92   

日本気象学会1992年秋季大   

Proce8diry8nInt．Conf．  
Supercities▼Environ．  
Qu81．＆Su8t8inable DeY．  
第33回大気汚染学会   

第33回大気汚染学会   

弟33匝】大気汚染学会  

第33回大気汚染学会  

第29回現場工学研究フォー  
ラム  

第18回国際鯖神神総菜理学  
会級（C」．N．P）  

第9匝】生物リズム研究会   

第7匝！非破埴生体計測シン  
ポジウム  
第68回日本薬理学余年舎  

弟62回目本衛生学全   

日本騒音制御工学余技術発  
表会  
第51回日本公衆衛生学全   

日本陸水学会第57回大会   

1st Sl汀AC World Comgr．   

平成4年度目本水産学余香  
事大会  
席ケ浦研究会第1回シンポ  
ジウム  
平成4年度日本水産学会秋  
季大会  
鶉62回日本衛生学会  

兼 房  

東 京   

横 浜  

松 山   

八王子   

東 京   

別 府   

いsbon   

東 京   

土 浦   

下 関   

松 山  

4．9   

4．12   

5．3  

4．3   

4．9   

4．10  

4．10  

5．3  

4．4  

4．9  

4．10  

む．3  

b－ 74   

b－ 75   

b－ 76  

b－ 77   

b－ 78   

b－ 79   

b－80   

b－もI   

b－ 82   

b－ 83   

b－ 84   

b－ 85  

Iht．Soc．ExpDSure Anal．  
（ISEA）  

第51匝】日本癌学会総会  

第51回日本公尭衛生学会  

第51回日本公衆衛生学会  

18t 王U別Ⅷ Cont．8i（】CheIコ  

Dis．  

b－ 86  Associ8tiol柑betveenI，Oad 5ide diesel   
exhaust pollutions and female lung cancer 
mortalityin the Greater Tokyo Area（GTA）   

日本の5地域住民における血清学的萎縮性胃炎病   
症率と胃癌死亡率との相関  

日本人女子における■血清ホルモン状態とその後の   
乳癌発症リスク  
（弟2紺）副腎性男性ホルモン（DHEAs）との関連  

国内5地域における胃癌死亡率と血清フェリチン   
レベルとの地理的相関について（第2報）一着縮   
性胃炎・無酸症との関連を考慮して－  

Cytochro【山e P－450isoヱylneS8nd Hydroxyl   
radicalmedi8ted demethylenation of   
methylenedioxy」れeth81nPhetamine（HDMA）  

b－ 87  

b－ 88  

b－ 89  

ト 90  

大 阪  

東 京  

東 京  

Nagoya  

4．9  

4．川  

4．10  

4．6  
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小栗一太■1，古村英敏♯2，  
R．H．Philpo事】んY．Lin★●  
▲．E．Cho離l  

（れ九州大，椚中村学園大  
1】ドほHS．  

＋lUniv，Califor爪ia．）  
滝井進＋l，山路晴美♯1，  
田中秀之昭，木幡邦男，  
中村泰男，竹下俊二  
（★1酢立大，  

♯丁㈱環境研究セ）  

近藤矩虻．清水英幸▼l  
（♯1生物圏環境部）  
斉藤裕樹＋1，森洋樹斗1，  
嵯峨井勝  
（刈東日本学園大）  

〃．S8g8i  

H．Sagai，T．Ichinose  

M．S8gai，T．IchinDSe  

嵯峨井勝，斉藤裕樹♯1，  
市瀬車道，児玉昌彦♯】，  

森澤樋朝  
（椚東日本学園大，  
＋2国立がんセ）  

嵯峨井勝，市潮車道   

嵯峨井勝  

池田雅彦★l，鈴木基久井l，  
下垂美紀＊1，  

富田多嘉子Xl．  
江崎雅典”，嵯峨井勝  
（★1静岡帰立大）  

嵯峨井勝  

三澤美和※1，  

高野佐知子♯1，嵯峨井勝  
（＊】星薬科大）  

林英幸＋1，柳本抄美革※】，  
森洋樹■1，嵯峨井勝  
（＋1東日本学園大）  
嵯峨井勝，市瀬孝遊   

佐渦光，久保明弘＊1，  
田中浄机J近藤矩潤  
（＊t生物圏環境部）  
佐治光，久保明弘＋1，  
田中浄＋1，近藤矩郎  
（★l生物圏環境部）  
清水浩．近藤美則★1，  
森口祐一  
（椚社会覇墳システム部）  
白石寛明，堀口敏宏★1，  
相馬悠子  
（椚東扇大）  

堀口敏宏＋1，白石克明，  
清水戯蠣1  

（＋l東京大）  

堀口敏宏★1，白石克明，  
清水誠一1  

（吊来示大）  

菅谷芳雄  
相馬爛子，田中敦判  
（斗1化学環境部）  

相馬伯子，白石克明，  
三浦阜，田中敦れ．’  
森田昌敏＃I  

（れ化学環境部）  

Hethylenedioxya【nphetalnineの代謝中間体生成  
における CytDChrome P－450Ⅰ王B4 の役割  

東京湾奥部底泥に羞ける硫酸還元  日本微生物生態学会第8同  
大会  

b－ 93   

b191  

b－ 95  

b－ 96  

b－ 97  

b－ 98  

紫外線増加による植物の成長風害とその作用スペ   
クトル  

ディーゼル自動車排気粒子（DEP）のスーパーオキ   
シド産生メカニズムについて   

Enviranmental stress and oxygen radicals 
－C8nCer，immunDSuPpre5Sion，allergic   
reaction a】1d nutI、itiorll  

ExE）erimerLt＆1study orL prOmOtion effects of   
COmbination e叩08ure Of NO2，03and   
H2SO40nlung tu［IOr formationin一礼t8  

Erthancing effect of．high fat diet on diesel   
exhau8t p8rticles（DEP卜inducedlung   
tulコOrigenesisin mice  

ディーゼル排気黒煙粒子（DEP）の活性酸素産生と   
喘息様病態の発現について  

第33回大気汚染学会   

窮112回日本英字会  

1stIUBHB Conf‥8ioche【口．  
Dis．   

Int．SyInp．On C8nCer  
S8ppOrO Cancer S即Iin．   

6thInt．Soc．Free R且dical  
Res．   

第18回環境トキシコロジー  
シンポジウム  

大 阪   

博 多  

Nagoya  

Sapporo  

T0l・in【）  

東 京  

4．12  

4．3  

4．6  

4．7  

4．6  

4．10  

ディーゼル排気微粒子（DEP）の気管内投与による   
粘液質の過剰分泌  

環境分野における窒素酸化物とその生体影響につ   
いて   

ディーゼル排気粒子の人体影響に関する研究   
一血管内皮細胞機能障害－  

第16回日本過酸化脂質・  
フリーラジカル学会  
弟3回フォーラム・イン  
ドージン「医学，生物学に  
おける一酸化皇乗」  
環境科学会1992年会  

b－102  

b－103  

b－1．04  

b－105   

b－106  

b－107  

b－1（柑  

b－109  

b－110  

b－111  

b－112  
b－113   

b－114  

括性酸素による呼吸器障害について：   
－ディーゼル排気粒子による喘息様病態の発症   
例を中心として【  

気道の薬理学的研究（第176相）：アレルギー性鼻炎   
モデルの確立およぴその発症におけるディーゼ   
ル排気微粒子の影響  

ディーゼル排気黒煙粒子（DEP）中の活性酸素産生   
因子の性質   

ディーゼル排気黒煙粒子（DEP）の気管支内粘液質   
産生と炎症発生に及ぼす影響  

オゾンによる植物のサイトゾル型アスコルビン酸   
ペルオキシダーゼの増加   

オゾンと接触したシロイヌナズナの葉におけるサ   
イトゾル型アスコルビン酸ペルオキシダーゼの   
増加  

ライフサイクルエネルギー   
ー自動車を例として一   

食物連鎖からみた潮間帯生物中の有機スズ濃度  

イポニシとレイシガイにおける有機スズ汚染の環   
境化学的研究－Ⅶ   

イポニシとレイシガイにおける有機スズ汚染の環   
境化学的研究－Ⅳ   

数碓のユスリカの殺虫剤感受性  
職ケ浦底質中のカロチノイド鉛直分布   

つくば市における大気中挿尭性有機塩素化合物の   
暴耳且評価  

Ist R閃．Conf．LungInJnry  
＆Repair   

日本薬学会第113年全  

日本薬学会第113年全  

日本薬学会第113年舎   

弟33回大気汚染学会  

日本植物生理学会  
1993年度年会   

第4回エネルギー重点領域  
研究講演会   

1992年度目本地球化学余年  
会   

平成4年度目本水産学会秋  
季大会   

平成4年皮日本水産学会秋  
季大会   

日本陸水学会第57回大会  
1992年皮日本地球化学会年  

1g92年度日本リスク研究学  
会第5珂研究発表会  

東 京  

大 阪  

大 阪  

大 阪   

大 阪  

金 沢  

東 京  

府 中  

下 関  

下 関  

別 府  
府 中   

京 都  

5．2  

5．3  

5．3  

さ．j  

4．12  

5．3  

4．10  

4．10  

4．10  

4．10  

4．10  

4．10  

4．11  
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Syロp．S81．Exp．Work8hop  re3ist8nCe tO di8ea8ein nice a＄a pilot  
aniⅦalof 8Yine  

R．Tt汀80＊I  

T．机肌血川㌔l  

H．S8tOh＋l．H．KoロatSu♯1，  
S．T且k8h88hi  
（＋Ⅷ8tl．In8t．▲niロ．Ind．  
鳩陶tl，lm8t．1ni【l．   

He81th，  
氾T8ukut〉且Pri山8te   

Cent，Hed．5ci．）  
S．T且kah8油i，E．Hiura￥1，  
H．T8k8h且8hi．Y．けizuma＊フ  
（＋用8tl．In8t．▲nim．   

He81th，  
昭Tohoku Univ．）  

S．T8k8b88bi，  
H．T8k8h8Shi，  
S．In00k8♯l．L〃iuraれ  
T．Eoy8m8増．  
▲．Ni8hid8昭，Y．Hizuma★I  
（事1Tohoku UniYり  
沼地tl．In8t．Anim．   

He81th，  
将ぬtl，Im8t．Aniln．Ind．  

土星英明♯l，白坂昭治★l，  
三森ヰ琴♯2，野々村動＋2，  
三浦克洋★2，小山卓美▲2。  

高橋慣司  
（＊l茨城大，将家術試）  

高楕損司，高橋弘，  
三浦克洋※l，小山卓美＊1。  
水間豊椚  
（♯1柔術私消北里大）  
小山阜美▲t．三浦克洋＋l。  
高橋憤司  
（■1柔術試）  

小山阜美♯l一三浦克洋※l」  
高積憤司  
（★1柔術試）  

竹下俊二一木幡邦男，  
中村泰男，田中秀之♯1  
（刈㈱環境研究セ）  
永翁龍一■1，小森倍★1，  
村上泰弘＃1，竹下俊二  
（♯1九州大）  

中杉修身  

8udapest  Immunol哨ic81differenceinJapanese quai1   
8elected for high且ndlow a爪tibDdy   
producibility to NDV用CCine  

DIYeTgeれt Selection foT a机ibDdァ   
producibility toinactivated nevca8tle   
disea8e Viru8Y8CCineinJ8pane3e qu8i15  

3rdInt．Vet．lmmunol． Symp．  
b－116  

8udapest  3rdlTlt．Yet．lⅦmⅦnOl．  
Symp．Sel．Exp．Workshop  

日本家禽学会春季大会  
ラ（H2，L2）の抗病性  NDV－R【抗体直生能で選抜した近文系ニホンウズ  

日本家禽学会春季大会  NDV－H王抗体産生能で選抜した近女系ニホンウズ   
ラ（H2系及びL2系）の生物学的特性  

NDV－HI抗体産生能で選抜した近女系ニホンウズ   
ラ（n2系，L2系）のMHC遺伝子故域のRFLP分析   

NpV－Hl抗体産生能で選抜したニホンウズラ（H2   
系，L2系）はhHC－honoヱygOuSlinesである   

東京湾の青潮発生環境（1）   
一気候変動との関連一   

波状壁面上の乱流の3次元直接数個シミュレーシ   
ョン   

廃プラスチックと環境汚染   

廃棄物処理と有害危険性   

廃プラスチックと環境汚染   

地下水汚染浄化の現状と課濁   

低沸点揮発性有機塩素化合物による地下水汚染の   
現状と対策  

添加剤からみたプラスチック廃棄物の評価   

土壌・地下水汚染の現状と動向   

地下水中のジクロロエチレン頻の起源について  
有機塩素化合物による地下水汚染と対策工事調査   

くその1）  

東 京  

東 京  

静 岡  

鹿児島  

東 京   

東 京   

大 阪   

横 浜   

熊 本  

更∴ 鍼  

5．3  

さ．3  

さ．ユ  

4．6   

4．6   

4．7   

4．10  

日本家禽学会春季大会  

日本家禽学舎春季大会  

第27回日本水環境学会  

化学工学会帯58年会  

第12回高分子の劣化と安定  
化基礎と応用講座  
第22回安全工学シンポジウ  
ム  
第18回プラスチック材料工  
学研究会講座  
第Z回地下水汚染とその防  
止対策に関する研究集会  
平成4年度日本水頭墳学会  
九州支部セミナー  
第14回生国都市清掃研究発   
表会  

第22回日本水環境学会セミ  
ナー  
第Z7回日本水環境学会年会  
第Z7回日本水環境学会年会  

b－120  

b－121  

b－1Z2  

b－1Z3  

b－1Z4   

b一ほ5   

ゎー126   

b－127   

b－128   

b－1Z9   

b－130   

b－131  
b－13Z  

中杉修身   

中杉修身   

中杉修身   

中杉修身   

申杉修身   

中杉修身   

中杉修身  
三宅西作■1，石坂信也昭  
原幸輔粥，中杉修身  
（嘉」オルガノ（株），  

頂熊本市地下水保全部  
将熊本県環境公告部）  

新田裕史，影山饉之，  
今井秀樹，兜真徳  
H．Nitt8，H，Ono★1  
S．N8k8i＋2，R，肋eda＋】  

（111：niron．Ⅵe81th Sci．   
Div. , 

一っUniv．T8kyo，  

★ユTeikyo U几iv．）  

承  

東
 
静
狩
 
 

第62回目本衛生学会   

The 85th An爪u．Heet．＆  
Exhib．  

呼吸器の自覚症状と精神的不調感との関連性につ   
いて一幹線道路沿道での調査結果→  

The Tokyo・StUdie38f8utOmOl】ile exhaust and   
resplrat（けy health  

－1／16一   



小西貞則将，新田裕史  
（▲l東京外賠大，  

昭広島大，  

喝統計数理研）  
阪口雅弘＋1，井上栄11．  
入江趣久一1，宮沢博＊？．  

安横浩将，信太隆夫♯｝，  
新田裕史  
（♯l国立公衆衛生院，  
幻杏林大，  

＋3相模原病院）  
新田裕史，今井秀樹，  
影山隆之ノ兜真循  
新田裕史   

新出裕史，中井里史輩1，  
石埼達郎れ，前田和筒井2  
（★1東京大，増帝京大）  
畠山成久，福島倍＋1  
（♯l横浜市環境科学研）  
畠山成久，白石克明，  
福島倍♯l  

（＃1横浜市環境科学研）  
福島僧＃1，畠山戚久  
（刈横浜市環境科学研）  
畠山成久  
S．nat8keyama  

第42回目本アレルギー学会  家庭内における床および空中ダニ川erI且nd Der  
II），ネコ（Feld】），イア（C8n fI）アレルゲン   

且の測定  

大気汚染と花粉症に関する疫学研究の方法削こつ   
いて  

自動車排ガスに係わる沿道住民の健康影℡につい  
・て  
沿道大気汚染に係わる成人の疫学調査桔果につい   

て．   

水田地帯数河川の藻類生産に及ぼす験革剤の影響   
評価  

河川水導入人工水路の藻類生産に及ぼす除革別の   
影響   

河川水導入人工水脳の藻敷群集に及ぼす除草剤の   
影響  

農薬猥の河川生態系への影響評価に関して  
翫雨toTing of hもーbicide孔ndinsecticide   

effect80n8quatic org8ni5m5uSing   
SELENASTRUH and a freshwater shrimp  

Chemicalsinducing helmet deYelopmentin   
D8phni88mbign8   

Complex effect30f a kairo【〕One Of chaロboru5   
and且nin8eCticide on Daphni乱pulex   

Surface80ilgas5urVey foridentifying   
pollutant source and existing forl】Of   
org已nOChlorinesin sul）Surface environme爪t  

湿原における地下水の挙動  

地下水流動と揮発性有機塩素化合物の季節変動  

パソコンを用いた地下水汚染シミュレーション  

b－136  

第51回日本公衆衛生学金   

策33回大気汚染学会   

窮33回大気汚染学会  

日本陸水学会第57同大会   

日本陸水学会第57同大会  

日本陸水学会第57回大全   

集10回農薬環境科学研究会  
Ist SETAC  

Th（！Am．S（〉C．Linnol．＆  

Oceanogr，921quatic Sci．  
Heet．  
C8nt．Great Lake8Reg．  
Chapter Soc．Environ．  
T（）Ⅹicol．＆Cheln．  

29thInt．Geol．Congr．  

日本陸水学会57同大会  

地下水汚染とその肪止に関  
する研究集会   

地下水汚染とその防止に関  
する研究集会  

兼 房  

大 阪  

大 阪  

別 府  

別 府  

別 府  

早 津   
Lisbon  

Sant8 Fe  

Ann Arbor  

Kyot8  

別 府  

横 浜  

横 浜  

4．10  

4．12  

4．1Z  

4．10  

4．10  

4．10  

4．10  

5．3  

4．2  

4．4  

4．9  

4．10  

4．10  

4．10  

b－137   

b－138   

b－139  

b－140   

b－141  

もー14Z   

b－143  
b－1抽  

b－145  

b－146  

b－147  

b－148  

b－149  

b－150  

T，Hanazat（】  

T，n8naZ8tO，  
S．l．Dod80n♯1  

（＃11†i8COn8hin Univ．）  
T．Hir8t8，0．N8k8Sugi  

平田健正，野原精一※】，  

岩熊敏夫♯l  

（＋1生物圏環境部）  
吉岡昌徳＊l，奥野年秀刈，  
平田健正，中杉修身  
（＋1兵庫県立公舎研）  
藤崎見得＋】，平田健正，  
申杉修身，新保扱X2，  
浅間公江頂  
（事1地質コンサルタント  
椚静岡市衛生試）  
平田健正   

平田健正   

平田健正   

梅島武彦，P．80SS且rd♯l  
J．Bloesch♯1，  
R，G8Chter★l  
（♯1E川▲G／ETlり  

福島武彦，原沢英夫蠣l，  
天野耕二昭  
（★1地球環境研究セ，  
昭社会環境システム部）  

相島武彦，小沢秀明♯1，  
高木博夫，柏崎守弘※1  
（射水土壌匿環境部）  
松本幸慮，田村憲治★1，  
伊藤政志★2  
（■1環境健康部，  

昭文京都環境科学研）  
三浦ヰ   

森口祐一，近藤美則11  
清水漕  
（♯1社会環境システム郡）  

土壌・地下水中における揮発性有機塩素化合物の   
挙動  

地下水汚染浄化の現状と課現   

わが国における地層・地下水汚染対策の現状と環   
境政策  

湖沼深層での懸濁物によるリンの取り込み  

地下水汚染とその防止に関  
する研究集会  
第22回日本水環境学会セミ  
ナー  
他局・地下水汚染アセスメ  
ント国隙シンポジウム  
土木学会第47回年次学術講  
演会  

第29国環境工学研究フォー  
ラム  

第之7回日本水環境学会年会  

弟33匝Ⅰ大気汚染学会  

b－151   

b－152   

b－153   

b－154  

横 浜   

東 京   

東 京   

仙 台  

4．10  

5．Z  

う．）  

4．9  

湖沼流域環境の長期的変化とその水質に及ぼす影   
響  

湖水中の溶存有機物の濃紺と分画について  

幹線道路周辺におけるNO2の家屋内外浪度，個人   
暴露浪度…冬季における長期変動調査－  

わが国における環境中化学物質のリスク評価の現   
状  

わが国の部門別，起源別，地域別 CO2排出量の   
推計  

第35回放射線影響学会大会   

京都大学環境衛生工学研究  
会第14回シンポジウム  

－147－   



Vehicle e血8u8t ga8di8perSion for complex   
urban r扇d岨yS and their8urrOundi岬  

Activities on environm印t81indicator5in  
J8p8n  

高密度都市空欄における大気汚染濃度分布推定と   
曝露丘評価  

阪神地域における高ぬ度伽の出現特性と幹線道路   
沿道のNO2商事度汚染との関係  

交差点におけるNOx高濃度汚染現象の解析（Ⅳ）   
－市街地再開発の影響予測およぴNO2濃度の試   
算一  

自動申による CO2排出のライフサイクル分析  

Eng．   

WRI HOSted WorLshop 
Gl（】b81EnYiron．Indic．  
環境科学会1992年会   

第33同大気汚染学会   

第33回大気汚染学会  

エネルギー・資源学会．  
弟9回エネルギーシステム  
・経済コンファレンス   

22nd〃eet．8roupざtat8  
Environ，OECD  
第1回環境化学討論会  

b－181   

b－162   

b－163   

b－164  

b－165  

Y．yorigucbi   

森口祐一   

池沢正★1，森口祐十  
（＋1兵庫県立公害研）  
森口祐一，上原軋  
山原敏＋1  

（＋1石川県保健環境セ）  
森口祐一，近藤美則斗l，  
清水浩，石谷久昭  
（11社会環境システム部  
昭東泉大）  

y．加riguchi  ゎー166   

b－167  

月ece月t aCtjyitァ0乃e乃γjron瓜即ta】a乃d n己tUr＆1   
resource accountinginJapan  

鹿沼剤及び廃プラスチック焼却における有機塩素   
化合物の排出  

自動車排ガス中のアルデヒド類の分析  

形見武男■】，西Jrl消光＊1，  

角田寛♯1，高原慮光※1，  
安原昭夫  
（濃1岐阜県公害研）  
安原昭夫，片岡墟※1，  
柴本崇行刈  
（★t環境化学研究会，  
増力リフォルニア大）  
米元純三   

S．Oik且Y㌦1，S．恥kaⅢ且tSu  
I．Uno，【．Uehar8．  
（＃lIn8t，Of Techn01．   

Shil山ⅢCorp．）  
S．W8k8皿8t3u  

大原利眞※1，神威隠容刈  
外聞豊雷l，秋元攣昭，  
酒巻史郎昭，若松伸司，  
植田洋匡♯】1須山芳明♯■，  

（＊l（財）計1計画研一  
紹地球環境研究グ，  
昭九州大，  

刈神奈川県環境科学セ）  

b－16さ  第1回環境化学討論会  

脂仔歴芽堵羞法を用いた有機錯化合物の胎仔溶性   
スクリーニング  

Heasureロent Of wind turbulencein a5ub11rban   
8ite  

Air quality of TokyローreCent trend8nd   
present problems   

グリット型モデルによる光化学大気汚染の数値シ   
ミュレーション  

第32回日本先天異常学会学  
術集会  
2nd Tohw8Univ．Int．Sy叩．  
Cl】TEST’92  

Proce8diry anInt．Conf．  
Supercitie昌一Environ．  
Qual．＆Sl】8tain8ble Dev．  
第33回大気汚染学会  

東 京   

Fukuolta 

S8n Fran－  
，Ciscく〉  

大 腰   

b－173  宇都宮彬＋l，山下敬則＋2】  
應淳子昭．若松伸司  
（♯1福岡県保健環境研，  
増長野県衛生公書研）  

三村春雄＊1凋闇敏明刈  
相原敬次★1，須山芳明刈，  
牧野宏＊1．金子幹宏γl，  
若松伸司，鶴野伊澤志  
（‡1神奈川県環境科学セ）  
若松伸司，鵜野伊澤志  
若松伸司，鵜野伊津志   

阿相敏明＊1′三村春雄＋】，  
相原敬挟予1，牧野宏米】，  
須山芳明暮1，金子幹宏★l，  
若松伸司，鵜野伊澤志  
（▲1神奈川県環境科学セ）  

エアロゾル成分濃度の季節変化  第33回大気汚染学会  

b－174  都市域における高濃度NO2汚染メカニズムの解明   
に関する研究（3）一横浜，川崎地域における冬季   
の混合層高度（Lid）について一  

都市大気中における汚染物賢相互の関係  
光化学大気汚染三次元モデル（UAH）による計井結   
果の可視化  

神奈川県西部地域における大気汚染発生機構解明   
調査（9）【大山における酸性物質等の移流調   
査－  

第33回大気汚染学会  

第33回大気汚染学会   

第33回大気汚染学会  第33回大気汚染学会  

農村計画学会19g2年風波地  
区セミナー  
8th恥rld Congr．Rural  
Sociol．   

日本行動計量学会第20回大   

勇9回エネルギーシステム  
・経済コンファレンス   

アreiburg－〃且gOy8伽iv．  
Joint Sem．1993  

社会増境システム部  
青柳みどり   

H．山y8gi  

青柳みとり   

青柳みとり，近藤美則  
森口祐一れ，清水浩♯1  
（＋l地域環境研究グ）  
ガ，加y8gi  

C  

C－ 1  

C－ Z  

c－ 3   

e－ 4  

C－ 5  

都市近郊林の環境保全機能の評価について   

In empirical study on the behavior of 
18nd川ner8in order to con5erVe urban and   
3uburban fore5t  

家族のライフステージと主婦の環境保全活動参加  

世帯類型によるCD2排出構造の差の分析  

gnyjron瓜eれta】丘ぐtiyitje5＆爪口叩上吋people，   
the且n81y8i80f the attributeヨOf people  

つくば   

U爪iv．Park  

東 京  

東 京  

アreiburg  

l．さ  

4．8  

4．9  

5．1  

さ．J  

Vho are8Yare Of environlコentalact  

－ユ48－   



文発表会  
内＃正明＋l  
（＋1地域環境研究グ，  
抑地球環境研究セ．  
幻甲南大）  

大井紘   

大井紘，須賀伸介，  
近藤美則，平松幸三＊】，  
（れ武庫川女子大）  
川島康子，林亜美＋1，  
桑田恒幸昭  
（刈筑波大，  

沼地球環境研究グ）  
近藤乗則，大井紘．  
須賞伸介．官本走明机  
（＃1絶島大）  

近藤美則，森口祐一＊1，  
清水浩■1  

（＊1地域環境研究グ）  
近藤美則．森口祐一火1  
清水治♯1  

（11地域環境研究グ）  
清水明，秋元肇＊1  
（★1地球環境研究グ）  
清水明，向井人史米】，  

秋元肇昭  
（★りと苧環境部，  

沼地球碍填研究グ）  
須賀伸介，大井柾，  
近藤美別，青木定明■1  
（刈穂島大）  

須賞伸介，大井紘，  
原沢英夫※l  

（暮】地球環境研究セ）  

安岡善女   

山形与志樹，根本正之1I  
（♯1農業環境技術研）  
Y．Yam8gat8  

山形与志樹  

風貝／景祝の設計主体について   

自由記述文の解析を通した申し立て公害苦情の分   
析   

地球温暖化防止に向けた国家間の協調の可能性  

京都大学環境衛生工学研究  
会第14回シンポジウム  
土木学会弟47回年次学術礪  
済会   

領域科学会1992年会  

那心材業地住民の自由記述法による環境意識調査  

家計消費支出に伴うCO2排出長の産業連関表によ   
る一雄新   

産業連関表によるCO2排出構造の分析  

昭和基地における一酸化炭素浪度の季節変動   

隠岐における一酸化炭素とオゾンの剃定  

京都大学環境衛生工学研究  
会第14回シンポジウム   

1992年会環境科学シンポジ  
ウム   

第9回エネルギーシステム  
経済コンファレンス   

日本気象学会1992年皮秋季  
大会  
第33回大気汚染学会  

C－10  

C－1l  

C－12  

e－13  

C－14  

宗 郁  

東 京  

東 京  

札 幌   

大 腰  

4．7  

1．1こ  

5．1  

4．10  

4．12   

c－15  

亡I16  

C－17   

C－18  

C－19  

c－ 20  

近傍法を用いた都市住宅地の公舎苦情に関する自   
由記述文の分析  

霞ケ満治岸における裔ケ浦に対する住民意織の研   
究   

地球瑚牒と情報システム   

作物・雑草系における空間朗争モデリング   

Monitoring of actualvegetation dis．tribution   
8ndits change by u5ing！nicro wave and   
Opticalsensor dat8P8rt Z  

各組衛星酎象を用いた湿原植生のリモートセンシ   
ンク  

土木学会第47回年次学術講  
演会   

環境科学会1992年会  

第17回土木学会土木情報シ  
ンポジウム  
第31回日本雑草学会   

Works加p on SAR Data  
Anal．＆Appl．   

スーパーコンピュータによ  
る地球環境研究ワークショ  
ップ  

日本化学会第63春季年会  

日本分析化学会窮引年会  

仙 台  

東 京  

東 京   

つくば   

Bangkok  

つくば  

4．9  

・4．12  

4．10  

4．4  

月∴ 聖  

5．3  

d  

d－ 1  

かト 2  

化学現墳部  
森山亡★1，伊藤裕康，  
安原昭夫，森田昌敏  
（♯1柴田工業（株））  

伊藤裕慮，椿弘票尉′  
森田昌敏，岩永光恭￥玉  
大塚紀一郎11  
（＋1日本電子（秩））  

宇野由利子，森田昌敏   

彼谷邦光   

佐野友春．彼谷邦光   

佐野友香．彼谷邦光   

柴田康行，黄葉茹，  
森田島敏  
柴田慮行，河野裕美★1  
森田昌敏  
（斗1東海大）  

柴田康行，吉永淳，  
森田昌敬  
神和夫＊】，中山憲司♯】  

柴田康行，森田昌敏  
（♯l北海道立衛生研）  
柴田励行  

ごみ焼印機関蓮ダイオキシン類の標準試料の作成   
と評価   

磁場型質屋分析計を用いたJCP一〃Sの試作  
（第5報）  

白金躇体と変異原物順の複合影響   

アオコ苺の化学と母性   

有害藍藻類の毒素Hicrocystin類の微量定丘法   

卜NP誘導体とDNAとの反応   

ミクロレーザーアプレーションシステムの開発   

鳥類の羽毛による環境モニタリング（Ⅰ）   
一洗浄法の検討－   

イカ肝臓中に蓄積される虫金属   

ホタテガイのヒ素の存在状態  

微且元素の母性と必須性  

d－ 3   

d－ 4   

d－ 5   

d－ 6  

dl T  

d－ 8  

d－ 9   

d－10  

d－1】  

日本環境変異原学会第Zl回  
大会  
環境化学研究会第1匝】環境  
化学討論会  
環境化学研究会第1回環境  
化学討論会  
日本環境変異原学会第21回  
大会  
第53回分析化学討論会   

環境化学研究会第1回環境  
化学討論会   

環境化学研究会第1匝】環境  
化学討論会  
日本分析化学会窮41年余  

生瑠活性金属緒体シンポジ  
ウム  

－ト19－   



ベストによる SCE誘発   

大気浮遊粉じんの特裳椰胞による毒性評価   
－フライアッシュの細胞遺伝毒性一  

魚の耳石の年輪構造と元素分布  

祖父尼俊雄霊1  
（撫l国立衛生試）  

白石不二雄，藤巻秀和※1  
宝央俊一翼之  
（♯】環境健康部，  

頂鹿児島県環境セ）  
凋山容彦，  

J．S．Edmondsれ  
H．J．Hor8n♯1，田中敦，  
相馬光之，柴田康行，  
森田昌敏  
（★1西オーストラリア海   

洋研）  

相馬光之，田中敦，  
湖山春彦，斎藤千鶴，  
野尻幸宏11  
（判地球環境研究グ）  
相馬光之，瀬山寺彦，  
G．J．Churchm8爪＊1，  
8．【．G．Theng紹  
（↓1CSIRO，＊2pSIR）  
相馬光之  

大会  弟33回大気汚染学会  d－13  

日本化学会第朗秋季年余  d－14  

海底堆積物のX珠光電子分光  1992年皮日本地球化学余年  

第36回粘土科学討論会  X珠光電子分光法によるハロイサイトの表面層組   
成の分析  

摩周湖一10年間の調査から   

鉱山河川の解苔類と鉱物中の鉛のX緑光電子分光   
分析  

d- 16 

1992年度第2回筑波大学研  
究交流シンポジウム  
日本化学会弟65春季年余  相馬光之，J．J．Radecki＊1  

佐竹研一♯2  

（■1Univ．1gric，Technol．   
01引けtV，  

増Reg，Environ．Div．）  
A．T8n8k8．‡．S818ke★l  Dresd8n  

Hisasa   

京 都  

府 中   

4．9  

4．10   

4．9  

4．10  

Le且d acculコulationln the t）ark o†   
cryptomeriaJaponica   

Effect of voIcanis爪Oh Chemicaユcomposition   
of Lare nashu sediment 

固体ゼーマン原子吸光法による植物樹皮試料中の   
鉛の深さ方向分析   

日本の広域変成帯の河＝水牒   
一酸性化予測のために一  

雨水中に含まれている“スス1’含丘の長期変動か   
らみた環境の変化  

酸性雨モニタリングのための摘度管理  

15thlnt．Ⅵeet．Spec．Air  
Pollut．Eff．Forest  
Ecoヨy8tel口S  

l】1t．Synp．Hazardous  
Crater Lak関  
目本分析化学会第41年会  

1992年度目本地球化学余年  
全  

日本気象学会春季大会  

d－．19  

d－ 20   

d－ Zl  

d－ 22  

（＋1Glob81Environ．   
Dlv．）  

l．T8n8k8，H．Seyan8，  
H．Som8  

田中敦，吉永淳，  

佐竹研→11  
（※】地球環境研究グ）  

田中敦，多田消蝉1，  
河合崇欣将  
（＊l生物臨環境部，  

現地球環境研究グ）  
西川雅高，篠原憂子※l，  
安部葛也呵  
（霊】（秩）環境研究セ，  

昭文京農工大）  
西川雅高，鈴木富男＊1，  
酎Il征宏昭，熊田玲子＊3，  
溝口次夫刈  
（11環境庁，昭埼玉大，  
※3（珠）環境研究セ，  

刈田立公衆衛生院）  
西川雅高，谷村俊史＃1，  
伊藤正敏★1，磯原素子＋フ  
（輩l山口県衛生公害研究  

セ，  

甲（株）環境研究セ）  
藤井敏博，荘司健一■1  
（雷1明星大）  

藤井敏博，荘司健一★1  
（■1明星大）  

T．Fujii，E，S70uji＊1  
（暮用ei8eiUniv．）   

古田直紀   

N．Furut8，TJldinoれ  
打．Ebihar8暮1  

（＋1Tokyo鮎trop．Unlv．）  
内野智功＊1，海老原充※1，  
日高洋■1．中原弘道椚．  
古田直紀．大浦坂勝利♯2，  
増田俊明呵 丸山茂徳椚  
（♯l都立大，将静岡大，  

可東京大）  

内野智功＊1，古田直紀，  
海老原充判  
（▲1都立大）  

d－ 23   

弟1回環境化学討翰会  

黄砂現象時の雨水の特徴  第1回環境化学討論会  

4．3   

4．5   

」．5  

4．4   

4．9  

4．10  

日本化学会第63春季年余   

1992年度質量分析連合討論   

The40th ASHS Conf．Mas5  
Spectrom．邑A11ied Topics   

日本鉄鋼協会第123回春季  
講演大全   
3rdInt．Conf．plas爪8  
SourceIlas8Spectrom．   

1992年度目本地球化学余年  

大 阪  

つくば   

Washington  

習志野  

Durhaコl  

府 中  

ラジカルの新しい検出法；アルカリ金属イオン  
（Liりの付加反応の利用  

メタンのマイクロ波放屯プラズマ中のラジカルの   
同定  

Has88peCtrO】Ⅵetric detection写Of neutral   
radic818in（川1口icrowave disch8rgeもy   
us88e Of Li†ion8tt凰Chnent technlqⅥeS  

レーザーアプレーションを試料導入法として用い   
た誘導結合プラズマ賢慮分析  

ICP－1Si爪detection of rare earth element写   
8爪dl組disotope ratio3in geological   
Sample  

グリーンランド，イスア地方の先カンブリア紀堆   
積岩の化学組成  

d－ Z6  

d－ 27  

d－ 28  

d－ 29   

．d－ 30  

d－ 3l  

レーザーアプレーションを試料導入法として用い   
たICP－HSによる先カンブリア紀の堆積岩中に含   
まれる希土類元素の分析  

1992年分析機億と解析シス テムに関する東京大会  

d－ 32  

一150   



た誘導結合プラズマ質且分析  
バイオマス燃焼実験で尭生する CH4，CO の炭素安   
定同位体比  

1992年度日本地球化学会年  
第1恒Ⅰ研究場談会   

官殺強＋1，向井人史，  
坂東博昭，野尻幸宏抑，  
吉田尚弘沼】佐野有司暮1，  
守古寛嬬，鈴木善三♯6  
（★1中国科学院，  

境地球環境研究グ，  
♯3富山大，書●広島大，  

朽資源環境技術総合研）  
向井人史，曽毅憩※l，  
坂東博昭，野尻幸宏※2，  
松藤康司紹．細見正明米4  
（＋1中国科学院，  

将地球環境研究グ，  
増補同大，  

＋4東京農工大）  
向井人史，村野健太郎※l，  
畠山史郎刈．秋元単線1，  
大和政虐ザ  
（★i地球環境研究ク，  
瑠群馬大）  

向井人史，中尾允※】  

（11島根県衛生公害研）  
山口幸裸予，向井人史，  
多出納力＃1，田中文正※1，  
中尾允11，原宏♯2  
（薫l島根県衛生公害研，  
■2国立公衆衛生院）  

中尾允★l，向井人史，  
田中文雄※l山口幸祐♯】，  
多田納力＋1，原宏頂  
（＋】島根県衛生公告研，  
■2国立公衆衛生院）  

日中文雄＊l，中尾允斗】，  

山口幸祐★1，多田納力＃】，  

向井人史，偏宏♯2  
（事1島根県衛生公害研，  
現国立公衆衛生院）  

向井人史，林田佐智子＊1，  
土＃屋由紀子＋℡  
（♯1地球環境研究グ，  
沼気最大）  

安原昭夫   

安原昭夫   

西川胎光♯1，高原威光★l，  
角田寛才l，安原昭夫  
（刈岐阜県公害研）  
山本貴土，伊藤裕康，  
森田呂敏，今博幸♯1  
（■l千葉工業大）  

吉永浮，森日昌敏】  
Ⅴ．Ⅴ．サロフ♯1，吉永浮，  

柴田康行，森田昌敏，  
（♯1ソ連ベルナードスキ   

ー研）  

吉永淳  
吉永淳，田中敦   

環境腱康押  
青木痍展   

青木康展，松本理，  
鈴木利夫11  
（＋1千葉大）  

S．E8Vah8r8＋1，Y．Aoki，  
Ⅳ．Takeit：hi♯フ  

S．Hi88V8薫l，  
E．T．Suヱuki事3  

（＋lT8ukub8Univ．  
1？Hokkaido Univ．  
竃】chib8Univ．）  
太田庸定子  

ゴミ埋立処分場から発生するCH‥CD2の炭素安  定同位体比  

d－ 35  
1992年度日本地球化学会年  

航空機税測による大気中の粉じん成分の分布  第33回大気汚染学会  

島柑県における酸性雨の研究（13）一非海塩硫酸イ   離島，山岳におけるメタンスルホン醸の大気中洩  鹿   オンの冬期の最近7年間の変化－  
弟33回大気汚染学会   

笥33回大気汚染学会  

島根県における酸性雨の研究（14）一隠岐島の大気  中SOコ．nS5－SOlつ▲濃度と流跡根－  
第33匝Ⅰ大気汚染学会  

d－4D  

島根県における酸性雨の研究（】5）一高濾度SO2汚  染の気象解析事例－  

第83回大気汚染学会  

d－ 41  隠岐島における筋じんのモニタリングと流跡緑解   
析  

束規制物質の分析と検出状況   

テトラクロロエチレンの熱分解   

廃プラスチックの煉去附こ伴う各様有機化合物の排   
出実態   

パ■ルア工場廃水中のAOXの測定法について  

微小毛髪中の徴丘元素分析  
高速液体クロマトグラフィーIeP質塩分析法によ   
るハロゲン元素の化学形態分析  

ICIL¶Sによる生体試料の分析  
固体ゼーマン原子吸光法による頭髪セレンの分析  

塁金属によるストレスタン／くク質の誘導   
一新素材Ga，In，A8を例として  

Coplanar PⅢによる肝細胞における胎盤型   
Glut8thione－3－tr8nSfera5e（GST－P）誘導の   
Protein Kina8e阻害剤による阻竃  

Differenceinindueibility or metallothio－   
nein synthesiヨbetveen LEC and LEA rat写by   
COpperlo乱ding  

第33回大気汚染学会  

d－4Z   

d－ 43   

d－44  

d－45  

d－46  
d－47  

廃棄物学会第3回研究発表   

廉埜物学会第3匝】研究発表   

第33回大気汚染学会  

日本分析化学会第41年舎  

熊53回分析化学討論会  
第53回分析化学討諭余  

東 京   

東 京   

大 阪  

京 都  

秋 町  
歌 田  

4．11  

4．11   

4．12  

4．9  

1．5  

4．5  

d－ 48  

d－49  

e  

e－ 1  

e二 2  

e－ 3  

第3同日本敢且元素学会  
日本分析化学会第41年舎  

弟18回環境トキシコロジー  
シンポジウム  
第64同日本生化学会大会  

3rdlnt．”ee．  
¶et81lothi【〉nein  

仙 台  
京 郁  

東 京   

福 岡  

Tsukut】a  

4．6  

4．9  

4．10  

4．18  

4．12  

13c炭素粒子及び1ちNO2の同時吸入による生体  内移行について  第29固理工学における同位 元素研究発表会  
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nt．Sy叩．On Sta  
after exp85ure Of】3carbon partic山ates   
andl与〃02  

Concentration of accumulated sub5tanCeSin   
the hu爪anlung vith叩eCialregard to the   
toxic effectヨOf hexavalent chromiumin   
a factory vorker  

Cafcium concentration in hu.hn lung depasits 
Vith specialreference to the correlation   
betveen inhaled calcium content and age 

肺沈着物の分析から見た都市大気汚染度の検討  
女性研究者 抱負を語る  

Ⅰ50tOpeSin the  
且iosphere  
l批hInt．Conf．on Occup．  
Lungl）ise8Se8  

Int．Symp．biol．Honit．  

第33短けこ気汚染学会  
Isotope ne耶仁新春座談会  

Y．8ht8．H．1nui■1  
（♯1t：Ⅹ－Dir‥Tokyo   

鵬trop．Med．Exam．．  
Off．）  

Y．Ohta  

太田甘起子  
安部静子※l，太田庸起子  
日下部きよ子♯2，  
岩崎民子蠣I  

（＋1理化学研，  

昭東扇女子医科大，  
再放射緩医学磯合研）  

村上正孝＋1，  

田宮菜素子♯I，小野雅司  
田村憲治  
（＋1筑波大）  

小野雅司   

二瓶直子＋1，田中寛瑠，  
小野雅司  
（刈国立予防衛生研，  
昭千葉県南生研）  
小野雅司   

小野雅司，新田裕史＊1  
（♯l地域環境研究グ）   

河越昭子，藤巻秀和，  
嵯峨井勝霊l  

（＊1地域環境研究グ）   

小林隆弘，伊藤剛米l  
（刈筑波大）   

小林隆弘   

森岡進書1，小松原理恵＋？  
小林隆弘 ・  
（tl風韻大，昭東邦大）  
伊藤則＊1．小林塵弘  
（＋1筑波大）  

小松原瑠息♯l，  

水谷太郎＋2，森岡進一2，  
小林隆弘  
（■1東邦大，昭筑波大）  
国本学  
国本字  

挙が国におけるアレルギー疾患の地理的分布と綬   
年的推移に関する検討  

環境とぜん息一大気汚染を中心に－   

地球温暖化にともなうマラリアおよぴデング熱流   
行他の拡大予測一束南アジアの場合一  

呼吸器症状に関する質問票を用いた繰り返し調査   
結果について  

都内幹線道路沿道における家屋内環境′  
（5）元素分析結果からみた室内汚染   

硫酸エアロゾルと二酸化窒素暴露の鼻粘膜への影   
響  

吸入ヒスタミンーエアロゾルに対するモルモット   
鼻粘膜における反応性におよぽすディーゼル排   
出粒子の影響  

ディーゼル排出粒子が鼻粘膜の吸入ヒスタミンー   
エアロゾルに対する反応性におよぽす影響  

青菜アルコールがアレルギー反応におよぽす影響   
とその機構   

ディーゼル排出粒子の血管透過性におよぽす影響   

植物由来揮発性物質が気管平滑筋におよぽす影ぜ  
：アル≠ヒド類  

は乳類細胞を用いた化学物質評価の試み  
胎児新生児型アンキリンのヒト神繹芽細胞腰細胞   

椚ト1での神紹突起伸展誘尋＝こ伴う発現とその神   
経毒性検出系としての利用  

ザンビアにおける家畜と野生動物の接触について  

第62回日本衛生学会稔会  

e－11  

モー12  

第4回日本アレルギー学会  
春季蕗床集会  
第41回日本地理学会  

e－13   

e－14  

e－15  

窮51回日本公衆衛生学会   

第33回大気汚染学会  

第33回大気汚染学会・  

e－16  

e－17  

e－18  

e－19   

e－ 20  

第33匝】大気汚染学会  

第42回日本アレルギー学会   

第66回日本薬理学余年会  

第66回目本葉理学会年会   

第66回日本美理学余年会  

大 阪  

仙 台   

傾 浜  

横 浜   

横 浜  

4．12  

4．10   

5．3  

5．3  

5．3  

第27回日本水環境学会年会  
日本案学会第113年金  

策113回日本獣医学会  鈴木明，高橋憤司漉】，  

林谷秀樹媚2，  

¢．S．P8ndey可，  
E．T．蜘8Se氾，梶陸将  
（■】地域環境研究グ，  

昭東京農工大，  
昭ザンビア大）  

田村憲治，安藤靖rl  
（■1地域環境研究グ）  
田村憲治  
宮崎竹二★1，山岡茂夫1】  
蕎科宗博＋】，黒田孝一＊l  
中土井随＊1，田村憲治  
（山大阪市立環境科学研）  
田村憲治，松本理，  
安藤澗11，嵯峨弁膜＊】，  
松本孝雄♯l，伊藤政志￥？  
（＋l地域環境研究グ，  
竃2東京都環境科学研）  

遠山千春，鈴木純子れ，  
西村典子将，西村久雄刈  
（＋1共立葉大，  

椚愛知医大）  

大都市沿道住民のSPH長期的曝露評価   

家屋内外のSPM濃度によるSPH個人暴露浪塵の推定  
沿道周辺住宅の室内空気汚染  

第51回日本公衆衛生学会   

第33回大気汚染学会  
第33画大気汚染学会  

幹線道路周辺家屋内外のSPH濃度とNOっ浪度（4）  一冬斯における長期変動調査－  

第33回大気汚染学会  

ラット慮性生植器におけるメタロチオネイン遺伝  子の発現  第18回環境トキシコロジー シンポジウム  
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堀部博一l，鈴木純子九っ，  

遠山千春  
（＋1愛知医大．  

♯2共立薬大）  

鈴木純子事1，J，はemelra乱d  
遠山千春．西村典子米2，  
西村久成増  
（※1共立藁大，  

昭愛知医大）  
遠山千春，鈴木純子れ，  
西村典子将，西村久雄椚  
（♯1共立美大．  

椚愛知牒大）  
”．Ni3bit川r8＋1，  

N．Ni3hi】コur8＋l  

H．Horibe★I，J．Suzukiれ2  
C．Tohy且n8  
（＋11ichiポedic81UniY．  
昭Ryourit8u C011   

Ph且rm．）  

C．Tohy且m8，J．Su冨uki薫】  

J．Helコ81r88d＋2，  

悦．”i8hiⅧⅦr8♯2，  

“．Ni8hil】ur8昭  

（暮1Kyoritsu Coll．   
Ph且r【ロリ  

将AichiIledic81   
Univ．）  

〃．Ⅳishil】ur8＋1，  

H．Ni8himur8霊1，  
H，打oribe■1，J．Suzuki＊2  
C．Tohya皿且  

（事l▲ichiHedicalUniv．  
将Eyorit5u CDll．   

Ph8rm．）  

H．【oy8na斗1，H．S8tOh事I  
S．Sdヱuki★2，C．Tohya爪a  
（■1ナohoku Univ．  
将Gunm8UniY．）  

S．Eob8y88hi事1  
Y．Hirot8tl．J．SⅥZⅥkl＊1  
h．T8keh8na♯l，  
H、トiヨhi■Ur▲り．  

H、Hi3hi■Url－コ  

C．Tohy8n8，  
（★1Ryoritsu Coll．  

Ph8一口．  

呵1ichiIIedic81  
Univ．）  

C．Tohy8n8，J．Suzuki＊1  
N．Ni8himura♯2  
日．〟i8himur8♯2  

（11Aichinedic81Univ．  
昭且わritsu Coll．   

Ph8rn．）  

井澤勝彦事1．鈴木訓子米l，  
高波真理子♯l，  

佐藤曝糞＊】，  

横田恵理子≠l，竹鼻声け㌧  
小林静子輩㌧遠山千春，  
西村久慮♯2，原一夫刈  
（★1共立薬科大，  

呵愛知医科大）  
佐藤洋子♯1，竹鼻月＋1，  
小林静子★1，遠山千春  
（薫l共立薦六）  

野原局子．鈴木貫♯l，  

ウム投与ラット組織中のメタロチオネインnR仙   
の検出  

ラット再生肝におけるメタロチオネイン遺伝子発   
現と楼内局在性  

第65回日本生化学会大会  

テストステロンによるラット前立腺及び凝固腺に   
おけるメタロチオネイン遺伝子の発現  

Demonstr8tior10f met81lothiorleinl【RNAin   
adultlnOuSe brain by nロn－r8dioactiveln   
5itu hyもridizatiDn teChnique  

第65回日本生化学会大会  

3rdInt．Heet．  

Het81lothinein  

In血ction a】1dloc81iEation of metallothio－   
neinin nucleus of hepatocyte80f regene一  
†atiTlg一札tlive一礼fteT p包丁tiall】epateCtOny  

31・dInt．Heet．  

Het81lothinei】】  

Advantage of digoxigenin－1abeled RNA probe   
OVer r8dio－18beled′prObe to detect   
rneta1lothiorLeir）mRNAirL ti8StleS Of rats   
treated with cadlnium  

3l・dInt．九eet．  

Hetallothi】1ein  

Hechanism of urinary ca血iummetallothionein   
excretion：its poヨitive relationship with   
urinary N→aCetyl－β－D－glucos8minidase   

The p8SSible role of metallothioneinin   
Celll】1aT defence mectlanlsm且galnstl）Ⅴもー  
irradi且tion  

3r（】Int．Meet．  

Heta1lothinein  

3Ⅰ・dInt．Heet．  

汎etallDtl11nein  

Re印1ation of metallothionein biosynthesi8  
in genitalorgan50f male r8tS  

3Ⅰ，dInt．Heet．  

Het81lothinein  

紫外緑照射による腫瘍形成とグルタチオン誘導体  日本兼学会第113年会  

培養水晶体に対する紫外線の影響  月本案学会第113年会  

第34回日本脂質生化学研究  
会研究集会  稲垣冬彦11，佐野友香  

改谷邦光昭  
（霊1東京都臨床研，  
昭化学環境酌）  

S．Hir8nO，  
G．E．H8teh＋1  
（※ⅧERL，US－EPl，NC．）  

Chemot8Ctic pロtenCy Of bronchoalveo18r18Va－   
ge fluid8fter8Cute O】e叩03urein mice  Soc．Toxicolり1992 An爪U． 封8et．  
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今井透増．森山寛昭，  
顔巻秀和  
（暮り事生年金病院，  

昭慈息医大）  
藤巻秀和，片山昇一1，  
野原修♯才，今井透椚  

（■1厚生年金病院，  

頂慈思医大）  
今井透11，藤巻秀和，  
阿部達也斗2  

（刈慈虐眉大，＊つ秋田大）  

藤巻秀和，片山昇＋l，  
野原虚子  
（11慈慮医大）  

野原修事1，片山昇緻2，  

藤巻秀和  
（♯】慈慮医大，  

明厚空年金病院）  
藤巻秀和  

増殖に及ぼす影甘  

第42回日本アレルギー学会  
総会  

第42回日本アレルギー学会  
粗金   

日本動物学舎弟63回大会  

第33回大気汚染学会  

ホルムアルデヒドに対する肥満細胞の反応性  

肥満細胞の多様性一ラット腹膜内および小腸粘腰   
肥満細胞からのF爪NAの摘出とそれそれの試験管   

内翻訳物の比較  
ガングリオシドGHコ による骨髄由来肥満細胞の分   
化・増殖の修飾   

紫外線及びⅩ線照射の骨髄由来偲i薫細胞分化・増   
殖に及ぼす影響の比較  

ディーゼル排ガス粒子と花粉症   
一免疫学的見地より－  

ホルムアルデヒド処理きれた肥満細胞における蛋   
白合成  

第33回大気汚染学会   

第33回大気汚染学会  藤巻秀和，野原修■1，  
白石不二慮刈  
（＊l桔慮医大，  

＋2化学環境部）   

松本理，青木康展，  
鈴木和美♯l  

（刈千葉大）  

三森文行  
r．Hitsu口Ori，l，N8k8nO♯1  
（＊1N8tl，Imさt．Hinamat8   

Dis．）  

三森文行   

鮮子摂事1．浅野勝己翼1．  
三森文行，鈴木明  
（＋l筑波大）  

三森丈行   

三森文行   

三森文行，鮮干積，  
浅野勝己火l，鈴木明  
（＊1筑波大）  

三森文行   

三森文行  
三森文行■   

山元昭二，安藤酒11  
（＋t地域環境研究グ）  

大気薗環境部  

4．10  

4．6  
4．8  

4．9   

4．9  

4．10   

4．1D   

4．10  

4．11   

4．12  
4．12   

4．7  

熊川回環境トキシコロジー  
シンポジウム   

第7回日本生体磁気学会  

15thlnt．C8nf．Hagn．  
Resol】，Biol．Syst．   

第5国運動生化学研究会シ  
ンポジウム  
第47回目本体力医学会大会  

第4回 Spin Probe  
Tecbnol．研究委貝会  
弟ZO回日本磁気共喝医学会  
大全  
集Z8回日本磁気共鳴医学会  
大会   

第31回机甘討茶会   

mtR92  
第7回非隠埴生体計卸シン  
ポジウム  
第Z6回日本実験動物技術者  
協会総会  

東 京  

福 岡  
Jerusalem  

仙．台  

山 形  

東 京  

札 幌  

札 幌  

姫 路  

東 京  

東 京   大 阪  

ラット肝椛胞におけるコプラナー多塩素化ビフェ   
ニルによる胎盤型グルタチオンS－トランスフエ   
ラーゼの誘導機構  

HRIの最近の進歩 －HRS－  
31P州R8tudy on the energy metabolisロin   

a rat brairLintoxicated vith nethylmercury   

NnRによる筋代謝横能の解析   

低酸素環境下運動時が】PNHRに■よる茄ホスファゲ   

ン動態   

In vivo NHRの方法一反応系・領域の選択一   

B】Bo磁場勾配を併用する局在化測定法による   
0．11nl領域でのItlNHR分光漁灯定法  

低酸素瑠境下での運動に対するラット骨格筋エネ   
ルギー産生系の応答の31p M相による解析   

BIB。ハイブリッド磁場勾配を用いる】R N肌   
局在化判定法  

In vivo NHRの現状と展望  
生体の環境応答をNMRで計測する   

温熱負荷に伴う Hartley系モルモットの体温変   
化と血液学的性状および血液生化学的性状につ   
いて  

0＋ NO2→02＋NO系における 02（1ムg）   

の生成収車  

代替フロン（HCアC）もオゾン層を破墳するか  

CC13 十03の反応速度  

e－ 49  

0－ 50  

e－ 51  

e－ 5Z  

8－ 53  

e－ 54   

e－ 55  

e－ 56  

e－ 57  

e－ 58  

e－ 59   

e－ 60  

f  

ト 1  第8回化学反応討論会日本  
化学会  

第8回化学反応討論会日本  
化学会   

日本化学会窮65春季年会  

村  
好  今 三  

井田伸明  
（11東京工業大）、  
今村隆史，坂東博＋1，  
井田仲明  
（蝿1地域環境研究グ）  
今村睦史，長野英治斗1，  
正木明事1．渋谷一彦＊l，  
鷲田仲明，小尾欣一頃  
（＋l東京工業大）  

尾崎裕雷1．内山政弘，  
小島勝彦♯2，福山力  
（＋1城西大，＊7オーテック）  

杉本伸夫，湊浮，  
笹好事弘暮l  

（＊1地球環境研究グ）  
N．Sugl由otD，▲．Min8tO，  
Y，Sa88nO♯l  
（♯1Glob81Envir8n．   

Div．）  

第9回エアロゾル研究討論  
会国障シンポジウム   

第15回レーザセンシングシ  
ンポジウム   

16thInt．L8Ser Radar  
Conf．  

真空中に導入した水滴の粒径測定  

ADEOS搭載RIS を用いるレーザー長光路吸収測   
定手法の開発   

Spectroscopic口ethod for earthYSate11ite   
earthl且Ser18ng－path absorption．   
measure【nent8uSing retroreflectorin space  
（RIS）  
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笹野泰弘＋1．板部磁欄げ  よる大気微量分子測定計回  
廣木立久★2，南部政鯉将  
（■1地球環境研究グ，  
将通信総合研〉  

杉本伸夫，湊浄，  
笹野泰弘メ1，大島裕之将  
校部数利一㍉廣本立久★ヲ  
高都政慮昭  
（現地球環境研究グ，  
昭国際気象海洋㈱．  
頂通信総合研）  

N．SugilnOt8，▲．Hinato，  
Y．Sasam【I★1  

（♯1GlobalEnYirDn．   
DiY．）   

Ⅳ．Sugimoto  

第18回リモートセンシング シンポジウム  ADEOS搭載 RIS を用いた大気微且分子の分光計  測手法の開発  

Laserlong－path absorption experiment Yith   
the retroreflectorin space（RIS）for the   
ADEOS Batellite  

Optical appraaches to ht.ospheric .onitoring 

SecondIntl．Conf．Dptics  
再thin Life Sci．（0札SII）  
：Opt，for Prot．H8n Envト  
ron．Again3t帖t．Tecnol．  
Disasters  
SecondIntl．Conf．Optics  
vithi爪Life Sci．（0仙SII）  
：Opt．fDr Prot．M8n Env卜  
H川．Against Nat．Tecnol．  
Disasters  
第15回宇宙ステーション利  
用ワークショップ：観測分  
科会  
A8i8－P8CificISY Conf，  
ADEOS Vorkshop  

第3回大気化学シンポジウ  
ム  

国立環境研究所における人工衛星を用いた地球大   
気鋭渕に牒する研究と宇宙ステーションの利用   
に関する検討状況について  

Spectroscopic】¶ethDd and dat8reductiDn   
81gorithm forlaserlong－path8bさOrption   
me8SurementS uSing RIS   

RIS／ADEOSによる大気微五分子の測定  

杉本伸夫  

N，SugllpOtO，▲．¶in8tO．  
Y．S8S8nO刈  
（事1Glob81Environ．   

Div．）  

杉本伸夫，湊淳，  
笹野泰弘＋1，板離秋和♯2，  
廣本卓久昭，高都政雄♯2  
（11地球環境研究グ，  
瑠通信総合研）  

杉本伸夫．湊淳．  
笹野泰弘11，板飾敏和＋2，  
廣本せ久れ，高都政雄一2  
（★1地球環境研究グ，  
将通信総合研）  
肛針「岡部秀夫刈  
J．8．H81pern  
（★1ハワード大）  

関金一，今村隆史，  
驚田仲明  
高教縁，新田助書l  
（＊l気象大）  

Y．N．T8kay8もu，T．Nitt8＊l  
（判Tokyo Univ．）   

Y．N．Tak乱y8bu，T．Nitta♯】  
（＃1Tokyo Univ．）  

高薮縁，新田絢＊1  
（★1東扇大）  

古豪綾，新田劾刈  
（♯1東京大）  

沼口敦   

H．T8k8h8Shi★1  
A．Ⅳu皿8guehi，  

T．Ru皿8kur8♯1，  

T．N8k8jin8事1．  
S．Hit8unOtO，  
【．Tak8nO＋1．▲．Su由i※1  

（＊1Tokyo Univ．）  
沼口数   

沼口敦  
打．”arla乙aki  

ADEOS衛星搭載りトロリフレククー（MS）を用いた  大気微量分子のレーザー長光路吸収浪“定  

レーザー学会学術講演会  
20周年斉己念（第13回）  
年次大会  

日本化学会第65春季年会  

日本化学会第65春季年会   

日本気象学会1992年春季大   

Int．Symp．on Asian  
HonsoDn   

Int．WCRP Symp．Clouds and  
8ceanin Cllmate  

日本気象学会199Z年秋季大  
会  
TIIHH研究会   

日本気象学会1992年春季大   

2ndInt．Conf．Hodeling  
GlobalCli】nate Change＆  
Variability  

ト15  

f－16   

f－17  

lllさ  

ト19  

メチルアセチレン，アセチレンの光化学  

臭化メチルによるオゾン層破填の可能性   

熱帯太平洋積雲対流擾乱の横道変化   
一種度変化と年々変化－  

3－5d8y Period di8tUrbances coupled vith   
convection over the tropical Paeif ie ocean 

On the structures（）f cumulus convective   
SySteZnS yith3－5day variation5and their   
relationship with e爪Vironment乱1condition8   
over the tropieal Pacifie ocean 

熱帯域積雪対流活動の組織化の時間スケールにつ   
いて  

南半球夏期SPCZ上の空クラスター   

熱帯降水帯とハドレー循環の湿潤静的エネルギー   
収支  

Prelimin8ry re8ult50f8neW CCSR GCII  

東 京  

東 京   

つくば   

Tsukuba  

N8gDya  

5．3  

5．3  

4．5  

4．9  

4．9  

flこJ  

ト 21   

f－ 22   

ト Z3  

札 幌   

東 京   

つくば   

Haロburg   

4．10  

5．2  

4．5   

4．9  

熱帯降水帯とハドレー循環の季節変化とエネルギ   
ー収支  

熱帯降水分布の形成機構に関する数値実験（序報）  
A rLumerica18tudy of the upstreamradvancing・   

VaV閃eXCited by an ob5taClein the three－   
dirnensionalfloY8f stablyヨtratified   
fluid  

Kirchhoffの楕円渦のB8rOClinic不安定性  

札 幌   東 京 Guildford  

日本気象学会1992年秋季大   

m柵研究会  
4th川A Conf．St8bly  
Str且tifiedアlovs  

日本気象学会1992年秋季大  官等武♯1，花崎秀史  
（★l電気通侶大）  
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梯形内部重力政 一〃avie卜Stokes方程式の解   
と外力項を持ったRP方程式の解一  

旋回涜中の非線形波動の助走と伝播   

密度成層流体中に励起される3次元内部重力波と   
Hach反射  

酸性雨のメカニズムと詰問盟  
真空中に導入した水晶拍手の粒径測定  

究集会   

第6回数低所体力学シンポ  
ジウム  
日本物理学会鴇48回年会   

敵性雨被害研究セミナー  
第33回大気汚染学会  

日本気象学余1992年春季大・  

花崎秀史   

花喝秀史   

福山力  
福山力，尾崎裕＋】，  

内山政弘，小鳥勝彦＊ク  
（＋1規西大．t之オーテヅク）  

松井一恥笹野泰弘＊1，  
林田佐智子■1，  

中澤英昭■】  
（＋1地球環境研究グ）  
松井一郎，笹野泰弘11，  
林田佐智子♯l，  

中根英昭■1，杉本伸夫  
（霊1地球環境研究グ）  
松井一郎】杉本伸夫，  
斉藤保典椚  
（刈信州大）  

光本茂紀l沼口敦   

添乳杉本伸夫，  
笹野泰弘11 
． （霊l地球環境研究グ）  
西川善栄1l，小林喬郎※】，  
湊淳，杉本伸夫  
（♯1福井大）  

醇淳，杉本伸夫，  

笹野泰弘織】  
（♯1地球環坦研究グ）  
▲．Him加，Ⅳ．SuginDtO，  
Y．Sa88nO＊1  
（＊1Glob81EnYiron．   

DiY．）  

三好明，＃田仲明  

ト 29   

ト 30   

f－ 51  
ト 32  

f－ 33  ビナツポ火山噴火に伴う成層臨エアロゾル層の変   
動に関する研究  
（2）ミ一散乱多波長ライダーによる就釘灯一   

ミ一散乱多波長レーザーレーダーによる成層圏エ   
アロゾルの鋭測  

大気環境モニタリング用小型ライダーの開発．  

地中を多局化した陸地表面モデル一茶一報一   

赤外ラマンシフターを用いた二酸化炭素の長光略   
吸収捌雇   

同位体CO2 レーザによるCFC－12の吸収分光特性  

野外光路における二酸化炭素の赤外レーザー長光   
路吸収剤定   

Infrared pulse－1aserlonglPath absorption   
コe8Surement Of carbon diDXide usi爪g8   
r8nan－Shifted dye18Ser   

天然炭化水素イソプレンの低NOx光酸化機構と   
池確属横C凸版出塁の推定  

OHラジカルの反応速度定数測定法の高再現性化   
と微小な反応速度の遠いの検出  

C打ヲ0フラジカルの検出およぴ椚】との反応  

光イオン化質量分析法の高感度化とそれによるラ   
ジカル反応研究の新展開  

レーサーを用いた大気化学研究  
CI128CI13 およぴCl12冊2 ラジカルの02 との三体   
反応  

f－ 34  第15珂レーザセンシングシ  
ンポジウム  

レーザー学会学術講演会20  
周年記念（第13回）年次大会   

日本気象学余1992年秋季大   

第15回レーザセンシンクシ  
ンポジウム   

第53回応用物理学会  

第53回応用物理学会  

16thInt．L8Ser R8dar  
Conf．  

第8回化学反応討論会日本  
化学会  
第8回化学反応討論会日本  
化学会  
第8回化学反応討論会日本  
化学会   

第8回化学反応討論会日本  
化学会  
レーザ⊥学会  
日本化学会第65春季年会  

f－ 35  

f－ 36   

f－ 37  

f－ 3B  

f－ 39  

ト40  

大 阪  

札 幌  

熱 海  

大 願  

大 阪  

Cambridge   

5．1  

4．10  

4．6  

4．9  

4．9  

4．7  

f－ 41   

f－ 42   

f－ 43  

f－ 44   

f－ 45  

ト 46  

津  

津  

渾  

津   

豊 中  
東 京  

4．6  

4．6  

4．6  

4．6  

5．】  

5． 

三好明，井田伸明   

正木明＊1，綱島滋＋1，  
鷲田仲明  
（♯1東京工美大）  

鷲田仲明   

鷲田仲明  
正木明′Ⅰ，網島滋賀1，  

常田伸明、  
Itl東京工菜大）   

水土壌圏環境部  
柏崎守弘，小沢秀明，  
北村光♯l，朴済哲虻  
（＃1日本大．  

♯2東風水産大〉  

北村光♯1，柏崎守弘，  
新井孝牒㍗1，北村憎叫  
（＋1日本大）  

柏崎守弘．北村光＋1  
（書l日本犬）  

柏崎守弘，福島武彦れ，  
北村光昭，新井孝昭将，  
北村博刈  
（明地域環境研究グ．  
峨日本犬）  

井上隆信，海老瀬潜一   

井上隆信，海老瀬潜→  
井上腸†ぎ，海老瀬潜一   

内山裕失，西林万里麗1，  
矢木修身，国府田悦男■J  
（tl筑洩大）  

祥罫弘文媚1，金斗頗★1，  
内山裕美．杉山純多米2  
（＋l筑波大．呵東京大）  

g  

g－1  アオコの日周上下移動にともなう溶存有機物損度   
の変化  

自然環境保全基礎滑査資料に基づく全国の湖沼水   
質と優占プランクトン   

屋外実験地でのアオコ発生に対する〟／P比の影響   

見ためアオコ指棉アンケート結果の解析  

第8回日本微生物生態学会  

第8回日本微生物生態学会  

日本水環境学会第27回大全   

日本水環境学会第27回大会  

g－ 5   

g－ 6  
g－ 7   

専一 8  

g－ 9  

LASの河Jrl流出特性   

8河川におけるchト且の年間流出特性  
水稲移植後の河川水質調査頻度と農果流出量の評   
価  

アルギン酸ゲル固定化H珠によるトリクロロエ   
チレン分解反応の特性について   

カヒ脱豊能の分布と脱嚢系の性質  

土木学会第47回申次学術潤  
滑全  
日本陸水学会第57固大会  
第27回日本水環境学会年会   

日本農芸化学会1992年度大  

日本農芸化学会1992年慶大  

仙 台   

別 府  
静 岡   

東 京  

東 京  

4．9   

4．10  

さ．ユ  

4．4  

4．4  
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臼田浩二刈∴金斗顕－l，  
内山裕夫，祥雲弘文γ1  
（判筑波大）  

内山裕実   

H．Uchiyam8，  
T．Nakajima♯】，0．Yagi  
（刈Univ．Tsukuba）  
内山裕美，小男一人書l，  
西林万里♯1，矢木修身．  
国府田悦男♯1  
（刈筑波大）  

内山裕夫，矢木修身，  
岡田扶佐子※l，  

下村達夫＊l，三島浩二γ‡  
（■1荏原総合研）  

宇都宮陽二郎   

Y．Utsunomlya   

Y．UtsunoIniy8  

日本での BiD－remediation手法の現状と見通し   

Purificatio爪and propertie30f8L引1uble   
Enethane．noJ10OXygenaSe frDm Methylocystic   
Sp．日  

加抽症明朝烏5Ⅳ岨トリクロロエチレン分解活   
性の失清およぴその再生  

Hethylocy8tis sp．Hの回分晴美時のトリクロロエ   
テレン分解活性  

沼尻墨侶作製の地球偶」二の地図について   

Honitoring potentialyind erosion using   
airb8rne HSS data  

Con3truCtion of a globalenvironment data－   
base rrom8atellite remote sen5ing datユ   
ーeSti¶ati8n Of air temperature on Xyu8hu  
i51and，SOuthernJapan，fromlandsat TH   
dat乱8nd ground station meteorological  
l】aこ1  

阿蘇火山とその周辺のミヤマキリシマの変異特性   
について  

第2回日米地質汚染フォー  
ラム  
7thlnt．Symp．汁icrob．  
Grovth Cl－Compd．   

日本生物工学会大会  

g－14  日本水環境学会第27回大会  

日本地理学会1992年春季学  
術大会  
Z7thInt．Geogp．Congr．   

Int．Sci．Phtogr8爪m．＆  
RelnOte Sensing17th  
Congr．  

兼 摂   

Vashington   

Vashington  

宇都宮閤二朗，  
田中正美※l，  

油屋吉之助れ  
（暮l熊本県農産園芸研，  
※2長崎県経済逓）  
海老瀬潜一   

海老瀬潜一   

S．Ebise  

海老瀬清一   

海老瀬清一．井上隆信   

月岡思＋1，丸山生人暮l，  
小沢秀明，村上徹朗t2  
（＋l長野県衛生公害研，  
－2工学院大辱）  

小沢秀明，月岡忠刈  
（★1長野県衛生公害研）  
T．E58ki♯l，R．比us8d8＊1  
A．▲ibY㌔1．T．Kimura  
（キ；町u且hu Univ．）  

江崎哲郎＊1，堂薗俊多※2，  
相川明＊1，木村強  
（暮l九州大，＊2建設省）  

木村強   

江崎哲郎＋1，持宇静♯l，  
木村強  
（暮1九州大）  

木村強，江崎哲郎＋1，  
生貞幸治事1  

（れ九州大）  

磯望＃1，遠藤邦彦＊つ，  

宮原智歳椚．町野郁雄，  
千葉遠鮎11，横田克也＋▲．  
小森次郎将，中村眞人＊5  
（判西南学院大，★2日本大  
義】アジア航湘（株），  

★■中央開発（株）．  

哨斬日航洋（株））  
何野郁雄，遠藤邦彦11，  
艶味洋史♯】  
（暮1日本大，将北海過大）  
陶野郁雄，遠藤邦彦★l，  
安原一哉♯】  
（♯l日本大，＃】茨城大）  

g－18  近代化による瑠境変化の地  
理情報システム窮5回シン  
ポジウム  

日本水文科学会19Z2年虚字  
循大会  
土木学会第47回年次学術講  
演会  
3rd Eurasia Conf．Chem．  
Sci．   

環境科学会1992年会   

日本水環境学会年会第27回   

日本分析化学会第41年会  

g－19   

g－ 20   

g－21  

g－22   

g－ 23   

g－ 24  

降雨時流湛成分トレーサーとしての無機イオン   

河川の流出負荷且ポテンシャルモデル   

Changein c：N：P ratio and sedimentation of   
particulate nutrients during passage of   
vater areas fro. rivers to a lake 

湖沼河口域での水際作戦   
一湖沼への流入栄養塩の沈殿・除去一  

河川詳密調査による水稲移植後の農薬・栄養塩の   
流出挙動  

環境質料中のアルキルベンゼンスルホンアミドの   
定量  

GC川Sによる水中のハロゲン化酢酸の直接誘導体   
化分析  

Surface roughnes3and hydraulic propertie3   
0f sheared rock   

地下利用と外部環境  

岩館不連続面の表面超さとせん断特性   

空洞周りの岩盤と支保の相互作用機構の定量的解   
析   

垂直応力に依存した岩盤不連続面のせん断挙動と   
表面形状の変化   

雲仙普賢岳噴火と噴出物の特性  

つくば   

仙 台   

Bangkok  

東 京   

静 岡   

幕 即   

4．6  

4．9  

4．12  

4．12  

5．3  

4．9  

g－ 25   

g－ 26  

㌢27  

g－ Z8   

g－ Z9  

g－ 30  

g－ 31  

日本化学会第64秋季年会   

Int．Syrnp．Fractured＆  
Joi】1ted R8Ck Has5e5   

地下空間利用シンポジウム  
ユ992   

土木学会第47回年次学術講  

澗会  
土木学会25回岩盤力学に関  
するシンポジウム   

土木学会25回岩盤力学に関  
するシンポジウム   

日本地質学会第99年学術大  

新 潟   

Lake T油oe  

東 京  

仙 台  

東 京  

兼 京  

照一本  

4．1D  

4．6  

4．6  

4．9  

5．2  

5．2  

4．4  

複合災害の誘因と予況＝こ関する研究  

佐賢白石平野の地下環境と圧密沈下特性  日本地質学会第99年学術大   土質工学会  
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中村裕昭将，宮原智哉♯】  
小森次庇■1  

（★】日本犬，才2中央開発）  
遠藤邦彦書1．陶野郁私  
営原哲哉霊1，千葉達郎鮭2  
小森次郎★1  

（事1日本大，  
将アジア抗渕（楳））  

Ⅰ．Tohno，K．Endo♯I  
（れNihon Univ．）  

特徴   雲仙普賢岳噴火の軽絶と噴出物の特徴  g－35  土質工学会  

IrLVeStigatiorL Of theliquefactionlayer   
8fter the1983Nihonkai－Chubu（Japan Se乱）   
e8rthquakein如mori，Jap8n  

Some proceきSeS PrOducing pyroclast50f the  
1991Unzen－Hugendake eruption  

29thInt．Geological  
C8ngr．   

29thInt．Geological  
Congr．  

E．Endo事1．T．Hiy8h8T8■1  
Ⅰ．Toh爪0，N．Iso＊2  

T．Chib8媚3  

（※lNihon VniY‥   
★2seim8ローG8kⅥin Univ．   
★318i81ir surv．   

Corp．）  

磯望ヰl，紺野郁雄，  
青原智醜頂，遠藤邦彦将，  
大野希一昭，干葉達郎γ  
（竃」西南学院大，  

明日本大，  

＋3アジア航測）  
陶野郁雄  
町野郁雄，遠藤邦彦♯1，  
棚橋由彦墳，磯望昭  
（事l日本大，昭長崎大，  
閏西南学院大）  

冨岡典子．内山裕夫，  
矢木修身  
土井妙子．瀬川透♯】，  

溝口次夫★2，佐藤組♯1  
（よ一明絶大，  

昭国立公衆葡生院）  
服部浩之   

服部浩之，向井哲  
夫木修身，内山裕美，  
菊間充男♯l，石塚略造＊l  
（れ筑波大）一  
矢禾修身，内山裕美，  
富沢広喜刈，高村義親＋1  
（＋1茨城大）  

矢木修身，内山裕美   

0．Y8gi，H．Uchiyaロa   

O．Yagi，Ⅹ．Jyd5且ki，  
H．Uchiy8n且  

g－38  雲仙普賢岳牒火噴出物の分布と堆積状況について  1992年日本第凹紀学会大会  

g－39  
g－40  

複合災害と総合的な災害予測図作成について  
複合災害予測図作成に関する研究   

‖）雲仙普賢岳噴火を例にして  

Rhodococcus属細菌によるセシウムの取り込み速   
度について  

大気浮遊庭中の 7Be濃度と つ10pb濃度の変動  

1992年日本第四紀学会大会  
日本自然災害学会  

東 京  
秋 田  

g－41   

g－42  

日本農芸化学会1992年度大  
会  
第29回理工学における同位  
元素研究発表会  

1992年度目本土壊肥料学会  
関東支部大会  
第8回日本微生物生葦学会  
計本農芸化学会1992年度大  

日本農芸化学会1992年妓大  

日本地質学全開東支部シン  
ポジウム  
UR－J8PatlBiotechnol．  
Semin．  
Tムe OgC♪Yorたぎhop  
Methods Nonit，Org．irL thc  
餌Yiron．   

Th虐OECD恥rkshop  
Methods肋nit．Org．iロthe  
EI】VirDn，  

日本陸水学会第57回大会  

東 京   

東 京  

g－43   

g－44  
g－45  

g－46  

g－47   

g－48   

g－49  

汚泥連用跡地土壌における重金属の垂直分布   

添加微生物の土壌中での生残性にかかわる要因  
微生物を活用した地下水汚染の浄化  

水の革を形成する各櫓ラン藻類の僕占機構に関す   
る研究   

微生物による汚染物質の分解・除去   

8iodegradation of chlorinated aliphatic   
coolpounds 

5リ∫▼jyaユand j血paet of g即etjca上】y即gj爪eer－   
ed microorg8nis功S tr8nヨformed with皿erCury   
re8istance genein the vater and即il   
envirDn】】eIlt  

SurYiY818ndimpact of genetically engineer－   
ed Pseudo血OnaB Putide Harboring mercury   
resi8tanCe genein8quatic microcosm岳  

覆ケ捕における藍藻親の種組成に及ほす環境因子   
の影℡  

微生物による地下水汚染の浄化   

トリクロロエチレン分解菌の培養技術の検討  

つくば   

東 京  
東 京  

東 京  

東 京   

Tokyo   

8tav丘  

4．10  

4∴‖  

4．4  

4．4  

4．6  

4．9  

4．9  

0．Y8gi，R．Ⅰ粕98ki，  
H．Uchiy8⊃8   

大久保紀男＃1，矢木修身  
岡田光正頂  
（★1日立市企業局，  
昭東邦大）  

矢木修身．内山裕夫   

矢木修身，内山裕美，  
下村達夫♯l．  

岡田扶佐子♯】，  

三島浩二＃Ⅰ  

（刈荏原総合研）  
矢木修身，内山裕夫，  
下村達夫暮土，  

岡田扶佐子★1．  

三島浩ニ★l  

（■1荏原総合研）  

小林亡k】，菅原あつ子＊1  
高村義視♯l，矢木修身  
（刈茨城大）  

第2画地下水汚染とその防  
止対策に関する研究集会  
第2回地下水汚染とその防  
止対韓に関する研究集会  

g－54  メタン資化性菌M様によるトリクロロエチレン分   
解  

第29回水処理生物学会  

g－55  
オシラトリア属シアノバクテリアの無蔚化とその  増殖特性  

第8回日本微生物生態学会  

－158－   



Int．SylDp．8ioremediation  
Jpn．  
JPN－US▲WorkshDp Sci．  
Polit．＆Soc．Aspects  
Recolnb．DⅣA  

第39回日本生態学会大会  

弟1回湿原研究会大会  

第3回ユス1」カ研究会大会   

川TECOL■sIVInt．  
Wetlands Co！】f．   

日本陸水学会第57回大全  

京都大学生態学研究センタ  
ー公開講座「生態学と地球  
環境」  
1st SETAC World Congr．  

OvervieY Of the currerLt Statu＄ Of bior（氾e－   
di8tion technologyinJapan  

DeYelopment of h8rker gene孔nd beh8Viorロー   
genetic811y modified organislnSin water   
and soilenvironmerlt  

福島県宮床湿原の環境と生物について  

福島県営床湿原の水生無脊椎動物の分布と現存丘  

Procl8dius幼虫の食性と成長一餌ユスリカとの関   
連について  

ZDObenthos comロunitie8in bog w8terS With   
SpeCialrefer印Ce tO ChirDn8midac  
（Dipter8） 

湿原の水路・池の水質変動特性  

湿原の生態学  

Dyna山ic謬qf benthic conロunitiesin re18tion   
to pesticide concentrationヨin small   
rivers receivine agricultural runoff 

数櫓のユスリカ亜科幼虫の下唇側板の微棚橋造に   
ついて  

日光外山沢川のユスリカ幼虫の微細分布について   

航空機からの樹木のサーモグラフィによる診断  

生物圏環境部  
岩熊敏美，野原精一，  
渡辺悟，平田健正＊l  
（薫l地域環境研究グ）  
岩熊敏夫，上野随平．  
野原精一，平田健正刈  
（♯l地域環境研究グ）  
岩熊敏夫，上野陳平   

T．Iwakulba，R．Uen8  

岩熊敏夫，平田健正刈，  
野原周一  
（＋1地球環境研究グ）  
岩熊敏夫  

T．IY且kum8，K．T8kanura★l  
S．Hoh8r8，H．Shir8iさhi♯2  
（＊lGlobalEnviro爪．Div．  
将Reg．Envirom．Div．）  

上野随平 ．   

上野随平，岩照敏夫，  
多田滴  
大政隷次，清水英幸，  
小川和雄※l，増喜彰久＊2，  
浜田管二♯3  

（♯」埼玉県公害セ，  

※2日本亀子㈱，  

明朝日新間社）  
大政紐状  

h  

hl】  

h－ 2  

h－ 3   

h－ 4  

h－ 5  

h－ 6  

h－ 7  

名古屋  

厚岸耶   
浜中町  

つくば   

Columbus  

別 府  

京 都  

Li8bon  

4．4  

4．8  

4．7  

4．9  

4．10  

4．10  

5．3  

第3回ユスリカ研究会大会   

日本陸水学会第57回大会   

日本農業気象学会1992年度  
全国大会  
日本生物環境調節学会第30  
回集会合同大会  
平成4年度農業施設学会大   

日本農業気象学会1992年皮  
全国大会  
日本生物環境調節学会第30  
回集会合同大会  
平成4年鹿農業施設学会大   

玉i01．Eng．＆SociDeCOnO】Ⅵ．   

－   

「緑化による環境保全機能  
について」セミナー  
第7回非破壊生体計測シン  
ポジウム  
第15回目本分子生物学余年  
会   

The 50th Anniv．The Soc．  
Agric．Heteorol．JPIl．  
（SA〉IJ50）  

The 50th AnniY．The S【〉C．  
Agric．Meteorol．JPN．  
（SAHJ50）   

Int．Symp．the Air Pollut．  
ControIPolicy＆  
Strategy Chongqing’92  
第33回大気汚染学会  

画像診断による植物の汚染ガス吸収機能に関する   
研究  

h－12  

h－13  

h－14  

h－15   

h－16  

h－17  

K．Oln8ヨ8   

E．0ロ8Sa  

大政謙次   

大政謙次   

久保明弘，佐治光★1，  
田中浄．近藤矩朗＃1  
（＊l地域環境研究グ）  
打．【0刈，H．Shi皿izu，  
E．Kut10ta頂，l．Vui＊1  
E．Om8Sa  
（♯lChonnan N且tl．Univ．  
♯2Tokyo Univ．）  

H．Sbilコiヱu，Y．Fujinuma，  
R．Rubot811  
T．T8tSuk8▲l，K．Omas乱  
（＃1Tokyo Univ．）  
H．Shimi乙u  

清水英幸，藤沼康実，  
桑原淳一＊l，斯有斌洪  
（♯l東京農工大，  

撫2重度市環境科監剃所）  

Im8ge diagno8i50f photosy爪thesisin   
culturく！d tis5ueヨ  

Environnentalmeasurement：imageinstn川enta   
tion for evalu＆ting pa11uti8rL effects Dn   
p18ntS  

樹木による排気ガス対策の可能性   

植物生体に及ぼす環境ストレスの画像診断   

シロイアナズナ・サイトゾル型アスコルビン酸ベ   
ルオキシダーゼ遺伝子のクローニングと構造解  
析  

Effect已OfloY COnCentrations of ozome（Ol）   
On the grovth of爪Orning glory，SUnflower   
and radi8h plantヨ  

Effects ofloY COnCentr8tions of ozone（03）   
On the grovthロf several甘口ody plant3  

Effect30f air pollutants on the growth of   
p18ntS   

酸性農具蕗装眉（フォグチャンパー）の開発   

一装置の性能及び教徒聖子菜矯への影響－  

Yokoha爪a   

光 州  

東 京   

東 京   

京 都  

Tsultuba 

4．7  

4．10  

4．12  

4．12  

1．1こ  

4．10  

Tsukuba  

Chongqing  

大 阪  
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久保田賢追■1，戸塚韻★1  
（＊1東京農工大）  

中川吉弘♯l，小林相牒ド1  
光本俸勝♯l，清水英幸，  
佐竹研一♯2，溝口次夫米3  
（＋1兵庫県立公書研．  
★2地球環境研究グ，  
椚国立公衆衛生院）  

高相典子，李京菜‡】．  

朱学宝＋1，楊和茎事1，  

方根生♯】，三浦重蔵♯2  

（‡l上海水産大，  

書2京都大生態研究セ）  
高村典子，洩辺侶，  
野崎久義，木幡邦男♯1  
（■1地域環境研究グ）  
高村典子，渡辺侶，  
野崎久義，木幡邦男※1  
（★1地域環境研究グ）  
多田溺  

露の影響   

着生地衣植物の溶媒成分による酸性酸化性物質の   
影響評価  

第33回大気汚染学会  

中国綜含羞魚油のプランクトン群染構成の特徴と  魚の食性について  
第3日回日本生暦学会大会  

hl：q  

h一 之5  

わー2β   

ト・こT  

h－28  

湖沼における超微相藻の分布とその分類学町特徴  

淡水産超微細緑藻の微細構造と分類  

酸性雨の河川生態系への影響   
一北アルプスの山地渓流の水生居虫－  

シマトゲヒラ幼虫の行動生態に及ぼす殺虫剤の低   
浪塵暴露影響  

The culture of Chine5e desert plantsin   
greenhouse  

Gr8Wth of seYeraldesert plants under   
a f8YOrable condition  

日本陸水学会第57回大会  

日本藻類学会第17回大会  

水生属虫談話会弟122圧例   

日本員薬学舎弟18回大会   

Biql．Eng．1Socioeconom．  

別 府  

清 水  

東 京   

府 中   

Yokohama   

4．10  

5．3  

4．ア  

5．3  

4．7  

多田消   

T．Natori．Ⅴ．加＋1  
Ⅰ，Li＋1，S．Jiang暮】  

E．On且Sa  

（1tThe Chin．Acad．Sci．）  
T．陶tori，－．H．Mo♯】  
Ⅹ．”．Li♯2，SJiさng米1，  

E．On888  
（＊り朋t．80t．ChiJl．Aぐ8d．  

Sci．   
＋2Inst．Biol．Ped01．＆   

De5ert Re8．）  
M．－8nhong＊】，J．Shu♯】，  

T．N8tOri，R．Ona畠a  
（刈Inner如pg．   

Gra5S18nd Eco8ySteln   
Res．Stn．）  

Ⅹ．い＊l，T．Natori，  
K．OlbaSa  
（＋1‡j乃jj且ng fngtβjoユ．   

Pedol．Desert Re8．）  
野噸久義，黒岩常祥一1  
（＊l東京大）  

野崎久義，黒岩常祥＋1  
（刈東京大）  

野崎久義   

野崎久義，伊藤元己※l  
（■1東京都立大）  

野原精一  

J和一CR川Int．Symp．  

The phy8io－eC0logica18tudie50n drought   
r閃1日tanCe Of desert plants gro再ngin  
innerIlomgolia  

Th8physiロeCO18gicalstudies on drought   
resistance of desert plants growingin   
Xinji8r【g   

緑藻 Gonium qu■dratum の培養条件で縮小するビ   
レノイドと葉緑体  

Pleodorina（緑藻植物）の群体の微和構遭   

川崎市産の Carteriaの一棟（緑藻植物）の形態と   

有性生撼  
群体性オオヒゲマワリ目（緑藻網）の形態的形賢に   

基づく分岐系統学的解析  
ハス（Helulnb8r川Cifera）の生育に及ぼす水深，   

底質，光瑠墳の影響  
福島県営床湿原の高等植物と微環境  

塁金属汚染土壌におけるセルラーゼ活性  

J印－C河川Int．Symp．  

J川－CH川Int．Symp．  

h－ 32   

h－ 33  

h－ 34  

h っ5  

h－ 36   

h－ 37  

h－38  

h－ 39  

h－ 40  

h一別  

h－ 42   

h－43   

h－14  

日本植物形態学会第5回大   

日本植物学舎弟57回大会   

日本凛熱学舎弟17回大会   

日本植物分類学会第23回大  
会  
弟39回日本生野学会大会   

第1国運原研究会大会  

環境科学会1992年舎  

弟39回日本生態学会大会  
7thlnt，丑ioindicator8  
Sybp．恥rk5h8p gn▼iron．  
H七alth  

日本植物学会第57回大会  

日本橋物学会第57同大会   

シンポジウム 微生物の多  
横性  
日本濃類字舎弟17回大会  

奈 良  

奈 良  

沼 水  

静 岡  

名古屋   

厚岸那   
浜中町  

東 京   

名古   
XuoplO  

奈 良  

奈 良  

東 京  

清 水  

4．9  

4．9  

5．3  

5．3  

4．4  

4．8  

4．1Z  

4．4  

4．10  

3．9  

贅∴ 更   

4：10   

5．3  

野原精一，岩熊敏夫，  
平田健正※l 
′ （＋l地域環境研究ク）  

金沢音二郎♯】，森敬太11  
広木幹也，松本職事l  
（関東房大）  

安野正之，渡辺偶  
九．YISur10  

凛辺倍，高村典子，  
披谷邦光暮l  

（れ化学環境部）  
須田彰一郎＊l，渡辺侶  
（暮1日本ロシュ研）  
渡辺偶   

金永緒＋1，小柳津広志‡l  
松本鳴♯】，渡辺悟，  

野崎久熱  
（判泉帝大）  

動植物プランクトンの食う食われる関係の検討  
Along te川bio口Onitoring of orga爪OClorine   

邑nd orgamotiれCOmpunds along the eDa5t Of  
Japan t〉yJ8pan Environlnentlgency  

藍藻ガicrocystisが塵生する毒物質ミクロシス   
チンの現場湖沼での動態   

緑藻Carterla屈の一新頓についての分苅と微細   
構造■  

微細藻類における根   

葉緑休と細胞質の ヨSu rRNAの塩基配列から推定   
した特異的な色素組成を持つ練達  
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洩辺侶  
（書1日木口シュ研）  
渡辺僧，井上勲刈  
（書1筑波大）   

地球環境研究センター  
西岡秀三  
西岡秀三   

西岡秀三，森口祐一※1  
（♯l地域環境研究グ）  

h－46  

1  

、            －  

i－ ：   

i－ 3   

ト 4   

i－ 5   

ト 6   

i－ 7  

共生緑色渦鞭毛藻Lepidodinium virideの分類   
と系統  

最近のIPCCの動き  
地球温暖化と国際協力   

広域交通基盤の環境評価支援システムの開発とそ   
の利用  

広域交通基盤の環境評価支援システムの開発とそ   
の利用  

地球環境データベース ーm帽P／G月JD一   

国連環項計画（UNEp）／地球資源槽柁デ→夕べ－   
ス（GRID）一つくぼについて一  

流域管理とその支援システム（節2報）  

日本植物分類学会窮23回大  

第51回目本公衆衛生学会   

規墳科学会1992年会  気候影響▼利用研究会  

戻
東
 
京
 
浜
 
 

西岡秀三，森口  
（引地域環境研  
原沢英夫  ＿  

祐一￥】  
究グ）  

文部省重点領域研究シンポ  
ジウム  
日本システム工学舎弟247  
回研窮余  
第14回読齢大学環境衛生工  
学研究会  
第20回環境システム研究論  
文発表会  

原沢英夫   

原沢英夫，福島武彦※】，  

天野桝二♯2  

（ホ1Reg．Environ Div．，   
紹Soc．＆EnYiron．  

Syst．Div．）  
原沢英夫   

原沢英夫  

環境情報センター  
阿部重信   

阿部重信  

地球規模の環境情報ネットワーク   

地球温暖化と水循環との係わり【牒一次評価報告   
書，補足報告書を中心として一  

触球領域研究とスーパーコンピュータ   

環境情報ネットワーク（EトNET）  

第4回環境システム自動計  
測制御ワークショップ  
第9回地球温暖化研究集会  

蝿CコンピュータSP研究会  
SX部会第8回会合  
電子計算機利用に関する技  
術研究会第Zl同研究発表会  
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付  録   

1．予  算  
（単位：千円）  

区  分   昭利57年度  昭利58年度  即i和59年度  昭和60年度  ロ口和61年度  昭利62年度  ロ什柏63年度  平成元年度  平成2年度  平成3年度  平成4年度   

運 営 貿   4、560，373  4，598．967  4，415，89l  4．275、855  4，139、888  6，096，733  3，955．199  4，076、932  4，540，645  5，4（）1、413  5．794．188   
l．人に什う経費   】．006、513  1，128、4Z9  1．154．844  】、175，042  l、304、335  1，355牒50  し386，722  1，441、34l  l，700，695  1、877、524  1．969，299   

川 人 件 智   999，44】  ユ．121，846  l．148，223  1．168，414  1．297，716  1、348、743  1，379，475  】、433．877  1，692．271  1，868，79呂  1，960，532   
（2）人当庁賀   7．072   6，583   6．621   6．628   6．619   7，107   7．247   7，464   8，424   8．726   8，767   

Z．一般ホ務処理費   304、307  305，151  316，158  317，664  316，89l  309．732  311．540  319，023  317．899  317，161  322，418   

3．環境情報関係経瀾   388、559  384，292  381．147  380，170  379，741  376，402  378，665  392．364  395，091  389．195  389，247   
（l）情報収集等離費   35、316  34、243  34．243  34，244  34，242  34．242  34，242  35．255  35，4nl  32，439  32，439   
（2）情報処理種費   352，168  349．011  345，866  344、888  344，462  341，123  343，386  356．0購  358．58Z  350、236  350．270   

（3）インターナショナル・リ7了ラルシステム妾宅費  l．075  l．038  1，038  l．038  l，037  1，037  1．065  i .1055 l，089  1，089  
（4）自然環境保全総合データベース緯珊  

5，431  5．449  

4，研究亨哲  1．197，874   】、138，785   993、085   920，269   852，887   2，832，038   
（1）人当研究費   194，467  19】．739  193．607  196．672  197．285  197、285  200，350  207、43l  Z14．360  215．827  221，5Zl   
（2）縫常研究戯   

（3）特別研究費   666．346  656，140  606，298  562，923  517，981  452、143  405，774  43l，237  307．200  30l．883  296．853   

5．大型特殊施設l那純増  l，663．120  

6．地球環境研究センター糸紺  276，934  
（1）地球環境研究交流推進等経費  

22．529  
（2）データベース群押  32，988  
（3）スーパーコンピュータ経費  

504，033  
州地球環囁モニタリング雑音モ  221，354  

7．研修センター事務処刑㌢  62，994  

8．研修部  6，147  7、052  7．054  

施設整備費（環境J・H甘先所施設費）  832，334  

！）．309   0   337、061  290，906  193，180  】60，674  137，6Zl  2，182．6】0  57、415  58、95l  30，31l  29、700  29．700  
注）補正後子弟を示す。   



2．組織及び定員（平成4年度）  

主任研究 企 画 官  

研   究  

地 球 痴 堵  
研究センター  

環境研修  
セ ン タ ー  

国襟研究  
協 力 官  

総 括研 究  
管 理 官  

痛嘆情報  
セ ン タ ー  

地 球環 境  
研究グループ  

地 域環 境  
研究グループ  システム部  社会凛噴   

生 物 圏  
環 境 部  総 務 部  

研  究  水環境貨  環境植物  
研 究 室  

情   報  温暖化現魚解  変通公害防止  
研究チーム  

環境経済  計離技術  総 拷 謙  研究チーム  

水環境工学  都市大気保全  計調q管理  大気反応  
研 究 室  会 計 課  

動態化学  高層大気  オ ゾ ン 層  
研究チーム  

海 域保 全  
研究チーム  

環境言十両  
研 究 室  施 設 課  

地下環境  
研 究 室  

酸 †生 雨  
研究チーム  

湖沼保全  
研究チーム  

情報解析  大気動態  

上   席  
研 究 官  海    洋 研究チーム  

書廃棄物  

林減少・砂  水改さ手法  

野生生物保全  大気影響評価  【定 員】  

化学物質健康  
リスク評価  

皇 統 測  

区    分  管理部門  研究部円  情報缶門  研究支援即」  研修部門  計  平成3年虎夫現在  48  181  21  6  18  274  平成4年度増減旦    ＋1 △2  △1  ＋2    ＋3 △3  平成4年虎夫現在  48  180  20  8  18  274  

化 学 物 質  
生態影℡評価  



3．文部省科学研究費補助金等による研究一覧  

（1）文部省科学研究費補助金  

課  種  目   研究代表者所属  研究代表者  所内分浬者  複  名   

特別推進研究  京 都 大 学  相田 和弘  森田 恒幸  環境保全型発展の経済性   

重点領域研究（ユ）  名 古 屋 大 学  伊藤 正美  市川 惇倍  自立分散システムに関する重点領域の総括的研究  

東 京 大 学  鈴木基之  鈴木継美  
内藤正明  
鈴木継美   

神 奈 川 大 学  井川  学  村野健太郎  酸性霧の成分分析と酸性化機構の解明  

甲 南 大 学  中森 発揮  内藤正明  
甲斐i（i美紀子  

森に】祐一   
ム  

東北大学  隆一  
築に関する研究  

京都大学  高月紘   
環境保全センター  

東京大学   
用  

九 州  大  学  楠田 哲也  海老砺潜一  l室】黙浄化機能の強化と制御  

筑波大学  
琴理  

水土壌国環境部   

重点領域研究（2）  埼玉大学  
化能力の評価－  

岡崎生物基礎研究所   
その尤合成特性の解析   

総 合研 究（A）  菅 京 大 学  土屏  清  市川 惇イ吉  IGBPにおける環境変化のモニタリングに関する研究  

名 古 岸 大 学  潮木 守一  †いIr 悼信  研究者の養成確保に関する研究  

鹿 児 島 大 学  松‾F‘敏夫  安藤   澗  農♯の慢性毒性の評価に関する総合的研究  

東京農二Ⅰ二大学  ′ト倉紀雄  
渡辺信  
岩瀬敏夫  

作新学院大学   船田周   

総 合研 究（B）  東 北 大 学  止こ漸 忠樹  可知 直毅  地球変化と陸域生態凛珊瑚の現状分析と組織化  

総合研究大学院大学  廣出 栄治  常田 仲明  フリーラジカルの科学   

一 般研 究（B）  東 京 大 学  市川  新  原田 茂樹  都市域での流出制御のための集水雪封寸き雨水浸透基盤  
の効果と最適設計に関する研究  

所  長  市川 惇信  なし  神経回路網と論理式儀勃の学習能力の相違  
環 境 健 康 部  三森 文行  鈴木 椎葉  核磁気共鳴法による脳のエネルギー代謝機能評価法の  

鈴木  明  研究－メチル水銀中毒脳を例として－   

一 般 研 究（C）  東京大学  
の雑種死滅機構  

小山工業高等   岸  浩   
専門学校  フィー検「iほ旨への応用   
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廿  ‖   研究代表者所属  研究代表者  所内分担者   課  題   名  

九州■大学  
研究  

地球環項研究  可知直毅   
グループ  

地域環境研究   木幡邦男  
グループ  綱別存在呆の測定に関する研究  

地域環境研究  袖島武彦  
グループ  井上 隆信  の測定方法に関する研究  

地域環境研究  平田健正  
グループ  安原 昭夫  地下環境浄化に関する研究  

地域環境研究  稲森悠平  
グループ  牧童一一夫  

今井章雄  
後藤典弘  

日引  聡  システム1二学的研究  

藤井敏博   

化学環境部  と毒性  

大気圏環境部   
村野健太郎  
内山政弘   

水土壌国環境部  
冨岡典子  
岩崎一弘  

生物圏環境部  
常の診断に関する研究  

生物圏環境部  
的・分子生物学的研究  

地球環境研究   大坪圃順   
センダー  の塩類集積に関する実験的研究   

奨 励 研 究（A）  地球環境相究  永田 尚志  なし  局所的個体群構造が婚姻システムに及ぼす影響の研究  
グループ  

社会環境システム部  
炭素税の推定に関する研究  

社会環境システム部  
関する研究  

化学環境部  
ための地域研究  

化苧環境部  
鍔の解明  

環境健康部  なし  
指標としての利用に関する研究  

環境健上l喜郎   

環 境 健 腑 部  野原 忠子  なし  Tリンパ球の成熟における細胞膜ガングリオシド構造  
の変化に関する研究  

環境健鹿部  
関する実験的研究  

大気圏環境部  
の運動の追跡  

水土壌困環境部   

水土壌国環境部  原田 茂樹  なし  二1：壌中の硫酸イオンの挙動に関する研究   

－165－   



種  目   研究代表者所属  研究代表者  所内分担者   課  題  名   

試験研究Bl  岐阜大学  幸  
研究  

大阪大学  
和帯におけるガス流動解析ガス抜き浄化法の設計の  
ために  

九州大学   哲郎   

試験研究B 2  水土壌圏環境部  内山 裕夫  矢木 修身  バイオリアククーによるトリクロロエチレンの分解除  
岩崎 －・弘  去に関する試験研究   

国際学術研究  岡山理科大学  
相馬光之  
田中敦  

岡山大学  
関する研究  

岐阜大学  
に関する研究  

至壱琶湖研究所   

地域環境研究   佐竹 研一  高松武次郎  
グルーフ  田中敦  

環境健康部       なし   
び生理的意義の解析に関する研究   

創成的基礎研究  京都大学超高層   深尾昌一朗  
電波研究センター  の観測  

高井康雄   

（2）厚生省科学研究費補助金  

分  野   研究代表者所属  研究代表者  所内分担者   ■課  題  名   

長寿科学総合研究  滋賀 医科 大学  森田 陸司  鈴木 継美  骨粗糧症に関する基狂的研究   

健廉増進調査研究  佐久間総合病院院長  若月 俊一  安藤  溝  有機農業者の健康実態及び右機農業の生体影響に閲す  
る研究   

心身障害研究  化 学 環 境 部  森田 昌敏  なし  母乳内物質の人体（乳児）への影響に関する研究   

（3）ヒューマンサイエンス振興財団の助成による研究  

分  野   研究代表者所属  研究代表者  所内分担者   課  題  名   

ライフサイエンス  東 北 大 学  須藤 隆一  稲森 悠平  廃棄物埋立浸出中の有害汚染物質のバイオテクノロ   
の基盤としてのバ  松重一夫  
イオテクノロジー  今井章雄   
の開発  

一166一   



4．地方公共団体公害研究機関との共同研究課題（平成4年度）  

研   究、 課  題   所内グルニプ・邪   共同】研究機閲   

沿道周辺住宅の室内空気汚染   環境健康部  
地域環境研究グループ  

化学環境部   
並びに免疫毒性に関する研究   環 境 健 康 部   

広域大気汚染現象の動酎巴経とその予測・制御に関する研究   神奈川県環境科学センター  
京都府衛生公害研究所  

都市域における高濃度NO2汚染メカニズムの解明に関する研究   地域環境研究グループ  
大阪市環境科学研究所  

地域環境研究グループ  
（製紙工場排水にっいて）   

小規模排水処理技術の開発と高度化に関する研究   地域環境研究グループ   
神奈川県環境科学センター  

石川県衛生公害研究所   
を用いた間欠ばっ気法による窒素・リンの効率的除去）  兵庫県立公害研究所  

鹿児島県環境センター  

末規制′ト規模事業排水の処理対策の開発   地域環境研究グループ  
茨城県公害技術センター  

廃棄物処理施設の環境モニタリングに関する研究   地域環境相究グループ  

トリクロロエチレン等の地下水汚染の防lLに関する研究   地域環境研究グループ  兵庫県立公害研究所   

トリクロロエチレン等の地下水汚染防止に関する研究   地域環境研究グループ  
水土壌鳳環境部  

無酸素水塊形成機構に関する実験的研究   地域環境研究グループ   

無酸素水塊動態に関する調査研究   地域環境研究グループ  千葉県水質保全研究所   

河川・湖沼の生物群集の多様性に関する研究   生 物 圏 環 境 部  熊本県衛生公害研究所   

河川・湖沼の底生生物群集による生物学的水城環境相標性に関する  生物圏環境部  
研究   

河川の峡生動物群集による化学物質汚染の指標性に関する研究   生物圃環境部   

アオコ指標の作成に閲する研究  地域環境研究グループ  
鳥取県符丁生研究所  

水土壌圏環境部  
仙台市衛生研究所  

湖沼水質の簡易シミュレーションに関する研究  水土壌国環境部   

流域の汚濁負荷構造の変化と流出負荷算定に関する研究   水土壌国環境部  茨城県公害技術センター   

GC／MSを用いた海藻中化学物質の検索及び定量   地域環境研究グループ  北九州市環境衛生研究所   

スギ花粉7レルキー症と都市大気汚染物質との相互機序に関する研  地域環境研究グループ  
究   

地球温暖化関連物質に閲する調査研究   地域環境研究グループ   

地域環境大気における棉物起源有機物質の役割の解明   地域環境研究グループ  長野県衛生公害研究所   

日本における集水域の酸性化予測と陸水・土壌生態系へのお響に閑  地域環境研究グループ  北海道環境科学研究センター   
する研究   
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研   究  課   趨   所内グループ・部   共同研究機関   

バックグラウンド地域における酸化性物質等の形態の解析に関する  地域環項研究グループ  青森県環境保健センター  
研究   

長野県衛生公害研究所    バックグラウンド地域における酸性・酸化催物質等の形態の解析に  地域環境研究グループ  
関する研究   

沖縄県における酸性化物質等の挙動に関する研究   地域環境研究グループ  沖縄県公害衛生研究所   

山岳地帯における酸性降下物のサンプリングネットワーク   地域環境研究グループ  山梨県衛生公害研究所   

東シナ海での航空機調査時における九州地上観測   地域環境研究グループ  長崎県衛生公害研究所   

日本列島各地における酸化性物質等の動態の解析に関する研究   地域環境研究グループ  鹿児島県環境センター   

日本列島各地域における酸性降下物の動態に関する研究   地域環境研究グループ  京都府衛生公害研究所   

福岡県における酸性物質および酸化性物質の挙動   地域環境研究グループ  福岡県衛生公害センター   

立山地域における酸性霧鎧合調査   地域環境研究グループ  富山県公害ヤンター   

河川・湖沼における陰イオン系界面活性剤の動態に関する研究   社会環境システム部  埼玉県公害センター   

全国の河川・湖一別こおける陰イオン系界面活性剤の動態に関する研  社会環境システム部  兵庫県立公害研究所  
福岡県衛生公害センター   

全国河川・湖沼における陰イオン系界面活性剤の動態に関する研究  社会環境システム部  同山県環境慄健センター   

リモートセンシングによるアオコ発生状況監視システムの確立に関  社会環境システム部  茨城県公害技術センター   
する研究   

リモートセンシングによる環境調査の基礎的研究   社会環境システム部  福岡県衛生公害センター   

リモートセンシングによ▲る環境評価管理手法の開発   社会環境システム部  同山県環境保健センター   

GC／MSを用いた未知物質の検索に関する研究   化学環境部  
地域環境研究グループ  

農薬等有害化学物質の環境動肇の予測手法に関する研究   化学環境部   

河川における農薬流出貰の定量評価の研究  水土壌国環境部  
神奈川県環境科学センター  
長野県衛生公害研究所  
福岡県衛生公害センター  

芝地散布農薬の流出特性に関する研究  水土壌国環境部   

樹木による大気汚染物質吸収能に関する研究   生 物 圏 環 境 部  宮山県公害センター   

植物による大気環境評価手法に関する研究   生 物 圏，環 境 部  神奈川県環境科学センター   

植物による大気環境評価手法に関する研究PAC法の検討   生．物 圏 環 境 部  福岡県衛生公害センター   
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5．外国人受入れ状況  

（1）研究所   

国  名   氏  名   研究期間   研  究  課  題   受入先   

アメリカ合衆国  RichardS．）．Weisburd   4．4．1－5．3．3l  湖沼生態系物質収支の高精度解析に関する研究  河合 崇欣   

韓  国  金畢潤   4．4．1～5．3．31  熱帯植物棟の気候分布特性の解明   古川 昭雄   
アメリカ合衆国  PerrikayeIミason   4．4．1－4．12．25  動物の縄張りの構造と繁殖成功度に関する研究  椿  宜寓   

オ ラ ン ダ  MaLthiasRoLb   4．4．1－5．3．31  都市境灘牒辛の乱流輸送の研究   粗野伊澤志   
中  国  李宇峠（Lil′ufeng）   4．4．1～5，3，31  中匡lの大気汚染質の分析   安藤  満   
中  国  黄此茄（11tlangYieru）   4．4．l－5．3．3l  高分解能ICP－MSの応用に関する研究   森田 昌敏   
ケ ラ ン ス  SchneiderSerge   4．4．1～5，3．31  有機塩素化合物の環境中の動態   森田 昌敏   
ソ  連  Sa】01rV．V．   4．4．1－4．1〔〉，10  微小試料中の元素の存在量と存在形態に関する  

研究  
イ ギリ ス  CraemmeA11inson   ダイオキシンの作桐機作に関する研究   森田 昌敏   
中  国  張宝他   4．4．1－5．3．31  微小試料中の元素の存在旦及び同位対比の精密  

測定法の開発と応用  
韓  国  鮮干摂   N九1Rによる生体機能診断法の研究   三森 文行   

ソ  連  LzりVSkvV】adimir   4，4，1－5．3．31  レーザー蛍光法による化学反応の研究   井上  元   
ソ ‾   連  ShamilMaks）・Ut口V   4．4．1－5，3，3】  大気の数倍シミュレーションモデルの開発   井上  元   
ソ  連  ＾damTt）deuszWikzok   4，4，1－4．11．25  微細藻類の代謝及び生活史におよぼす薫金属の  

止i   ＃／77  

韓  国  金永植   4．4．1－5．3．31   緑藻類のリポゾームRNAに基づく系統分類   渡辺  信   
韓  国  4．4，l～5．3．31  

るために大気汚染の測定，解析予測に関する  
研究  

韓  国   4．4．1－5．3．31   
研究  

【中  国  曽毅強（ZengYi（】iamg）   安定同位体を用いた地球環境研究，大気微量成  
分の動態解明  

中  国  孔海南   l〕己造糧プロセスを用いた排水の高度処掛二関  
する研究  

韓  国  金周永（KimJ11Young）   生物活性炭処理における微生物制御に関する研  
か   

中  国  主立波（1．anLibo）   4．5．15－5．3．3l   
グ方法の開発  

韓  国  高和錫   大気汚染の植物影響に関する研究   清水 英幸   

【中  国  黄蘭平（Hu′angYiping）   4．6，1～4．1l．13  湖沼環境指標の開発と新たな湖沼環境閃掛二関  
する研究  

中  国  頗海洋   大気中の有機過酸化物の測定とその二酸化硫黄  
の酸化反応への作用  

韓  国  季長勲（Leりang‖00n）   有機性排水の生物処理のための操作条件，憐憫  
解明等の研究開発に関する研究  

韓  国  朴済暫   霞ヶ浦の溶存有機物の組成変動に及ぼす鯉網い  
けす養殖の影響に関する研究  

エ ジ プト  G（川】aRokayaliusein   霞ヶ浦におけるラン藻類の異常発生に伴う潜在  
有機組成の変動に関する研究  

ド イ  ツ  RecknagelFrjedrich   水恥生態系に関するモデルの作成   福島 武彦   
アメリカ合衆回  DanLand）・   4．7．15－4．8．22  エネルギー使用料と都市構造との関係について  

の研究   
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国  名   氏  名   研究期間  研 究 課   題   受入先   

マレーシア  4．7．15－4．8．8 GISを利用したマレーシア熱帯林の自然環境管  宮崎忠国  
理に関する研究  

韓  国   4．7．15－5．3，31臨湖英験所の実験池における光合成の研究   柏崎守弘  
アメリカ合衆国  MaryK．Gilles   4．7．15－4．8．22 フリーラジカルの分光と反応   常田 伸明   
中 国  4．9．Z5－5．1．29 オゾンオレフィン反応による有機過酸化物の  畠11」史郎  

生成  

縁 国  遠山千春  
るいは培養細胞に暴露した場合の生体影響を遺  
伝子レベルで検討  

中 国   4．10．15－5．3．31、霞ヶ浦湖水の水質の高度浄化に関する研究   稲森悠平  

中  国  劉兆岩（LiuZhaoyan）   4．11二16－5．3．31レーザーを用いた大気計測手法の開発に関する  杉本 伸夫  
研究   

中  国  梁超河   4．ユユ．ユ6－4．12．ユ3 中国における大気汚染による鮭康リスクと公害  安藤  満  
防山こ関する研究日中共同調査研究   

タ  イ  4．12．15～5．2，9 人口衛生リモートセンシングによる植生変化の  安岡善文  
抽出手法の開発  

韓  国   稲森悠平        5，1．4－5．3．31有機性排水の物理化学と生物処理を組合せた処  
理に関する研究   

ド イ  ツ  MichaelLinscheid   5．2．15【5．2．28 高分解能ICPルISの開発   森田 昌敏  

SatishKumaran  5．2．15－5．3．31水中汚染物質検出のためのバイオセンサーの開  森田昌敏  
発  

姜怒りiangShu）  大政謙次  
植物の耐乾性を調査   
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（2）環境研修センター  

国  名   氏  名   研究期 間   研  究  課  題   受入先   

インドネシ7  4．7．13～4，7，16  環境研修センター  

インドネシア  

インドネシア  

インドネシア  
インドネシア  

インドネシア  
インドネシア  
インドネシア  
インドネシア  
バハレーン  

ブラジル  
hlenezes  

中 国  
コロンビア  
エチオピア  

マレーシア  
メキシコ  〃ノ  

lupe  

フィリピン  
ポーランド  

タ イ  
ベネズエラ   
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6．職員海外出張  

所  属   職 名   氏 名   出張国   用・  務   出張期間   

環境情報   室 長  国  日中友好環境保全センタープロジェクト第  
センター  二次事前調査   

室  長   国  中国ポーヤン潮水質保護対策計画調査（現  
地作業監理）   

環境研修   所  長  H山  徹  中  国  日中友好環境保全センター起二1二式に出席  4．5．7～4．5．9（3）   
センター  

地球環境研究  絵描研究  西岡 秀三  インドネシア  地球温暖化に関する打合せ及び国際セミナ  4．5．10－4．5．14（5）   
センター  管 理 官  一に出席   

地球環境研究   
グループ   諸機関との情報交換   

地球環境研究  4．5．15－4．5．29（15）  
グループ  イタリア等   

所  長  市川 一l引言  ス ペ イ ン  国際自動制御連盟理事会に出席   4．5．18～4．5．25（8）  

主任研究  国際研究協力官  栗原  崇  韓  国  大韓民国プロジェクト形成調査（河水水質  
企画官付   管理）   

地域環境研究   
グループ   ジョブリー会議に出席   

地球環境研究   
グループ   諸機関との惰博交換   

地球環境研究   
グループ   集・調査   

地域環境研究   4．6．15－4．6．23（9）   
グループ   

環境健康部   室  長  ′ト野 雅司  アメリカ合衆国  大気汚染の健康影響に関する国際会議に出  
席   

化学環境部   研 究 員  田中  敦  ロシア共和国  バイカル湖の水質及び底質試料採取等   4．6．29←4．7．15（17）   

地球環境研究   4．6．Z9～4．7．21（Z3）   
グループ   

大気圏環境部  室  長  井上  元  ロシア共和国  シベリアの環境酸性化過程の研究   4，7，lん4．臥3（34）   

化学環境部   主任研究員  西川 雅高  イ ギ リ ス  プラズマ発光分光質量分析装置の環境化学  
分析のJ芯用研究  

ロサンゼルス在住日系人，白人の生活習慣  
グループ   とがん催悪に関する研究   

地域環境研究   
グループ   究   

科学技術特別   木村 勝彦  マ レ ー シ ア  東南アジアにおける自然環境調査等   4．7．．6～4．7，Z7（ZZ）   
研究員  

科学技術特別   藤間  剛  マ レ ー シ ア  束南アジアにおける自然環境調査等   4．7．6～4．8，9（35）   
研究員  

総合研究官   国  大障民国・個別専門家派遣事業短期＃門家  
グループ  （水質保全）   

大気圏環境部  主任研究員  泉  克事  ロシア共和国  シベリアの環境酸性化過程の研究   4．7．9～4．8．1（24）   

大気圏環境部  主任研究員  内山 政弘  ロシア共和国  シベリアの環境酸性化過程の研究   4．7．9”4．8．4（27）   

大気圏環境部  室  長  杉本 伸夫  アメリカ合衆国  地球観測技術衛星に関する各国の役所惰取  
収集・調査  

メタンワークショップに出席等   4．7，18－4．．7．31（14）   
グループ   
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所  属   職 名   氏 名   出張匡Ⅰ   用  務   出張期間   

地球環境研究  
グループ  転  

水土壌国環鰯部   

生物圏環境部  主任研究員  高村 典子  中  国  池l月浮遊植物群集生産速度の分析   4．8．ト4，8．21（21）   

生物圏環境部  部  長  安野 正之  アメリカ合衆国  南北アメリカ大陸′の生物多様性に関する研  
究  

生物圏環境部  宣  長  大政 謙次  タ  ナラチワ湿地林の生態調査等   4．8．ユ0～4．8．18（9）   

地球環境研究  4，8．13～4，8．27（15）  
グループ  

地球環境研究  港  西太平洋地球物理学会議に出席   4．8．16～4．8．2】（6）  
グループ  

化学環境部   主任研究員  古出 直紀  アメリカ合衆国  太糧スペクトルを制定し校正機器を制作す  
る  

地球環境研究   西太平洋地球物理学会議に出席   4，8．17－4．8．21（5）   
グループ   

主任研究  国際研究協力官  栗原  崇  中  国  口中友好環境保全センタープロジェクト実  
企画官付  施協議調査（環境情報）  

地球環境研究  4．8．19－4，9．13（26）  
グループ  リス．ドイツ  

地球環境研究  
センター  管 理 官  化関越）   

環境健康都   主任研究員  本田  姑  アメリカ合衆国  石油精製⊥楊従業員の死亡及び癌信忠に閑  
する研究等  

生物圏環境部  室  湖沼の隔離水界実験への参加及び情報収集   
地球環境研究  4．8．3ト4，10．2（33）  

グループ  

環境健煉部   主任研究員  匡l本  学  アメリカ合衆周  月射二おけるアンキリンの分子多様性とその  
発現制御等の解析の研究  

水土壌圃環境部  室  大気汚染の森林生態系への影響専P■J家会議  
に出席等  

化学環境部   大気汚染の森林生態系への影響専門家会議  
に出席等  
マレーシアの熱帯林における熱帯樹の北合  
成活性調査等  
熱帯林生態系調査   4．9．10”4．9．26り7）  

グループ  

水土壌困環境部   長  矢木 修身  カ  ナ  ダ  バイオテクノロジー海外串1音調査   4．9．12－4．9，20（9）   

化学環境部   主任研究ぷi  4．9．12～4．9．24（13）   

科学技術特別  斎藤千鶴  
研究員  ストラリア等  係る地球化学的過程の研究   

研究員  
ネバニル，ケこ  

ア等  

社会環境  ・主任研究£彗   
システム部  ステムの研究  

地球環墳研究  
グループ  びその原因解明  

地域環境研究  
グループ0  リス，ドイツ，  

スイス  

環境健艇部  室 長   国   4．9．24〝4．10．5（12）  
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所  属   職 名  氏 名   出張国   褐  額   出張期間   

地球環境研究  
グループ  ワークショップに出席等  

地球環境研究  
グループ  ワークショップに出席  

地球環境研究  4．10．4【4．10．9（6）  
グループ  

地球環境研究   
センター  管 財官  減計画に関する調査   

佐竹研一   4．10．11－4．10．24（14）  
グループ  チェコスロバキ7  

水土壌圏環境部   カナ．ダ   
席  
北極域対流圏の共同観測のデータ解析会議  

グループ  に出席  

環境研修  教  インドネシア・環境管理センタープロジェ  
センター  クト実施協議調査団に参加  

巨大都市国際会議に出席及び中国との共同   
グループ  中  国  研究   

総合研究官   4．10．22－4．11．1（11）  
グループ  

地域環境研究  4．10．Z2～4、11．1（11）  
グループ  

生物圏環境部  国  中国における酸性雨の実態調査等   4．10．25－4．11．7（14）   

大気圏環境部  室  長  井上  元  ロシア共和国  シベリア凍土地帯におけるメタン測定の研  
究打合せ等  

化学環境部   部  長  森田 呂紋  中  環境計測技術等の技術交流のため   4．11．5－4．11．7（3）   

地球環境研究  4．1l．6～4．11．17（12）  
センター  

大気圏環境部   4．11．6～4．12．7（32）   
ニア  

科学技術  マレーシア   4．11．9ん4．11．28（20）  

特別研究員  
主任研究員   国  大韓民国・個別専門家派遣事業短期専門家  

グループ  （大気汚染対策）  

地域環境研究  大韓民国・個別専門家派遣事業短期専門家  
グループ  （大気汚染対策）  

環境健康部  第32回細胞生物学仝に出席等 ＼   

地球環境研究  4．11．15－4．11．23（9）  
グループ  

地域環境研究  
グループ  作用の解明  

地球環境研究  4．11，16←4．12．21（36）  

グループ  
地球環境研究  

グループ   る研究   

環境研修   研修企画官  渡違 和夫  チ  リ  チリ環境保全センタープロジェクト基礎調  
センター  査団員   

生物圏環境部  上席研究官  古川 昭雄  インド．マレー  
シア   生態系調査   

地球環境研究   4－11．29～4．12．14（16）   

グループ   
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所 属   職 名   氏 名   出張国   用  務   出張期間   

地球環境研究   4．12．6－4．12．14（9）   
センター   

地域環境研究  4，lZ∴6～4．12．10（5）  

グループ  

地球環境研究  4．12．7～4．1Z．19（13）  
グループ  

地球環境研究  4．12．7－4．1Z．19（13）  
グループ  

科学技術  冨山 清升  マ レ ー シ ア  東南アジアにおける自然環境調査等   4．12．7－4．12．19（13）  
特別研究員  

水土壌国環境部   長   イ  リモートセンシングのグランドルースの硯  
地調査  

地球環境モニタリング国際会議に出席   4．12．15－4．12．19（5）   
センター   

主任研究  研究企画官  国安 俊夫  マ レ ー シ ア  マレーシア森林研究所との研究企画及び調  
企画官付  整等  

地球環境研究  地球温暖化問題に関する研究の現況報告及   
センター  管 理 官  び現地調査等   

環境健康部   室  遠山千春   
構解明の基礎的研究‘  
マレーシア・個別専門家派遣事業短期専門  

グループ  家（森林生態等）  

生物圏環境部   オンコセルカ症対策委貞会に出席等   5．1．12－5．1．24（13）   
トーゴー  

オーストラリア，  5．1．13－5，2，2（21）   
ソロモン諸島  

韓■ 国  
（漠江流域水質保全）  

地域環境研究  大韓民国・個別専門家派遣事業短期専門家  
グループ  （漠江流域水質保全）  

科学技術  東南アジアにおける自然環境調査等   5．l．24－5．3．ZO（56）  
特別研究員  

主任研究  国  日韓水質保全シンポジウムに出席   5．l．28～5．1．30（3）  
企画官  

主任研究  国際研究協力官   国  日韓水質保全シンポジウムに出席   5．1．28－5．1．30（3）  
企画官付  

地域環境研究  国  口韓水質保全シンポジウムに出席   5．1．28－5．1．30（3）  
グループ  

地域環境研究  日韓水質保全シンポジウムに出席   5．1．28－5．1．30（3）  
グループ  

地域環境研究  国  日韓水質保全シンポジウムに出席   5．1．28－5．1．30（3）  
グループ  

地域環境研究  、国  日韓水質保全シンポジウムに出席   5．1．28～5．1．30（3）  
．グルーフ  

地球環境研究  国  定期航路船舶による海洋環境計測手法の開  
グループ  発  

地球環境研究  
センター  日米シンポジウムに出席  

地域環境研究  
グループ  日米シンポジウムに出席  

地域環境研究  5．1．31－5．2．6（7）   
グループ   
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所  属   職 名   氏 名   出張回   用  務   出張期 間   

地球環項研究   
センター   

地球環境研究   
センター   

地球環境研究   
グループ   

地球環境研究   
グループ   家（第三国研修）   

社会環境   研 究 員  山形与志樹  タ  イ  マイクロ波による植生モニタリング研究打  
システム都  合せ   

地球環境研究   5．2．Z2－5．3，19（26）   
グループ   

生物圏環境部  部   長  安野 正之  フ ラ ン ス  OECL）・HPVプロジェクト初期評価会合等  
に出席  
熱帯林の鳥類群集調査及び熱帯雨林会議に   

グルーフ  ブ ル ネ イ  出席   

社会環境   室  長  安岡 善文  タ  イ  SARデータ解析利用ワークショップに出  
システム部  席及び講演   

地球環境研究   
センター   せ（水関係）   

地球環境研究   
グループ   家（ニオス湖有害ガス調査）   

地域環境研究   満  中  国  熱波による健康被害に関する医療統計デー  
グループ   夕の収集等   

地域環境研究   
グループ   せ   

地球環境研究   港  環境93国際シンポジウムに出席   5．3．3ん5．3．6（4）   
グループ   

地球環境研究   
グループ   夕利用に関する調査   

地球環境研究   
グループ   会合に出席   

大気圏環境部  室  長  杉本 伸夫  アメリカ合衆国  光学・マイクロ波リモートセンシングに閥  
する国際会議に出席  

地球環境研究  AIM／KOREA構築のための現地調査   5．3，2l～5．3．24（4）  
グループ  

地球環境研究  
グループ  め  

地球環境研究  
センター   ネットワーク計画状況調査   

地域環境研究  5．3．26｝5，4，2（8）  
グループ  

生物圏環境部   辰  お熊 敏夫  ポ ルト ガ ル  第一回環境毒性化学学会に出席   5．3．27－5．d，2（7）   

主任研究  国際研究協力官  栗原  崇  韓  l司  水質保仝等に関する共同研究の打合せ   5．3．28－5．3．31（4）  
企画官付  

地球環境研究                   総括研究  西岡秀三  イ  
センター  管 理 ′白■  に出席   

和田篤也   イ   5，3．28～5．4．3（7）  
センター   長  

地球環境研究   
グループ   等   
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所  属   職 名   氏 名   出張国   用  務   ；l・＝≡＝   

環境研修  研修企画官  渡遵 和夫  ス  イ  ス  国連■高等難民弁務官事務所環境調査官とし  
センター  て派遣  

地球環境研究               HOP／DIS及びリモセンと気候変動に閲す   
センター  マ レ ー シ ア  るシンポジウムに出席   

室 長   
ポジウムに出席  

微生物を用いた環境修復技術に関するシン  
ポジウムに出席  

シベリアにおける共同研究打合せ等   5．4．5－5．4．15（11）   

地球環境研究   5．4．7－5．4．17（11）   
グループ   
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7．委員会への出席等  

委  嘱  先   委  嘱  名   氏  名   

環境庁長官官房総務課   環境情報ネットワークシステム研究会検討員   阿部重信   
環境庁企画調整局   ダイオキシン環境対策検討会耗パルプ部会検討員   森田昌敏  

環境測定分析検討会委員   森田昌敏  
環境測定分析検討会検討貝   相平伸幸  
環境測定分析検討会統一∵精度管理調査部会専門委員  西川椎高，藤井敏博，柏平伸幸，  

牧野和夫  
総合化学物質対策検討会幹事  小林隆弘，白石寛明，相馬悠子，  

中杉修身．畠山成久，三浦卓，  
森田昌敏．米元純三  

総合研究プロジェクト検討会座長  三浦卓，植弘崇嗣  

総合研究推進会議幹事   久野 乱 国安俊夫－  

化学物質調査検討会検討貝  白石寛軋中杉修身，畠山成久．  
松本幸雄，三浦卓，森田昌敏，  
矢木修身，安野正之，安原昭夫  

花職症と環境に関する歓合検討会検討貝  ／ト林隆弘  

環境保健総合検討会検討貞   小野椎司，内藤正明  

大坪閲順  インドネシア環境管理センター国内委員会委員  
地球温暖化経済システム検討会検討員   森田恒幸  
地球渥暖化対策技術評価検討会検討員   内藤正明，清水 浩，西岡秀三  

地球温暖化対策地域推進検討会検討員   清水 浩  

地球環境研究等企画委員会儲事   秋元 肇，西岡秀三  

地球環境研究等企画委員会地球環境モニタリング′」、委員会  西岡秀三．植弘崇嗣 井上 元，  
幹事  中根英昭，原島省，野尻幸宏，  

渡辺信  

地球環境研究等企画委員会地球環境モニタリング小委員会  
検討員  

地球環境研究等企画委員会地球環境研究′ト委員会幹事  秋元輩，古川昭雄，西岡秀三  

地球環境等企画委員会地球環境研究′ト委員会オゾン層の破  笹野泰弘，中根英軋 近藤雉朗，  
填研究分科会幹事   出柑正行  

地球環境等企画委員会地球環境研究小委員会海洋汚染研究  
分科会幹事  

地球環境等企画委員会地球環境研究′ト委員会砂漠化研究分  
科会幹事  

地球環境等企画委員会地球環境朋究小委員会酸性雨研究分  
科会幹事  

地球環境等企画委員会地球環境研究小委貝全地球温暖化影  
響対策研究分科会幹事  

地球環境等企画委員会地球環境研究小委貝全地球温暖化現  
象解明研究分科会幹事  

地球環境等企画委員会地球環境研究小委員会熱帯林・野生   
生物の減少研究分科会幹事   田村正行  

環境影響評価技術検討会・道路分科会検討員   森口祐⊥  

環境影響評価技術検討会・埋立分科会検討員   中杉修身  
環境影響評価技術検討会検討月   原沢英夫，内藤正明  

環境保健総合検討会委員   鈴木継美   
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委  嘱  先   委  嘱、 名   氏  名   

環境庁企画調整局   環境保全行政の計画的推進に関する検討会委員   内藤正明   

環境庁自然保言隻局  皇居外苑濠水浄化施設検討会検討眉   稲森悠平  
自然環境保全基礎調査検討会検討貞．   市川惇信，西岡秀三，岩熊敏夫  

野生生物保護対策検討会希少動物遺伝子保存・分析分科会  
検討員  

環境庁大気保全局  臭化メチルによる成層圏オゾン層への影響に関する検討会  
検討貝  

成層圏オゾン層保護に関する検討会環境影響分科会委員   
成層圏オゾン層保儲に関する検討会及び同検討会科学分科  
会委員  

成層圏オゾン層保言酎二間する検討会排出抑制分科会委員   

川崎公票差止等請求事件（川崎訴訟）打合せ会の委員   新田裕史  
大気汚染に係る重金属等による長期暴露影響調査研究検討  
会検討貝ノ  

窒素酸化物等高感受性群健康影響調査検討会委員   新円裕史  
低公害車地域普及促進方策検討会検討員   清水 浩  

有機塩素化合物対策検討会，同健康影響評価分科会及び同  

排出抑制分科会委員  
有機塩素化合物対策検討会及び健康影響評価分科会委員   

酸性雨対策検討会検討員／  秋元菓，村野健太臥河合崇欣，  
畠山史郎，西川椎高，稲山力，  
岩熊敏夫，海老瀬潜一，高松武次錯  

佐竹研一  
開放型事業場騒音対策検討会検討員  兜眞徳  

変動振動の評価方法に関する検討会検討貞   兜 眞徳  
環境庁水質保全局  海洋投入処分基準調査検討会検討貝   森田昌敏，中杉修身，後藤典弘  

最終処分場に係る地下水汚染防lHは術の高度化に関する検  
討会検討員   

地下開発地盤環境管理検討会検討眉   陶野郁雄  
未査定液体物質査定審兼会検討員   森田昌敏  
化学物質水質保全検討会検討員   鈴木継美，森田昌敏  

海域に係る窒素・リン等水質目標検討会検討員   竹下俊二  
水質分析方法検討会検討貝   森田昌敏，渡部欣愛  

瀬戸内海における低層貧酸素化対策調査検討会検討貝   竹下俊二  
昔潮発生予測手法確立調査検討会検討貝   竹下俊二  
赤潮対策調査検討会検討貝   巾村泰男  
赤潮発生対策調査検討会検討員   木幡邦男  
赤潮問題研究会委員   渡辺正孝，木幡邦男  

絵畏規利水域水質改善プログラム策定調査検討会検討貝  渡辺正孝，竹下俊二，絹糸悠平  

再利用資源土壌還元影響調査検討会検討貞   後藤典弘．服部浩之  

農薬残留対策調査技術検討会（成績検討分科会）検討員  矢木修身  

農薬残留対策調査技術検討会（設計検討分科会）委貞   矢木修身  

農薬生態影響評価法確立調査検討会検討貞   高橋 弘．安野正之  

農薬登級保留基準設定技術検討会（農薬不純物）検討貝  森田昌敏  

有宰化学物質土壌・地下水汚染対策基礎調査検討会検討貝  中杉修身  

有害化学物質土壌環境影管基礎調査検討会検討貝   矢木修身，咋杉修身  

中央公害対策審議会専門委貝（土壌農薬蘭会）   後藤典弘，中杉修身   
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委  嘱  先   委  嘱′  名   氏  名   

中央公害対策審議会専門委員（水質部会）   渡部放資   

日本学術会議   IGBPシンポジウム実行委員会委員   秋元 嚢  
環境工学研究連結委員会委員   内藤正明  
生態・環境生物学研究連絡委員会委員   岩熊敏夫  
地球化学・宇宙化学研究連絡委員会委員   秋元 疎  
日本学術会議第15期会員   市川惇信   

科学技術庁   マイクロ波センサデータ利用等によるリモートセンシング  
高度化のための基盤技術開発研究推進委員会委員  

海洋科学技術研究会委員   渡辺正孝  
気象・水文・植壬トモデル作業分朴全委員   大坪観八軋 大政謙次  
技術予測委員会委員   市川惇信  
航空・電子等技術審議会専門委貝   植弘莞嗣  
砂漠化機構の解明に関する国際共同研究推進委員会委員  古川昭雄  
参与   市川惇信  

知的生産活動における創造性支援に関する基盤的研究推進  
委月会委員  

地球温暖化の原因物質の全球的挙動とその影響等に関する  
観測研究検討委貞会委員  

地球環境保全と生活環境快適化のためのエコマテリアルに  
関する基礎的調査の調査推進委貞全委員  

防災科学技術研究所遺骨委員   市川惇信  

北極域における気圏・水圏・生物圏の変動及びそれらの相  
互作用に関する国際共同研究の研究推進委員会委員   

外務省   インドネシア環境管理センタープロジェクト国内委員会委  
員  

中国ポーヤン湖水質保全対策計画調査にかかる作業監理委  
員会委員   

文部省   学術審議会委員   市川惇信  
学術審議会専門委員   内藤正明  
高等学校職業教育教科書「看護基礎医学2」の審査協力者  鈴木継英  

日本ユネスコ国内委員会委員   市川馴言  
日本ユネスコ国内委員会自然科学小委貞会調査委貝   市川尊信、鈴木継美 ・  

日本学術振興会評議員   市川惇信   

東北大学   非常勤講師（衛生学，基碇特別講義）   鈴木継実 ．   

筑波大学   修士（環境利学）学位論文審査専門委貞全委員（副査）  
内山裕夫，近藤矩朗，原点 省  

非常勤講師（（医学特殊研究）環境生態学）   安藤 満，嵯峨舛勝，藤巻秀和  

非常勤講師（拡散論）   平田健正  

非常勤講師（環境分析化学）   高松武次郎  
非常勤講師（生物学序説B）   彼谷邦光  

非常勤講師（総合科臼「生命科学入門」）   近藤矩朗  
非常勤講師（大気環境学Ⅲ）   井上 元  
非常勤講師（廃棄物処理システム論）   ヰ杉修身   

埼玉大学   非常勤講師（環境アセスメン＝   稲森悠平，矢木修身   

千葉大学   非常勤講師（応用計測学）   大政謙次   
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委  嘱  先   委  嘱  名   氏  名   

千葉大学  非常勤講師（大気化学）   畠山」史郎  
非常勤講師（大気拡散論）   

光本茂記  

非常勤講師（畠千化学序論Ⅰ）   井上 元  

非常勤講師（景子化学序論口）   相馬光之  
東京大学  生産技術研究所協力研究員（地球都市環境に関する風洞シ  

ミュレーション）  

東京大学気候システム研究センター運営委員会委員   鷲旺＝申明，秋元肇  

非常勤講師（衛生学）   森田昌敏  

非常勤講師（衛生行政学特論，人類生態学特殊講義・演習）  兜 眞徳  

非常勤講師（環境論，薬理・毒性・薬剤学，人類生態学特  

殊講義・演習）  

非常勤講師（生物科学特論Ⅰ）   可知直毅  

非常勤講師（代謝生物学）   近藤夕巨朗  
非常勤講蘭（農業二】∴学特別講義Ⅳ）   大政謙次  

非常勤講朝（応用物理学特別講義第六）   東京二】二葉大学  常田仲明  
非常勤講師（化学環境工学特別講義第一）   鬼 克幸  
非常勤講師（地域環境情報贋論）   安岡善文  

非常勤講師（地球規模の環境論問題）  秋元肇，森田恒辛，中根英‖円，  
西岡秀三  

電気通信大学  非常勤講師（数他解法）  須賀仲介   
長岡才支術科学大学   非常勤講師（物理化学特論lI）   矧到申明   
山梨医科大学   非′肯勤講師（環境利学）   秋元 箪   
山梨大学   非常勤講師（化学特論第一）   泉一克牢   

信州大学   非常勤訪朝（医用統計学）   新田裕史   
岐阜大学   非常勤講師（応用化学特論第五）   稲森悠平   
名古屋大学  環鹿l諾】過と環境対策の回際比較研究会委員   青柳みどり  

非常勤講師（環境学持論）   大」ト 紘  
名古屋大学太陽地球環境研究所共同利用委員会二専門委員会  
委員  

滋賀大学  非常勤儲帥（環境情報特論）．   高松武次郎   
京都大学   学外研究協力者   鈴木継美   

大阪大学   大阪大学庵接コニ学研究所運営委員会委員   市川悼倍   

岡山大学   非常勤講師（衛生学）   鈴木継美   

徳島大学   非常勤講師（環境科学概論）   森田昌敏   

長崎大学   非常勤講帥（衛生学）   森出鼻敏   
筑波大学医療技術短期大学  藤井敵性  

非常勤講師（病理組織細胞学特論）   高橋勇二  

茨城二1二葉高等専門学校   非常勤講師（工業化学総論）   春日清一   

学術情報センター   学術情報センター運営協議員   市川悼信   

国立遺伝研究所   評議員   市川惇倍   
国立極地研究所   国立極地研究所専門委員会委員   秋元 肇，佐竹研一   

統計数理研究所   統計数理研究所共同利用委員会委員   小野雅司   

文化庁   第11期著作権審議会委員   市川悼惜  

第19期国語審議会委員   石川†惇信   
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委  嘱  先   委  嘱  名   氏  名   

厚生省  最終処分場のしゃ水工法等に関する検討会委員   中杉修身  

食品衛生調査会臨時委員   鈴木継美  
国立衛生試験所  国立衛生試験所内研究評価委員会委員   鈴木継美  

水域環境におけるダイオキシン等非意図的有害物寅の生成  
機構と安全性評価に関する研究検討会委員   

水産庁   化学物質魚介類汚染調査検討会委貝   森田2－敏   

通商産業省  化学品審議会専門委員   鈴木継美  
産業技術審議会臨時委員   市川惇信  
大阪湾底質等調査専門委員全委員   大坪閲順  

計量士国家試験委員会委員   渡部欣愛  

計量教習所  非常勤講師   渡部欣愛   

郵政省   衛星の能動的追尾技術開発検討会委員  笹野泰弘，杉本伸夫，湊淳，  
中根英∬  

環境影響物質輸送観測用レーダの開発に関する研究に係る  
評価検討委貞会委員  

地球環境保全国際共同研究推進会議  秋元肇，笹野泰弘   

労働省   第20回（平成4年度）労働安全・衛生コンサルタント（専  

門委員）   

建設省   汚泥施用と土壌保全に関する技術検討委貝会委員   高松武次部   

茨城県  茨城県大気環境測定局ネットワーク整備検討委員会委員  松本幸雄  
茨城県地球温暖化防止行動計画策定検討委員会委員   森出恒辛  

茨城県都市計画地方客議会勝出市大ツ野土地区画整理事業  
環境影響評価専門部全委員  

茨城県都市計画地方審議会専門委貝   兜眞徳  
霞ヶ浦浄化研究交流会議委員   海老瀬潜一▲，岩熊敏夫  

拡声機騒音問題懇談会委員、   兜 眞徳  

世界湖沼会議企画準備委員会委員   渡辺正孝  

群馬県  群馬県地盤沈下調査研究委貝全委員   陶野郁雄   
埼玉県   埼玉県地球温暖化対策地域推進モデル計画策定検討会検討  

委員  

千葉県  千葉県環境調整検討委員全委員′   木幡邦男   

東京都  化学物質生物汚染状況調査検討委貝会委員   森出昌敏  

水質総合監視体制の整備に関する検討会委員   海老顔潜一  

大気汚染健康影響サーベイランス検討委員全委員   新田裕史  
大気汚染健康影響サーベイランス構想検討委貞全委員   新田裕史  
東京都環境科学研究所運営委員会委員   秋元 葬  

東京都自動車交通量対策検討委員会・汚染解析作業部会委  
員  

東京都消費生活対策審議会臨時委員   森田昌敏  
東京都立大学  非常勤講師（生態学特殊講義二）   可知直毅   

神奈川県  神奈川県環境科学センター研究推進委員会委員   内藤正明  

神奈川県廃棄物問題懇話会委員   後藤典弘  

新潟県  地盤沈下対策検討委貞全委員   陶野郁雄   

富山県   富山県公害センター客員研究員   佐竹研一   
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山梨県  環境科学研究所検討委員会委員   後藤典弘，森田恒辛  

環境科学研究所顧問   鈴木継美  

長野県  自然保護研究所設置懇談会委員   内藤正明  
長野県水環境保全審議会専門委貝   中杉修身  
長野県地球温暖化対策地域推進モデル計画策定調査検討会  
議委員  

長野県廃棄物再資源化・再利用推進協議会委員   後藤典弘  

兵庫県  国際組織設立検討懇話会委員   渡辺正孝   

島根県   しまね快適環境プラン検討会議委員   内藤正明   

つくば市   つくば市一般廃棄物減量等推進審議会委員   後藤典弘．中杉修身   

猿島郡総和町   員   総和町環境管理計画策宝専門委貝会委   福島武彦   

石岡市   石岡市生活排水対策推進計画策定検訂委員会委員   福島武彦   

北相馬郡利根町   利根町環境保全施設整備審議会委員   後藤典弘   

越谷市   越谷市地球温暖化地域総合推進モデル事業（越谷市エコト  
ピア計画）策定委員全委員  

所沢市  所沢市公害対策委員会委員   H山 徹，橋本善太郎   

川崎市  「先端技術産業環境対策指針」運用に伴う調査検討会委員  功刀正行  

川崎市先端技術産業環境保全委員会委員   矢木修身  

横浜市  横浜市一般廃棄物処理に関する専門家会議委員   l中杉修身  

廃棄物最終処分場跡地利用監視ガイドライン作成検討委員  
会委員   

宇宙開発事業団   客員開発部員（ライダーの研究に関する支招）   笹野泰弘   
日本科学技術情報センター  阿部重信  

大気汚染質に係る判定条件設定調査「ガス状物質及びエア  
ロゾルの生体影響」レビュー委員会委員  

日本学術振興会  稔合研究連絡会鵠   市川惇信  
日本学術振興会総合研究連絡会議委員   市川悼惜  

日本棟子力研究所  研究嘱託（機能材料創製に関する研究）   大政謙次  

原子力用レーザー研究委貝会専門委貝   笹野泰弘  
放射線高度利用研究委員会座門委員   大政謙次  

国際協力事業団   インドネシア環境管理センタープロジェクトにかかる国内  
委員会委員   

慶應菰塾大学   非常勤講師（環境化学特論第l・環境科学特論策1）   秋元 左程   

東京理科大学   非常勤講師（特別講義Il）   相馬光之   
日本大学   非常勤講帥（l…】然保護公瀾論）   伊藤訓行   

法政大学   非常勤講師（数学（Ⅲ））   花崎秀史   

明治大学   非常勤講師（地学）   堵野伊津志   
愛知医科大学   非常勤講師（衛生学）   遠山千春   
福岡女子本学   非常勤講師（食用植物学）   安藤 溝   
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（環境研修センター講師一覧）  

研  究  名   講  義  名   氏  名   月 日   

環境行政管理・監督者研究会   環境研究のプブ向   鈴 木 継 美  4．5．15   

環境管理研修   環境を総合的に評価する   内 藤 正 明  4．11．9   
環境影響評価研修   内湾の富栄養化の現状   木 幡 邦 ガ  4．9．4   

国立公園管理官研修   森林の生態学   可 知 直 毅  4．6．26   

大気保全研修   酸性価と大気汚染   福 山  力  5．2．23   

水質保全研修   生活排水対策   中 杉 修 身  4．10．】4   

水質保全研修   河川・湖～召の汚濁   矢 木 修 身  4．10．19   

地盤沈‾F防止研修   地盤沈‾F原論   陶 野 郁 雄  4．6．18   

情報処理研修   統計入門   松 本 幸 雄  5．1．25   

情報処理研修   データベースの活用   渡 辺 忠 明  5．1．28   

情報処理研修   酎象処理   安 岡 善 文  5．2．3   

環境庁新採用職員研修（Ⅰ種）  環境科学の現状と課題環境と綽済   市 川 惇 信  4．4．13   

機器分析研修（一般課程）   環境分析とパソコンの利用   瑚 フ」正 行  5．1．20   

機器分析研修（一般課程）   これからの環境科学   安 原 昭 夫  5．2．4   

一般分析研修   これからの環境研究   後 藤 典 弘  4．5，22   

大気分析研修   大気測定機器に係る最近の情報   功 刀 正 行  4．12．14   

水質分析研修   ICP（発光分析法）   古 田 直 紀  4．6．24   

水質分析研修   地下水汚染と計測   中 杉 修 身  4．6．30   

水質分析研修   河川・湖沼の汚濁機構   野 尻 幸 宏  4．6．30   

機器分析研修（特定課程）1   GC－MSの測定法   伊 藤 裕 康  4．‖．16   

機器分析研修・（特売課程）1   GC－MSの測定法   山 本 貴 士  4．11．17－11．19   

機器分析研修‘（特定課程）2  GCMSの測定法   伊 藤 裕 康  4．7．20   

環境モニタリング（水質）研修  水質測定データの取扱い方（講義）   原 沢 英 夫  4．10．20   

環境モニタリング（水質）研修  生物学的水蜜判定法   （ク）   岩 熊 敏 夫  4．10．21   

環境モニタリング（水質）研癌  水質測定テ」夕の取扱い方（演習）   原 沢 英 夫  4．10．20   

環境モニタリング（水質）研修  コンサルティング  （ク）   森 出 呂 敏  4，10．22   
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8．研究所日誌  

（1）研究所  

年月日   事  項   年月日   事  項   

4．4．2  オランダ住宅同士・計画・環境省職員来所   9．21  ブループラネット賞受賞者来所   

4．8  企画調整局環境研究技術謂了有来所   9．25  長官官房会計課長視察   
4．8  インドネシア環境省磯貝来所   9．25  インド中央乾燥地域研究所一行来所   
4．9  東京二Ⅰ：業火学理学部一行来所   9．30  JICA環境技術研修コースー行米所   
4．14  サウジアラビア回キングファハド大学教授来所   10．5  中国国家楷某局職員来所   

4．16  中国科学院沈閲応用生物生態研究所一行来所   10．8  防衛け環境保全担当者集合訓練一一行来所   
4．16  韓国環境省技術・施設計画課長来所   10．9  JICA韓l司環境特設コースー行来所   
4．17  平成4年度科学技術週間施設一般公開   10．14  信州l大学工学部情報工学科3年次生一行来所   

4．20  インドネシア水道環境・衛生訓練センター来所   10．14  JICA海洋保全研修一行来所   

4．24  環境庁転入者研修一行来所   10，16  日本農業気象学会－▲行来所   

5．1  10．19  JICA環境モニタリング研修一行来所  

所   10．19  ジョージア大学教授来所  

5．11   10，Z3  宮沢総理大臣筑波研究学園都市視察   
5．14  オーストラリア国会革員団一行来所   10．29  マニラブレティン放論説担当記者来所   

5．13  筑波大学環境朴学研究科一行来所   10．29  中国国家科学技術委員会副主任一行来所   

5．19  欧米主要紙環境担当者一行来所   10．29  JICA環境行政研修一行来所   

5，25  在日メキシコ大使来所   10．30  ミネソタ大学教授来所   

6．5  地域環境特別研究発表会   11．5  EC事務局職員来所   
6．6  環境月間施設一般公開・牛紺」講演   11．5  インド農業研究会議次長来所   

6．8  インド国デリー大学数授来所   11．6  ㍍渡航法研究会「行来所   
6．10  石膏石灰学会一行来所   11．10  筑波大学生物学系1年生一一行来所   
6．12  国立公衆衛生院一行来所   11，10  JICA閉敵性海域環境管理研修一行来所   

6．19  サイエンスシティフォーラムー行来所   1l・．13  

6．22  韓匡l環境起一行来所  国際シンポジウムー行来所   
11．17   

6．29  会計実地検査（～7／＝   11．18  北條長野県短期大学長一・行来所   
7，2  韓国江煉大学校教授一行来所   11．19  NI）SCワークショップ職員来所   
7，10  東京都生物致育研究会一行来所   11．20  JICAポーランド・ブルガリア環境研修一行来所   

7．14  （祉）国際交流サービス協会一行来所   11．25  （祉）日本分析機器二1二葉会一行来所   

7．14  チリ国際協力庁長官一行来所   11．26  21世紀のための友情計画（り1国）一行来所   
7．15  JICA廃棄物処理コース一行来所   12，3  大和地区廃棄物対策協議会一行来所   

7．Zl  平野 政務次官視察   1Z．3  滋賀県琵琶湖研究所職月来所   
7．23  斎藤長官官房審議官来所   

12．4  JIC几オゾン層保護セミナーー・行来所   

7，27  企画調整局環境健康郡長来所   12．4  筑研協精神1射－■i委員一行来所   

8．10  UNEP／GRIDミッション来所   12．8  ニュージーランド気象庁職員来所   

8．21  入部院職員局職員課長来所   12．14  国連大学総長一一行来所   

8．21  韓国海洋研究所長一行来所   12．17  公害等調整委員会一行来所   

8．27  大阪府立大学農学部学生一行来所   12，22  

9．4  アースウオッチ来所  ト来所   
9．4  つくば市立北条′ト学校6年生－▲行来所  5．1．8   

9，4  宇都宮市環境部環境課（奥日光環境観測所）来所   1．13  坂大蔵省主計局主計官来所   
9．4  インドネシア国環境管理庁次長一・行来所   1．13  タイ国環境研究研修センター職員来所   
9．7  フランス科学研究庁視察囲来所   1．14  日米環境セミナー関係者来所   

9．10  広島県議会生活福祉保健委員会一行来所   1．14  JICAブラジル環境特設コースー▲行来所   

9．10  クウェイト計担l省次′白一補来所   1．19  林大幹環境庁長官視察   
9．11  芝浦二t二業大学システムニl二学部一行来所   1，21  前橋市」二葉振興懇話会一行来所   

9．14  ブラジルアマゾン研究所長来所   1．21  （財）千兼県公怒防止．管理者協議会一一行来所   

9．17  江戸川防災管理制究仝一行来所   1．27  JICAハンガリー環境保全コース▲・・・行来所   
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年月日   事  項   年月日   事  項   

2．4  浦和地方裁判所一行来所   3．1  関東財務局水戸財務事務所所長一行来所   
2．4  

バート来所   3．3  京都大学農学部農芸化学教某学生一行来所  

2．8   3．5  北海道大学農学部学生一行来所   
2．9  ソウル大学助教授一行米所   3．11  立教大学理学部学生一行莱所   

2．12  在日ドイツ大使館員来所   3．17  ドイツ国プラウシエバイソ1科大学教授来所   

2．15  JICA大気汚染研修一行来所   3．18  科学技術庁研究開発局地球科学技術推進室長束所   

2．18  フランス外務省磯貝来所   3．18  米国CEIミS職員来所   

－2．22  環境フェアパネリスト一行来所   3．22  タイ国環境研究研修センター職貞来所   

2．25  JICAオゾン層破壊物質削減技術研修一行来所   3．23  現代人間科学研究所－・行来所   

Z．25  JICA湖沼保全コースー行来所   3．24  北海道大学工学部衛生二l二学科学生一行来所   

2．25  韓国延性大学教授来所   3．25  GRID／Arendal職員来所   

2，25  日本電気（株）第9回SX部会一行来所   

（2）環境研僧センター  

年月日   事  項   年月日   事  項   

4．4．6  中国江西省環境保全局ZhoSu氏来所   1l，27  埼玉県西部学校保健会施設見学・講話   

5．12  タイ研修生SumetSuwannarod氏来所   5．1．22  JICAブラジル環境特設コース20名見学   
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9．研究所構成員  

（1）職 員  
（平成5年3月31日）  

職  名   氏  名   職  名   氏  名   

所   長   施設課長   市 川 惇 信  菅 原 ≡ 夫   

副 所 長   鈴 木 継 美   課長補佐  龍崎惣一  

主任研究企画官  久野 武  
藤田和伸  

動物施設専門官  岩渕梢二  
研究企画官  国安俊夫  

生物施設専門官   ′ト 右  元  
柳橋寮生  

理二L施設専門官   佐々木 寛 来貢  
ケ（併）  柴田廉行  

特殊施設専門官   土 屋 垂 利  
ケ（併）  凶相正行  

′営繕専門官   
杉山健一一郎  

石 田 秀次郎  
ケ（併）  

管理係長   秋 吉 利 彦  
国際研究協力官  栗原 

共通施設係長（併）   秋 吉 利 彦   
総務部長   田 中 瑞 穂  共通施設係貝   書 架  洋   

総務課長   早 坂 君 夫   
特殊施設係良（併）   藤 田 和 伸   

課長補佐  山下洋一  
遠藤裕一  技術係長   駒 揚 勝 雄  

地球環境研究グループ統括研究官（併）  秋 元  跨  
絶務係長  志村博之  

赤塚輝子  （併）   古 川 昭 雄  
総務係員  

大森淳一一  温暖化現象解明研究チーム総合研  悼  

福澤謙二  
主任研究員  横内腸子  

車庫長  阿久津  カ  酒巻史郎   
副車庫長   染 谷 竹 男  野 尻 孝 法：   

厚生係長（併）   志 村 博 之  竹 中 明 夫   
厚生係貝   皆 川 和 子  欠   
人事係長   長 澤 満 郎  温暖化影響・対策研究チーム総合                                                 森田恒辛  
人事係主任   成 島 克 子   研究官   

人事係員  抑 田  武   主任研究員  甲斐瀦i美紀子  

業務係長   尾 島 明 彦  増 田 啓 子   

会計課長   塚 腰 光 男  欠   

課長補佐  平 塚  勉  オゾン層研究チーム総合研究官  

欠  主任研究員  天野（林田）佐智子－   

経理係長  萩谷秋男  欠   

経理係貝  根 本 洋 二  酸性雨研究チーム総合研究官  佐 竹 研・・・・・  
金子浩二  主任研究員  河合崇欣  

支山係長  渡遽  充  村野健太郎   

支出係員   木 村 幸 子  畠 山 史 郎   

契約係長   堤  隆 雄  欠   

契約係員  川 村 和 江  海洋研究チ←ム総合研究官  原 島  省  
′ト林良一  主任研究員   功刀正行   

調度係長  久米英行  欠   
調度係員  種瀬治良  
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職  者－   氏  名   職  名   氏  名   

森林減少t砂漠化研究チーム総合  可知直毅  研究員   梅 津 豊 司   
′ 研究官  化学物質生態影響評価研究チーム  畠山成久  

主任研究員  宮崎忠国  総合研究官  
奥田敏続  主任研究員  笠井文絵  

椿 宜高  花里孝幸  
菅 谷 芳 雄   

主任研究員  高村健二  新生生物評価研究チーム総合研究  
欠  ノ自  

研究員  永田尚志  主任研究員  佐治  光   

衛星掛則研究チーム総合研究官  笹 野 泰 弘  欠   

主任研究員   鈴木  睦  欠  

積出達也  研究員  中嶋信実  
岩崎一 

内 藤 ムニ 明   
弘  

地域環境研究グループ統括研究官  
三 浦  都市環境影弊評価研究チーム総合  眞徳  

上席研究官  卓   研究官   
交通公告防IL研究チーム総合研究  清 水  浩   主任研究員  高 橋 偵 司   
呂  
主任研究員  田村正行  

新田裕史  
影山隆之  

森口祐一  
研究員  今井秀樹  

都市大気保全研究チーム総合研究  
官  主任研究官  中島興基   

上原 清  春日清一  主任研究員  
鵜野伊津志  高橋 弘  

主任研究員（併）  海域保全研究チーム総合研究官    竹下俊二  高橋惧司   

主任研究員  木 幡 邦 男   主任研究官   松 本 平 価  

中村泰男  （併）   
岩 声貨 敏 夫  

湖甜呆仝研究チーム総合研究官                福島武彦  社会環境システム部長   後 藤 典 弘   
主任研究員  高 木 悼 夫   環境経l剤肝先王長（併）   j ：：：  

欠  主任研究員  欠  
有害廃棄物対策研究チーム総合研  欠  

研究員  青柳みどり  
主任研究員  平田健正  

口引 聡  
西川椎高  

川島たk子  
水改善手法研究チーム総合研究官  

資源管華研究室長  乙間末廣  
主任研究員  松垂一夫  

主任研究員  天野耕二  
今井章雄  

欠  
大気影響評価研究チーム総合研究  勝   

研究員  森保文  

安 藤  澗   主任研究員  環境計画研究妄養   大 井   紘  
市漸孝遺  主任研究員  青木院二  

欠  欠  

熊谷嘉人  研究員  研究員  近藤美 則   
情報解析研究室長   安 岡 善 文   化学物質健廉リスク評価研究チー  相馬悠子  

ム総合研究官  主任研究員  煩 貿 伸 介   
主任研究員  米元純三  清水 明  

白石貴明  研究員  lU形与志桝   

稲兼一棟  
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職  名   氏  名   職  名   氏  名   

化学環境部長   森 田 昌 敏   大気圏環境部長   驚 田 仲 明   
計測技術研究室長   藤 井 敏 博   大気物理研究室長（併）   驚 田 仲 明   

主任研究員  向井人史  主任研究員  北本茂記  

欠  欠  

欠  研究員  研究員  高鼓 縁  

欠  花崎秀史‘  

計測管理研究室長  安原昭夫  沼口 数   

主任研究員  伊 藤 裕 康  大気反応研究室長  福 山  力  

欠  ≡土佐研究員  今村隆史  

研究員  烹水 落  欠  
山本貴士  研究員  盛島春正  

動態化学研究室長  相馬光之  ク  関 金一   
主任研究員  蘭 山 春 彦  高層大気研究室長  杉 本 伸 夫  

柴出康行  主任研究員  欠  

研究員  田中  敦  欠   
化学毒性研究室長   彼＋谷 邦 北  研究員  湊  淳   

主任研究員■  白石不二碓  松井一郎  
井上  佐野友／春  火気動態研究室長  

研究員  欠   主任研究員  泉  克 幸   

研究補助員   宇 野 由利子  内 U」政 弘   

主任研究官   植 弘 崇 嗣  研究畠  欠  

鈴木継美  環境健康部長（併）   
欠  

生体機能研究妄長  小林隆弘    水土壌圏環境部長   渡 辺 正 孝   

主任研究員  鈴 木  明   上席研究官   相 ル奇 勺：弘  

持 立 克 身   水環境質研究室長   矢 木 修 身  

野 焼 恵 子   主任研究員   内 山 裕 夫  
研究員  高橋勇二  冨岡典子  

研究員  山根一祐  小沢秀明   
病態機構研究室長   遠 山 千 春  水環境コニ学研究室長  海老漸 潜 一   
主任研究員  藤巻秀和  主任研究員  宇都宮陽二朗  

青木舶巌  欠  
＝ド野捕史郎  研究員  井上隆■信  

研究員  1tf山昭子  榎田茂樹  

伊藤力三  土壌環項研究室長  高松武次郎  

保健指標研究室長  太 田 庸起千   主任研究員  向 井  哲   
主任研究員  三森文行  服部浩之  

国本 学  土井妙子  

松本 理  研究員  恒川篤史  
研究員  山元昭二  欠   

環境疫学研究室長   小 野 椎 司  地下環境研究室長  陶 野 郁 雄   
主任研究員  田 村 憲 治   主任研究員   木 村  娘．  

本田 靖  研究員   欠   
研究員■  欠  

欠  
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職  名   氏  名   職  名   氏  名   

生物圏環境部長   安 野 正 之   学術情報専門官   杉 山 健一郎   
上席研究官   古 川 昭 雄   研究情報係長   坂 下 利 恵   
環境植物研究室長   大 政 謙 次   照会検索係長   欠   
主任研究員  名 取 俊 樹   照会検索係員   名 取 美保子  

藤 子召 庚 英   図書資料係長   宮 下 七 重  
清 水 英 幸   普及係長   欠  

研究員  戸 部 和 夫   普及係貞   松 井 文 子   

環境徽生物研究室長   渡 逓  信  地球環境研究センター長   鈴 木 継 美   
主任研究員  高 村 典 子   （副所長充て職）  

広 木 幹 也   総括研究管理官   西 岡 秀 三  
野崎久義  研究管理官  原沢英夫  

研究員  欠  大坪幽順   
生態機構研究室長   岩 有賀 敏 夫  古 田 直 紀   
主任研究員  言 下  衛  主任研究官（併）  中 島 輿 基  

欠   課長補佐（併）   遠 藤 祐 一  
研究員  野 原 精 一   業務係長   エ 藤 常 男  

上 野 隆 平   交流係長（併）   和 田 篤 也  

多 田  満   観測節1係長   荒 木 英 一  
分子生物学研究室長  田 中  伊   観測第1係員（併）   稲 澤 謙 二   
主任研究員  欠  観測節2係長   和 田 篤 也  

冬  環境研修センター所長  橋本善太郎  
研究員  久保明弘  欠  

青野光子  庶務課長  桜井靖生  
環境情報センター長   渡 辺 忠 明   庶務係長  野口竹志  

情報管理室長   阿 部 重 信   庶務係貝   小 林 清 治   
室長補佐・   竹 内 久 智   電  工   五十嵐 輝 雄   
情報システム専門官   白 井 邦 彦   運転手   佐久間  啓   
連絡調整係長   小 山  惜   用務員   五二十嵐 光 子   
電算機管理係長   欠   会計係長   東 山 拍二′愛   
電算機運用係長   欠   会計係員   桑 原 眞 弓   
電算機運用係員   阿 部 裕 明   ケ （併）   佐 藤 さ ゑ   
国際情報係長   ’欠   教務課長   

‡；田  印J   

情報整備室長   岩＋聞 正 康   教務係長   植 田 孝 次   

数値情報専門官   欠   教務係員  佐 藤 さ ゑ   
調査係長   大 村   車  ク  佐々木 淳 一   

調査係貝   欠  主任教官  i度 部 欣 愛   

整備係長   猪 爪 京 子■   歎ノ白  粕 平 伸 幸   

管理係長   古 田 早 齢  桝 田 久和子   
研究情報室長   菊 池 光 彦  牧 野 和 夫   
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10．平成4年度研究発表会，セミナー等活動記録  

（1）国立環境研究所セミナー‘  

No．   年月日   題  目   発 表 者   所  属   

184回  4．12．22  地球環境に声ける物質の動き   北 野  康  椙山女学院大学   
185回  5，1．12  地球環境と宇宙考古学   坂 田 俊 文  東海大学   

柑61亘l  5．1．13  気と環境問題   野 村 晴 彦  電子技術総合研究所   

187回  5．1．19  環境と寄生虫感染   ′ト 島 荘 明  東京大学医科学研究所   

188回  5．2．16  これからの科学政策   権 田 金 治  科学技術庁科学技術政策研究所   

（2）第8回全国環境・公害研究所交流シンポジウム  

開催日：平成5年2月23日，24日  

場 所：国立環境研究所大l【ほ己念ホール  

題  目   発 表 者   所  属   

開 会   森旺 昌 敵  国立環境研究所   
挨拶  市川惇信  

宮川秀真  

・［環境化学物質の動態］  

諏訪湖柱状底質にみる化学物質汚染の変遷   寺沢潤一   

洞海湾桁毎藻中の化学物質検索結果について   花 田言 文  北九州市環境衛生研究所   
農薬の多目的利用がもたらす水系への影響   福 島  実  大阪市立環境科学研究所   

田園地河川における水稲移植後の農薬の流出   iだ辺明博  

［環境化学物質の生物影響］   

琵琶湖流入河川に生息する魚類の農薬汚染につし、て   津田泰三   

河川（玉川＿l二水，野火止用水）の底三‡ニ動物群集に及ぼすPAC・  大野正彦  
オゾン処理，殺虫剤散布の影響   

農薬類複合汚染による生態影響の評価手法に関して   畠山成久   

トリクロロエチレンとテトラクロロエチレンの行動影響   梅津豊司  

［環境化学物質とアレルギー疾患］   

群馬県におけるスギ花粉症の研究   萩原美紀   

神戸市におけるスギ花粉症調査について   鈴 木 行 夫   神戸市環境保健研究所   

ー・般市民におけるアレルギー性疾患の有無とIgE抗体保有状  山崎 貝  
況   

新田裕史  
、予備調査結果の解析【   

閉会の挨拶   鈴木継美   
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11．施設の整備状況一覧  
（平成5年3月現在）  

施  名   構  造   面 積   竣 工 時 期   

研究本館】   RC－3   11，436m2  1期昭和49年3月竣1  

打期昭和52年5月竣二J二  

管理棟   RC2   Ⅰ期昭和49年5月竣二L  

Ⅱ期昭和52年2月竣」二  

研究本館Ⅱ  RC－3  Ⅰ期昭和54年11月竣コニ  

（共同利用棟）  

］期昭和57年2月竣工  

（共同研究棟）  

エネルギーセンター，厚生棟  RC2   昭和49年10月竣工  

昭和51年一部増築  
廃棄物処理施設  特殊実験排水処理能力  昭和49年10月竣工  

100m3／d  

一般実験排水処理能力  昭和54年2月竣二L  

500m3／d  

大気化学実験棟（スモッグチャンバー）  RC－1   昭和52年1月竣工  

大気拡散実験棟（風洞）   RC－2，地下1   2、329m2  昭和53年3月竣工   

大気汚染質実験棟（エアロドーム）   SRC－8   1，321m2  昭和54年8月竣工   

大気モニター棟   RC－1   81m2  昭和53年3月竣工   

ラジオアイソトープ実験棟   RC－3   1，564m2  打銅【」53年3月竣工   

水生生物実験棟I（アクアトロン）   RC－3   2，198m2  昭和51年10月竣工   

水生生物実験棟］（アクアトロン）   RC－2   337m2  昭利55年11月竣工   

水理実験棟   S－1   1．167m2  】期昭和51年10月竣二l二  

艮期昭和55年11月竣二1二  

土壌環境実験棟（ペドトロン）   RC－3   日鋼153年2月竣工      1，931mZ   

動物実験棟Ⅰ‘（ズートロン）  SRC7  5，185mZ  

［期昭和51年11月竣工・  

（中動物棟を含む）  

動物実験棟Ⅲ（ズートロン）  RC3  1，862m2   

植物実験棟Ⅰ（ファイトトロン）   RC－3   3，348m2  昭和50年12月竣二1二   

植物実験棟u   RC－4   3，722m2  

騒音・保健研究棟   地下－1   

実験ほ場（本構内）  管理棟  427m2   

室温3室  575m2  

ほ場6面  4，600m2  

実験ほ場（別団地）  管理棟  218m2   

ほ場1ユ面  13．500m2  

生物生態園  1．5ha   

危険物倉庫  B1  86mZ  耶j和55年11月竣工   

工作棟   RC－2   189m2  昭和56年9月竣二1二   

微生物系統保存棟   RC2   800m2  昭利幻年12月竣工   

大気共同実験棟   RC－3   885m2  昭和58年12月竣二】二   

霞ケ浦臨湖実験施設  実験管理棟   1，750m2  昭利58年3月竣二l二  

用廃水処哩施設   910m2  昭和58年3月竣ユニ  
実験水路   110m2  昭和58年3月竣二1：二  

フリースペース   1．Olla  昭利58年3月竣二Ⅰ二  

奥日光環境観測所  管理棟   180nlZ  昭利61年11ノ】竣工  

観測所   187m2  粧和63年3月竣工   
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施  名   構  造   面 積   竣 工 時 期   

波照間一地球環境モニタリングステーション  RC▼1   160m2  平成4年3月竣工   

環境遺伝子工学実験棟  RC3   1，678m2  建設中  

環境研修センター  
本館  RC－3   2．216m2  昭和49年9月竣コニ   

実習棟   RC－3   2，197m2  昭和49年9月竣コニ   

特殊実習棟   RC－3   1，054m2  昭和63年5月竣二1二   

宿泊棟   RC－5，133人収容   2，812m2  昭和49年9月竣二【二   

厚生棟   RC－1   450m2  昭和49年9月竣工   

その他  932m2   
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12．国立環境研究所施設配置計画図  

〒305 茨城■つくば市小■川1㌻2  

t 薫き 02一拍一別－も111  

（本構内敷地面積23ヘクタール）  
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環境研修センター  
〒359 増玉れ所沢市並木3－3  
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